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第１ 会 務報 告

平成３年
４月10日 「病院診療報酬体系作成委託研究会」初会合

現行診療報酬体系の抜本改正をめざす当会としての見解を検討

委員長に京都大学経済学部教授西村周三氏を委嘱

観桜会開催

本会推薦の長崎彬理事出席

第96回診療録管理研究会を東京都済生会中央病院で開催

６６施設８６名参加

平成３年度研究会スタート

厚生省『救急医療体制検討会』が２１世紀に向けての救急医療体制の充実方策を答申

当会から中山副会長が参画

諸橋会長、労働福祉事業団谷口隆志理事長と傘下病院の経営状況について意見交換

理事会開催診療報酬９．９６％改定の即時実現を決議

引き続き、第34期診療録管理士認定式開催

今回認定73名、認定総数1,519名

平成３年春の叙勲・褒章受章者発表

当会推薦の小口源一郎元理事が動三等瑞宝章受章

厚生省『医療審議会』再開

二次医療圏の必要病床数算定の見直し等検討

当会から大道常任理事参画６月３日答申

諸橋会長はじめ四病団会長が厚生省関係先に医療費改定緊急是正要望書を提出終

曰比谷クラブで記者会見

９曰曰病顧問議員団代表小澤辰男衆議院議員を訪問、即時実現を要望

大韓病院協会の第３２回年次総会に財津副会長出席

４月10曰

４月13日

４月26日

４月27日

４月29曰

５月８曰

終了後、

５月８日
９曰

５月９日 春の園遊会開催

有澤常任理事が出席

諸橋会長、羽田曰医会長を表敬訪問

河北副会長、斉藤十朗参議院議員を表敬訪問

５月14曰

５月15日

－１－



５月25日平成３年度代議員会・総会開催

平成２年度事業報告・同収支決算報告を承認

併せて代議員会で理事・監事の補選を実施

理事に小林登国立小児病院長、志摩情熊本市民病院長監事に星和夫青梅市立市民病院

長を選出

引き続き、岡本道雄元京都大学学長（神戸市立市民病院長）による「医学と医療」の講演

を実施

同曰、創立40周年記念祝賀会を開催

厚生大臣表彰１１名、会長表彰129名を挙行

祝宴に関係者604名参集

６月２日ＩＨＦ第27回会議がワシントンＤＣで開催
～６日

河北副会長、牧野参与が出席

９４年IHF地域会議を曰本で開催決定１０月に横浜で学会と並行開催

６月10日厚生省『診療放射線技師需給計画検討委員会」初会合

当会から中川三与三常任理事が参画

６月12日理事会開催

諸橋会長、「病院医療の特徴」を提言労働生産性が低い等23項目

６月13曰第４１回曰本病院学会が伊藤研常任理事を学会長に、メインテーマ〃変革期の医療に希望と
～１４日

活力を″を掲げ、名古屋市公会堂を主会場に開催

一般演題259題、5,500人が参集

６月19日自民党全国組織委員会が平成４年度予算に関する業種別懇談会開催

諸橋会長、医療費の改定・看護婦等マンパワーの確保について言及

７月３日厚生省『老人保健審議会』が老人保健施設のあり方について意見具申

①施設療養費の地域差の導入②利用料に関する規制緩和

７月11曰’91国際モダンホスピタルショウを池袋サンシャイン文化会館で開催
～１３曰

延べ50,140人が参集出展業者176社

へルス展も同会場で開催出品30業者

小森和子氏の公開講演を実施

病院長・幹部職員セミナーを併設開催

特別講演は柳田聖山氏による「看とる」120名が参加

７月27曰第１２回事務長養成課程通信教育修了式を実施

今回17名総数121名

－２－



中華人民共和国吉林省病院長病院管理考察団来所

曰中医療の発展と両国間の親善に寄与

正副会長、厚生省黒木武弘保険局長はじめ保険局幹部と懇談

勤務医委員会（宮崎柏委員長）と中小病院委員会（織本正慶委員長）合同による「病院経

営基本問題と機能分化・連携の方向に関する病院長アンケート」の中間報告を発表

将来の医療システム構築の基礎資料

第３２回曰本人間ドック学会が井上幹夫学会長（福岡大学医学部教授）のもと〃健康づくり

における人間ドック"を主テーマに福岡市・電気ビルで開催1,000名が参加

臨床予防医学委員会が曰病指定人間ドック・自動化健診について発表

指定施設数人間ドックが533自動化健診127受診者122万人

常任理事会席上、諸橋会長「病院医療の諸問題」を提言

厚生省「平成４年度保健医療福祉マンパワー対策大綱」を策定

医療法改正に対する決議文を関係機関に四病団連名で提出

９月18曰河北副会長、衆参厚生委員を中心に要望

タンザニア国WilfredMwabulambo厚生書記官他一行来曰

河北副会長に対し医療協力について要望

自民党全国組織委員会国民生活局へ平成４年度税制改正を要望

１３項目

記者会見実施諸橋会長、河北副会長、西能委員長同席

広報委員会による「病院に対する国民の意識調査」アンケート結果発表

一国民が病院に何を求めているかを知るための調査一をサブタイトルに国民要求に即し

た供給体制の整備と対応の変化を模索

全国6,000人が回答

平成３年度厚生科学研究費補助による「通信衛生を活用した救急医学教育開発研究会」発

足河北副会長主宰

厚生省救急医療功労者大臣表彰福井順代議員が受章

中華人民共和国黒龍江省王崇一衛生庁長来所

台湾病院協会第24次年次総会に中山副会長出席

厚生省薬務局『医療機器政策検討会」初会合

医療機器産業の将来展望と振興方策等の検討星監事参画

第17回曰本診療録管理学会が、吉田弘一学会長（宮城県立成人病センター副院長）のもと、

ホテルメトロポリタン仙台を会場に開催

571名が参加

８月２日

８月６日

８月20日

８月22日
２３日

８月24日

８月29日

８月30日

９月３日

９月５日

９月９日

９月11日

９月14日

９月１９日

９月１９日
２０日

－３－



９月30日中国病院視察団出発（～10／11まで）

団長本松研一代議員副団長有澤源蔵常任理事

10月１日消費税一部改正施行

10月７日厚生省『看護業務検討会』初会合

当会から河北副会長参画

１０月16日国保審査功労厚生大臣表彰比嘉實代議員が受章

10月20曰フィリピン病院協会年次総会に諸橋会長、高橋勝三国際委員長出席

同時開催のＡＨＦ理事会で諸橋会長がAHF会長に選出

任期は1993年までの２年間

10月21曰第11次大韓病院協会医事研修団来曰
～26曰

医事研究会受講併せて倉敷中央病院他を視察

10月23日全国公私病院連盟主催「国民の健康会議」に会長代理として寺田守常任理事が講演

10月24曰厚生省『医療機関における感染症対策の実態についての研究』初会合

当会から河北副会長が研究班員として参画

11月３日秋の叙勲・褒章受章者発表

諸橋芳夫会長が動一等瑞宝章を受章

11月５日宮沢内閣発足

厚相に山下徳夫議員就任

11月７曰社会貢献者表彰

本会推薦の村田寿太郎常任理事、武田幸子市立旭川病院総婦長、上林三郎元聖路加国際病

院事務長、大三川裕康国保旭中央病院薬局長が受章

秋の園遊会開宴

二本杉皎元常任理事が出席

11月13曰正副会長、小野政連委員長、北村常任理事が顧問議員団と朝食会

医療費改定と医療法改正について要望、看護婦不足の実態について報告

11月15日正副会長、丹野常任理事が古市健康政策局長はじめ健政局幹部と懇談

12月１日第18期役員改選のため選挙告示

医療制度委員会（丹野委員長）が「病院機能標準化マニュアル」を発行

自己評価による病院医療の質の向上を促す

12月５日諸橋会長、中山、河北副会長が大蔵省渡辺主計官に病院経営の現状を説明医療費の大幅

引き上げを要請

引き続き、会長、曰医会長に病院賠償保険の限度額の引上げを要望

河北副会長、丹野常任理事が機能標準化マニュアルについて厚生記者会で会見

－４－



12月１０日諸橋会長、小野政連委員長が医療費改定について顧問議員団に要望

12月11曰自民党国民生活局平成４年度予算についてヒアリング実施

①社会保険診療報酬の改善に必要な経費について

②看護婦養成所に係わる補助金確保についての要望書を提出

12月18日会長、河北副会長が伊藤雅治老人保健課長と意見交換

午後小澤顧問議員団代表に陳情

12月20曰厚生省、平成４年度予算の診療報酬改定分について財政当局と合意

２１曰大蔵原案内示

改定幅５％薬価基準の引下げを含み実質2.5％の引上げ

12月24日短期人間ドック料金改定額を指定施設に通知４年度から62,000円

12月25曰一般紙に対し医療費改定幅について河北副会長が当会の意見を発表

最近10年間で５％弱しか引上げがない事実を強調

平成４年
１月24曰 「諸橋芳夫先生叙勲祝賀会」をホテルオークラで開催

1,031名が参集

理事会開催

平成４年度政府予算案を検討

緊急実施の「患者動向調査」「小児科等新入局者調査」について河北副会長が結果報告

若月副会長が招聰先のロシアの医療事情について報告

引き続き、坂本龍彦厚生次官が「これからの医療行政と病院経営」と題し講演

看護教育施設部会（伊藤研委員長）が「平成３年看護学校運営に関する緊急調査」結果を

発表

看護婦養成に対する抜本的な予算措置の必要性の基礎資料

四病団名で医療費点数配分に関し要望書提出

総務・人事労務合同研究会が「'92病院職種別賃金調査結果報告書」を作成会員327施

設の職種別賃金・職位別賃金水準を集計

社会保険診療報酬改定を告示

平均５％（医科５．４％、歯科２７％、調剤1.9％）の引上げ、薬価基準８．１％（医療費

換算２４％）を含む２．５％の引下げ、実質２．５％の改定

医療費改定説明会実施

９曰東京・後楽園ホール1,384名

13日神戸・兵庫県立文化体育館1,336名参加

１月25日

２月１曰

２月３日

２月26日

３月７日

３月９曰

－５－



公明党厚生部会医療法改正についてヒアリング実施

河北副会長が曰病見解を説明

緊急連絡として診療報酬点数甲表への切り替えを会員に通知

代議員会・総会開催

平成４年度事業計画・同収支予算を承認

次期代議員による代議員会で第18期役員を選出

理事66名、監事２名、代議員会議長１名、同副会議長１名

併せて、新たに顧問として若月、財津副会長と小野常任理事を、参与として高橋政旗

委員長と海北幸男多根病院事務局長の委嘱を承認

次期理事による理事会で正副会長、常任理事を選出

諸橋会長（再任)、中山耕作副会長（再任)、丹野清喜副会長（新任)、依田忠雄副会

３月19曰

３月21日

３月28日

長（新任)、河北副会長（再任)と常任理事19名選出

任期は平成４年４月１日から平成７年３月31日までの３年間

３月30日厚生省『医業関係職種の効率的業務分担に関する研究会』が報告書提出

業務調整委員会設置の必要性を提言

高橋政頑委員長参画

－６－



庶務・人事

叙勲・褒章

４月29日勲三等旭曰中綬章

弘中哲也

動三等瑞宝章

小口源一郎

永瀬一郎

久保泰平

勲四等瑞宝章

岡村一雄

榊原宏

勲五等瑞宝章

赤水一郎

算双子

西田小夜子

根本美代子

藍綬褒章

吉澤繁男

橋田悦

牧武

(広島赤十字原爆病院長・７０・広島）

(元昭和伊南総合病院長．７１・長野）

(元東京逓信病院薬剤部長・７０・埼玉）

(元茨城県立中央病院長・７３・東京）

(岡村病院長．７６・高知）

(元心臓病センター榊原病院長・７４・岡山）

(元永生病院長・６６・島根）

(大阪府済生会茨城病院総婦長・５８・京都）

(関西医科大学附属香里病院総婦長・６０・大阪）

(総合高津中央病院総看護婦長．６３・神奈川）

(水戸赤十字病院長．６５・東京）

(健康保険滋賀病院長.６２・京都）

(牧病院長．６３・福岡）

11月３日動一等瑞宝章

諸橋芳夫

勲三等瑞宝章

多根要之助

津田豊和

勲四等瑞宝章

倉光宏

野島鐡之助

(国保旭中央病院長．７２・千葉）

(多根病院理事長・８０・大阪）

(元厚生省病院管理研究所医療管理部長・７２・東京）

(北上済生会病院長．７０・岩手）

(元野島病院長．８４・鳥取）

勲五等双光旭曰章

小林属之（元国保小見川総合病院長．７０・千葉）

－７－



勲五等瑞宝章

大塚フジエ

加部八重子

田代タイ

寺田勝美

勲六等宝冠章

田岡静

馬場富枝

(小千谷総合病院総婦長・５９・新潟）

(前橋赤十字病院看護部長・６０・群馬）

(愛染橋病院総婦長・５９・奈良）

(国立別府病院臨床検査技師長。６７・大分）

(元柏戸病院総婦長・７２・千葉）

(済生会中津病院副総婦長・５９・京都）

人事

１．理事

（就任）

平成３年５月25日 (国立小児病院長）

(熊本市民病院長）

小林

志摩

登
清

（退任）

平成３年９月30曰

２．監事

（就任）

平成３年５月25日

（退任）

平成３年５月24日

3．代議員

（就任）

平成３年４月１日

（退任）

平成３年３月31曰

４月27日

４．事務局

（入社）

平成３年８月15曰

９月１０日

１０月１日

(国保水原郷病院長・院長退職）寺田一郎

(青梅市立総合病院長）星和夫

(都立豊島病院長・院長退職）村上義次

(大分赤十字病院長）清水力

(高槻赤十字病院長・院長退職）

(城西病院長・院長退職）

日置辰一朗

関守

－
巧
彬

幸

西川

古畑

中田
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(退職）

平成３年８月31曰 (昭和51年４月１日入社）

(昭和54年11月６日入社）

(昭和63年４月１日入社）

渕ノ上武之

清川陽_

加藤貞男

９月30日

4年３月31日
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第２ 会 議

総会

第１回総会

Ｈ３．５月25曰仕）

１．平成２年月

３．５月25曰仕）帝国ホテル出席者１

１．平成２年度事業報告書承認に関する件

原案どおり承認

2．平成２年度収支決算承認に関する件

原案どおり承認

（一般会計）

Ａ・収入の部

１．会費収入

２．事業収入

３．賛助会員会費並びに寄附金

出席者139名

(単位：円）

260,911,150

114,485,202

23,638,260

37,742,560

27,104,040

468,881,212

181,157,358

645,038,570

４．雑収入

５．繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

Ｂ・支出の部

１．事業費

２．負担金

３．会議費

４．事務所費

５．繰入金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

(特別会計）

Ａ、基本財産

収入の部

１．受取利，息

２．一般会計より繰入金収入

239,124,340

1,911,650

20,432,494

133,665,613

61,000,000

456,134,097

7,747,115

188,904,473

8,195,352

27,000,000
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当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

B・退職手当積立金

収入の部

１．受取利息

２．一般会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

１．一般会計へ繰入金支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｃ、IHF国際交流基金

収入の部

Ｌ受取利益

２．一般会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

35,195,352

116,369,179

151,564,531

14,156,126

21,039,226

137,408,405

3,085,694

0

3,085,694

45,498,505

48,584,199

13,104,040

13,303,714

△10,218,020

35,280,485

1,990,487

20,000,000

21,990,487

23,727,381

45,717,868

116,100

21,874,387

45,601,768
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Ｄ、創立40周年記念行事

収入の部

１．雑収入

２．一般会計より繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

支出の部

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

649,596

14,000,000

14,649,596

5,196,528

19,846,124

476,467

14,173,129

19,369,657

第２回総会

Ｈ４．３月28日出ダイヤモンドホテル出席者142名

1．平成４年度事業計画（案）に関する件

原案どおり承認

2．平成４年度予算（案）に関する件

原案どおり承認

（一般会計）

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

（特別会計）

Ａ，基本財産特別合計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

（単位：円）

440,859,000

90,000,000

530,859,000

522,820,000

▲81,961,000

8,039,000

8,251,000

152,000,000

160,251,000

2,000

8,249,000

160,249,000
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Ｂ・退職手当積立金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

Ｃ・ＩＨＦ国際交流基金特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期支出差額

次期繰越収支差額

D・ＩＨＦ地域会議特別会計

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

5,650,000

32,000,000

37,650,000

2,000

5,648,000

37,648,000

16,600,000

126,000,000

142,600,000

13,923,000

2,677,000

128,677,000

5,250,000

0

5,250,000

1,842,000

3,408,000

3,408,000

代議員会

第１回代議員会

Ｈ３．５月２５曰仕）帝国ホテル出席者50名

１．平成２年度事業報告書承認に関する件

原案どおり承認

２．平成２年度収支決算書承認に関する件

原案どおり承認（第１回総会を参照）

３．役員の補選に関する件

理事２名、監事１名の交代を承認

（退任）理事（国立）渡辺

〃（自治体）三原

(敬称略）

晃（国立水戸病院長）

茂（長崎市立市民病院長）
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監事（自治体）村上義次（東京都立豊島病院長）

（新任）理事（国立）小林登（国立小児病院長）

〃（自治体）志摩清（熊本市民病院長）

監事（自治体）星和夫（青梅市立総合病院長）

4．代議員の交代に関する件

交代を承認（敬称略）

愛知県退任富永健二（名古屋第二赤十字病院長）

〃太田元次（名古屋抜済会病院長）

〃加藤健（三九朗病院長）

新任吉富久吉（東海市民病院長）

〃小谷彦藏（刈谷総合病院長）

〃大島多年太郎（大島病院長）

新潟県退任青池卓（信楽園病院長）

大分県退任岡村幹雄（大分赤十字病院長）

第２回代議員会

Ｈ４．３月28日出ダイヤモンドホテル出席者51名

１．平成４年度事業計画（案）に関する件

原案どおり承認

２．平成４年度予算（案）に関する件

原案どおり承認（第２回総会を参照）

第３回代議員会（次期代議員による）

Ｈ４．３月28日辻）ダイヤモンドホテル出席者61名

１．代議員会議長選出の件

向野榮（福井県・福井赤十字病院長）氏を再選

２．代議員会副議長選出の件

山本敬（神奈川県・衣笠病院長）氏を選出

３．監事選出の件

星和夫（東京都・青梅市立総合病院長)、梶原

４．理事選出の件

星和夫（東京都・青梅市立総合病院長)、梶原優（千葉県・板倉病院長）両氏を再選

理事選出の件

理事立候補者66名（定員）の選出を承認
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5．顧問、参与の委嘱に関する件

顧問12名、参与10名の委嘱を承認

システム総合開発研究所会長

佼成病院名誉院長

総合病院南大阪病院院長

遠山病院名誉院長

東海記念病院院長

佐久総合病院院長

長浜赤十字病院院長

大口東総合病院理事長

日本医師会会長

参議院議員

参議院議員

衆議院議員

国立医療・病院管理研究所所長

顧問左奈田

小野田

内藤

遠山

岡山

若月

財津

小野

村瀬

大浜

宮崎

自見

参与北川

高久

行天

牧野

内田

有田

高橋

岩崎

高橋

海北

夫
郎
岳
豪
雄
一
晃
肇
郎
栄
樹
郎
謙
麿
雄
城
子
子
行
榮
頑
男

一一一
幸
敏
景

義
俊

敏
方
秀
庄
定
史
良
永
卿
幸
則

政
幸

国立病院医療センター院長

ＮＨＫ解説委員

聖路加国際病院顧問

聖路加国際病院総婦長

日本看護協会会長

日本病院薬剤師会会長

日本医科大学教授

杏林大学医学部教授

総合病院多根病院事務局長

理事会

第１回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ３．５月25曰仕）帝国ホテル

１．平成２年度事業報告について

原案を承認

出席者65名

2．平成２年度収支決算及び監査報告について

原案を承認（第１回総会を参照）
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３．会員の入会について

正会員入会１件、賛助会員入会２件を承認

（５月25日現在、正会員2,419会員、賛助会員418会員）

４．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設を承認

（１）三重県・永井病院（239床、指定２床）

（２）兵庫県・平島病院（７３床、指定２床）

（３）福岡県・原土井病院（556床、指定１床）

５．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

（１）第20回日本病院設備学会の後援名義使用について

依頼先：日本病院設備協会、第20回曰本病院設備学会

（２）平成３年度医療ガス保安管理講習会の後援名義使用について

依頼先：(助医療機器センター

６．社会保険診療報酬対策について

－医療費緊急是正の要望について一

四病団での要望（案）了承後、関係各位あて要望実施、中医協委員の枠等を検討し、推

進することで了承

７．医療制度、医療法の改正について

医療審議会の現状報告、本会の“医療法改正に対する基本的な考え方”を推進すること

で了承

８．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健法改正案の現状報告等を了承

９．看護問題について

看護婦養成問題、日本とアメリカの看護の質の相違報告等を了承

10．病院税制について

相続税の現状報告、四病団での来年度税制要望事項報告等を了承

11．病院経営について

薬価差問題、外国人労働者問題等の実態報告を了承

12．各種制度委員会、各種研究研修会の開催結果について

報告を了承

13．学会の状況について

進捗状況、今後の開催地の紹介を了承
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14.1994年ＩＨＦ地域会議について

開催要領を了承

15．理事、監事の補充について

推せん母体からの後任選出を了承

（理事）（敬称略）

前任者渡辺晃（国立水戸病院長）

候補者小林登（国立小児病院長）

前任者三原茂（長崎市立病院長）

候補者志摩清（熊本市民病院長）

（監事）

前任者村上義次（都立豊島病院長）

候補者星和夫（青梅市立総合病院長）

16．病院長・幹部職員セミナーの開催について

開催要領の報告を了承

17．大韓病院協会定時総会への出席報告について

出席報告を了承（出席者：財津晃副会長）

18．四病院団体連絡協議会の開催結果について

５月13日(月)医療経済委員会、２１日(火)総合部会の開催報告を了承

19．事務局組織の変更に伴う職員の任免について

４月１日からの新体制を了承

20．国際協力医療団の派遣お礼について

外務省中近東アフリカ局の謝辞、本会あての国際的な医療協力要請報告を了承

21．国立大学病院の一括加盟陳情について

井上裕文部大臣あての要請実施を了承

第２回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ３．６月12曰(水）名古屋観光ホテル出席者54名

１．会員の入退会について

正会員退会２件、賛助会員入会２件を承認

（６月12日現在、正会員2,417会員、賛助会員420会員）

２．短期人間ドック実施施設、及び自動化健診施設の指定について

下記施設を承認
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（短期人間ドック実施施設）

（１）大阪府・寺元記念病院（203床・指定４床）

（２）兵庫県・神戸アドベンチスト病院（116床、指定４床）

（自動化健診施設）

（１）東京都・立川中央病院

（２）〃・山田胃腸科外科医院総合健診センター

（３）神奈川県・(助ヘルス・サイエンス・センター

（４）福岡県・クリニック・アメック脇元

３．病院治療食食材の答申について

答申を承認し、ホスピタルショウ時に発表することで了承

４．厚生省及び各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「医薬品の臨床試験の実施に関する説明会」の後援名義使用について

依頼元：厚生省薬務局新医薬品課

２．第３回「国民の健康会議」の協賛依頼について

依頼元：全国公私病院連盟

５．学会の開催について

報告を了承

６．医療費問題について

健保連での諸橋会長講演の“病院経営の実態と今後の課題''を説明。四病団名で実施の

“医療費緊急是正の要望，'について経緯説明、今後の運動を強力に推進することで了承

７．医療制度、医療法の改正について

地域医療計画の現状報告を了承

８．老人保健制度、老人保健施設について

経団連でまとめた「高齢化時代における福祉システムの再構築に関する提言“福祉の一

層の充実と国民負担率抑制との調和を求めて，'」の提言を検討し了承

９．看護問題について

寺田一郎理事執事の“病院の立場からみた看護と介護”を説明、福祉介護士の業務内容

等につき意見交換で了承

10．病院税制

消費税の非課税範囲、簡易課税制度等の説明を了承

11．病院経営について

厚生省がまとめた“室料差額徴収状況調査''をもとに役員各位から実態報告、外国人研
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修による看護婦不足対策について意見提出を図り、今後も検討することで了承

12．各種委員会の開催結果について

報告を了承

13．創立40周年記念事業の開催結果について

５月25日の開催報告を了承

14．医療審議会の開催報告について

６月３日の開催報告を了承

15．厚生省“医療関係職種の効率的業務分担に関する研究会”の開催報告について

５月27日の開催報告を了承

16．諸橋会長への講演依頼について

下記依頼を了承

１．６月19日（水）厚生省保健医療局（第１回院長、所長研修会）

２．６月25日（火）社会保険特別研究会（健保連の常務理事クラスへの講演）

17．羽田曰医会長の叙勲について

６月21曰(金)の祝賀会に河北副会長が会長代理で出席することで了承

第３回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ３．１１月22日(金）ダイヤモンドホテル出席者54名

１．会員の入退会について

正会員入会１件、正会員退会１件を承認

（11月22日現在、正会員2,437会員、賛助会員421会員）

２．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．千葉県・幸有会記念病院（２８床、指定２床）

２．滋賀県・草津中央病院（320床、指定４床）

３．諸橋会長の叙勲祝賀会の開催について

全国自治体病院協議会との合同開催により１月24日(金)ホテルオークラでの開催、

代表には岡本道雄先生、発起人構成等を承認

４．役員会議の日程変更について

下記曰程変更を承認

ア．平成４年１月25曰仕)開催の常任理事会を全理事会に変更。

９：３０～１０：４０会長副会長会議

１１：００～１２：００全理事会

発起人
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１２：００～１３：0０（昼食）

１３：００～１５：００全理事会

１５：１０～１６：１０特別講演厚生事務次官坂本龍彦氏

「これからの医療保険と病院経営」

イ．平成４年２月22日(士)開催の全理事会を常任理事会に変更。

5．諸規程の改正について

事務局組織を部制から課制に変更したことに伴い「事務局組織分掌規程」の条文整理、

旅費規程８条の一部改正として「日当2,000円とする。ただし、短期人間ドック認定調査

の場合には7,000円とする｡」ことを承認

6．日本診療録管理学会の新役員承認について

名誉会員を新設し５名を選任、理事１名の追加、評議員18名の追加を承認

7．平成３年度第２四半期一般会計、特別会計の会計報告及び監査報告について

報告を承認

当期収入合計339,599,759

前期繰越収支差額188,904,473

収入合計528,504,232

当期支出合計323,073,154

当期収支差額16,526,605

次期繰越収支差額205,431,078

8．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．普及状況・効果調査等検討委員会の委員推薦依頼

依頼元：(助医療関連サービス振興会

河北副会長を推薦

２．血液製剤需給状況調査評価委員会の委員推薦依頼

依頼元：(助血液製剤調査機構

被推薦者：登内真常任理事

３．感染性廃棄物処理対策委員会の委員推薦依頼

依頼元：厚生省生活衛生局

被推薦者：宮崎柏常任理事

９．医療費問題について

診療報酬改正に対する本会の運動現状として厚生省（保険局、健政局)、ｉ

との懇談会報告、厚生省小野医療課長の「保険医療の諸問題」を検討、診療

(保険局、健政局)、顧問議員団等

：問題」を検討、診療報酬改正の財
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源、診療報酬と税制問題等を検討し了承

10．医療制度、医療法の改正について

１１月15日(金)の厚生省健康政策局古市局長ほか幹部との懇談会報告を了承

11．老人保健制度、老人保健施設について

社会保障研究所発表の社会保障給付費推計結果をもとに現状報告、今後の見通しを検討

し了承

12．看護問題について

看護婦不足対策に関する資料説明で了承

13．病院税制について

特定医療法人制度の概要、承認要件の報告を了承

14．病院経営について

一般病院移動年計の医業収支実態報告、医療過誤の実態に即し、最高保険額を１億円か

ら’億５千万とし、四病院団体連絡協議会（以下、四病団）での了承後、曰医へ要望実施

することで了承

15．平成４年度事業計画（案）について

確定事項の報告を了承

16．役員改選について

選挙事務日程（案）及び、選挙管理委員会の設置を承認

17．各委員会、研究研修会の開催報告について

開催報告を了承

18．顧問議員団朝食会の開催報告について

１１月13曰(水)の開催報告を了承（自由民主党会館）

19．厚生省健康政策局幹部との懇談会開催報告について

１１月15日(金)の開催報告を了承（東京ステーションホテル）

20．アジア病院連盟理事会への出席報告について

出席報告を了承

１１月20(水)曰フィリピン・マニラ市

（諸橋芳夫会長・高橋勝三国際委員会委員長が出席）

21．病院機能標準化マニュアルの完成について

報告を了承

22．平成３年秋の叙勲について

会員施設の叙勲、褒章受章者への祝電等を実施することで了承
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23．事務局職員の任免について（報告）

下記異動報告を了承

（１）退職者渕ノ上武之（企画調整課長）８月31曰付

清川陽一（学術編集課長）９月30日付

（２）採用者古畑巧（学術編集課）９月10曰付

中田彬（企画調整課）１０月１日付

24．厚生省第37回医薬品流通近代化協議会の開催報告について

１月31日(金)の開催報告を了承

25．ドック料金の改正について

組合健保財政の黒字現状から健保連契約ドック料金に反映させるよう臨床予防医学委員

会への申し入れがあり了承

第４回理事会（常任理事会と合同開催）

Ｈ４．１月25曰仕）ダイヤモンドホテル４．１月25曰仕）ダイヤモンドホテル出席者63名

1．会員の入退会について

正会員入会３件、賛助会員入会３件、正会員退会２件、賛助会員退会２件を承認

（１月25日現在正会員2,441会員、賛助会員419会員）

2．厚生省等各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．厚生省「院内清掃及び消毒委員会」委員の依頼

依頼元：厚生省健康政策局

被推薦者：河北博文副会長

２．第40回日本医療社会事業全国大会及び第１２回日本医療社会事業学会の後援名義使用に

ついて

依頼元：(ｉｔ､日本医療社会事業協会

３．（財)曰ロ医学医療交流財団の設立発起人について

依頼元：(財)日ロ医学医療交流財団設立代表者中山太郎

被推薦者：諸橋芳夫会長

3．平成４年度政府予算について

－診療報酬改定について－

国民への診療報酬改定５％の引上げに関しての実態説明をするために毎日新聞へ掲載を

実施した旨の報告、診療報酬体系研究会委員長西村周三氏から出された診療報酬引上げ幅

への見解を説明し了承
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４．薬価問題について

製薬会社の売上高増収率の報告、新算定方式の導入に対しての対処等を検討し了承

５．医療制度、医療法の改正について

医療法改正（案）の現状報告等を了承

６．老人保健制度、老人保健施設について

老人訪問看護制度の仕組み、老人訪問看護ステーションの概要報告、老人保健施設の設

置者別施設数、定員の現状報告を了承

7．看護問題について

厚生省平成４年度看護婦等確保対策予算（案）についての説明、報告を了承

8．病院税制について

自由民主党あて提出した平成４年度税制改正要望事項の回答につき説明、報告を了承

9．病院経営について

医師賠償責任保険の限度額要望に関しての経緯報告等、病院経営の実態報告を了承

10．平成４年度事業計画（案）について

特別委員会への私的問題委員会設置等が了承され代議員会、総会へ上程

11．平成４年度予算（案）について

原案を承認し、代議員会、総会へ上程

12．学会の開催について

平成５年度の学会開催要領を承認

13．病院長・幹部職員セミナーの開催について

８月１日(土)、２日(日)にダイヤモンドホテルで実施することを了承

14．各委員会、研修研修会の開催結果について

報告を了承

15．四病院団体連絡協議会の開催結果について

１月22日(水)開催の看護小委員会報告を了承

16．平成４年役員改選の進捗状況について

選挙告示等中間状況報告を了承

17．諸橋芳夫会長叙勲祝賀会の開催報告について

開催報告を了承

18．平成４年秋の叙勲推薦について

南溢理事を推薦することを承認

19．学会の進渉状況について

平成４年度の進捗状況報告を了承
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新理事による理事会

Ｈ４．３月28曰仕）４．３月28曰仕）ダイヤモンドホテル出席者57名

1．会長の選出に関する件

諸橋芳夫理事（国保旭中央病院院長）を会長に選出（４期目）

2．副会長の選出に関する件

会長指名により、中山耕作（聖隷浜松病院院長)、丹野清喜（水戸済生会総合病院院長)、

依田忠雄（岡山赤十字病院院長)、河北博文（河北総合病院理事長）各理事を副会長に選

出

常任理事の選出に関する件

会長、副会長の協議により19名の常任理事を選出

３．

北海道上田侃

岩手県小山田恵

茨城県登内真

栃木県宮崎柏

東京都高橋勝三

〃 織本正慶

神奈川県平野一彌

新潟県小澤寛二

富山県西能正一郎

愛知県寺田守

″ 伊藤研

三重県岡崎通

大阪府有澤源藏

″ 大道學

兵庫県北村行彦

広島県高科成良

山口県村田寿太郎

長崎県福井順

沖縄県廣田耕三

顧問・参与の委嘱に関する件

顧問12名、参与10名の委嘱を了

札幌循環器クリニック

岩手県立中央病院

総合病院土浦協同病院

栃木県済生会宇都宮病院

武蔵野赤十字病院

織本病院

港北耳鼻咽喉科病院

国立療養所新潟病院

西能病院

公立陶生病院

大雄会第一病院

国立津病院

有澤総合病院

医療法人大道会

優生病院

広島総合病院

村田博愛病院

長崎記念病院

大浜第一病院

４．

顧問12名、参与10名の委嘱を了承し、代議員会（新代議員による代議員会）に上程する

ことを承認（第３回代議員会参照）
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5．事務局長の交替に関する件

加藤貞男氏から井出健氏への交替を承認

常任理事会

第１回常任理事会

Ｈ３．４月27日出曰病会議室出席者34名

１．社会保険診療報酬対策について

－医療費改訂要望率について－

医療費緊急是正の要望として、四病団名による996％の改訂要望実施を承認し、是正に

むけ強力に要望を推進することで了承

２．医療制度、医療法の改正について

医療制度委員会での医療法改正要望事項（６項目）の説明、検討し承認

３．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健法の改正案等現状報告を了承

４．看護問題について

厚生省発表の「看護職員需給見通し」の説明、自民党社会部会看護職員問題小委員会の

活動状況報告、看護婦不足の実態調査を図り検討することを了承

５．病院税制について

消費税の見直しに伴う医療関係項目についての報告を了承

６．病院経営について

医薬品価格の国際比較、役員各位からの薬価状況の報告を了承

７．代議員の異動について

下記異動を承認 （敬称略）

（退任）長野県・関守（城西病院）

（新任）大分県・清水力（大分赤十字病院）

８．平成２年度事業報告について

原案を承認し、５月期開催の代議員会、総会へ上程することで了承

９．平成２年度収支決算報告及び監査報告について

一般会計、特別会計の収支決算を承認し、５月期開催の代議員会、総会へ上程すること

で了承（第１回総会を参照）

１０５月25日(土)の諸会議について

諸会議運営要領、記念式典での厚生大臣表彰、会長表彰129名を了承
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（厚生大臣表彰）（敬称略）

深谷赤十字病院長高木紹夫

柏戸病院長柏戸正英

織本病院長織本正慶

杏林大学医学部教授高橋政頑

関東逓信病院顧問三宅浩之

元、厚生連中央綜合病院長亀山宏平

福井県済生会病院長藤沢正清

大雄会第一病院長伊藤研

公立陶生病院長寺田守

優生病院長北村行彦

福岡赤十字病院長鍬塚登喜郎

11．（助日本顕彰会社会貢献表彰候補者の推薦について

４名を推薦することで了承（敬称略）

１．村田寿太郎（村田博愛病院院長）

２．武田幸子（市立旭川病院総婦長）

３．上林三郎（前、聖路加国際病院事務長）

４．大三川裕康（国保旭中央病院薬局長）

12．厚生省「診療放射線技術検討委員会」委員の推薦について

中川三与三常任理事を推薦することで了承

13．徳洲会立病院の入会について

入会の基準、条件等を組織委員会で検討することで了承

14．鮒日本経営協会の評議員推薦について

中山耕作副会長を推薦することで了承

15．会員の入退会について

正会員入会６件、賛助会員入会３件、正会員退会２件、賛助会員退会３件を承認

（４月27曰現在、正会員2,418会員、賛助会員416会員）
－－

１６．短期人間ドック及び自動化健診施設の指定承認について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック施設）

１．千葉県・みつわ病院（175床、指定２床）

２．愛知県・小牧第一病院（129床、指定２床）

３．岐阜県・松波総合病院（437床、指定８床）
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４．岡山県・倉敷平成病院（220床、指定３床）

５．福岡県・宗像水光会総合病院（300床、指定５床）

（自動化健診施設）

１．宮城県・エスエスサーティ健康管理センター

17．平成３年度研究研修会委員の委嘱について

委嘱を承認

18．各団体からの依頼を承認

下記依頼を承認

１．日本医師会医療機能評価機構検討委員会委員の委嘱依頼について

依頼元：日本医師会

依頼先：丹野清喜常任理事

２．平成３年度「愛の血液助け合い運動」の後援依頼について

依頼元：厚生省薬務局

３．第13回ＭＥ技術講習会の協賛名義使用について

依頼元：㈱日本エム・イー学会、(助医療機器センター

４．第39回日本医療社会事業全国大会、第11回日本医療社会事業学会の後援名義使用につ

いて

依頼元：㈱日本医療社会事業協会

５．（助医療関連サービス振興会の各種委員会委員の推薦依頼について

倫理綱領委員会：左奈田幸夫顧問

評価認定制度委員会：河北博文副会長

医療関連サービス開発委員会：寺田一郎理事

運営委員会：河北博文副会長

６．（助日本医薬情報センターの役員就任依頼について

依頼元：(助日本医薬情報センター

依頼先：諸橋芳夫会長

19．各制度委員会の開催結果について

報告を了承

20．理事、監事の補選について

補選を承認し５月期代議員会に上程することで了承（敬称略）

（理事）前任者渡辺晃国立水戸病院長

候補者小林登国立小児病院長

前任者三原茂長崎市立病院長
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候補者志摩情熊本市民病院長

（監事）前任者村上義次東京都立豊島病院長

候補者星和夫青梅市立総合病院長

21．平成３年春の叙勲、褒章について

本会推せんの小口源一郎氏（元常任理事、前昭和伊南総合病院長）の叙勲、羽田曰医会

長の叙勲報告等を了承

22Ｊ四病院団体連絡協議会の開催結果報告について

４月16日(火)の医療経済委員会、１８日(木)の医療制度委員会、２４曰(７k)の総合部会報告を了承

23．事務局職員の10年勤続表彰について

報告を了承

浜田一美、野間啓子両事務局職員

24．第41回日本病院学会の進捗状況について

報告を了承

第２回常任理事会

Ｈ３．５月25曰山帝国ホテル

第１回理事会と合同開催（理事会参照）

第３回常任理事会

Ｈ３．６月12日(水）名古屋観光ホテル

第２回理事会と合同開催（理事会参照）

第４回常任理事会

Ｈ３．７月27日出曰病会議室出席者33名

１．医療費問題について

８月６日(火)の厚生省（黒木武弘保険局長、横尾和子審議官、企画、医療両課長）に会長

副会長、社保老人保健委員長による懇談会報告、自由民主党全国組織委員会への「社会保

険診療報酬の改善に必要な経費について」「看護婦等養成所に係る補助金確保について」

を具申した旨の報告を了承

２．薬価問題について

米国製薬工業協会、曰薬連保険薬価研究会の薬価改定に対する考え方を説明、第36回医

薬品流通近代化協議会の現状報告等を了承
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３．医療制度、医療法の改正について

病院機能標準化マニュアルの紹介、内容報告を了承

４．老人保健制度、老人保健施設について

老人医療費の現状説明と老人保健施設の認可現状等を了承

５．看護問題について

自由民主党が発表している「看護職員不足の解決に向けての提言」の内容検討、外国人

研修によるマンパワー確保を検討することを了承

６．病院税制について

曰医の平成４年度税制要望事項の報告を了承

７．病院経営について

労働省から本会に委託された病院の週休２日制推進問題に関する報告書の報告説明等を

了承

８．会員の入退会について

正会員入会16会員、賛助会員入会２件、正会員退会１件、賛助会員退会２件を承認

（７月27日現在、正会員2,432会員賛助会員420会員）

９．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．新潟県・国民健康保険町立ゆきぐに大和総合病院（210床、指定２床）

２．京都府・西京都病院（210床、２床）

10．台湾病院協会定時総会への出席について

中山耕作副会長が会長代理として出席することを承認

11．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．コ－ジェネレーションシンポジウム'91(第７回）に対する協賛名義貸与について

依頼元：日本コージェネレーション研究会

２．第26回健康強調月間に対する協力依頼について

依頼元：健康保険組合連合会

３．第13回フード・ケータリングショー／シンポジウムに対する協賛名義貸与について

依頼元：㈱曰本能率協会

４．第20回日本病院設備学会併設「'91病院設備機器展」に対する協賛名義貸与について

依頼元：日本病院設備協会

拙日本能率協会
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5．評議員の就任依頼について

依頼元：(助日本建築防災協会

対象者：諸橋芳夫会長

依頼期間：平成３年５月28曰から２年間

6．顧問の就任依頼について

依頼元：民間病院問題研究所

対象者：諸橋芳夫会長

7．第４回「子どもに無煙環境を１全国キャンペーン」の後援名義使用について

依頼元：「子どもに無煙環境を」推進協議会

12．事務長養成課程通信教育受講生の病院管理研究協会Ｂ会員一括加入について

内容再調査のため継続審議とすることで了承

13．医療制度委員会委員の追加委嘱について

追加委嘱を承認

今井重信（湘南中央病院院長）

14．各種制度委員会、各種研究研修会の開催結果について

報告を了承

15．第41回日本病院学会の開催結果について

伊藤研学会長代行からの開催報告を了承

平成３年７月11曰(木)～13曰仕）名古屋市・名古屋市公会堂

16．第３２回曰本人間ドック学会の開催について

井上幹夫学会長からの進捗状況を了承

平成３年８月22日(木)～23曰（金）福岡市・電気ホール

17.,91国際モダンホスピタルショウ及びヘルス展の開催結果について

開催報告を了承

18．病院長・幹部職員セミナーの開催結果について

開催報告を了承

19．報道関係者との懇談会開催結果について

開催報告を了承

20．四病院団体連絡協議会の開催結果について

６月21曰(金)医療制度委員会、７月23日(火)医療経済委員会の報告を了承

21．事務局職員の４週６体実施について

８月から実施することを了承
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22．内科系学会社会保険連合第73回例会の開催結果について

７月１日(月)の例会報告を了承（宮崎柏常任理事出席）

23．山口県支部総会の開催結果について

支部総会への出席報告を了承

７月24日(Zk）財津晃副会長出席

第５回常任理事会

Ｈ３．８月24曰(土）曰病会議室出席者25名

1．病院医療をめぐる諸問題について

－見解・提言－

２．医療費問題について

諸橋会長執筆の「病院医療をめぐる諸問題」としての見解・提言の説明、検討をし、推

進することで了承、西村周三（京都大学教授）氏執筆の「診療報酬体系の課題と将来」を

もとに医療費改定に際しては各種データを整備し対処、役員各位の意見を図り、「病院医

療をめぐる諸問題」を基に会として活動を推進することで了承

3．医療制度、医療法の改正について

医療法改正（案）の国会審議を推進するため四病団での検討、了承後、厚生省等に決議

文を提出することで了承

4．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省発表の「平成元年度老人医療事業年報」概要報告等を了承

5．看護問題について

厚生省岡光序治老人保健福祉部長の「看護婦問題の今後の対策」を紹介、説明で了承

6．病院税制について

相続税についての現状報告を了承

7．病院経営について

人事院勧告による医療職俸給の対比等現状報告を了承

8．会員の入退会について

正会員入会３件、正会員退会２件、賛助会員退会１件を承認

（８月24日現在正会員2,433会員賛助会員419会員）

9．各種要望事項について

下記要望を実施することを承認

１．介護福祉士の受験資格他について

２．社会福祉施設及び病院における夜間の防火管理体制指導マニュアルの改正について
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３．火災避難用保護具の火災保険料率の見直しについて

10．各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「救急フェア'91」の協賛団体加入について

依頼元：厚生省、自治省

２．医療関係サービスに関する実態調査について

依頼元：(助医療関連サービス振興会

３．診療機能評価システム委員会委員の就任依頼について

依頼元：(助医療情報システム開発センター

依頼先：河北博文副会長

11．第一四半期会計報告及び監査報告について

報告を承(認

12．各種制度委員会の開催結果について

報告を了承

13．第32回日本人間ドック学会の開催結果について

報告を了承

14．厚生省保険局幹部との懇談結果について

８月６日(火)の報告を了承

15．四病院団体連絡協議会の開催結果について

７月31日(水)の総合部会報告を了承

16．事務局職員の入退社について

下記異動を了承

（採用）

８月15日付西川幸一

（退職）

８月31曰付渕ノ上武之（企画調整課長）

17．病院利用者アンケートの結果報告について

広報委員会実施の「国民が病院に何を求めているかを知

し、９月５日に記者会見を実施することで了承

服委員会実施の「国民が病院に何を求めているかを知るための調査」中間報告を了承

９月５日に記者会見を実施することで了承
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第６回常任理事会

Ｈ３．９月28日出曰病会議室出席者29名

1．平成４年度概算要求について

厚生省平成４年度概算要求に診療報酬改定に関する予算計上がされていない事に対し会

として医療機関の経営基盤の安定・業務の円滑な継続を図るための診療報酬改定を推進す

ることで了承

2．医療費問題について

平成２年度の「診療報酬等確定状況」の現状報告、厚生省小野昭雄保険局医療課長の

「病院経営の実態と診療報酬」についての内容説明ほか役員各位からの意見拝聴で了承

3．薬価問題について

厚生省小野昭雄保険局医療課長の講演における「病院は薬価差依存経営からの脱却をど

う図るか」の内容説明検討で了承

4．医療制度、医療法の改正について

厚生省今田指導課長からの医療法改正についての現状報告、大道常任理事執筆の「地域

医療計画の見直しにあたって」の内容説明等で了承

5．老人保健制度、老人保健施設について

厚生省のゴールドプランの説明、総務庁行政監察局調査の「高齢者対策に関する行政監

察結果報告書」についての現状報告を了承

6．看護問題について

看護婦不足問題の対策としての人事院勧告による給与面での特別改善実施報告、東京都

における民間病院の看護婦不足現状報告等を了承

7．病院税制について

本会が自由民主党あてに要望している「平成４年度税制改正要望事項」についての現状

報告、特定医療法人への申請に際しての必要基準の説明を了承

８．病院経営について

現状報告を了承

９．平成３年秋の叙勲について

諸橋会長の叙勲が内定し、叙勲に伴う祝賀会を平成４年１月24日(金)に本会と全国自治体

病院協議会による合同開催、岡本道雄先生の代表発起人依頼等を了承

10．会員の入退会について

正会員入会４件、正会員退会１件を承認

（９月28曰現在正会員2,346会員賛助会員419会員）
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11．短期人間ドック実施施設、自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック施設）

１．和歌山県・北出胃腸病院（108床・指定２床）

２．福岡県・西福岡病院（250床・指定５床）

（自動化健診施設）

１．福岡県・(助結核予防会福岡県支部福岡結核予防センター

２．埼玉県・赤心堂総合健診センター

３．大阪府・住友生命総合健診システム（新大阪）

４．大阪府・森本記念健診クリニック

５．静岡県・共立蒲原総合病院健康診断センター

12．厚生省、各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．看護業務検討会委員の推薦について

依頼元：厚生省

被推薦者：河北博文副会長

２．評価認定制度委員会、寝具類洗濯部会の委員推薦について

依頼元：(助医療関連サービス振興会

被推薦者：河北博文副会長

３．平成３年度臨床検査月間の協賛名義使用について

依頼元：肋日本衛生検査所協会

13．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

14．記者会見の開催報告について

９月５日(木)実施の医療専門紙、一般紙に対して「病院に対する

者会見報告を了承

15．勤務医、中小病院委員会合同調査による「病院経営基本問題と槽

｢病院に対する国民の意識調査」等の記

15．勤務医、中小病院委員会合同調査による「病院経営基本問題と機能分化・連携の方向に関

する病院長アンケート」の中間報告について

中間報告を了承

16．第17回曰本診療録管理学会の開催報告について

開催報告を了承

９月19日(木)～20日（金）仙台市吉田弘一学会長

－３４－



17．台湾病院協会定時総会の出席報告について

出席報告を了承

９月14曰(土）出席者中山耕作副会長

18．厚生省「医業関係職種の効率的業務分担に関する研究会」の開催

催報告を了承

８月28曰㈱出席者高橋政頑委員長

19．平成４年度税制改正要望について

９月３日付で自由民主党政務調査会あて提出した報告を了承

20．四病院団体連絡協議会の開催報告について

８月28曰(Zk)、９月25日(水)の総合部会報告を了承

21．国民医療危機突破全国医師大会への出席報告について

出席報告を了承出席者諸橋芳夫会長

22．事務局職員の人事異動について

下記異動報告を了承

（職員の入退社）

採用９月10日付古畑巧（学術編集課）

〃１０月１曰付中田彬（企画調整課）

退職９月30日付清川陽一（学術編集課長）

（管理職の人事異動・異動分）

会計課長太刀川東吾（10月１曰付）

企画調整課長西沢孝洋（９月１日付・広報課長兼務）

通信教育課長北川芳兼（10月１曰付）

学術編集課長高原章宏（10月１曰付・事業課長兼務）

23．側日本顕彰会平成３年度社会貢献者被表彰者の決定について

下記４名の決定報告を了承（敬称略）

（被表彰者）１．村田寿太郎（村田博愛病院院長）

２．武田幸子（市立旭川病院総婦長）

３．上林三郎（前、聖路加国際病院事務長）

４．大三川裕康（国保旭中央病院薬局長）

24．医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ）に関する要望書提出について

資格に関し要望実施を早急に図ることで了承

の開催報告について
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第７回常任理事会

Ｈ3.10月26日(土）曰病会議室出席者26名

1．医療費問題について

労働福祉事業団から本会あてに要望提出された診療報酬改定説明、曰医全国医師大会の

出席報告、東京都病院団体連絡協議会での地域格差問題検討報告ののち、診療報酬改定に

むけて顧問議員団への説明、要望実施を図ること等を推進することで了承

2．医療制度、医療法の改正について

厚生省健康政策局の動向報告を了承

3．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健法改正案の現状報告、自治省の「地域政策の動向」報告等を了承

4．看護問題について

役員各位からの現状報告を了承

5．病院税制について

厚生省から大蔵省に提出された平成４年度税制改正要望の内容説明ののち、会として大

蔵省への運動展開を図ることで了承

６．病院経営について

人事院勧告、週休２曰制の導入により、病院経営逼迫のため早急に医療費改定を推進す

ることで了承

７．叙勲に伴う祝賀会の開催について

諸橋芳夫会長の動一等瑞宝章が10月25日(金)に閣議決定され、下記要領での祝賀会開催を

了承

平成４年１月24日（金）午後６時～

会場ホテルオークラ

※全国自治体病院協議会との合同開催

８．役員会議日程の変更について

日程報告を了承し、理事会に上程することで了承

ア．平成４年１月25日出の常任理事会を全理事会に変更。

９：３０～10:4０会長副会長会議

１１：００～１２：００全理事会

１２：００～１３：００（昼食）

１３：００～１５：００全理事会

１５：１０～１６：１０特別講演厚生事務次官坂本龍彦氏

イ．平成４年２月22日(土)の全理事会を常任理事会に変更。
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９．平成４年度事業計画について

原案を了承

10．役員改選について

選挙事務日程、選挙管理委員会委員の選出を承認

（選挙事務曰程）

平成３年１０月26日選挙管理委員会設置

１１月１曰選挙人名簿の調整

１２月１日選挙告示

平成４年１月30日代議員の選出完了

２月１日立候補締切

２月29日立候補者氏名の会員通知

３月28日選挙代議員会（議長、副議長、監事、理事の選出）

互選理事会（会長、副会長、常任理事の選出）

（選挙管理委員会委員）

池谷亘前、蕨市立病院長

戸川潔茨城県立中央病院名誉院長

篠浦旭河北総合病院長

三宅浩之病院幹部医会副会長

（関東逓信病院医用情報研究所顧問）

加藤貞男曰本病院会事務局長

11．会員の入退会について

正会員入会３件、賛助会員２件、正会員退会２件を承認

（10月26日現在正会員2,437会員賛助会員421会員）

12．短期人間ドック実施施設の指定について

下記施設の指定を承認

１．青森県・公立七戸病院（179床・指定１床）

２．神奈川県・横浜労災病院（650床・指定２床）

３．広島県・神原病院（188床・指定４床）

４．岡山県・笠岡第一病院（165床・指定２床）

13．厚生省等、各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「院内感染の実態調査に関する研究班」の委員推薦依頼

依頼元：厚生省

－３７－



被推薦者：河北博文副会長

２．「外国人による医療マンパワーに関する研究会（仮称)」の委員推薦依頼

依頼元：厚生省保健医療局精神保健課

被推薦者：高橋勝三（武蔵野赤十字病院長）

３．㈱医療機器センターの理事就任依頼（継続）

依頼元：(助医療機器センター

被推薦者：諸橋芳夫会長

４．評価認定制度委員会、患者給食部会の委員推薦依頼

依頼元：(助医療関連サービス振興会

被推薦者：河北副会長（但し、委員会の種類により、事務局が代理出席）

５．第４回公開討論会「民病研フオラーム」の後援依頼について

依頼元：民間病院問題研究所

６．第２回秋田県病院大会の後援依頼

依頼元：社団法人秋田県病院協会

14．諸規程の改正について

事務局の部制から課制に伴い「事務局組織分掌規程」の条文整理、旅費規程第８条を

「日当2,000円とする。ただし、短期人間ドック認定調査の場合には7,000円とする｡」こと

を承認

15．平成３年度第２四半期一般会計、特別会計の会計報告及び監査報告について

報告を承認

16．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

17．中国医療施設視察の結果報告について

報告を了承

９月30日(月)～10月11曰（金）

18．厚生省第１回看護業務検討委員会の開催結果について

報告を了承

１０月７日（月）河北博文副会長出席

19．四病院団体連絡協議会の開催結果について

１０月11日(金)の看護小委員会、１０月24曰の総会部会の報告を了承

20．厚生省「看護職員生涯教育検討会」の開催結果について

出席報告を了承

９月30日（月）伊藤研常任理事出席
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21．第３回「国民の健康会議」の開催報告について

１０月23日（水）諸橋会長の「公的病院医療の現状について」の講演実施等を了承

第８回常任理事会

Ｈ３．１１月22曰仕）ダイヤモンドホテル

第３回理事会と合同開催（理事会参照）

第９回常任理事会

Ｈ３．１２月21日(土）曰病会議室出席者32名

1．医療費問題について

診療報酬改定に際しての本会の活動報告として、１２月５日に四病団として大蔵省への陳

情を実施、財源の検討、二木立氏（日本福祉大学社会福祉学部教授）の執筆「90年代の

診療報酬と病院経営を考える」を紹介、検討し、引き続き、診療報酬改定に向け会として

強力に運動展開を実施することを了承

2．医療制度、医療法の改正について

現状報告を了承

３．老人保健制度、老人保健施設について

老人保健施設の開設状況報告等を了承

４．看護問題について

看護婦不足の現状報告、厚生省寺松尚保健医療局長の「これからの医療」の中での看護・

介護マンパワー不足問題を紹介等で了承

５．病院税制について

現状報告を了承

６．病院経営について

本会調査の公的・私的病院別にみた医師の賃金実態報告等を了承

７．平成４年度事業計画（案）について

私的病院部会の新設等原案を承認

８．平成４年度予算（案）について

原案を承認し、１月期理事会に上程することで了承

９．平成４年秋の叙勲候補者について

役員歴等を勘案し、南溢理事を推薦することを承認

10．会員の入退会について

正会員の入会４件、賛助会員入会１件、賛助会員退会４件を承認
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（12月21日現在正会員2,440会員賛助会員418会員）

11．短期人間ドック実施施設、自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施指定）

１．茨城県・つくば双愛病院（303床・指定３床）

２．神奈川県・横浜総合病院（300床・指定４床）

３．京都府・公立南舟病院（360床・指定２床）

（自動化健診施設実施指定）

ｌ・愛知県・名古屋東栄クリニック

２．新潟県・小千谷総合病院健診部

３．東京都・板橋中央総合病院総合健診部

４．千葉県・亀田総合病院附属幕張クリニック

５．愛知県・メドック健康クリニック

６．広島県・アルパーク検診クリニック

７．大阪府・淀川キリスト教病院健康管理増進センター

12．厚生省等各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．第34回成人病予防週間の後援依頼

依頼元：厚生省厚生事務次官

２．医療ガス配管設備委員会委員の推薦依頼

依頼元：厚生省健康政策局総務課医療技術開発室

被推薦者：星和夫監事

３．第６回曰本ＭＥ学会秋季大会の協賛依頼について

依頼元：第６回曰本ＭＥ学会秋季大会長

４．医療廃棄物処理講習会への協賛依頼

依頼元：⑪日本臨床衛生検査技師会

５．ニューメンブレンテクノロジーシンポジウム'92の協賛名義使用について

依頼元：㈱日本能率協会

13．平成３年度事務局職員への期末勤勉手当及びベースアップ支給について

実施を承認

14．平成４年度短期人間ドック料金の契約について

標準料金を62,000円とすることでの契約を承認
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15．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

16．病院賠償責任保険についての要望

賠償保険最高額を１億５千万円に引き上げる要望を羽田曰医会長に実施し承諾頂いた旨

報告を了承

17．記者会見の開催報告について

１２月５日(木)の記者会見報告を了承

18．日本病院会ニュース新春座談会の収録について

１２月５曰(木)の収録報告を了承

19．看護業務検討会の開催報告について

１２月２日(月)の開催報告を了承河北博文副会長出席

20．感染性廃棄物処理対策委員会の開催報告について

１２月４日㈹の開催報告を了承宮崎柏常任理事出席

21．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１１月28日(木)、１２月18日(水)の総合部会報告を了承

22．自由民主党全国組織委員会への平成４年度予算に対する要望書提出について

報告を了承

23．諸橋会長叙勲祝賀会の進捗状況について

進捗状況報告を了承

24．選挙告示について

実施報告を了承

25．第42回日本病院学会の進捗状況について

進捗状況報告を了承

26．医療費改定に伴う諸調査の実施について

調査の実施を了承

第10回常任理事会

Ｈ４．１月25曰仕）ダイヤモンドホテル

第４回理事会と合同開催（理事会参照）
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第１１回常任理事会

Ｈ４．２月21日(土）曰病会議室出席者36名

1．社会保険診療報酬改定について

改定に伴う役員病院による置き換え実施報告、厚生省医療課小田清一企画官による診療

報酬改定の趣旨説明、質疑応答を実施し、内容については大西正利医事研究会委員長がま

とめ、曰病ニュースに掲載し、会員周知を図ることで了承

2．医療制度、医療法の改正について

現状報告を了承

3．老人保健制度、老人保健施設について

総理府で実施の世論調査報告、在宅ケア問題等の検討で了承

4．看護問題について

厚生省が今国会に法案提出することとした「看護婦等の人材確保の促進に関する法律案

（仮称)」の報告、平成４年度政府予算における看護職員の確保対策費とゴールドプランの

施策報告等を了承

5．病院税制について

相続税の現状報告、みなし法人の制度を会としてＰＲすることを了承

6．病院経営について

特定医療法人、薬価問題等につき役員の意見交換で了承

7．会員の入退会について

正会員入会１件、賛助会員退会１件を承認

（２月22日現在正会員2,442会員賛助会員418会員）

８．平成３年度第３四半期収支決算、監査報告について

報告を承認

9．短期人間ドック実施施設及び自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施施設）

１．神奈川県屏風ケ浦病院（170床・指定２床）

２．京都府大原記念病院（203床・指定２床）

（自動化健診施設）

１．北海道札幌簡易保険総合健診センター

10．日本病院会事務局長の交代について

３月末付で加藤貞男局長から井出健氏に交代することを承認
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11．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

12．診療報酬改定説明会の実施について

下記曰時の開催を了承

１．３月９曰（月）東京都・後楽園ホール

２．３月12日（木）神戸市・兵庫県立文化体育館

13．第41回日本病院学会収支報告について

収支報告を了承

14．第４２回曰本病院会の進捗状況について

報告を了承

15．平成３年看護学校運営に関する緊急調査について

調査報告書を了承

16.,92国際モダンホスピタルショウ及びヘルス展の開催について

７月９日(木)～11日(土)池袋サンシャインシティでの実施を了承

17．厚生省感染性廃棄物処理対策検討委員会の開催報告について

２月４日(火)の開催報告を了承、宮崎柏常任理事出席

18．厚生省看護業務検討会の開催報告について

２月19日(水)の開催報告を了承河北博文副会長出席

19．四病院団体連絡協議会の開催報告について

１月28日(火)の総合部会、２月19日(水)看護小委員会の報告を了承

20．平成４年度役員改選について

理事66名、監事２名、代議員会議長、同副議長の立候補者確定報告、

日程（案）を了承

21．厚生省医薬品流通近代化協議会の開催報告について

２月３曰(月)の出席報告を了承伊藤研常任理事出席

３月28曰の諸会議

第１２回常任理事会

Ｈ４．３月28日(士）曰病会議室出席者32名

１．代議員会、総会に於ける会長挨拶の要旨について

要旨内容として①日本病院会のめざすもの②組織の強化③創立40周年記念式典

④病院経営と医療費問題⑤私的病院部会の設置⑥病院診療報酬体系の作成⑦病院機

能評価マニュアルの発刊⑧各学会・セミナー・研修会の開催⑨看護婦問題⑩地球環

境保全の諸問題を取り上げ、本会の活動報告、見解等を図り、会長挨拶とすることを了承
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医療費問題について

医療制度、医療法の改正について

老人保健制度、老人保健施設について

看護問題について

病院税制について

病院経営について

上記６項目については、代議員会、総会時の会長挨拶の要旨で問題点、

り役員各位の意見拝聴を図り了承

３月28曰仕)開催の諸会議運営について

開催要領を承認

平成４年度社会貢献表彰候補者の推薦について

被推薦者を４月期常任理事会迄に報告することで了承

会員の入退会について

正会員入会７件、正会員退会７件、賛助会員入会1件を承認

（３月28日現在正会員2,442会員賛助会員429会員）

短期人間ドック及び自動化健診施設の指定について

下記施設の指定を承認

（短期人間ドック実施施設）

１．京都府第二京都回生病院（210床、指定２床）

（自動化健診施設）

1．東京都吉祥寺榊原クリニック

診療録管理通信教育２年次編入校の指定について

下記学校の編入指定を承認

東京都東京セクレタリー専門学校

平成４年度以降の日本診療録管理学会の役員について

新役員構成を承認

各団体からの依頼について

下記依頼を承認

１．「平成４年度医療ガス保安管理技術者講習会」の後援名義使用

依頼元：㈱医療機器センター

２．第４１回曰本理学療法学会の後援名義使用

依頼元：杣全国病院理学療法協会

３．財団法人曰本医薬情報センター理事再任依頼について

●
●
●
●
●
●
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依頼元：㈱日本医薬情報センター

依頼先：諸橋芳夫会長

４．平成４年度「愛の血液助け合い運動」の後援について

依頼元：厚生省薬務局

15．各委員会、研究研修会の開催報告について

報告を了承

16．厚生省第２回院内消毒及び消毒委員会の開催報告について

３月２日(月)の開催報告を了承河北博文副会長出席

17．厚生省看護業務検討会の開催報告について

３月16日(月)の開催報告を了承河北博文副会長出席

18．医療費改定説明会の開催結果について

３月９日(月)東京、３月12日(木)神戸の開催報告を了承

19．四病院団体連絡協議会の開催報告について

３月23曰(月)の看護小委員会報告を了承

20．中小病院委員会・勤務医委員会合同アンケート調査の結果報告について

報告を了承
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第３広報

1．曰本病院会ニュースの発行

く主な記事内容〉

1）諸橋会長、医療費関連で問題提起代議員会・総会政策転換し早期改定

を病院の実態は中医協の場で

2）研究会全体会議開く厳しい経営環境を反映し用度・医事研に多数２年

度は58回、4000人が参加

3）火災保健料率改正を損保算定会へ要望スプリンクラー等設備で

4）３．２３代議員会・総会における諸橋会長挨拶の要旨

5）病院の賃金実態曰病総務・人事労務研で発表１１職種、経験年数別に

年間賃金を集計、２３職位別も

6）中小病院サバイバル「医師給への考えを変えないと４月のベアが悩まし

い」

7）「専門調理師」の試験曰程について

<号数〉〈発行曰〉

411号４月10日

1）病院機能標準化で指針作り曰病制度委が中間報告部門別に管理実務の

基準数年ごしの検討、今秋完成へ日本の医療風土に合う評価基準を自

らの手で

2）委託研究会が初会合病院診療報酬体系の作成

3）病院機能標準化マニュアル「中間報告」の総論部分

4）第17回曰本診療録管理学会９／１９．２O仙台、演題応募は５月末まで診

療録の過去、現在、未来テーマに（学会長吉田弘一）

5）肥満と合併症を学ぶ東京都支部の定例会第11回栄養管理者部会

6）中小病院サバイバル「訪問看護ステーションは民間中小病院に必要だ」

7）「病院建築費」を創設第１回の募集開始（曰本病院建築協会）

８）新刊「曰本の福祉'91」（政策総合研究所・刊）

412号４月25日

1）医療費の緊急是正幅は996％四病団が統一意思来春待てぬと改定実施

訴え４週８休分、給与費アップ、物価上昇の２年分を補正

2）四病団総合部会、人件費の緊急性前面に医療法、老健法も論議

3）主潮「角を矯めて牛を殺すな」

413号５月10曰
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４）小口先生に栄えの叙勲

５）病院経営の給与費管理曰病・病院管理総合研で一条氏講演職種別に－

つの標準人員数、給与費バランス示す

6）中小病院サバイバル「人間だから感情がある、それを非合理とした経営管

理はない」

７）診療録管理士73人を認定曰病通教34回生の認定式

8）医業経営コンサルタント協会の資格認定制が発足

1）第41回日本病院学会開幕へ６月13～15曰名古屋市「変革期の医療に希

望と活力を」

２）電話がダイヤルインになりました（曰病）

３）第41回日本病院学会日程表等

４）会員寄稿「基準看護についての一提言」（佐々木勇之進福間病院長）

５）中小病院サバイバル「変化は好機、税金は納めて、取り戻す？！」

６）統一ドイツの視察旅行８月21日から12日間、曰病企画

414号５月25日

1）曰病創立、４０年の時を刻む５．２５記念式典に650人「信頼の病院づく

り」誓う

2）早期改定へ「包囲網」開設者別に声高〈（決算総会会長挨拶）

3）４０周年記念式は厳粛に記念小史「40年のあゆみ」完成

4）主潮「総合の誤謬」

5）看護教育施設部会で学校運営問題を討議病院負担50～80％にも

6）創立40周年記念式典厚生大臣表彰、会長表彰の方々

7）中小病院サバイバル「“安静”のための入院はふたつの意味で問題だ」

8）和歌山県支部、病院は存亡の危機本部へ要望書提出

415号６月10日

l）病院人の力で希望と活力を医療の変革期に対応第４１回“愛知”病院学

会に5,500人

２）諸橋会長提言、病院医療の特徴非営利性前提に23項目

３）「医療財源」にとり組み宮崎議員、特別講演で気概（病院学会）

４）中小病院サバイバル「フッドサービスの質のバラツキに対しプライスの一

定化は問題だと思う」

416号６月25曰
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1）病院給食の新システムを提案ホスピタルショウで試食会曰病給食委答

申新冷凍技術ベースに検討

2）分娩「非課税」の扱い消費税法改正で厚生省通知

3）主潮「量から質へ」

4）新薬価算定方式の影響を論議（曰病・用度研究会一泊研修）来春は至難

の価格交渉１５％・６年で病院の軟着陸ムリ建値制も薬価がらみ病院

存立の一端担う

5）中小病院サバイバル「いよいよトキとシラセが病院経営を左右する時代」

６）９月実施、受付開始曰医の臨床検査精度管理

417号７月10日

ｌ）病院長・幹部職員セミナー特集

①看護婦充足策を検討離職防止がポイント

②業務委託の対応

③病院の機能評価

④２１世紀の老人医療

２）’91国際モダンホスピタルショウ、入場者５万人を突破同時開催のヘル

ス展も人気

３）医療紛争防止セミナー参加者アンケート84人を集計看護の悩み、問題

点医療事故に関るものも

４）中小病院サバイバル「やはり一般病床では“安静,’は求められていない」

418号７月25曰

１）会員の人間ドック活動更に拡大（２年度委員会報告）私的病院の新指定

進む受診者総数は150万人を突破

２）主潮「医療費の枠について」

３）福岡市で８／22開幕へ、第32回日本人間ドック学会学会を迎えるにあたっ

て（井上幹夫学会長）

４）中国人医学研修留学生についてのお願い

５）中小病院サバイバル「クスリをどうするか、中小病院のこれからの道」

６）事務長職17人を認定曰病の第１２回通教終了生、過去最高に終了率68％

も高水準

419号８月10日

1）医療法の今国会成立を（四病団）改正案に“援護射撃'，今回通らなけ

ればむしろ危機と

420号９月10日
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2）曰病広報で利用者調査、全国６千余人が回答病院の機能分化にも関心

3）第３２回曰本人間ドック学会・福岡、ドックの課題を討議２次予防から１

次予防へ

4）曰病・臨床予防医学委員会報告、全国122万人の受診者統計総合健診の

光とかげ２次予防に貢献、１次は…

5）中小病院サバイバル「417号の“主潮”を読まれましたか。マイナス発言

からチャレンジへの変身」

6）第17回曰本診療録管理学会開幕へ学会開催にあたって（吉田学会長）

7）介護職資格で要望入院医療管理料の試行も

１）病院に対する国民の意識調査、病院へ期待と不満率直に全国6,000人利

用者調査今後の方向に示唆健康維持に期待、長期療養も「医療費」

の国民教育を提言回答率は東高西低

２）総合病院は機能保持

３）図書業務の専門性曰病・図書室研で岩崎氏講演

４）中小病院サバイバル「苦しいけれど、太陽の季節気分でホットにやってほっ

としよう」

５）黒龍江省の衛生庁長曰病を訪問、各地視察

421号９月25日

1）診療録管理の未来を語る仙台で17回学会医療情報の客観化を意外に

高い病院の普及率診療録管理の過去・現在・未来（シンポジウム）

2）全国医師大会開く医療費引上げ要求（四病団）

3）モンゴル厚相と懇談諸橋会長、小野常任理事ら

4）全国用度研盛大に医療品、コンピュータに話題

5）中小病院サバイバル「一般病床の必要数と看護婦不足の将来」

６）管理士1600人超える診療録管理通数の認定式

422号１０月10曰

1）緩慢な医療費改定の動き常任理事会論議病院窮迫の打開策探る委託

研中間報告へ、政連も動く

2）諸橋会長の受章を喜ぶ（動一等瑞宝章受章）戦後曰本の医療発展に貢献

3）第42回日本病院学会が始動来年６月18日～20日大阪開催の概要を発表

4）曰病の医事研で勉強第11次韓国研修団が高松が

5）各地のたより「終末医療の食事」、９月都支部の栄養管理者部会秋田

423号１１月10日

－４９－



で第２回病院大会、今月17曰包括医療を討議

6）中小病院サバイバル「サービス向上の損失は診療報酬で補てんされる」

７）新刊案内「２１世紀の救急医療」厚生省指導課・編

１）人件費率平均で50％を突破（曰病会計経理研「２年度経営分析集計表」）

私的も大半が赤字に損益分岐圏超え医業収支悪化

２）医療費財源で論議顧問議員団との懇談会

３）叙勲に当たって会長諸橋芳夫

４）新看護体制を試行（職場リーダー研）曰病・伊藤研氏が実例発表曰勤・

夜勤の完全分離

５）中小病院サバイバル「育児休業制度は大事な病院の経営管理」

６）第33回日本人間ドック学会、来年は９月高知で

424号１１月25日

1）病院機能標準化の指針完成到達すべき目標に曰病制度委の大型研究

全部門522の評価項目各委員も十分な検討を主要項目の抜粋

２）新薬価算定で見解四病団、流動的取り扱いをと

い主潮「医療の国際化」

４）諸橋会長ＡＨＦ会長にフィリピンで理事会、曰本から２人目

５）臨床研修指定病院の経営収支

６）ＩＣＤ－１０の動向曰本での検討委の状況学会木村明理事に聞く

７）中小病院サバイバル「自らがやる機能類型と看護不足へのプラス思考」

８）曰病選挙告示

425号１２月10日

1）新春座談会、病院経済正常化への課題医療費体系の将来を語る

２）年頭所感、国民医療への貢献をめざして曰病会長諸橋芳夫

３）四病団、大蔵へ陳情医療費改定大詰めに

４）病院は6.51％アップ人勧試算、医療費対策を論議

５）演題応募は４月まで第18回診療録管理学会、９月横浜

６）「病院機能標準化マニュアル」曰病が対外発表

７）中小病院サバイバル「医療費改定は単なる平均値、個々の経営努力で大き

な差に」

426号１月１日

1）医療費改定の幅は不十分曰病が国民へ“声明”病院経営と質の確保に427号１月25日
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禍根「人件費問題に答えてない」声明全文

2）４年度厚生省予算の概要対前年で4.8％増看護等人材費用に重点

３）診療報酬引き上げ幅についての見解（京都大学教授西村周三）

4）自民党へ予算要望医療費と看護学校経費で

5）４月から62,000円に短期人間ドックの料金更改

6）中小病院サバイバル「入院医療管理料を病棟単位で取れないか」

１）３年病院運営実態まとめる（曰病・公私連調査）病床利用率さらに低下

入退院が動き、曰数短縮へ

2）点数配分で要望人件費考慮と四病団

３）在宅医療定着へ前進（曰病「概況調査報告」）各項目４％前後の増

４）主潮「舵の切れる病院に」

５）諸橋会長の叙動祝う各界・各層から１千余名

６）坂本事務次官が講演理事会で将来の医療状況を展望

７）中小病院サバイバル「善悪から好嫌に社会が変化している」

８）ホスピタルショウ開催へ着手７月にヘルス展と連係で

９）認定マーク制度を創設医療関連サービス振興会

428号２月10曰

１）診療報酬の新点数決まる入院・外来で大幅改正一般病院はマイナス試

算に

２）中医協諮問・答申の概要

３）中小病院サバイバル「おかしいことが正される時代」

４）点数説明会の曰程来月９曰東京と12曰神戸

５）新刊案内「糖尿病と共に生きる」舞子台病院編

429号２月25曰

1）新点数「あたはめ」速報を検討常任理事会論議

来ダウン、入院シフト

2）小田企画官による点数改正のポイント

3）職員全体に配慮を社保老健委も意見まとめ

4）診療報酬改正への意見会長諸橋芳夫

5）主潮「人的資源の育成」

6）千葉県支部で総会点数改定の説明も

7）３年度賃金実態を発表

430号３月10曰 "期待外れ”の声外
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８）中小病院サバイバル「堂々と技術料引上げ要求していく２年間」

９）新代議員117名を選出選挙管理委員会が確定

1）看護学校運営の実態を集計（曰病部会調査）病院“補填''６割に授業

料は公・私で３倍の差

2）医療費改定の動向事務長セミナーで諸橋会長講演

3）曰病４年度の事業計画教育研修の計画

4）点数改正の説明会東京・神戸で3000人

5）中小病院サバイバル「労働省の人手不足対策それを勉強し、得をして下さ

431号３月25日

い」

6）研修生を募集厚生省で「がん、循環器病」を

７）血液製剤で見直し厚生省、４月から

2.対外的広報活動

委員会報告＝広報委員会の項で報告
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第４委 員会

1．医療制度委員会

１．開催回数１２回

２．出席者数107名（延べ人員）

３．協議項目１）病院機能標準化マニュアルについて

２）医療法改正について

４．総評

数年来検討を重ねてきた「病院機能標準化マニュアル」が完成し、全会員ならびに関係方面へ

送付した。また、別途有料頒布用として準備した－千余部についても大変好評で、全て完売とな

り再版を出版社に委ね、一般書店でも購入出来るようにした。

来年度からは、「病院開設主体の検討」を課題として論議して行きたい。

2．統計調査部会

１．開催回数３回

２．出席者数１５名（延べ人員）

３．協議項目１）公私病院連盟との協力調査のあり方について

２）来年度における調査予算について

３）今後の調査について

４．総評

本年度は、例年どおり「平成３年病院運営実態分析調査」を実施し「病院概況調査報告書」と

してまとめた。

また緊急調査として、「週休二日制および金利負担に関する調査」を実施した。

今後は、全国公私病院連盟との協力調査は引き続き実施する他、曰病独自の経営関係調査を行

うべき検討を予定している。

3．医療事故対策部会

１．開催回数８回

２．出席者数３８名（延べ人員）

３．協議項目１）９１年国際モダンホスピタルショウ（7／11～13）併設するセミナーの企画

２）１１月17日、徳島・大塚製薬ヴェガホールでのセミナー企画

３）ＮＨＫニューズ２１「特集・あなたのカルテは改ざんされている」収録ビデオ

をみて
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４）来年度セミナーの企画

4．総評

この一年、医療紛争防止のためのセミナー企画を中心に、委員会をもった。医療をとりまく環

境がより厳しくなっていく中、セミナーの内容の充実を心がけた。

今後も新たな視点からメスをいれていきたい。

4．防災対策部会

開催回数

出席者数

協議項目

５回

33名（延べ人員）

１）第１１回病院防災セミナーについて

２）山崎病院火災について

３）全国保険医団体連合会、スプリンクラー設置、公害、助成要請について

４）自動火災報知設備、火災保険料率（割引き）見直し要望について

５）自治省消防庁「住宅防火対策推進基本方針」（防災機器に推奨マーク）都道

府県通知について

６）火災避難用保護具の火災保険料率（割引き）についての要望について

７）社会福祉施設及び病院における夜間の防火管理体制指導マニュアルにおける

延長時間についての要望について

８）来年度のセミナー開催場所について

９）第１１回病院防災セミナーの反省について

10）第１２回病院防災セミナーの計画

11）二号消火栓に係わる評価基準（案）に対する曰病意見提出について・二号消

火栓設置にともなう病院側の所見提出のまとめについて、天井設置型（二号消

火栓）開発に対する曰病としての意向提出について

12）委員の補強について

13）要望の報告及び依頼について

14）消防用設備点検済表示の要望について

15）各要望の現状況について

16）火災予防審議会第３回人命安全対策部会の報告

17）全国消防長会からの要望について
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4．総 評

今年度は多くの議題について討議。

特に、協議項目からもわかるように要望書の提出等対外的な活動を活発に行った。
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5．労務・福利厚生・用度部会

本年度は教育委員会傘下の研究会の活動に委ね、委員会としての開催はなかった。

6．給食委員会

１．開催回数１５回（小委員会含む）

２．出席者数７８名（延べ人員）

３．協議項目１）治療用食材・供給システムについて

２）治療用食材・供給システム発表展示について（'91国際モダンホスピタルショ

ウ）

３）治療用食材・供給システムの実施について

４）休日用治療食メニュー作成について

５）’91国際モダンホスピタルショウの曰病コーナーにおける治療用食材、供給

システム発表展示についての結果報告

６）今後の活動について

７）メニュー作成について

８）認定基準作成について

９）今後の委員会活動について

１０）治療用食材・供給システム認定基準作成作業

１１）治療用食材・供給システム認定基準について

４．総評

治療用食材供給システムについての検討・試食検討を活発に行った。

またその発表としてホスピタルショウ曰病コーナーにおいてパンフレット、実際の治療食品の

展示、来場者への試食を行った。

永年にわたる検討の成果があげられたことと思われる。

システム「認定基準」を作成して、一区切りをつけた。

7．勤務医委員会

中小病院委員会との合同アンケート「病院長、勤務医、ＭＳＷ対象調査」の集計と病院幹部医会

とのセミナー（福島、９月開催）の企画の協力をした。

8．教育委員会

１．開催回数

２．出席者数

２回

27名
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3．協議項目１）１０月15曰(火)午後３時～５時半曰本病院会会議室

・研究会の設置及び運営に関する規則（案）検討について

２）１１月15日㈹午後３時～５時日本病院会会議室

・研究会の設置及び運営に関する規則（案）検討について

・平成４年度研究会開催計画（案）について

・平成３年度第２回半期収支報告について

4．総評

研究会の設置及び運営に関する規則について、従来成文化されたものがなく慣行によって運用

されていた。このたびその実体に即したものによる全文として整理したものが事務局から提出さ

れ了承された。

了承された原案について、役員会に上程し協議を行い、承認された。その結果、本年４月より

実施の運びとなった。

通信教育委員会

診療録管理通信教育（事務長共通）

１．開催回数３回

２．出席者数９名

３．協議項目

第１回７月２日(火)午後４時30分～５時30分日本病院会会議室

１）事務長養成課程試験合否判定について

第12回生２年次後期受験者18名合格者18名

２）第１２回認定証授与式開催について

７月27曰(士)午後５時30分～７時30分

３）病院物品管理の講師交替について

聖路加国際病院塩山雅英（事務次長）

４）事務長養成課程受講生の病院管理研究会Ｂ会員への一括加入について

承認事項として処置

５）診療録管理通信教育実習病院の指定について

総数９９承認５０辞退２１再度依頼2８

６）診療録管理通信教育使用教材について

解剖学（養老猛司）メディカルフレンド社

７）新潟市民病院木村明（副院長）

９．

（１）
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第２回９月７日(士)午後２時～４時曰本病院会会議室

１）診療録通信教育試験合否判定について

進級受験者72名、合格者66名、不合格者６名

卒業受験者92名、合格者84名、不合格者８名

認定者累計1,603名

２）第35回診療録管理認定証授与式について

９月28曰仕)午後５時30分～東京：ダイヤモンドホテル

３）診療録通信教育２年次編入試験について

日時９月29日（日）185名

第３回４年３月23日(月)午後３時～５時日本病院会会議室

１）診療録管理通信教育試験合否判定について

進級受験者103名合格者73名不合格者30名

卒業受験者６９名合格者62名不合格者７名

２）診療録管理通信教育２年次編入指定校の追加認定について

東京セクレタリー専門学校を２年次編入指定校として追加認定する。

・従来の２年次編入指定校

早稲田速記秘書専門学校、国際医療管理専門学校、東京校・浜松校・名古屋校、大阪医

療技術学園、東京医薬専門学校、東北医療福祉専門学校（７校）

(2)事務長養成課程通信教育

１．開催回数１回

２．出席者数１１名

３．開催月日４月２曰(火)午後３時～５時

４．協議事項１）平成３年度の教育実施について

２）第12回生最終試験：６月９曰(日）東京

３）試験

第13回生１年次後期：３年７月７日（日）

第13回生２年次前期：４年１月19日（日）

第14回生１年次前期：４年１月12曰(日）

４）スクーリング

前期

第13回生２年次：３年７月８日(月)～13日(土）

第14回生１年次：３年７月15日(月)～20曰山
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後期

第13回生２年次：４年１月20日(月)～25曰(土）

第14回生１年次：４年１月13曰(月)～18日(土）

5）会場

：:::二;::}東京応願寺築地別院第一伝導蝋
４年１月12曰～25日 同上

6）認定式

７月27曰仕)午後５時30分～東京ダイヤモンドホテル

7）その他

井上先生から受講生の減少、質の低下のため事務長養成

あり方について検討する必要がある”との意見があった。

受講生の減少、質の低下のため事務長養成課程通信教育の

10．臨床予防医学委員会

開催回数

出席者数

協議項目

４回（常任委員会３回含む）

31名（延出席者数）

(1)健保連との料金契約について

(2)人間ドックの検査判定基準値について

(3)短期人間ドック実施認定委員（実査委員）の異動について

(4)検査項目の検討について

(5)「健康医学」ＶｏＬ６Ｎｏ､１１９９１７（原著論文）について

(6)日本臨床化学会よりの依頼について

(7)健康保険組合連合会との料金契約について

(8)保健叢書『やさしい保健シリーズ』について

(9)臨床予防医学委員会報告（平成２年版）について

００自動化健診料金標準化について（経過報告）について

Ⅲ第33回曰本人間ドック学会（高知市）について

(12）「健康医学」ＶＯＬ､６No.21992.2（第３２回学会特集号）発行について

⑬曰本人間ドック学会業務について

⑭短期人間ドック指定内規の再検討について

⑮曰帰りドックについて

(１０健康保険組合連合会との料金契約ならびに要望について

(17）短期人間ドック実施認定委員（実査委員）の補充について

●
●
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０８）次々回曰本人間ドック学会開催について

（１９臨床予防医学委員会常任委員について

4．総評

本年度の当委員会活動は、検討する事項が山積みとなり非常に多忙をきわめた１年であった。

毎年、健保連と協議し改訂している短期人間ドック（１泊２曰）実施料金は再三にわたり折衝

を行った結果、平成４年度については、1,000円アップし、「62,000円を標準料金とする」とい

う契約で妥結した。

医療機関だけではなく、ドック受診者に対する啓蒙活動の一環として、昨年度「やさしい保健

シリーズ」の第一弾として「わかりやすい胃のはなし」を刊行したが、本年度は、「わかりやす

い肥満のはなし」「わかりやすい糖尿病のはなし」「わかりやすい肝臓のはなし」計３冊が加

わった。

また、健康保険組合連合会との短期人間ドック並びに自動化健診の実施料金改訂の協議につい

ては、毎年、曰病側と健保連側の主張にへだたりがあり難行するため、一定の料金算出方式を導

入するべく、健保連側の意見を取り入れながら検討していくこととした。それに伴い、実施検査

項目も時代に即したものに改訂するよう慎重に継続して検討をしている。

11．社会保険・老人保健委員会

１．開催回数５回

２．出席者数２６名（延べ人員）

３．協議項目１）現行診療報酬体系の問題点と将来における診療報酬のあり方

２）中橋委員の地元で検討されている診療報酬改定要望を参考に、今後委員会と

してまとめていく

３）「病院診療報酬体系作成委託研究」（西村周三委員長）との関連で、委員会

活動を鮮明にすべきであるとする

４）曰病ニュース413号「医療費の緊急是正幅は9.96％｣、曰経新聞「薬価算定を

改定一差益解消へ加重平均に、厚生省来春から」を中心に論議

５）７月24日、曰医社会保険診療報酬検討委員会に出席した北村委員長より当日

配布された「診療報酬改定要望項目一覧」の記載項目、区分別（入院、診療、

在宅、検査など）の見直しについて

６）１２月20曰、厚生、大蔵両省の折衝の結果、５％（実質2.5％）引き上げるこ

とに決まった。この件について論議

７）３月の診療報酬改定説明会について

８）来年度の診療報酬点数表の見直し案について論議
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９）３月９日、昼からの東京・後楽園ホール、１２日兵庫県立文化体育館での説明

会について

4．総評

平成４年度から新診療報酬点数が実施される。今までにないいくつかの特色が盛り込まれてい

る。①看護職員の労働条件、給与改善の試みがみられる②病院は入院、手術等を、診療所は通院、

在宅医療等を中心とする点数配分にしている③甲表と乙表の一本化にすすむ方向である④老人医

療を中心とした地域医療の見直しがうかがえる、などがあげられる。

将来へむけての病院、診療所の各々の機能役割が整理され、向上するようにこれからも助言し

てゆきたい。

12．医療経済委員会

１．開催回数１回

２．出席者数４名（延べ人員）

３．協議項目１）湾岸戦争による法人税臨時特別税について

２）土地税制について

３）その他最近の税制問題について

４．総評

今年度は耐用年数の短縮、事業税、５段階税制、特定医療法人、消費税など、医療機関に係る

税制の諸問題について検討を加えた。

また、四病院団体連絡協議会と合同で「平成四年度税制改正要望事項」を提出、いくつかの要

望実現をみたが、今後とも全ての要望事項実現に向けて努力して行く予定である。

13．国際委員会

１．開催回数

２．出席者数

３．協議項目

９回

53名（延べ人数）

1）厚生省国際課長の澤村宏さんと同課技官の外口崇さんによる「開発途上国に

対する国際協力と今後の課題」をテーマにレクチャー

2）今年度の海外視察旅行企画

3）’９４ＩＨＦ地域会議の実現にむけて

4）第27回国際病院連盟(IHF）会議出席とカナダ・米国病院視察旅行の結果報

告（高橋勝三、牧野永城）

5）１１月19～21日、諸橋会長と高橋委員長のフィリピンで開催されるアジア病院

連盟（ＡＨＦ)の常任理事会とフィリピン病院協会総会参加について
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６）明年のIHF会費6,590ポンドについて

７）中国における看護婦余剰を考慮し曰病を窓口にして受入れることについて

８）統一ドイツの病院視察旅行報告

９）４年６月、大阪での曰病学会と併設するＡＨＦ会議について

10）’94IHF地域会議準備委員会の設置について

11）タンザニア要人との会見報告

12）モンゴル厚生大臣との会見（9／16）報告

13）高橋淑郎委員（杏林大医学部）のカナダ・トロントでの留学を終えての現地

医療事情について

14）第11次大韓病院協会・医療保険研修団（10／21-26、日本医科大学付属救命

救急センター（文京)、新東京病院（松戸)、香川での医事研究会参加、倉敷中

央病院視察）について

15）ＩＨＦ・吉岡ファンドについて

16）４年度の海外視察旅行企画

17）９１年12月から93年11月までの２年任期のＡＨＦ会長に日本病院会長が任命さ

れたことについて

18）南アフリカ・LibertasHospitalTrust・ポイド氏の武蔵野赤十字病院の見

学

19）ベルギー・ルーベン大学公衆衛生・シュティサー氏より93年５，６月に日本

を訪問することについて

20）ＡＨＦの曰本での事務局設置について

21）国際協力事業団（ＪＩＣＡ）医療協力部長の曽我絃一さんを迎え事業団の活

動報告

22）２月10曰・スペイン・マドリッドで開かれたＩＨＦ総会（93年４月20～24日）

のプログラム委員会に出席した牧野委員の報告

4．総 評

今年度はいろいろな角度から活動展開ができた。今後は国際活動を、時代にそくしたものにし

たい。

14．組織委員会

１．開催回数

２．出席者数

３．協議項目

２回

13名（延べ人員）

1）新入退会員の状況報告
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２）徳洲会傘下病院の曰病入会への意見

３）開設者別会員状況について

４）曰病会員病院全医療従事者実態調査について

５）今後の組織拡大について

4．総評

組織拡大につながる方策について協議した。

来年度は、「入会のおすすめ」も新しく作成予定であり、曰病

組む。

曰病会員の増強の具体的活動にとり

15．学術委員会

１．開催回数

２．出席者数

３．協議項目

、開催回数１１回

・出席者数延べ98名、月平均９名

・協議項目１）曰本病院会雑誌'９１６月号～'９２５月号の編集について

２）曰本病院会雑誌’917月号～'９２６月号の企画について

３）英文誌「JapanHospitalsNolOの編集及び刊行について

．「日本病院会雑誌」平成３年度（'914月号～'９２３月号）

主要掲載記事

（４月号）168頁

グラフ：第30回病院視察研究会

巻頭言：今後の医療及び医療費の動き（有澤源蔵）

記事：論説EmergencyRadiology（柳沢融）

講演病院の合理化について（安田尚之）

（５月号）140頁

グラフ：公立富岡総合病院

巻頭言：地域医療計画の見直しにあたって（大道学）

記事：病院長講演病診連携を指向して（丹野清喜）

研究報告オーダリングシステムによる病院情報システム（熊本一郎）

（６月号）136頁

グラフ：多摩丘陵病院

巻頭言：第４１回曰本病院学会開催にあたって（伊藤研）

記事：論説病院経営の諸問題一曰本の医療はこれでよいか－（諸橋芳夫）

講演これからの保険医療行政について（黒木武弘）

４．
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(７月号）144頁

グラフ：名古屋第二赤十字病院

巻頭言：グローバリゼーションにおけるわが国の医療とその周辺Ｃｌ

記事：特別講演医療法の改正と中小病院の対応

研究報告診療録療管理業務におけるＱＣ活動（三宅裕子）

(８月号）170頁

グラフ：曰本病院会創立40周年記念式典

巻頭言：第３２回日本人間ドック学会開催にあたって（井上幹夫）

記事：記念講演医学と医療（岡本道雄）

講演病院経営における給与費管理（－条勝夫）

錆夏随筆８０編

(９月号）160頁

グラフ：国際モダンホスピタルショウ

巻頭言：第17回日本診療録管理学会の開催にあたって（吉田弘一）

記事：講演看護学校運営と教育費について（清水嘉与子）

研究論文日米における医療費増加の比較（浅野隆文）

(10月号）164頁

グラフ：第４１回日本病院学会

巻頭言：病院経営の危機に想う（依田忠雄）

記事：講演国際情勢と日本の社会保障（宮崎秀樹）

記念講演世界の中の曰本（盛田昭夫）

(11月号）140頁

グラフ：総合病院土浦協同病院

巻頭言：医療行政のペレストロイカ（村田寿太郎）

記事：講演中部の未来像（鈴木礼治）

シンポジウム看護婦不足について

研究論文中国の医療事情と「病院管理」について（車田１

(北村行彦）

研究論文中国の医療事情と「病院管理」について（車田松三郎）

(12月号）140頁

グラフ：第27回国際病院連盟会議とカナダ・米国病院視察

巻頭言：それぞれの医療の質を求めて－民間中小病院のあり方について－

記事：論説病院の歴史（高橋勝三）

研究報告医学教育のあり方に関する一考察（高橋政頑）
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（１月号）156頁

グラフ：第３１回病院視察研究会

巻頭言：年頭所感一国民医療への貢献をめざして

記事：講演今後の看護行政について（矢野正子）

研究論文高知県における看護婦不足問題と将来展望

研究論文リスクマネージメントと米国における法的規制（浜島信之）

（２月号）172頁

グラフ：第３２回人間ドック学会

巻頭言：今年の医療費改定に思う（若月俊一）

記事：全国集計成績一平成２年人間ドック・自動化検診一(笹森典雄）

研究論文大学病院受療患者の入院診療圏拡大に伴う疾病内容の変化に関する研究

（山田英敬）

紹介国際病院連盟（ＩＨＦ）について（牧野永城）

（３月号）156頁

グラフ：諸橋芳夫会長叙勲祝賀会

巻頭言：永河期を乗り切る病院改革を（中山耕作）

記事：講演転換期の医療と経営管理（佐分利輝彦）

研究論文老人福祉のあり方に関する研究一老人福祉施設を利用する老人の実態

について（信川益明）

5．総評

日本病院会雑誌は平均154頁で前年（150頁）並みの量ではあったが、細部についてみると、研

究論文を除いて投稿数の減少がみられる。特に随筆、紀行文等「黄色いページ」が少なくなって

いる。

各種の学会・セミナー・研究会等における講演・シンポジウム等の内容を、それらに参加して

いない会員に紹介するという意味では、ほぼ目的を達していると思うが、今後は会員からの投稿

の増加一参画意識の高揚策を考える必要があると思われる。

英文誌「JapanHospitals」ＮｏｌＯも12編92頁で、前年並みに発刊できた。

16．広報委員会

１．開催回数と出席者数

①委員会２回・’9名

③記者会見１回・２９名

②座談会１回・３名

④報道関係者懇談会１回・１２名
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2．協議事項

（１）委員会

①「病院利用者アンケート」のまとめ

報告書原案「病院に対する国民の意識調査」（中間報告）の内容検討と提言作成の企画

②曰病ニュースの編成体制

③「病院利用者アンケート」（中間報告）発表について検討

④曰病ニュース新年号の企画

（２）座談会

新春座談会１月１日号掲載、諸橋芳夫曰病会長、西村周三京大教授、郡司篤晃東大教授、

（司会）河北博文曰病副会長

（３）記者会見

①「病院に対する国民の意識調査」（中間報告）

②「病院医療の諸問題」

（４）報道関係者との懇談会

「病院経営の実態と今後の課題」

３．総評

１）曰病ニュースの発行

平成３年度は第411号（４月10日)～431号（３月25日）の計21回発行した。４ページ建て１８

回、６ページ建て１回、８ページ建て２回と、ほぼ例年通りの発行であった。

平成４年４月からの診療報酬改定に向けて、病院経営安定化のため諸橋会長を中心に改定所

要幅9.96％達成の必要’性を第427号の「声明」及び第430号での「診療報酬改定への意見」など

で人件費、物価の動向などの具体的な数値をもとに説明するとともに、その他にも年間を通じ

て、広く医療関係者にアピールした。

さらに、新年号の座談会で、「病院経済正常化への課題」をテーマに診療報酬体系委託研究

会委員長の西村周三氏、同事務局長の郡司篤晃氏、諸橋会長の３人（司会は河北副会長）で病

院医療の特性を論じつつ明らかにし、公正な診療報酬体系の必要'性を確認、将来の「健全な病

院経営」の基盤作りをさぐった。

２）対外的広報活動

医療問題を考える契機として、従来行政と医療関係者がもっぱら中心となり、国民がその中

に介在していない状況を反省する意味から一年前に実施した「病院利用者に対するアンケート」

の結果を多角的に分析検討したものを９月に「病院に対する国民の意識調査」（中間報告）と

してまとめ、広報委員会の提言も加えて内外に発表。広くマスコミや各界から関心と反響が集

まり、今後の病院医療を考える貴重な材料となった。
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また曰病の基本理念である「病院経営の健全化」をはかる上で他産業と比べた病院の特殊性

を広く国民に理解してもらう観点から、７月に「病院経営の実態と今後の課題」をテーマに朝

曰、読売、毎日、曰経、産経の各一般紙とＮＨＫを含めた懇談会を持った。曰病側は医療費引

き上げの必要性を病院の赤字傾向増加などの点から説明、マスコミ側からは国民の多くは医師

や病院への不信が根強いため引き上げには賛成しかねる旨の指摘もあった。

諸規程検討委員会

1．開催回数３回

2．出席者数１７人

3．協議項目１）事務局組織分掌規程の見直しについて

２）旅費規程の見直しについて

３）研究会の設置及び運営に関する規則の見直しについて

4．総評

上記１）２）３）について成案を得た。事務局組織分掌規程については平成３年４月１曰から、

他の２規程については平成４年４月１日から施行。

又、星和夫委員の監事就任に伴い、新たに11月22日より川口市民病院原田充善院長を委員に委嘱。

以下に各規程を掲載。下線部分について変更。研究会の設置及び運営に関する規則については

全面修正。

1７．
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事務局組織分掌規程

（目的）

第１条この規程は、社団法人曰本病院会事務局（以下「事務局」という。）の組織、事務分掌及び

職務権限に関する事項を定め、業務の能率的運営及び責任体制の確立を図ることを目的とする。

（内部組織）

第２条事務局に次の課を置く。

総務課

会計課

広報課

企画調整課

事業課

通信教育課

学術編集課

（職員）

第３条事務局に事務局長、次長、課長及び課員を置く。ただし、会長が必要と認めたときは、課に

課長補佐を置くことができる。

（事務分掌）

第４条課の事務分掌は、次のとおりとする。

総務課

（１）常任理事会、理事会等各種役員会の開催に関すること。

（２）事業計画及び事業報告に関すること。

（３）会員の人・退会に関すること。

（４）役員の履歴事項及び表彰等に関すること。

（５）儀式及び交際に関すること。

（６）職員の人事、給与、服務、研修、福利厚生に関すること。

（７）公印の管守、文書の収発・保管・保存等に関すること。

（８）事務局の施設及び設備の管理取締りに関すること。

（９）物品の調達、検収、出納、保管に関すること。

ｄｏ医療従事者の職業紹介に関すること。

⑪他の課に属しないこと。

会計課

（１）予算案の編成に関すること。
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（２）予算の執行及び財務の管理運用並びに決算の調整に関すること。

広報課

（１）ニュースの編集発行及び広告に関すること。

（２）本会活動の広報に関すること。

企画調整課

（１）医療制度、社会保険制度及びこれらに関する資料の収集保存に関すること。

（２）病院の経営、管理及びこれらに関する調査、統計に関すること。

（３）組織の拡大強化に関すること。

（４）病院情報センターに関すること。

（５）本会の国際交流、海外活動に関すること。

（６）政府その他関係機関及び他の団体との連絡調整に関すること。

（７）病院大会に関すること。

（８）国際モダンホスピタルショウ及びヘルス展に関すること。

事業課

（１）日本病院学会に関すること。

（２）人間ドック、自動化検診等公衆衛生に関すること。

（３）日本人間ドック学会に関すること。

（４）定例研究会、研究研修会、セミナー等の企画運営に関すること。

通信教育課

（１）通信教育等による病院従事者の養成に関すること。

（２）曰本診療録管理学会に関すること。

学術編集課

（１）学術雑誌、英文誌の編集発行及び広告に関すること。

（２）学術図書の編集発行に関すること。

日本病院会政治連盟に関する事務は、当分の間、企画調整課において取り扱うホ２日本病院会政治連盟に関する事務は、当分の間、企画調整課において取り扱うものとする。

（職務）

第５条事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を掌理する。

２次長は、事務局長を助け、事務局の事務を処理する。

３課長は、上司の命を受け、所管事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。

４課長補佐は、課長を助け、課の事務を処理する。

５課員は上司の命を受け、課の事務を処理する。

（事務局長専決事項）

第６条事務局長は、次の事項について専決することができる。
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（１）事務局の管理に関すること。

（２）職員の人事異動（管理職を除く。）に関すること。

（３）職員の服務、休暇及び欠勤に関すること。

（４）職員の時間外勤務命令及び出張命令に関すること。

（５）文書の収発、保管及び保存等に関すること。

（６）常任理事会及び理事会の議案事務に関すること。

（７）理事会及び常任理事会で定められた事務に関すること。

（８）各種委員会で定められた事務の執行に関すること。

（９）研究会、研究研修会、セミナーの事務に関すること。

（10前各号のほか、定例的又は軽易な事務処理に関すること。

（代決）

第７条前条に定める事項について、至急に決定を行う必要があって事務局長が不在のときは、次長

が代決する。

（代決の報告）

第８条前条に定める代決をしたときは、すみやかに事務局長に報告し、又は関係文書を閲覧に供し

なけらばならない。

付則

この規則は、平成３年４月１曰から施行する。
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社団法人日本病院会旅費規程

（目的）

第１条本規程は社団法人日本病院会役員ならびに職員等が業務のため出張または外勤する場合の旅

費支給について定める。

（旅費の種類）

第２条この規程により支給する旅費の種類はつぎのとおりとする。

１．交通費

２．日当

３．宿泊料

４．食事料

（交通費の計算）

第３条交通費は勤務地を起点とし、通常用いる交通機関の最短距離による順序によって運賃を計算

する。ただし、用務の都合、天災その他止むを得ない事由によって、順路によることができない場

合は、実際に通過した経路による。

（料金等の支給区分）

第４条交通機関に等級等が設けられている場合の使用種別区分はつぎによる。

■ニニ＝＝■■

クリーーン クリーン役ニーー． クリーン

ＩＦ＝その他

２特急券、急行券、座席指定券等の料金は、役員・委員長は片道50kｍ以上、職員・その他は片道

100kｍ以上の距離につき支給する。

３交通費として支給する実費が、1,000円未満の場合は、1,000円とする。但し、外勤の場合は除く。

（日当）

第５条曰当は出発の曰から帰着の曰までの日数に応じ、つぎのとおり支給する。ただし、同一地に

１０曰以上滞在するときは10曰を超える曰数について２分の１とする。

１曰当り曰、 日帰り日

役二委員 ５０００円 ３０００円

職員その他 ３０００円 ２０００円

－７０－

区分 列車・電車 船 その他 航空機

役員・委員長 グリーン グリーン 実費 500kｍを越える場合

職員・その他 普通 普通 実費

区分 １曰当り日当 日帰り日当

役員・委員長 5,000円 3,000円

職員・その他 3,000円 2,000円



（宿泊料）

第６条宿泊料は出張期間中、宿泊を要する曰数に応じつぎのとおり支給する。

職員その他

（外勤・食事料）

第７条勤務地を起点として通常の交通の経路による50kｍ未満の出張は外勤として取扱う。

２外勤の場合、交通費実費のみを支給し、宿泊料・日当は原則として支給しない。ただし、用務中

朝食または夕食を必要とする場合には、１食につき食事料として500円を支給する。

（委員会出席旅費）

第８条役員ならびに委員が委員会に委員として出張した場合の取扱いは、本条による。

交通費役員……第３条、第４条の規程による。

委員……実費支給とする。ただし、1,000円未満の場合は1,000円とする。

日当2,000円とする。ただし、短期人間ドック認定調査の場合には、7,000円とする。

宿泊料宿泊が必要である場合に限り支給する。

（出張届）

第９条職員が出張するときは、事前に別表１による出張届を上長を経て提出し、会長またはその委

任を受けたものの承認を得なければならない。

（概算払）

第10条旅費は原則として必要な限度において仮払いを受けることができる。仮払金は帰着後すみや

かに精算するものとする。

（臨時支弁）

第11条出張用務遂行のため、止むを得ず行った臨時支弁に対しては、帰着後領収証により請求、精

算するものとする。

（出張中の勤務時間の取扱い）

第12条出張中は原則として所定労働時間勤務したものとみなす。

２出張または外勤中にあらかじめ超過勤務が予定されるときは、事前に超過勤務の命令を受けるも

のとする。

３予定しない用務のため超過勤務が生じたときは、帰着後その実績を上長に報告し、超過勤務の命

令を受けるものとする。

（復命）

第13条職員は出張用務終了後、出張中の事績について、事務局長に復命しなければならない。

－７１－

区分 1泊につき

役員・委員長 10,000円

職員・その他 8,000円



復命は文書をもって行う。ただし、軽易な内容のものは口頭でこれをすることができる。

（随行者の取扱い）

第14条役員または委員長と同一出張目的のため随行する場合には、会長またはその委任を受けたも

のの承認を得て、日当を除き役員と同額を支給することができる。

（改正）

第15条日当および宿泊料は必要に応じ理事会の承認を得て改定することができる。

（施行細則）

第16条この規程の適用にあたって細部の取扱いは施行規則ならびに施行細則の定めるところによる。

付則

この規程は昭和50年８月23曰から施行する。

この規程は昭和55年６月５日から施行する。

この規程は平成２年４月１日から施行する。

この規程は平成４年４月１曰から施行する。

●
●
●
●

●
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日
日
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研究会の設置及び運営に関する規則

（趣旨）

第１条委員会運営規則第２条第２項の規程による、教育委員会の所管に属する研究会の設置及びそ

の運営に関する必要な事項は、この規則に定めるところによる。

（研究会の目的・種類）

第２条研究会は、会員病院に従事する職員の教育又は資質の向上を図るため、病院業務の各職域に

おける専門的事項及びその関連事項について研究活動を行うものとする。

２研究会の種類は、別表に掲げるとおりとする。

３教育委員長は、研究会の種類を変更しようとする場合には、常任理事会の承認を得るものとする。

（研究会委員）

第３条研究会を構成する委員は原則として10名以内とする。

２委員は原則として会員病院に所属する者とし、教育委員会の選定に基づき、会長がこれを委嘱す

る。

（委員の任期）

第４条委員の任期は原則として３年とする。ただし再任を妨げない。

２委員が任期の途中において交替した場合には、後任者の任期は前任者の残任期間とする。

（顧問）

第５条研究会に顧問を置くことができる。

２顧問は、当該研究会活動に特に功労のあったと認められる者の中から、第３条第２項の手続きに

準じ委嘱する。ただし、その任期は委員の任期と同じものとする。

３顧問は、会議に出席し意見を述べることができる。ただし、表決に加わることはできない。

（委員長等）

第６条研究会には、委員長及び必要に応じ副委員長を置く。

２委員長及び副委員長は委員の互選によるものとし、委員長が研究会を統理する。

（研究会の業務）

第７条研究会の業務は、講演、研究発表、討議等を内容とする会議、及び関連的に必要とするセミ

ナーの開催を企画し、かつ、実施するものとする。

（研究会の実施方法）

第８条研究会を実施する者は、原則として研究会委員又は会員若しくはその関係者を中心として行

うものとし、（セミナーの場合はその限りにあらず｡）参加者相互の研鐇が図られるよう配慮され

なければならない。

２研究会は、次に掲げる要領により、あらかじめ策定されている計画に基づき開催するものとする。
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（１）東京を中心とする地域を対象とし、定例的に実施するもの。

（２）全国又は広域地方区域を対象とし、実施するもの。

（研究会の運営）

第９条委員長は、必要に応じ研究会を召集し、議長となる。

２委員長に事故ある時は、あらかじめ委員長の指名する委員が代行する。

３研究会の議事は、出席した委員の過半数の賛成をもって決める。

（編集委員）

第10条各研究会には、委員のうちに編集担当者（以下「編集委員」という。）を定めておくi

する。

２編集委員は、研究会を開催した場合には、日本病院会雑誌の原稿に供するため、その内容そ

まとめた報告書を、学術委員会に提出するものとする。

３編集委員は、学術委員長の要請に応じ、学術委員会に出席して意見を述べることができる。

（経理の基準）

第11条研究会活動に伴う収入支出の経理基準は、別に定めるところによるものとする。

（研究会の庶務）

第12条研究会の庶務は、事務局が行う。

ものと

その内容を取り

付則

この規則は、平成４年４月１日から適用する。

(別表）

１診療シス

２事務管

３医事

４総務

５人事労

６用度

７施設

８会計経

９看護管

１０薬事管

〈
雪
〈
室
〈
雪
〈
云
今
室
〈
雪
〈
云
〈
室
〈
雪

テム研究

理研究

研究

研究

務研究

研究

研究

理研究

理研究

理研究

〈
二
（
玄
〈
室
〈
云
〈
室
△
三
△
室
〈
室
〈
室
△
室

養管理研究

理研究

療録管理研究

院管理総合研究

射線研究

床検査管理研究

ウスキーピング研究

書室研究

場リーグー研修

栄
調
診
病
放
臨
ハ
図
職

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
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研究会経理基準（内規） Ｈ４．４．１

１参加料金（受講料）について

次に掲げる額を標準とする。なお、宿泊・食事・資料代等は別途実費徴収するものとする。

（１）期間が１日の場合5,000円以内

（２）期間が２日の場合10,000円以内

（３）セミナーを実施する場合には、（1X2)にかかわらず教育委員長の承認を得て別に料金を設定する

ことができる。

（４）非会員が参加する場合には、（1X2X3)により定めた額の150％。

２旅費の支給について

研究会を実施するため、研究会委員が次に掲げる用務により出張をする場合（曰帰りを除く。)、

当分の間５名迄を対象に旅費規定による旅費を支給する。

ただし、これにより難いと教育委員長が認めた研究会については、７名を上限として増員するこ

とができる。

なお、顧問の出張を必要とする場合には、上記のほか１名分を加算することができる。

司会・講演・研究発表・シンポジウム・パネリスト等

３謝金の支給について

謝金の支給額については、次に掲げる額を標準とする。ただし、開催場所による交通費その他考

慮を加える必要があるときは、適宜勘案するものとする。

（１）内部講師

ァ本会役員、研究会委員（顧問を含む）が自ら司会、研究発表者、講師等となる場合

10,000円

イア以外で会員病院の職員を講師とする場合

院長５０，０００円

事務長・総婦長・医長40,000円

課長30,000円

係長・主任20,000円

他職員10,000円

（２）外部講師本省局長・大学教授級70,000円

同課長・同助教授級50,000円

同補佐・同講師級30,000円

なお、政治家・学識経験者・評論家・作家等の場合は、その都度知名度その他を勘案し決定す

るものとする。
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18．中小病院委員会

１．開催回数３回

２．出席者数２４名（延べ人員）

３．協議項目１）６月に開催された名古屋での曰病学会シンポジウムとひろばについて

２）明年の大阪における曰病学会について

３）医療ソーシャルワーカー資質向上を目指すための大学院の設置要望と地域に

おける医療ソーシャルワーカーグループ設置の提言

４）中小病院委員会の今後の活動について

５）大阪府病院協会会議室において、来年度の地元での曰病学会「病院格差につ

いて」（司会・行元良雄）の内容の検討

４．総評

今年度はＭＳＷの資質向上を目指す要望や座談会をもった。

今後は、曰病のほとんどを構成している中小規模の病院の声を吸い上げ、いろいろな問題を是

正していきたい。

特別委員会

１．病院情報センター委員会

１．開催回数８回

２．出席者数６８名（延べ人員）

３．協議項目１）病院情報システムに関する調査について

２）医療衛星ネットワークシステムについて

４．総評

今後の病院情報処理システムの標準化をめざして、アンケート調査を実施し、また11月に熱海

市において全国から約30病院に集まってもらい全体会議を、２月には、湯河原、箱根、瀬戸、の

三会場に分かれ病床規模別の分科会をそれぞれ開催し、病院における情報処理の標準仕様を決め

るべくアンケート調査票の作成の検討を行った。

今後は決定したアンケート調査を実施し来年度中には、病院'情報処理システムの標準仕様の報

告書を提出する予定である。

2．国際モダンホスピタルショウ委員会

（１）’91国際モダンホスピタルショウ企画委員会

曰時：平成３年４月23日(火)１８：００～２０：００

会場：拙曰本病院会会議室
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内容：①出展申込状況・基本レイアウトプラン（案）

②企画展示について

③その他

出席者：三宅浩之委員長他18名

(2)’92国際モダンホスピタルショウ企画委員会（第一回）

日時：平成３年12月９日(月)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウ開催について

出席者：三宅浩之委員長他22名

(3)’92国際モダンホスピタルショウ諮問会議（第一回）

日時：平成３年12月12曰(木)１７：００～１９：００

会場：八重洲富士屋ホテル５階

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウ開催について

出席者：三宅浩之委員長他24名

(4)’92国際モダンホスピタルショウ国際部会事前打合せ

曰時：平成４年２月18日(火)１６：００～１７：３０

会場：㈱曰本病院会会議室

内容：①国際展示について

②国際シンポジウムについて

③その他

出席者：三宅浩之委員長他５名

(5)’92国際モダンホスピタルショウ医療情報部会（第一回）

曰時：平成４年１月９曰(木)１７：００～１９：００

会場：価日本病院会会議室

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウ開催について

②企画展示について

③その他

出席者：里村洋一部会長他13名

(6)’92国際モダンホスピタルショウホームケア部会（第一回）

曰時：平成４年１月22曰㈱１８：００～２０：００

会場：拙曰本経営協会会議室

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウ開催について

②企画展示について

－７７－



③その他

出席者：鷹野昭士部会長他13名

(7)’92国際モダンホスピタルショウ医療機器部会（第一回）

曰時：平成４年１月23日(木)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウの開催について

②企画展示について

③その他

出席者：藤田良三部会長他12名

(8)’92国際モダンホスピタルショウ・'92へルス展新春講演会・懇親会

曰時：平成４年１月28日(火)１４：００～１８：３０

会場：東条インペリアルパレス２．３階

内容：①’92国際モダンホスピタルシヨウ開催について

②ヘルス展開催について

③その他

出席者：三宅浩之委員長・須藤祐司委員長他多数出席

(9)’92国際モダンホスピタルショウ医療情報部会（第二回）

曰時：平成４年２月14日(金)１７：００～１９：００

会場：㈱日本病院会会議室

内容：①企画展示について

②その他

出席者：里村洋一部会長他12名

U０，９２国際モダンホスピタルショウ国際部会（第一回）

曰時：平成４年２月18日(火)１６：００～１７：３０

会場：肋日本病院会会議室

内容：①国際展示について

②国際シンポジウムについて

③その他

出席者：三宅浩之部会長他９名

0,,92国際モダンホスピタルショウ企画委員会（第二回）

曰時：平成４年２月18日(火)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室
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内容：①各部会経過報告

②その他

出席者：三宅浩之委員長他17名

02,92国際モダンホスピタルショウ医療機器部会（第二回）

日時：平成４年３月13曰(金)１８：００～２０：００

会場：肋日本病院会会議室

内容：①企画展示のテーマ及び展示内容について

②その他

出席者：藤田良三部会長他12名

(13,92国際モダンホスピタルショウ国際部会（第二回）

日時：平成４年３月18曰(7Ｍ７：００～１８：３０

会場：㈱日本病院会会議室

内容：①国際展示について

②国際シンポジウムについて

③その他

出席者：三宅浩之部会長他９名

(10,92国際モダンホスピタルショウホームケア部会（第二回）

曰時：平成４年３月24日(火)１８：００～２０：００

会場：㈱日本病院会会議室

内容：①企画展示のテーマ及び展示内容について

②その他

出席者：鷹野昭士部会長他11名

3．ヘルス展委員会

（１）’91へルス展企画委員会

曰時：平成３年９月３曰(火)１７：３０～１９：３０

会場：ルビーホール１２階

内容：①’91へルス展結果について

②’92へルス展開催について

出席者：須藤祐司委員長他13名

（２）’92へルス展企画委員会（第一回）

曰時：平成３年10月22日(火)１７：３０～１９：３０

会場：曰比谷松本楼３階
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内容：①’92へルス展のあり方について

②講演会講師（案）について

出席者：須藤祐司委員長他13名

(3)’92ヘルス展企画委員会（第二回）

日時：平成３年11月26曰㈹１７：３０～１９：３０

会場：㈱曰本病院会会議室

内容：①’92へルス展開催について他

出席者：宇井美代子委員他13名

(4)’92ヘルス展企画委員会（第三回）

日時：平成４年１月21曰(火)１７：３０～１９：３０

会場：国際観光会館８階

内容：①展示内容の確認

・企画書

・出展要項他

出席者：須藤祐司委員長他15名

(5)’92へルス展企画委員会（第四回）

曰時：平成４年２月13曰(木)１８：００～１９：３０

会場：国際観光会館８階

内容：①出展対象企業について

出席者：須藤祐司委員長他11名

(6)’92へルス展企画委員会（第五回）

曰時：平成４年３月19日(木)１８：００～１９：３０

会場：日本病院会会議室

内容：①出展申込状況報告

②達人セミナー「テーマ」内容に

出席者：須藤祐司委員長他13名

内容について

4．創立40周年記念事業実行委員会

１．開催回数１回

２．出席者数５名

３．協議項目１）式次第の細部調整について

２）会場下見
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5．’９４ＩＨＦ地域会議準備委員会

１．開催回数３回

２．出席者数１６名（延べ人員）

３．協議項目１）当委員会のあり方について

２）開催期日は'94／10／3～８で、１０／3は理事会、４～５曰は曰病学会、６～

７日ＩＨＦ地域会議、８曰は観光のスケジュール

４．総評

国際病院連盟(IHF.)の地域会議が日本病院会担当により開催されることとなった。

開催期日は1994年10月３日～８日で、会場は横浜の予定。大きなイベントであり、来年度組織

委員会をつくり準備強化していく予定。

6．私的病院連絡協議会

１．開催回数３回

２．出席者数２６名（延べ人員）

３．協議項目１）地域格差の問題について

２）官民格差の問題について

３）その他

４．総評

平成４年度から発足する「私的病院部会』の布石として設立。

１１月に最初の会合を開催。

既存の委員会活動と重複する部分の整合性の問題、本部会の決議と役員会の結論との調整の問

題、私的病院の範囲等運営の上で問題点が多いが、厳しい医療環境のなか、私的病院が連携し、

問題解決にあたらなければ私的病院が崩壊の道を辿るという危機感と、国民医療の確保充実のた

め私的病院の責務の再認識が、当会私的理事をして当該部会を発会せしめた。

7．諸橋芳夫先生叙勲祝賀会実行委員会

１．開催回数４回

２．出席者数２０名（延べ）

３．協議項目１）発起人の選定

２）祝賀会の名称・規模・予算

３）事務曰程

４）祝賀会次第

５）招待先

－８１－



６）その他

4．総評

諸橋会長の動一等瑞宝章受章（平成３年秋）を記念し祝賀会を開催することとなり当該委員会

が企画立案・実行の任にあたった。

（叙勲を祝う会実施要領）

名称諸橋芳夫先生叙勲祝賀会

主催㈱日本病院会、㈱全国自治体病院協議会

曰時平成４年１月24日（金）午後６時～８時

場所ホテルオークラ本館１階「平安の間」

参加予定1,000人程度

会贄２万円（招待者除）

奏起会岡本道雄
発起人全自病関係千葉県知事、旭病院組合開設市町長

中尾喜久、遠藤實、黒川清

全自病副会長、常務理事、理事、監事、顧問

全自病開協会長、副会長、常任理事、理事、監事

曰病関係副会長、常任理事、理事、監事、代議員会議長、副議長、委員長

高久史麿、行天良雄、有田幸子、高橋則行、牧野永城

藤岡萬雄、関漬、林豊、鈴木宗治、藤田達士

（式典次第）

司会行天良雄

1．式典の部

開会の辞寺田守

発起人代表挨拶岡本道雄

祝辞

１．厚生大臣山下徳夫（代理）厚生政務次官園田

２．自治大臣塩川正十郎（代理）自治政務次官穂積

３．自治体病院議員連盟会長・衆議院議員奥野

４．曰本病院会顧問議員団代表・衆議院議員小沢

５．曰本医師会会長羽田春兎（代理）村瀬

祝電披露

１．総理大臣宮澤喜一

２．千葉県知事沼田武

博
良
誠
辰
敏

之
行
亮
男
郎
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３．中国衛生部長陳敏章

記念品贈呈全国自治体病院協議会顧問
豊橋市民病院名誉院長森泰樹

花束贈呈諸橋真太郎

永井雅人

謝辞会長諸橋芳夫

（出席国会議員紹介）

祝宴の部

鏡割会長諸橋芳夫発起人代表岡本道雄

曰病副会長財津晃全自病副会長井川昭

曰病副会長河北博文

乾杯の音頭若月俊一

スピーチ

１．参議院自由民主党幹事長・参議院議員

２．衆議院予算委員長・衆議院議員

３．国務大臣防衛庁長官・衆議院議員

４．参議院議員

５．労働政務次官・参議院議員

６．全国自治体病院開設者協議会会長・岩手県知事

７，自治医科大学学長

閉会の辞中山耕作

２．

+朗

新治郎

創平

方栄

秀樹

巖

喜久

藤
村
下
浜
崎
藤
尾

斉
山
宮
大
宮
工
中

－８３－



(出席者数）

出席者数

病
１～３４５

全病
５０１～５４０

病
６０１～７１６

全病
1001～1088

病
1201～1４１２

全病
1501～1５６２

曰病
１６０１～1654

Ⅱ■■■■■

＝,可

2001～4042

病
5001～7725

５４７

病
８００１～8224

病
８５０１～8916

１０３１

※その他出席

※祝賀会欠席で会費を支払った方

３

全自病協６８

曰病７８

〔特別部会〕

1．老人保健施設部会

基礎資料の収集を行った。

－８４－

出席者数

御
招
侍

国会議員

１ ～ ３４５

各省関係

５０１～７１６

他招侍者

1001～1412

報道

1501～1654

全自病
1～３４５

曰病

計

全自病
５０１～５４０

曰病
６０１ ～ ７１６

計

全自病
1001～1088

曰病
1201～1412

計

全自病
1501～1562

曰病
1601～1654

計

7７

7７

1２

5８

7０

5３

6６

1１９

2９

2９
会
費
徴
収

病院長・開設者

等会員関係

2001～7725

賛助会等

業者関係

8001～8916

計

全自病
2001～4042

曰病
5001～7725

計

全自病
8001～8224

曰病
8501～8916

計

335

212

547

103

8６

189

1,031



2．看護教育施設部会（常任幹事会）

１．開催回数３回

２．出席者数２２名（延べ人員）

３．協議項目１）看護婦（士）教育の諸問題について

２）看護教育施設部会全体会議の運営について

３）今年の国家試験の問題について

４）四病団看護小委員会の協議事項について

５）看護職員生涯教育検討会報告書と看護教育について

６）厚生省平成４年度保健医療、福祉マンパワー対策の中での看護職員養成内容

について

７）平成３年度教育白書の中での看護婦養成を目的にした教育機関の再編からみ

た今後の看護教育施設のあり方

８）看護学校運営上の問題点

９）看護教育施設部会調査について

１０）看護学校総合補償制度について

3．看護教育施設部会（全体会議）

１．開催回数１回

２．出席者数７７名

３．協議項目趣旨説明

一看護教育施設部会発足にあたって－

日本病院会看護教育施設部会部会長伊藤研

審議

（議題）看護学校の運営の諸問題

・看護学校維持経営について

・第80回看護婦国家試験について

特別講演「看護学校運営と教育費について」参議院議員清水嘉与子

質疑応答

４．総評

昨年秋発足の当部会も第１回全体会議を５月に開催、その後、看護学校運営の実態把握を行う

ための緊急調査を実施し、集計した。

あらためて病院負担の大きいことがわかり、有意義な資料となった。

－８５－



第５医療従事者無料職業紹介事業

表１平成３年度紹介状況 平成３年４月～４年３月

４０ 107

１４３

＊その他の医療従事者の内訳

事務長１医療事務２学校講師１

表２就職者の地域別状況

１１
１
１
１

内甲東北近
東信

北東只越海陸畿国1１ Ｊ１

１
１
■

沖
縄

Ｉ
１
１
１ 計Ｉ

０１４４２２００００００９

０００００００００００００

００４３００００００００４

０１８７２２００００００１３

就職医師の年代別、診療科目別状況

（診療科目別）

内科８産婦人科１

（年代別）

３０代３４０代２５０代

（性別）

男性８女性１

１６０代３

総評

①本年度の医師の求職者は40名で、①本年度の医師の求職者は40名で、対して求人件数は107件で、それぞれここ数年変わっていない。

ただ求人施設数は減少ぎみで１施設あたりの求人が複数化している。また求人施設の新規算入は少な

－８６－

求職件数 求人件数 就職件数
繰越

求職件数

医師 4０ 107 ９ ３

看護職員 ０ 1５ ０ ０

その他の医療従事者 1３ 2１ ＊ ４ ４

計 5３ 143 1３ ７

北
海
道

東
北

関
東

（
内
東
京
）

甲
信
越

東
海

北
陸

近
畿

中
国

四
国

九

州

沖
縄

計

医師 ０ １ ４ (4) ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９

看護職員 ０ ０ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０ ０

その他の医療従事者 ０ ０ ４ (3) ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４

計 ０ １ ８ (7) ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1３



く医師の足りない施設は恒久化している感がある。

②若年層の医師の求職者が多くなり、多様な要求に応えられる施設の確保が早急に求められている。

1）特定地域２）総合病院とまでいかなくとも内科・外科が揃い、カンファレンスを実施している

3）特定の検査器具を備えている４）適確な指導医がいる５）症例が多い６）研究曰が確保できる

7）当直が少ない８）フォローのできる病院を確保している９）給与１０）病床規模１１）受持患

者数１２）研修制度etc。

なかなか面談までいかないケースが多い。民間病院の求人が圧倒のなか、院長とフィーリングが合

えばスムーズにいくケースが多い熟年層に比べ、若い医師は将来がある以上、斡旋はむづかしい。

今後の業務の充実のため求人開拓は必須で、単に機関紙のみの広告掲載では限界を感じる。

医師以外のパラメディカルの慢性的不足のなか、本紹介所の業務を医師の紹介に重きをおくのか、

パラメディカルにおくのか岐路にたっている。

各職能団体と連携を保ち運営をはかりたい。

－８７－



第６定例研究

△
五

1．定例診療システム研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）１０月22曰(火）河北総合病院２４施設

「訪問看護システムとトータルヘルスケアシステム」

河北総合病院院長

「河北総合病院の病診連携」

－診療所と病院間の診療録利用システムについての研究一

河北総合病院理事長

「施設見学」

（２）２月25日(火）自治医科大学附属大宮医療センター１３施設

「大宮医療センターのめざす医療」

自治医大大宮医療センター副センター長

「大宮医療センターにおける医療情報システム」

自治医大大宮医療センター医療情報部副部長

「施設見学」

40名

篠浦旭

河北博文

31名

柳沼淑夫

渡辺亮

2．定例事務管理研究会

（本年度の定例研究会は諸般の事情により全て中止とした。）

3．定例医事研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月20日(ﾌﾄﾞ)、２１日(金）鬼怒川ホテルニュー岡部７６施設

①講演「診療報酬請求もれ防止対策」

三井記念病院医事課顧問

②「医療知識と点数算定トレーニング」

③「医療知識と点数算定トレーニング」の解説

④事例研究課題によるグループ討議

⑤事例出題者による解答例の説明

⑥全体討議

133名

上 晃

－８８－



4．定例総務研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月７曰(金）ホテルフランクス １７施設

①「経営戦略と医業マーケティング」～アメリカにおける医業マーケティ

聖路加国際病院企画室室長

②「フランクス・メディカルクラブについて」

亀田総合病院副理事長

２６名

ングー

石山 稔

亀田隆明

5．定例人事労務研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）７月12日(金）サンシャインシティ文化会館２５施設

「病院賃金の動向Ｉ」

－初任給引き上げに伴う対応一

需要開発研究所企画室室長

元癌研究会附属病院人事課長

（２）１１月12日（金）ダイヤモンドホテル ２８施設

「看護要員確保と賃金・週休２日制の動向」

①「'91人事院勧告を概括する」

－看護婦給与改善とその考え方－

人事院給与局参事官

②パネルディスカッション

「看護要員確保と賃金・週休２日制の動向」

パネリスト

石和温泉病院事務長

河北総合病院人事課課長代理

司会元癌研究会附属病院人事課長

28名

河津浩士郎

酒井武

３８名

広瀬晴子

斉藤

篠塚

酒井

夫
功
武

正

6．定例用度研究会

１．開催回数１回（一泊研修会）

２．開催概要

６月28曰(金)～29日(土） 熱海市・ホテル西山３７施設 40名

－８９－



①医薬品等に係わる情報関係

曰比谷病院庶務課長

②コンピュータについて（事例）

成南病院事務長

③ディスポザブルと医療廃棄物

公立昭和病院用度課長

④医薬品、診療材料、およびその他の販売・在庫管理

聖路加国際病院用度課長

梅津勝男

大石洋司

平林和玄

塩山雅英

7．定例施設研究会

１．開催回数３回

２．開催概要

（１）５月30日(木）日本病院会会議室３４施設

「患者待合所の拡張と表示の改善」

都立豊島病院主事

「外来患者に対する病院施設設備の留意点」

河北総合病院施設部長

「患者ニーズへの対応あれこれ」

－主に室内環境について－

虎の門病院施設課長

「グループ討議（質疑応答)」

（２）９月19日(木）東部地域病院２１施設

「東部地域病院施設見学」

（３）２月20曰㈱日本病院会会議室１３施設

「グループディスカッション・諸設備の問題点について」

42名

中西照録

瀬川篤宏

佐藤辰夫

33名

17名

施設研究会委員７名

8．定例会計経理研究会

Ｌ開催回数１回

２．開催概要

（１）７月12日(金）池袋サンシャインシティ文化会館

「病院経営への提言」

40施設４６名

社会医療研究所所長岡田玲一郎

－９０－



9．定例看護管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）２月28日(金）番町グリーンパレス

「看護の主体性」

193名52施設

聖路加国際病院総婦長 内田卿子

10．定例薬事管理研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）７月13日(土）サンシャインシティ文化会館６７施設

①「院内感染と消毒剤」

～手術部を中心として～

千葉大学医学部附属病院手術部

②「院内感染と消毒剤」

～各種消毒剤の特徴と使用時の留意点～

九石製薬株式会社学術部長

（２）３月６日(金）日赤看護大学108施設

①「麻薬および向精神薬の取扱い方」

関東信越地区麻薬取締官事務所捜査一課課長

″ 調査室

85名

樋口道雄

白井國雄

115名

筒井房夫

高木敏之

11．定例栄養管理研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）７月12日(金)（調理研究会と合同開催）サンシャインシティ文化会館

２１施設

「輸入食品と安全性について」

（助日本食品分析センター事業推進室部長

（２）２月18曰(火）曰本栄養会館３７施設

「食事療法における微量元素」

北里大学医学部内科講師

35名

久米賢次

５７名

塚本雄介

－９１－



12．定例調理研究会

１．開催回数３回

２．開催概要

（１）５月14日㈹ワールドクッキングスクール３０施設

「肉の下ごしらえと調理の実際」

－これから注目される子羊を題材にして－

ワールドクッキングスクール室長
実践女子大学講師

（２）７月12日(金)（栄養管理研と合同開催）

（３）３月５曰(木）ワールドクッキングスクール３５施設

「肉料理の実習」

－扱い方の注意点、非販売品のソース類の調理上の工夫一

ワールドクッキングスクール室長
実践女子大学講師

47名

大竹伸郎

60名

大竹伸郎

13．定例診療録管理研究会

1．開催回数４回

２．開催概要

（１）４月13日(土）東京都済生会中央病院

当院のコンピュータの話と院内見学

（２）７月13曰仕）曰本鋼管病院

病歴室と医事の流れと院内の見学

（３）１０月12曰仕）横浜市立大学医学部附属病院

診療の現状と医療情報システムの流れと院内の見学

（４）１月11曰仕）Ⅱ偵天堂大学医学部附属１１頂天堂浦安病院

病歴室のながれと院内の見学

66施設 86名

60施設 87名

56施設 74名

53施設 90名

14．定例病院管理総合研究会

１．開催回数２回曰本病院会会議室

２．開催概要４月25曰(木）３０施設

①「病院経営における給与費管理」

肋日本病院管理研究協会常任理事

②２月13日(木）日本病院会会議室６９施設

「看護婦不足解消への離職防止対策と完全週休２日制の検討」

34名

一条勝夫

82名
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医療法人大雄会理事長 伊藤研

15．定例放射線研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）１１月30日(士）国立東京第二病院９施設

「労働と余暇」

①「これからの医療について」

-21世紀に向けて－

国立東京第二病院院長

②「全体討議」

「労働と余暇（概説）」

都立清瀬小児病院放射線科係長

『労働環境（アンケート集約を基として)』

座長石心会川崎幸病院放射線科技師長

③「国立東京第二病院放射線科説明」

18名

岡本健

関孝

松元和敏

16．定例臨床検査管理研究会

１．開催回数１回

２．開催概要

（１）７月11曰(木）池袋サンシャインシティ文化会館８１施設

シンポジウム「医療廃棄物をめぐる諸問題」

１）病院管理者の立場から

総合病院土浦協同病院長

２）看護部門の立場から

曰本赤十字社医療センター婦長

３）ハウスキーピングの立場から

杏林大学医学部付属病院庶務課次長

４）臨床検査部門の立場から

順天堂大学浦安病院技師長

５）行政の立場から

厚生省健康政策局指導課医療監視専門官

106名

登内真

竹内幸枝

井上加代子

川畑貞美

水本進
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6）処理業者の立場から

医療廃棄物研究所長 渡辺昇

17．定例ハウスキーピング研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）５月15曰(水）東京都大井清掃工場、中央防波堤内側処分場

「施設見学」

（２）２月20曰㈱東京都リハビリテーション病院

「施設見学」

18施設 25名

16施設 21名

18．医療費改定説明会

１．開催回数２回

２．開催月曰平氏４年３月９日(月)、１２曰（木）

東京会場３月９曰(月）後楽園ホール参加者1,384名

講師厚生省保険局医療課

厚生省老人保健福祉部老人保健課

神戸会場３月12日(木）兵庫県立文化体育館参加者1,336名

講師厚生省保険局医療課

厚生省老人保健福祉部老人保健課

松本義幸

石塚正敏

小田清一

石塚正敏

19．内科臨床協議会

１．世話人会開催回数２回

２．開催内容

（１）６月４日㈹曰病会議室８名

①講演「自己血輸血の現状と将来」

順天堂大学医学部輸血学教授

②各グループ開催状況の報告および今後の活動について

（２）１１月５日㈹曰病会議室６名

①講演「院内感染（ＭＲＳＡ）について」

済生会中央病院内科医長

②各グループ開催状況の報告および今後の活動について

③明年度の幹事は、２－Ｂグループの自衛隊中央病院内科部長の蕨治言

湯浅晋治

北原光夫

２－Ｂグループの自衛隊中央病院内科部長の蕨治言氏となった。
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3．各グループジョイントカンファレンス

（１）１－Ａグループ（聖路加国際病院、国立がんセンター、三楽病院）

①１回目（６月28日、聖路加看護大学３階）

ａ・悪性リンパ腫の一例、肝の画像診断（国立ガンセンター病院）

ｂ・巨大脾臓の一例（三楽病院）

ｃ・両肺びまん性陰影の一例（聖路加国際病院）

②２回目（４年２月26日、三楽病院）

ａ・前胸部迫感および呼吸困難で発心し心電図異常を呈した若年者の一例（聖路加国際病院）

ｂ・悪性黒色腫に合併した膵腫瘍の一例（国立がんセンター病院）

ｃ・特異な心電図変化をきした腎不全の一例（三楽病院）

（２）２－Ｂグループ（自衛隊中央病院、関東中央病院、国立大蔵病院、ＪＲ東京総合病院）

①１回目（７月４日、関東中央病院２階）

ａ・ＳＬＥを合併したＮＩＤＤＭの症例（関東中央病院）

ｂ・騎乗型肺動脈血栓性塞栓症について（国立大蔵病院）

ｃ、胸部し線上、リング状の石灰化陰影を認めた一例（自衛隊中央病院）

ｄ、発作性高血圧を繰返す症例（ＪＲ東京総合病院）

（３）２－Ｃグループ（中野総合病院、東京厚生年金病院、社会保険中央総合病院、剛１ｺ総合病院）

ａ、５月14日、河北総合病院にて重症膵炎について

ｂ、６月18日、社会保険中央総合病院にて胆石の診断と治療について

ｃ、７月16日、東京厚生年金病院にてＭＯＦについて

ｄ、９月17日、河北総合病院にてＲＰＧＮについて

ｅ、１０月15日、社会保険中央総合病院にてビマン性陰影を生じた慢性肺炎疾患について

ｆ11月５日、東京厚生年金病院にて肺梗塞の症例について

、総評４．総許

今後も地道な活動を中心に各病院間との交流をはかりたい。
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会第７全国研究

1．全国診療システム研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年７月５曰(金)、６日(土）

３．開催地静岡市・静岡県立総合病院

４．参加者数３６施設９３名

５．演題

「施設概要・オーダリングシステムの開発の経過と概要」

静岡県立総合病院院長

「処方・注射・処置」循環器科医長

「画像・生理」臨床検査科医長

検査部長・小児科医長
「検体検査・病歴」 医療情報室長

「薬剤」薬剤部主任

「看護・給食」看護婦長

「医事・予約」医事課主任

「施設見学（１）」医事・外来・放射線部・薬剤部・栄養

「施設見学（Ⅱ)」検査部・病棟・電算施設・核医学部

「質疑応答」

６．総評

静岡県立総合病院は、静岡市の市街地の北端、静清バイパス（予定）に接

鏑木恒男

横山正一

山口規夫

望月康弘

河原崎貴伯

清水密枝

高橋敏博

静岡県立総合病院は、静岡市の市街地の北端、静清バイパス（予定）に接して建てられている。

昭和58年に市内にあった県立中央病院と清水市にあった県立富士見病院を統合する形でこの地に

建設された。平坦で広々とした敷地は県農業試験所の跡地である。病院は地上６階地下１階で、

病床数は700で、うち一般病床600、結核病床100である。静岡県内では唯一の県立総合病院で、

浜松医大病院と共に、県内の高度機能病院の役割を担っている。

この病院では、昭和58年の竣工以来、コンピュータシステムの導入に取り組んでおり、平成元

年になってそのほぼすべてが働くようになった。特に診療情報をその発生源でとらえる「オーダ

リングシステム」の運用に関して注目され、現在もシステムの見学者があとを断たない情況であ

る。

今回の全国研究会は「オーダリングシステム」の実際を見学、研修しようという企画である。

この企画に対して、青森県から沖縄県にいたる、全国の医療機関から100名近くの参加者が集まっ

た。参加者の職種も、医師、看護婦よりも、検査部、薬剤師の医療協力部門、および医事、管理
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の事務部門が目立っていた。

オーダリングシステムの構想は、この病院が現在地で開院した時からはじまる。基本理念とし

ては、将来増加が予想される医療業務を合理的、効率的に処理する事である。そのために、従来

の医療現場で行われていた伝票（および電話連絡）による作業システムに代わり、必要情報を発

生源でコンピュータに入力するシステム（オーダリングシステム）を開発した。かなりの時間を

かけて、基本構想から実際の運用面に到達し、その間、院内の殆どの部門のスタッフが開発に参

加したという。このシステムは、総合病院だけでなく、別に建てられているこども病院（200床）

および養心荘（精神科、神経科410床）とも光ケーブルで連絡し県立病院３施設のネットワーク

システムとなっている。但し、養心荘ではオーダリングシステムはなく、医事管理システムのみ

である。

鏑木院長はじめ、説明にあたった各スタッフが、自分達のシステムに自信と愛情を持っている

事がよく感じ取られた。と同時に、各スタッフが、この病院の例を参考にして、各施設に合った、

それぞれのシステムを作り上げて欲しいと述べておられる事が印象に残った。

お世話頂いた方々に、深く感謝し厚く御礼申し上げる。

2．全国事務管理研究会

（本年度の全国研究会は総務研究会と合同開催した｡）

3．全国医事研究会

１．開催回数２回

２．開催期曰第１回

第２回

３．開催地第１回

第２回

４．参加者数第１回

第２回

平成３年５月23日(木)～24日（金）

平成３年10月24曰(木)～25日（金）

秋田市秋田キャッスルホテル

高松市香川厚生年金会館

103施設183名

168施設210名

5．演題

第１回

①基礎医学講座（第43回）

「最近の心臓病における診断と治療」

秋田赤十字病院第三内科部長

②「秋田県内の総合病院の査定状況について

１．秋田県厚生連山本組合総合病院医事課係長

朱 敏秀

熊池宣和
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木村稔２．秋田赤十字病院医事課係長

③「再審査請求を意図した査定減対策」

～減点されないレセプトとは～

１．河北総合病院医事課課長

２．北品川総合病院事務部顧問

④「医師の目から見た医療事務の問題点」

菅原内科医院院長

⑤事例研究課題のコメント、グループ討議のオリエンテーション

⑥事例研究課題によるグループ討議

⑦「新しい形での患者サービス」

（１）具体的な意識改革のすすめ

（２）インフォームド・コンセント

（３）待ち時間短縮のための業務改善

本島総合病院業務課課長

⑧事例出題者による解答例の説明

⑨全体討議（質疑応答・情報交換等）

大西正利

加藤雄二

真菅原

中野隆男

第２回

①基礎医学講座（第44回）

「甲状腺疾患の診断と検査」

香川医科大学第一内科教授

②医療知識と点数算定トレーニング

③「事例からみた請求もれ対策」

～香川県立中央病院における請求漏れ対策の現状～

香川県立中央病院医事課長

④「事例からみた請求もれ対策」

《指導料・手術例・死亡例》

本島総合病院業務課長

⑤「査定減対策」

高松市民病院医事課係長

⑥「再審査請求を意図した査定減対策」

《アルブミン・凍結血漿・免疫グロブリン》

北品川総合病院事務部顧問

高原二郎

安部隆雄

中野隆男

後藤隆

加藤雄

－９８－



⑦事例研究課題によるグループ討議

⑧事例出題者による解答例の説明

⑨「医療知識と点数算定トレーニング」の解説

河北総合病院医事課長大西正利

⑩全体討議（質疑応答・情報交換等）

6．総評

レセプト審査の強化により、査定減の傾向は著しい増加を示しており、病院経営にとって有利

な材料がほとんど見あたらない現在、経営難にさらに拍車をかけている。

当研究会ではこうした状況を踏まえ、単に医事業務のみの“研究会”ではなく、患者ニーズの

多様化に伴う病院のサービスや経営効率の問題を解決・改善する必要性についてもふれ、これま

での『事例からみた請求漏れ対策』「再審議請求を意図した査定減対策」に加え「新しい形での

患者サービス」等、新しい観点・様々な角度からこの一年“医事”を考えてみた。

また、恒例の『基礎医学講座』やワンポイントレッスンでもある『医療知識と点数算定トレー

ニング』をもりこみ、知識のレベルアップに関しても“漏れ”のないよう、２日間のプログラム

を検討した。

なお、第２回開催時には大韓病院協会より当研究会へ参加したいとの連絡があり、協会企画室

長はじめ、協会傘下の病院より６名が出席した。

これからも、病院経営の活性化のために診療報酬に携わる医事課の責務として、より専門性が

要求される今曰、病院内における医事課の責務を再認識し、今後も研修の実をあげるよう、なお

一層の改善に努めたい。

4．全国総務研究会（事務管理研究会）

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年７月18日(木)、１９曰(金）

３．開催地札幌市・札幌サンプラザ

４．参加者数７８施設114名

５．演題

（１）基調講演「当面する病院経営管理の諸問題」

札幌循環器クリニック理事長上田侃

（２）講演「週休２日制」

～病院における実態と展望～

聖路加国際病院企画室長石山稔

（３）講演「職能給制度」
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～90年代の病院賃金制度実践事例～

聖路加国際病院企画室長石山稔

（４）パネルディスカッション

「ナーシングクライシス」

～看護要員の採用と定着～

パネリスト

聖ヨゼフ病院事務長益田啓作

中村記念病院理事後藤義英

手稲渓仁会病院看護部長木村芳江

司会杏林大学医学部病院管理学教室講師友安直子

（５）パネルディスカッション

「病院経営戦略」

～新時代の病院経営アレコレ～

パネリスト

河北総合病院事務長佐々木和男

西能病院企画管理室長中永久光

鮒北海亮震衾院常震鬘竹内實
時計台病院事務長西球一

司会聖路加国際病院事務顧問上林三郎

6．総評

本年度は事務管理研究会との合同開催ということもあり、参加者も事務部門のほか、病院長、

看護部門等、多岐にわたり、充実した１曰半の研究会となった。

また、前回好評であった事例にもとづいたパネルディスカッション形式を初日、２日目と取り

入れ、各々の担当部門に即した質疑が終始交わされた。

今回の研究会を開催するにあたり、準備の段階より多大なるご尽力を賜った地元役員の上田

侃先生ならびに種々ご援助．ご協力をいただいた関係機関の方々に対し、深く感謝する次第であ

る。

5．全国人事労務研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年９月26曰(木)、２７曰(金）

３．開催地富山市・高志会館

４．参加者数８７施設159名
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5．演題

（１）基調講演「週休２日制とこれからの病院」

日本医科大学医療管理学教室教授

（２）講演「週休２日制を導入した病院の実際例（看護部門を中心に）」

川崎幸病院事務部長

（３）講演「アメリカの人事・賃金制度」

～サター・ヘルスの事例～

聖路加国際病院企画室長

（４）講演「'91病院職種別賃金調査結果の報告」

～職種別賃金・職位別賃金水準の集計結果～

元癌研究会附属病院人事課長

（５）講演「初任給の決定と職種間のバランスの問題」

石和温泉病院事務長

（６）講演「職員の定着性を高めるための具体策」

サービスマスター社国際部門総支配人

（７）パネルディスカッション

「現場における看護婦教育の実践」

司会関西労災病院看護部長

パネリスト

大阪大学医学部附属病院副看護部長

神戸市立中央市民病院副看護部長

石和温泉病院総婦長

虎の門病院看護教育部管理婦長

６．総評

岩崎榮

加美比呂行

石山稔

酒井武

斉藤正夫

クリス・オクスレー

大森緩子

福岡

津村

牛山

飯田

冨
潤
洋
裕

子
子
子
子

この数年来取り組んでいる“病院を取り巻く新しい時代への対策，，を念頭におき、「週休２日

制」「人事・賃金制度」「看護婦教育、看護体制」をテーマに企画した。

参加者は、事務部門のほか病院長、看護部門と多岐にわたり、かつ講演内容が事例にもとづい

て進めたこともあり、特に「週休２日制」「看護婦教育、看護体制」については各々の担当部門

に即した質疑が交わされた。

また、本年度は昨年度に引き続き、病院における現在の賃金実態をできる限り正確に把握し、

各病院が適正な賃金管理を行っていくうえでの参考に資するため「'92病院職種別賃金実態調査

資料集」を出版しました。調査は国立病院を除く2,160会員病院を対象に行い、回答率は153％

であった。

－１０１－



今後、毎年この調査を実施し担当者に役立つ実務書として定着を図っていきたい。

6．全国用度研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年９月20日(金)・２１日(土）

３．開催地別府市・亀の井ホテル

４．参加者数９６施設123名

５．演題

（１）講演「コンピュータによる物品管理について（基礎知識（Ⅱ)」

日本病院会病院情報センター委員長
関東逓信病院顧問

（２）用度業務全般にわたるアンケート調査報告

（A）用度業務に関する調査について

聖路加国際病院用度課長

旧）医薬品を除いた物品の価格調査について

成南病院事務長

（Ｏ医薬品に関する価格調査について

曰比谷病院庶務課長

（３）用度業務とコンピュータそのⅣ

（A）筑波メディカルセンター病院

６．総評

今年度も、希望の多い「コンピュータによる物品管理について－その１Ｖ」

宅浩之

塩山雅英

大石洋司

梅津勝男

文蔵克己

今年度も、希望の多い「コンピュータによる物品管理について－その１Ｖ」をメインテーマに

開催した。

毎年好評の「用度業務に関するアンケート調査」の他、「コンピュータによる物品管理」につ

いては①基礎知識、②事例発表を行い、特に「基礎知識」については大変好評で、継続的な企画

として今後も検討して行く予定である。

最後に、地元本会理事肥田木先生、代議員三吉野先生および大分県病院協会には勧誘、挨拶を

はじめとしてお世話になり深謝いたします。

7．全国施設研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年10月24曰(木)～25日(金）

３．開催地神奈川県横浜市・神奈川県医師会館
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，参加者数４８施設６２名

，演題

テーマ：「環境と安全について」

（１）「近代医療と施設管理」

北品川総合病院施設課長

（２）講演「病院施設管理委託の問題点について」

済生会横浜市南部病院事務局次長

（３）「衛生面よりみた環境と安全」

都立豊島病院主事

（４）「中小病院における環境づくりと安全性（危険性）について」

済生会向島病院施設業務顧問

（５）講演「最近の施設管理の考え方」

聖路加国際病院事務部顧問

（６）グループ討議

（電気・空調・衛生・建物）

（７）「防災面よりみた環境と安全」

虎の門病院施設課長

（８）「空間と機能面よりみた安全対策」

武蔵野赤十字病院施設課長

（９）「病院管理面からの環境整備」

河北総合病院施設部長

ｕＯ「委託契約の実態統計より見た保全委託業務契約の積算体系構想」

学校法人Ⅱ頂天堂本館建設本部事務局

⑪横浜市立大学医学部附属病院見学

、総評

今年も例年のとおり委員全員による数多くの演題を発表し、成果が得られ

●
●

△
勾
扣
ニ
ユ
（
‐
【
、
〉

中島昭二郎

松井猪太郎

中西照録

辺見九十九

上林三郎

佐藤辰夫

小峰建

瀬川篤宏

倉持一雄

６．

今年も例年のとおり委員全員による数多くの演題を発表し、成果が得られた。

特にグループ討議については、時間ぎりぎりまでの活発な討議が印象的であった。

開催に際し、ご支援、ご協力をいただいた地元関係者の方々に深く感謝いたします。

8．全国会計経理研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年11月14日(木)、１５日(金）

３．開催地京都・葆光
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4．参加者数９０施設111名

５．演題

（第一日目）

（１）役員挨拶

㈱口本病院会
棚京都私立病院協会
㈱医仁会武田総合病院

代議員
副会長
理事長

武田隆男

（２）「病院税制」

肋口本病院会常任理事
個有恵会理事長

（３）グループ討議

「時間外の診療費徴収方法」

「部門別原価計算の手法」

（４）「消費税一部改正の解説・他」

公認会計士

（第二曰目）

（１）「比率に基づく病院経営分析の手法と平成２年度集計結果の報告」

㈱曰本病院会会計経理研究会顧問

（２）「コンピュータ導入による会計処理」

（事例発表）会計経理研究会委員中野総合病院

〃 三楽病院

〃副委員長虎の門病院分院

6．総評

今年度の研究会は、「古都」京都で開催された。有澤先生から「病院税制

有澤源藏

伊藤寛

酒泉春雄

小
徳
別

人
彦
勇

林
野
府

則
雅

今年度の研究会は、｜古都」京都で開催された。有澤先生から「病院税制」と題して、確定申

告の変更点や法人税課税の仕組等について説明を受けた。グループ討議は二組に別れて次の事項

について討議した。

「時間外の診療費徴収方法」は、３３名が、いかにしたら未収を少なくすることができるか等活

発に意見を交わしていた。「部門別原価計算の手法」は、７６名が討議をしていたが、導入してい

る施設がまだ少ないせいか、導入している施設の方の話を聞き、参考にしようとする方が多い様

だった。伊藤先生には、昭和63年の研究会で「消費税の導入」について講話を受けて以来消費税

の一部改正の解説として再び消費税について講話を受けた。

第二曰目は会計経理研究会委員により集計結果報告及びコンピュータ導入による会計処理の事

例発表をした。

今年度は近年になく多数の参加者があり、有意義な講話を受け、又、討論をし、大変価値の有

る時をすごされた事と思う。
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なお、開催に当たって、ご尽力を賜った京都私立病院協会の皆様方に深く感謝する次第である。

全国看護管理研究会

1．開催回数２回

2．開催期日（第１回）平成３年６月20日(木)～21日（金）

（第２回）平成３年11月21日(木)～22日（金）

3．開催地（第１回）松本市・長野県看護教育研修センター

（第２回）宮崎市・宮崎県看護等研修センター

4．参加者数（第１回）６６施設152名

（第２回）２９施設５５名

５．演題

（第１回）

（１）「臓器移植」－肝移植について－

信州大学医学部第一外科助教授

（２）シンポジウム「看護不足について」

九段坂病院看護部長

港区立特養老人ホーム・高齢者在宅
サービスセンター「白金の森」看護・介護課長

健保岡谷塩嶺病院総婦長

飯田病院総婦長

（３）「これからの看護と看護管理」

聖路加国際病院総婦長

（第２回）

（１）「訪問看護システムとトータルヘルスケアシステム」

河北総合病院院長

（２）シンポジウム「患者サービスの在り方」－職場のコミュニケーション－

１）看護チーム内における（世代間のギャップ）

北里研究所病院副看護部長

２）職種間における練馬総合病院総婦長

３）家族との係わりの中で 宮崎県立宮崎病院婦長

４）職場の風土作り社会保険宮崎江南病院総婦長

（３）「ステキに看護部！」

国ウ疾療・病院管理研究所研究員

９．

川崎誠治

北林悦子

家入秀子

北沢美智子

福沢邦子

内田卿子

篠浦旭

玲子

和恵

アケミ

昭子

木部

大久保

吉原

鵜飼

都直人
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6．総評

ゴルバチョフ・ソ連大統領が国営ＴＶで辞任を発表、ソ連邦の消滅とともに政治の一線から去っ

た。６年９カ月のゴルバチョフ時代に幕。

今日かってないほど看護婦不足が叫ばれ、白衣のストライキが大きく報道されている。プラカー

ドや横断幕に、「看護婦をふやせ」とか「夜勤をへらせ」という言葉が躍っている。

このような状況の中で、各演者はこれからの病院における看護・患者サービス、看護の質の管

理とその評価、今後の地域医療と看護活動等について豊富な経験をふまえて理論的に講話され、

参加者に多くの共感と感銘を与えた。

研究会開催の機会を与えてくださった、地元看護協会関係者の皆様に、心から感謝致し厚く御

礼申し上げる次第である。

10．全国薬事管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年11月28日巾、２９日(金）

３．開催地福岡市・博多サンヒルズホテル

４．参加者数７６施設108名

４．演題

（１）基調講演「医療の諸問題と病院」
仙曰本病院会代議員
西福岡病院理事長

司会同愛記念病院薬剤科長

（２）時局講演「曰本の病院薬局の将来」

（医療の激変と病院薬剤師）

講師厚生省健康政策局計画課課長補佐

司会東京逓信病院薬剤部長

（３）特別講演「線溶と凝固」

講師九州大学医学部教授

司会福岡県病院薬剤師会会長

（４）シンポジウムＡ「建値制導入と病院経営」

①建値制導入の経緯

厚生省薬務局経済課課長

②製薬企業から見た建値制導入の問題点

流通適正化委員会委員長

安藤精彌

八木下将也

池谷壮一

磯崎貞夫

石克夫

山敏信

居
青

江利川毅

山田裕久
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③卸業から見た建値制導入の問題点

㈱ユニック代表取締役社長
拙曰本医薬品卸

鰯医療用医薬品流通委員会委員長

④病院経営から見た建値制導入の問題点

福岡赤十字病院薬剤部長

座長

九州大学医学部附属病院副薬剤部長

日本赤十字社医療センター薬剤部長

（３）シンポジウムＢ「医薬分業と病院薬剤師」

①医薬分業の現状と問題点

日本薬剤師会九州山口ブロック会長

福岡県薬剤師会会長

②医薬分業に対する病院薬剤師の認識と諸問題

河北総合病院薬局長

③病院経営から見た医薬分業

人吉総合病院薬剤科長

座長

杏林大学医学部附属病院薬剤科長

都立神経病院薬剤科長

６．総評

当研究会では、常にタイムリーなテーマを取りあげており、今回は「建値

渡辺自修

飯野常 高

中尾泰史

佐野寿夫

荒巻善之助

加賀保子

犬堂三博

樺山照一

飯沼弘義

当研究会では、常にタイムリーなテーマを取りあげており、今回は「建値制導入と病院経営」

をシンポジウム形式にて企画した。

結果、現場に即した質疑が交わされ、参加者からは「短時間のうちに大変参考となる情報が得

られ、病院経営に貢献する病院薬剤師の役割が今後いかに重要になってくるかを改めて感じた｡」

との声が多数寄せられ、これらを念頭におきながら今後も具体的な内容を伴った研究会を企画し

ていきたい。

11．全国栄養管理・調理合同研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年10月18日(金)～19日出

３．開催地熊本市・熊本県立劇場

４．参加者数７５施設120名

－１０７－



5．演題

（１）「微量元素の栄養学」

熊本大学医学部教授

（２）「ふるさとの料理の中で覚えた調理のこつ」

郷土料理研究家

（３）シンポジウム「課内勉強会」

水俣市立総合医療センター栄養科主任

済生会横浜市南部病院栄養課長

三楽病院栄養科長補佐

東京都立府中病院調理主任

東邦大学大森病院上席調理室長

（４）『給食情報」

１）体験発表「給食用特殊料理部門を受験して」

①福岡県済生会八幡総合病院調理師

②国立大阪南病院栄養管理室厚生技官

２）「フードサービスの現状」

－選択メニューについて－ 社会保険蒲田総合病院栄養課長

一病棟食堂の運営について－

千葉大学医学部附属病院栄養管理室長

一病院給食にグルメを導入して－本島総合病院栄養部料理長

６．総評

松本一郎

松永喜美子

山下茂子

未崎一恵

藤本信子

野口昭雄

佐藤百

星節子

雪永将美

吉田千恵子

小

今

野
丼

修
孝

「首都消失」は小松左京のフィクションだが、ソ連消失はまぎれもない事実である。超大国が

崩壊し、解体し、消滅していくさまを目のあたりにして、思わず息をのんだ。

「給食情報」とメインテーマに、講演とシンポジウム等が予定通り行われた。地元栄養士会関

係者のご協力により、充実した内容で終始したと思われる。各演者の講話は確かな知識と、豊か

な経験をふまえて理論的かつ具体的に話され、参加者は今後の病院給食に多くの有益な示唆を与

えられた。今後も地元の理解と連携を深め研鑓の実をあげていきたい。

12．全国病院管理総合研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年11月28日(木)、２９日(金）

３．開催地長崎市・長崎県医師会館

４．参加者数６９施設128名

－１０８－



5．演題

（１）「今後の病院経営について」

講師社会医療研究所所長

司会京浜総合病院理事長

（２）「看護婦不足解消への離職防止対策と安全週休２日制の検討」

講師医療法人大雄会理事長

司会武蔵野赤十字病院看護婦長

（３）「これからの医療の動向」

講師ＮＨＫ解説委員

司会聖路加国際病院新病院開院準備室室長

（４）「患者からみた看護のあり方と管理監督者の役割」

講師西日本銀行監査役

司会朝日生命成人病研究所附属病院医事課長

岡田玲一郎

矢作忠政

伊藤研

中原久江

良
彰

天
村

雄
吾

行
中

福田靖

外池美和子

6．総評

病院を取り巻く厳しい医療環境にいかに中小病院管理者として対応するか、を念頭において、

本年度は「これからの医療の動向」を主テーマに開催した。いずれも時宜的にタイムリーなテー

マをとりあげたこともあり、一方的な講演にとどまらず現場の生の声が行き交う、熱気のこもっ

た雰囲気の中で研究会は終始した。

中小病院に課せられた重責を果たす観点から、今後も継続して参加者の期待に応えられるテー

マを選び、参加者と共に悩み研究していきたい。

13．全国放射線研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年７月５日(金)、６日出

３．開催地福岡市・チサンホテル博多

４．参加者数２３施設３０名

５．演題

（１）特別講演「医療人の心得」

㈱口本病院会代議員
浜の町病院院長 兵働貞夫

－１０９－



（２）講演「聖マリア病院の歴史及び病院経営と今後の見通し」

学校法人聖マリア学院理事長

聖マリア学院短期大学教授井手一郎
（助九州産業衛生協会理事長

（３）全体討議「放射線技師の諸問題」

①「技師の教育と指導」

東京医科契星蕊驍農射繍鯰技壽臺藤田良三
②「技師の労働と余暇」

懸嘉繍震線艤科壽臺関孝一
棚日本病院会放射線研究会委員

東京都済生会中央病院放射線科技師長平座長和夫

（４）教育講演「患者に信頼される対応とは」

九州厚生年金病院総婦長松原千鶴子

（５）教育講演「放射線診療と私」

佐賀医科大学学長松浦啓一

6．総評

現行の慣習的放射線業務を念頭におき、労働と余暇のあり方を主テーマにして、研究会を企画

した。

特に全体討議では、一方的な講演にとどまらず、講師と参加者との現場の生の声が行き交う、

熱気のこもった雰囲気の中で終始した。

放射線技師の果たす役割が年々重要視されてきたこととあいまって、技術的なテーマのほか倫

理的・教養的なテーマを加え、終了後、「日常業務での諸問題に対して問題解決の糸口を見つけ

るのに役立った」との声が参加者から寄せられた。

病院内での放射線技師に課せられた重責を再認識し今後も研修の実をあげるよう、なお一層の

改善に努めたい。

14．全国臨床検査管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年９月27日(金)～28日(土）

３．開催地甲府市・甲府市社会教育センター

４．参加者数２４施設２５名

５．演題

（１）「わが国における臨床検査の変遷」

駿河台曰大病院技術長佐藤和身
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（２）シンポジウム「院内検査業務の積極的対応」

「病棟、外来における採血の実際」

板橋中央総合病院技師長早川幸治

「業務拡大の考え方と見通し」

東京都立府中病院技師長水戸部光衛

「中小病院でも実現可能な至急検査のオンラインリアルタイム報告」

浜松赤十字病院技師長川越功

「小規模病院の臨床検査業務」

中村外科病院渋江信俊

（３）「今後の健康管理システムと臨床検査」

曰本臨床検査標準協議会事務局長菅沼源二

（４）「山梨県内における健康診査の実態と臨床検査」

山梨県臨床衛生検査技師会名誉会長住家明

６．総評

あまりに大きい野望を達成したとき、人間は悲哀の感情におそわれるのだろうか。星条旗をか

かげてウイニングランをするカール・ルイスは悲しげに見えた。

地元技師会の熱心なご協力により、充実した内容で参加者から多くの共感を得た。各演者の講

演は確かな知識と、豊かな経験をふまえて理論的かつ具体的に話され、参加者は多くの有益な示

唆を与えられたものと思われる。

研究会開催の機会を与えてくださった地元関係者の皆様に、心から感謝致し厚く御礼申し上げ

る次第である。

15．全国ハウスキーピング研究会

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年11月12曰(火）

３．開催地東京都・日本病院会会議室

４．参加者数５５施設７０名

５．演題

（１）「清掃の業務委託のチェックポイントについて」

虎の門病院整備課調査役高崎とし子

（２）「ハウスキーピング業務マニュアルについて」

－清掃について－
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(1M)東京都福利厚生事業団事務局業務部施設課職員集会
（lib東京都立広尾病院

施設キ杏
家政係長 土屋誠

6．総評

清掃、洗濯、消毒、ゴミ処理等から、院内感染、インテリまで、環境管理として幅広い概念を

もつ病院のハウスキーピング部門の全国研究会である。

３年６月に厚生省から院内感染防止マニュアル作成の指導が示され、必然的に関連してくる清

掃の見直しをせまられてきているためか、今曰の研究会は好評を得た。

病院のハウスキーピング部門の問題点は、組織の中の位置づけが不明確で、権限と責任を伴う

職務も確立されていない点である。

今後も、具体的な内容を伴った研究会として運営してまいりたい。

全国図書室研究会

1．開催回数１回

2．開催期日平成３年９月13曰(金)・１４曰仕）

3．開催地東京都・関東逓信病院講堂

4．参加者数６０施設７２名

５．演題

（１）特別講演「病院における専門職の多様化」

1６．

曰本医科大学教授 岩崎栄

(2)「医学文献の探し方」

東京医科大学図書館 高野史子

(3)シンポジウム

「利用者多様化における図書室の役割」

①看護婦・コメディカルスタッフの利用状況

星ケ丘厚生年金病院図書室 首藤敬子

②事務職員の利用状況

公立陶生病院図書管理室 青山真奈美

③利用者の立場から

東京厚生年金病院リハビリテーション技師 木村貞治

④病院図書室に望むこと

曰本看護協会看護研修センター図書館 今田敬子

(4)「医学中央雑誌の上手な使い方」

自治医科大学図書館 奈良岡功
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（５）医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ版紹介・デモ＆トライアル

6．総評

前年より、「利用者サービスの向上」の観点から病院図書室司書が抱える諸問題について講演・

シンポジウムを企画しており、今回はさらに事例を取り入れながらシンポジウム形式にて開催し、

講師と参加者との間で各々の病院図書室がおかれている現況についての質疑が交わされた。

初曰終了後には、フリートーキングタイムを設け、研究会参加者が全員出席するという、当研

究会始まって以来の「理想的かつ有意義な研究会」となり、病院図書室の役割について語り合う

光景を見る時、改めて、今後ともより一層充実した研究会へと改善していきたいと考えている。
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第８職場リーダー研修会

開催回数３回

開催概要

第63回（３日間コース）

期曰平成３年６月19日(7k)～21日（金）

場所長崎県厚生年金会館

参加者２５施設４２名

演題１）職場リーダーのポジションと役割

２）職場運営のポイント

３）要求される創意工夫

４）職場研修のねらい

５）リーダーシップと相互理解

６）ケース・スタディ

リーダー昭和大学病院臨床検査技師長

聖路加国際病院医事課長

武蔵野赤十字病院事務部長

昭和大学病院放射線技師長

佼成病院臨床検査技師長

１．

２．

人
均
市
助
登

平
内
緒
神
設

沢
藤
方
田
楽

政

廣
幸
正

第64回（５日間コース）

期曰平成３年11月11日(月)～15曰（金）

場所熱海竜泉閣

参加者１５施設２１名

演題特別講演「看護婦の諸問題について」

⑪日本病院会常任理事

総合大雄会病院理事長

「広い視野にたつ職場リーダーへ」

㈹日本人事管理協会理事

１）監督者の職務

２）仕事の管理と改善

３）部下の育成

４）組織のコミュニケーション

伊藤研

酒井暢
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5）リーダーシップ

6）事例研究

昭和大学病院放射線技師長

武蔵野赤十字病院事務部長

東京医科大学病院栄養課長補佐

佼成病院臨床検査技師長

聖路加国際病院医事課長

リーダー

田
方
井
楽
藤

神
緒
平
設
内

幸
廣
千
正

助
市
枝
登
均

第65回（３曰間コース）

期曰平成４年２月12日(水)～14日（金）

場所京都・ビル葆光

参加者３２施設５３名

演題第63回と同じ

リーダー第64回と同じ

総評

なかなか思いどおりにならない病院経営にあって、教育・研究費用が削減されるのではないか

という当会の懸念をよそに、当研修会の参加者数はあいかわらず堅調を示している。この機会に

潜在能力を啓発し、空発的事態・緊急事態に対処しようとする病院の姿勢が職員を積極的に派遣

させているのか。北海道の日赤病院、沖縄の県立病院等毎回定例的に参加している病院にとって

出張旅費を考慮すると少なからず多額の投資である。投資に見合う給付として当研修会に課せら

れた責任を痛感する。

①学問体系としての労務管理、人事管理、人間関係論、意思決定論、行動科学、組織論等経営理

論は既に大学などで修得しており、病院という組織体から生じる特有の問題について一助とな

る生活の智恵を集大成し理論体系に止揚したい。

②病院にとって看護婦問題は最上位である。リーダーに看護職を確保し、当面の諸問題解決を図

りたい。

③リーダーの能力を全人格的にとらえた場合、若い世代とのギャップを埋めるため、サブリーダー

を養成し、講義に際して補助できる体制にしたい。

３．

近年、参加施設は公的病院が多い。
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第９第３１回病院視察研究会

北海道

平成３年９月11日(水)～14曰(土)３泊４日

(1)１２日視察・登別市・登別厚生年金病院

（戸塚守夫院長・厚生年金事業振興団・一般287床）

(2)１３曰視察・札幌市・札幌循環器クリニック

（上田侃理事長・医療法人・一般115床）

(3)13日視察・札幌市・中村記念病院

（中村順一理事長・医療法人・一般725床）

(4)１４曰視察・旭川市・市立旭川病院

（柴田淳一院長・市町村・一般482床精神１００床伝染45床）

(1)１１曰・登別市・第一滝本館

(2)１２曰・札幌市・章月グランドホテル

(3)１３日・ホテル大雪

12施設１９名

総評にかえ参加者の見聞記を掲載する。

1．開催地

2．開催期日

3．視察病院

４．宿泊場所

5．参加者数

6．総評

この研修会への参加は、今回で２度目になります。前回はおよそ15年近く前のことになり懐かしく

その当時を振り返りつつ、そして内心ドキドキしながら研修会にのぞみました。というのも前回研修

会に参加させていただいた時は、私自身が若く経験も浅かったためとてもハードスケジュールだった

という印象が強く残っていたからです。オリエンテーションの時に「今回はせっかく秋の北海道です

ので観光を中心に企画しました」と主催者の高橋先生から説明を受けやれやれと思ったのもつかの間

で、１日中ひたすらこれ勉強といった現実は「まいった、まいった」でした。

しかし参加して前回と同様やはり得るところも多く、新米の教育婦長としてもやもやしていた私に

とって気持ちを整理するのにとても役立ったように思います。

その心に残った事とは、見学させて頂いたどの病院においてもその地域での担うべき役割が明確で

あり、その役割を果たすために努力なさっていることが、説明に当たって頂いた職員の方々を通して

とっても感じられたことです。たとえば市立旭川病院では、貧困者医療機関として設立されたという

歴史をもち、現在では旭川全域の住民の健康管理に当たっているということでした。中でも循環器疾

患については急性心筋梗塞は年間120例を、また心臓カテーテル検査に於いては年間500例という実績

には驚きました。しかも救急患者への対応の為に常時医師が待機されており夜間においても常に心臓

カテーテルが出来る条件を整えられているという事でした。この点において一般の総合病院にもかか
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わらず地域住民の健康管理に対する職員の方達の非常な意気込みにとっても感心しました。

今一つ私にとってとても羨ましく思ったことは、この病院の設置環境です。とっても広い敷地に患

者用の遊歩道が作られてあり糖尿病の患者さんの運動療法に使用されていると説明を受け高い建物が

まったく見当たらない環境に心が穏やかになる思いでした。わたしの勤務病院とは、設立された目的

も病床数も非常に似通っており、とっても興味深く見学させて頂きました。しかし大阪の梅田という

繁華街のなかに位置しているためこの広々とした環境は、どうあっても望みようもなくただただ羨ま

しく北海道ならではの条件だなと納得したしだいです。

もう一つ心に残った事は、病院のトップの考え方がはっきり打ち出されており、その方針に全職員

が前向きに－つになって頑張っておられる姿勢が見学者にしかすぎない私にもひしひしと感じられた

ことです。たとえば中村記念病院では、設立当時は19床の脳神経外科の診療所であったものが、現在

では725床の大病院に成長し、しかも日本で第一号の脳神経外科病院の誇りがとっても感じられまし

た。また医師の研修病院としても充実されており日本で最初のガンマナイフを設置され、モービルＭ

ＲＩには病院経営への意気込みにびっくりしました。看護面に対しても脳神経外科の患者さんには身

の回りの援助に対する人手を非常に多く要すると思いますが、これに対しても多くの看護助手さんを

投入されていました。実際、看護内容では「医師への援助行為」におわれ「身の回り援助行為」がもっ

とも患者さんに望まれているにもかかわらず、患者さんに満足して頂くまでに行き届かないのが現在

の基準看護特２類の現状です。したがって患者さんに満足して頂く為に看護の提供方法をきりかえる

という経営者の合理的な考え方に感心させられました。

以上の事は、私の心をとらえたほんの一部分を述べたにすぎない事柄ですが、今までなんとなくも

やもやしていた私の気持ちの中に－つの方向を見出すのにとても役立つ物になってくれそうに思いま

す。これからもこのような研修会に参加出来る機会が与えられれば、どんどん参加させて頂き自分自

身を振り返る時を得たいと思います。

大阪府済生会中津病院川勝光子
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第１０診療録管理通信教育

1．入学状況

゜第39期生入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

・第４0期生入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

平成３年７月１曰

128名（ただし、２年次編入45名含む）

70,000円（年額）

平成４年１月１曰

173名（ただし、’

70,000円（年額）

2年次編入95名含む）

2．卒業状況

・第３5回卒業

１）卒業者数

⑳ぼ：
。第36回卒業

１）卒業者数

⑳ぽ：

84名（男15名、女69名）

平成３年９月28曰

東京：ダイヤモンドホテル

73名（男８名、女65名）

平成４年４月25曰

東京：ダイヤモンドホテル

3．受講生人員数状況（４年３月31曰現在）

･入学者の総数3913名

男875名

女3038名

･卒業者の総数1676名

男310名

女1366名

・受講者の総数687名３５期以前

３７期

３９期

９５名

７５名

126名

期
期
期

６
８
０

３
３
４

６０名

158名

173名

－１１８－



4．集中スクーリング実施状況

第39回集中スクーリング

゜期日（平成３年８月22曰(木)～28日(7k)）

<会場〉

283名

386名

315名

187名

東京：国際医療管理専門学校（1年次）

〃：国立オリンピック青少年研修センター（2年次）

大阪：大阪府職業訓練センター

福岡：福岡大学医学部

第40回集中スクーリング

゜期日（平成４年２月20日(木)～26曰(水)）

<会場〉

723名

290名

141名

東京：国立オリンピック青少年研修センター

大阪：大阪府職業訓練センター

福岡：福岡大学医学部

－１１９－

←第一年次スクーリング→ 試験 ←第二年次スクーリング－＞

第３８．３９期生 第３５．３７期生

２２日

(木）

２３曰

(金）

24曰

(土）

平成３年８月25曰

(日）

２６日

(月）

２７日

(火）

２８日

㈹

←第一年次スクーリング→ 試験 ←第２年次スクーリング→

第３９．４０期 第36.38期生
第39.40

第37.38期生
期生の内２年lﾂﾞ『編入者

２０日

(７k）

２１日

(金）

２２日

辻）

平成４年２月23日

(日）

２４日

(月）

２５日

(火）

２６曰

(7)〈）



第１１事務長養成課程通信教育

1．入学状況

・第１4回生入学

１）開講式平成３年７月１日

２）入学者数２２名

３）受講料480,000(年額）

2．卒業状況

・第１２回卒業

１）卒業者数１７名（男17名）

｜撰菫薑i瀬恥”
3．受講生人員数状況（平成４年３月31日現在）

・入学者の総数 239名

男225名

女１４名

･卒業者の総数 121名

男116名

女５名

・受講生の総数

Ⅱ名lIi壁
4．集中スクーリング及び試験実施状況

１）スクーリング

前期平成３年７月８日(月)～７月13日(士）

７月15日(月)～７月20日(土）

’

名
名

９
０
２ ’

－１２０－

７日 ８日 ９日 １０曰 １１日 １２曰 １３日 １５日 １６曰 １７日 １８曰 １９曰 ２０日

(日） (月） (火） (７k） (木） (金） 辻） (月） (火） (水） (木） (金） 辻）

試験

(＃１３１年次後期）

スクーリング

(＃１３２年次前期）

スクーリング

(＃１４１年次前期）

東
■_

万I： 本願寺築地別院第 伝道会館



廷出席者数第13回生

第14回生

後期平成４年１月13日(月)～18曰山

１月20日(月)～25曰(土）

５３名

131名

延出席者数第13回生

第14回生

４８名

107名

2） 試験受験状況

・第１2回生２年次後期

期曰：平成３年６月９曰仕）

場所：東京：本願寺築地別院

受験者：１８名

合格者：１８名

･第１3回生１年次後期

受験者：８名

合格者：８名

｡第14回生１年次前期

受験者：１７名

合格者：１５名

・第１3回生２年次前期

受験者：８名

合格者：８名

－１２１－

１２日 １３日 １４日 １５日 １６日 １７曰 １８曰 １９日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

(日） (月） (火） (7k） (７k） (金） 仕） (日） (月） (火） (７k） (木） (金） 仕）

試験

{輝次前期１
スクーリング

(＃１４１年次後期）

試験

{彗笙次前期Ｉ
スクーリング

(＃１３２年次後期）

東
■－

ﾉﾃ（： 本願寺築地別院第 伝道会館



第１２セ ナご
～

1．病院長・幹部職員セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年７月13日(土)、１４日(日）

３．開催地東京都、サンシャイン文化会館

4．参加者数７７施設100名

５．演題

第１曰７月13曰(士）１３：００～２０：００

開会挨拶

会長挨拶

シンポジウムＩ「看護婦充足問題」

曰本病院会副会長

日本病院会会長

財津晃

諸橋芳夫

座長日本病院会副会長 中山耕作

（演者）

・教育の実態

・勤務の実態

・待遇の実態

特別講演「看とる」

日本病院会

日本看護協会

日本病院会

常任理事

常任理事

常任理事

真

佐智子

研

登
嶋
伊

内
崎
藤

京都大学文学部名誉教授 柳田聖山

第２曰７月14日(日）９：３０～１７：００

シンポジウムⅡ「業務委託の対応」

座長曰本病院会副会長

曰本病院会給食委員会委員

順天堂大学医学部附属
１１項天堂医院事務部長

厚生省健康政策局指導課
医療関連サービス室室長

財津晃

山本辰芳

安田尚之

富 岡,悟

特別講演「２１世紀の老人医療」

医事評論家 水野肇

シンポジウムⅢ「病院機能評価」

座長曰本病院会副会長 河北博文

(演者）

･ＪＣＡＨＯ（又はＱＨＡ）の立場

･病院会の立場

東京大学医学部保健管理学教授

曰本病院会常任理事

郡司篤

丹野清

晃

喜

－１２２－



・事務長の立場国家公務員等共済組合連合会病院部長黒田幸男

6．総評

今年度のセミナーは、財津副会長の担当で行われ、当面する「看護婦不足問題｣、「業務委託

の対応｣、「病院機能評価」などをテーマとして取り上げ、また開催期日、会場とも'91国際モダ

ンホスピタルショウの開催に合わせ、好評であった

2．幹部医セミナー（病院医療の質を考えるセミナー・病院幹部医会ワーキングカンファレンス）

１．開催回数２回

２．開催期日（第１回）平成３年９月21日(土)～９月22日（日）

（第２回）平成４年２月15日(土)～２月16日(日）

３．開催地（第１回）福島県会津若松市総合会津中央病院会津若松ワシントンホテル

（第２回）福島県飯坂町旅館新飯坂

参加者数（第１回）３２施設６４名

（第２回）２５施設２９名

テ－マ

<第１回、福島県〉

病院紹介総合会津中央病院院長

病院見学（総合会津中央病院）

１．「転換期の医療と経営管理」

（講演）財団法人医療関連サービス振興会理事長
元・厚生省管理研究所所長

（座長）曰本病院会病院幹部医会常任幹事

２．「保健医療と福祉の課題」

（講演）厚生省大臣官房老人保健福祉部老人保健課長

（座長）日本病院会病院幹部医会副会長

３懇親会

４特別講演「救急医療の現状とその問題点」

-21世紀に向けての救急医療の展望一

（講演）曰本医科大学救急医学教授

（司会）大阪府千里救命救急センター所長

５．シンポジウム

「救急医療の現状とその問題点」

-21世紀に向けての救急医療の展望一

４．

５．

星源之助

佐分利輝彦

木村明

伊藤雅治

三宅浩之

山本

太田

博
夫

保
宗

－１２３－



（演者）

(1)大阪府千里救命救急センター所長

(2)太田綜合病院附属太田西ノ内病院救命救急センター所長

(3)日本医科大学多摩永山病院救命救急センター医局長
会津地区救命救急センター

(4)会津若松広域消防本部会津若松消防署署長

（座長）福島県立医科大学麻酔科学教授

（コメンテーター）福島県立医科大学麻酔科学教授

日本医科大学救急医学教授

く第２回・福島県〉

カンファレンス①「病院における医師集団のあり方」

講師：仙口本病院会医療制度委員
東京済生会中央病院院長

座長：㈱口本病院会病院幹部医会副会長
関東逓信病院顧問

㈱口本病院会病院幹部医会常任幹事
東京逓信病院客員部長

カンファレンス②「診療記録はどうあるべきか」

講師：㈱口本病院会医療制度委員
慶応義塾大学教授

座長：㈱口本病院会病院幹部医会副会長
新潟市民病院副院長

仙口本病院会病院幹部医会′常任幹事
淀川キリスト教病院副院長

太田

野崎

宗
洋

夫
文

牧 野俊郎

星市三

秋晟

秋晟

本保博

奥
奥
山

一
之

六
浩

賀
宅

伊
三

内藤周幸

池上直己

木村明

辻本嘉助

6．総評、

今年度は講師、テーマとも多岐にわたったセミナー１回、今年度は講師、テーマとも多岐にわたったセミナー１回、発足当初行われていたカンファレン

ス形式１回と、内容を掘り下げた形で展開、参加者の熱心な討議が印象的であった。各演者及び

地元関係者に深く感謝いたします。

3．病院情報センターセミナー

本年度は諸般の事情により中止いたしました。

4．医療紛争防止のためのセミナー

１．開催回数２回

２．開催期日東京・７月１０．１１曰（水、木）

徳島・１１月17曰(日）

－１２４－



3．開催地東京・池袋サンシャインシティ文化会館５階特別ホール501

徳島・大塚ヴェガホール

4．参加者数東京・117名

徳島・132名

５．演題

（１）東京・「医療事故防止のための看護の生涯教育」

虎の門病院看護部長粟屋典子

「医療事故と法医学」

東京医科歯科大学医学部法医学教授支倉逸人

「病院監査の意味」

厚生省健康政策局指導課長補佐鈴木晴彦

「医療機関における事故防止のための教育－特にがんの看護について－」

国立がんセンター副看護部長山西文子

「今後の看護行政について」

厚生省健康政策局看護課長矢野正子

（２）徳島・「看護の実践と法律との関わり」

東海大学医療技術短期大学学部長前田マスヨ

「医事紛争と医療事故」

阪和住吉総合病院長大城孟

「法医学からみた医療事故一診療録のはたす役割一」

京都大学医学部法医学教授福井有公

「将来の曰本における医療事情をどう考えるか」

ＮＨＫ解説委員行天良雄

6．総評

病院医療に対する国民の意識が高まっている現在、さまざまなことを考えさせられた一年であっ

た。医療をする側と医療を受ける側の相互信頼が大前提となっているとあらためて確認した。

5．病院防災セミナー

１．開催回数1回

２．開催期曰平成３年９月５日(木)～６日(金）

３．開催地広島県広島市消防局

４．参加者数５８施設８２名

－１２５－



5．演題

［講演］「これからの病院防災と経済パートⅡ」

－医療費のなかの公的助成問題・施設整備に対する税制面問題一

小原病院院長小原知次郎

［講演］「雲仙岳火災災害と病院の対応」

長崎県立島原温泉病院院長蓮本正詞

話題提供Ｉ

「これからの二号消火栓（補助散水栓）運用事例」

曰本消火栓器具工業会運営委員長塩谷鎌治

「病院における延焼防止の防炎物品・寝具等の難燃・不燃化の参入にあたって」

晴山智帝国繊維㈱技術開発部

昼食（休憩）

〔シンポジウム〕「病院災害と地域協力体制づくり」

－ふれあいネットワーク－

－災害弱者救出と救助隊・救急隊一

演者：大口東総合病院事務局長

岡山病院参与

広島市消防局警防課長

広島赤十字・原爆病院看護副部長

広島鉄道病院看護婦

座長：日本病院会防災対策部会顧問

体憩（コーヒーブレイク）

講演

「病院の防火管理の実態と対策」

安田火災海上保険㈱テクノサービス部リスク診断室室長

話題提供Ⅱ

「病院の避難搬送用具」

㈱キャピーインターナショナル代表取締役

「声で知らせる自火報と非常通報装置」

〔分科会（フォーラム）〕

「看護体制からの病棟防災対策の実際（火煙拡散を主として）」

－患者の移動能カー－ハード・ソフトー

演者：草津病院理事長

石
岸
岡
阿
花
岡

治
香
秋
美
子
雄

出
菜

貞
曰
直
香
義

田
上
田
部
一
房
山

遠山健

桜井~敏

松下電工㈱

佐藤恒男

－１２６－



社会保険広島市民病院副総看護婦長

高陽ニュータウン病院看護婦長

座長：日本病院会防災対策副部会長

懇親会

話題提供Ⅲ

「スプリンクラーの役割と今後の課題」

能美防災㈱第２研究室長

「病院の避難用呼吸保護具」

フジサワセイフティプロダクツ㈱取締役事業部長

〔シンポジウム〕

「病院における夜間の防災管理体制の展開」

－患者実態に応じた避難対策一

避難路の段差解消・複数の感覚器官に作用する避難・誘導設備

（内光型警報装置・点滅型避難灯・誘導音装置付誘導灯）

演者：聖路加国際病院前事務長

学校法人順天堂本館建設本部事務局

土谷総合病院看護部長

広島市消防局指導課長

座長：日本病院会防災対策部会長

昼食（休憩）

〔シンポジウム〕②ディスカッション

〔特別講演〕

「病院施設に係る指導マニュアル検証適合と消防用設備の実態」

自治省消防庁予防課国際規格対策官

広島市総合防災センターヘバスにて移動

防災体験（企画、広島市消防局）

6．総評

今回も充実した内容で開催された。

特に急速雲仙岳の火山災害と病院の対応についてのテーマを取り上げた。

開催に際し、多大なご協力をいただいた、広島市消防局をはじめ地元関係

します。

操

詩子

知次郎

浅田

佐々木

小原

左古新

片山博仁

郎
雄
代
幸
侃

上
倉
野
竹
上

林
持
尻
中
田

昭
敏

渡邊洋己

広島市消防局をはじめ地元関係者の方々に深謝いた

－１２７－



6．事務長セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年３月13日(金)～14曰山

３．開催地東京都・ダイヤモンドホテル

４．参加者数９９施設112名

５．演題

（１）特別対談「薬局長と事務長」

聖路加国際病院薬局長
拙口本病院会薬事管理研究会委員長

杣日本病院会事務管理室研究会委員

（２）特別講演「薬価基準と流通の大改革について」

クラヤ薬品㈱代表取締役副社長

（３）特別講演「医療費改定の動向」

片山孝一

益田啓作

内匠屋理

拙口本病院会
総合病院国保旭中央病院

長
長

会
院

諸橋芳夫

（４）特別講演「薬務行政と薬価基準」

厚生省保険局医療課薬剤管理官

（５）シンポジウム「委託業者からみた病院の問題点」

司会仙口本病院会事務管理研究会委員
１１便天堂大学医学部附属順天堂医院事務部長

①給食

エームサービス㈱関東ＨＳＭ事業部副部長

②清掃（医療廃棄物）

ダスキンヘルスケアチーフオペレーションオフィサー

③検査

㈱エスアールエル検査総括部取締役部長

④医事

㈱日本医療事務センター常務取締役

6．総評

本年度の事務長セミナーのメインテーマは「迫り来る薬価切り下げと外注

植木明廣

安田尚之

清野義弘

三田信也

近藤俊之

中村澄子

本年度の事務長セミナーのメインテーマは「迫り来る薬価切り下げと外注危機を考える」とい

うことで企画し、初日のすべての講演等に“特別”のつくほど重要な、かつ、充実した平成３年

度を締めくくる、まさに“特別な”セミナーの開催となった。

今回も、全国研究会で評価の高い、益田啓作委員による特別対談をかわきりに、初曰の午後に

は、我々の常に基本としている「時代に即したテーマを積極的に採り入れる」という点でも合致
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する、諸橋芳夫会長の「医療費改定の動向」についての特別講演等もあり、全国から参加した各

氏へ“満足”の２文字を与え、２日間のセミナーを終えた。

今後もこれまで通り、これからの病院運営の一方向を示すようなテーマをもとに、これをさら

に追求していく事の重要性を痛感した次第である。

7．総婦長セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成３年８月29日(木)～30曰(金）

３．開催地東京都・番町グリーンパレス

４．参加者数８８施設120名

５．演題

（１）「業務の見直し」国立医療・病院管理研究所研究員都直人

（２）「世界における看護の動向」

聖路加看護大学教授南裕子

（３）「自立する平安女性たち」

－紫式部と赤染衛門の場合一

独協大学教授河北騰

（４）「病院と経済」

㈱病院管理研究協会常任理事
一条勝夫

自治医科大学名誉教授

６．総評

あまり上を向いて歩こうとすればつまずく危険もある。さりとて卑屈になることもない。シン

プル・ライフの思想を思い起こして、いまこそ「額に汗して働く簡素で堅実な人生。しかし、心

は豊かで余裕に満ちた思慮深さ」の実践からまず始めようと考える。

日進月歩の最新医学の成果を国民に提供するのは医療界の責任である。今後は前代未聞、未曾

有の高齢化社会、医療需要の中で国民の負担がどう変容していくか、また看護体制の流れとして

の訪問看護への取組みの問題等、今後も参加者相互の交流を通じて意義のあるセミナーとして発

展させていきたい。

8．患者サービス向上セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年３月５日(木)、６曰(金）

３．開催地熱海市・湯河原厚生年金会館

４．参加者数５施設８名
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5．演題

（１）基調講演「病院経営とＴＱＭ」

聖路加国際病院企画室室長石山稔

（２）講演「インフォームドコンセントをめぐって」

日本医科大学医療管理学教室教授岩崎榮

（３）講演「田宮病院のＴＱＣ実践報告」

田宮病院企画情報室リーダー関谷裕一

（４）グループ討議

Ｌ選択される病院になるための要件

Ⅱ利用者本位のサービス体制づくり

Ⅲスタッフに対するサービス教育

（５）Ｉグループ討議の発表

Ⅱ全体討議

司会石和温泉病院事務長斉藤正夫

6．総評

各病院のサービス・マネジメント向上について討議をし、これからの病院経営管理のヒントと

方向を得ることを目的としてセミナーを企画した。

特に、サービス業では割り切れない医業経営の特殊性について、Ｌ選択される病院になるた

めの要件Ⅱ利用者本位のサービス体制づくりⅢスタッフに対するサービス教育について

のグループ討議は、病院を取り巻く厳しい環境に医療関係者としていかに対応するかを念頭にお

いた、現場の生の声が行き交う熱気のこもった雰囲気の中で終始した。

参加者は医師、看護婦、事務と多岐にわたり、セミナーを通じて患者サービスのあり方及びそ

の重要性が再認識させられた。

9．放射線技師監督者セミナー

１．開催回数１回

２．開催期日平成４年１月16日(木)～18曰仕）

３．開催地熱海市・ホテル松風苑

４．参加者数１１施設１６名

５．演題

（１）３分間スピーチ

司会㈹曰本病院会放射線研究会

㈱日本病院会放射線研究会

委員

委員

関孝一

栗田道雄
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（２）講演「患者サービスの在り方」

講師総合病院聖隷浜松病院院長

（３）講演「患者の老齢化に伴う医療と問題点」

講師聖テレジア病院院長

（４）全体討議「技師長のビジョン」

司会拙日本病院会放射線研究会委員

（５）全体討議「ラインスタッフのビジョン」

司会拙曰本病院会放射線研究会委員

（６）講演「病院経営と今後の見通し」

講師河北総合病院理事長

（７）全体討議「労働と余暇利用」

司会㈱日本病院会放射線研究会委員

㈱曰本病院会放射線研究会委員

㈱日本病院会放射線研究会委員

（８）事例研究の説明

司会㈱日本病院会放射線研究会委員

㈱日本病院会放射線研究会委員

㈱日本病院会放射線研究会委員

（９）事例研究

Ⅲ事例研究

司会刷曰本病院会放射線研究会委員

㈱日本病院会放射線研究会委員

鮒日本病院会放射線研究会委員

⑪講演「へリカルスキャンの技術的諸問題」

講師㈱東芝那須工場ＣＴ技術部部長付

Ｕ２）「５分間感想文」

6．総評

当セミナーは「良い指導者になるためには」をメインテーマに、上記曰程

中山耕作

児島五郎

藤田良

村越秀光

河北博文

虎渡勇二

関孝一

松元和敏

虎渡勇二

関孝一

松元和敏

虎渡勇二

関孝一

松元和敏

荒舘博

当セミナーは｜良い指導者になるためには」をメインテーマに、上記曰程にて開催され、今回

を含めて延べ731名が修了証を受けとった。

２曰目には、河北総合病院理事長でもある、河北博文副会長の講演があり、「病院経済と今後

の見通し」について、病院界における日本病院会のはたらきをも含めての充実した内容に、参加

者からは「とても詳しく、またわかりやすい内容で、曰本病院会についても理解が深まった｡」

｢次回も、この続きをぜひお願いしたい｡」との希望があった。
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なお一層の努力をしこれからも、参加者のみならず各病院へも多少なりとも貢献できるよう、

ていきたい。

10．臨床検査管理セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成４年２月７日(金)～８日出

３．開催地熱海市・湯河原研修クラブ

４．参加者数１１施設１２名

５．演題

（１）「医療法改正案の解説」

国立医療・病院管理研究所研究員

（２）シンポジウム「今後の効率的な病院検査」

提言駿河台日大病院技術長

１．組織システムの活用東京医科大学病院技師長

２．人材活用（主にパート職員について）順天堂大学浦安病院技師長

３．セット検査の活用静岡市医師会附属臨床検査センター技師長

４．外注の活用済生会横浜市南部病院技師長

（３）グループ討議「今後の効率的な病院検査」

（４）「データの有効活用」－これからの精度管理一

浜松医科大学臨床検査医学教授

６．総評

今年度のセミナーは、「今後の効率的な病院検査」をメインテーマに講演Ｉ

川渕孝

佐藤

宇津木

川畑

桑原

高橋

和
道
貞
勇
貞

身
弘
美

胴

菅野剛史

今年度のセミナーは、「今後の効率的な病院検査」をメインテーマに講演２題とシンポジウム・

グループ討議が２日間にわたり予定通り行われた。本セミナーの特徴の一つとして、グループ討

議がある。それぞれの立場から問題提起をし、夜更けるまで本音で語り合うのである。参加者は

今後の病院運営に多くの有益な示唆を与えられたものと思われる。今後も具体的な内容を伴った

セミナーとして運営していきたい。

11．栄養士セミナー

１．開催回数１回

２．開催期曰平成３年６月７日(金)～８曰(土）

３．開催地千葉県、エアロビクスクリニック

４．参加者数２０施設３１名
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5．演題

（１）「体力測定概要説明と問診表の作成」

エアロビクスクリニックトレーナ室主任遠藤昇

（２）「慢性疾患における運動療法」

エアロビクスクリニック院長久野則一

（３）健康度測定

（最大酸素摂取量（エルゴメーター)、体脂肪率測定演習）

エアロビクスクリニックトレーナ室主任遠藤昇

（４）「運動指導作成実習」

（５）エアロビクスクリニック栄養指導システムと施設見学

６．総評

近年、患者に対する病態栄養指導は、疾病治療の効果をあげるために大きな役割を果たしてい

るが、特に代謝性疾患では食事療法のみではなく、運動療法の併用が重視され、その適切な指導

の必要性が高まってきている。

運動の質や強度、量や期間など実技を通して学習し、基礎的な知識や情報を修得することは、

現代栄養士の必須の課題と考える。

このような視点から運動指導に関するセミナーとして開催した。今後も、参加者相互の交流を

通じて意義のあるセミナーとして運営してまいりたい。
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第１３病院幹部医会

1．幹事会．臨時総会

１）開催期曰平成３年９月22曰(日）

２）会場会津若松ワシントンホテル「葵」

３）協議項目１．規約の改訂について

２．幹事等の補充について

以上いずれも原案通り承認された。

幹事会・総会

1）開催期日

2）会場

3）協議項目

平成４年２月16日（日）

旅館新飯坂

１．平成３年度事業報告及び収支について

２．平成４年度事業計画及び収支について

３．役員、会員の動向について

以上いずれも原案通り承認された。

2．常任理事会

１）開催期日 ①平成３年５月31日（金）

②平成３年８月28曰（水）

③平成３年11月12日（火）

曰本病院会会議室

１．役員の就任と退任について

２．９月開催のセミナーについて

３．２月開催のセミナーについて

４．幹事会．臨時総会について

５．病院幹部医会会員の退会について

６．２月開催のカンファレンスについて

７．来年度計画について

2）会場

3）協議項目
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第１４海外視察研究会

1．第27回国際病院連盟（ＩＨＦ）学会参加とカナダ・米国病院施設視察旅行

①期曰平成３年５月31曰～６月10曰（11日間）

②訪問先トロント・マウントサイナイ病院・トロント大学、ワシントン・ヒルトンホテル

（学会場)、オーランド・地域医療センター

③二二三二高橋勝三(東京･武蔵野赤十字病院長）
④参加者数５施設７名

2．統一ドイツの病院視察

①期間８月21日～９月１曰（12日間）

②訪問地｜日東ベルリン・聖へトピック病院、ライプチヒ、マイセン、ドレスデン、ワイマー

ル、バンベルク、ローテンブルク、プラテンポルド病院、リューデスハイム、デュッ

セルドルフ、ロンドン

③三二二二波多野誠(東京･九段坂病院診療部長）
④参加者数１０施設１７名

3．中国医療施設視察団（全国自治体病院協議会との協同企画）

①期間９月30曰～10月11日（12日間）

②訪問地北京医院、黒龍江省衛生庁、ハルビン、西安、上海医院

③二二二二本松研一(県立宮崎病院長）
④参加者数１４施設１４名

４．総評

毎年コンスタントに３回実施して好評を得ている。すべて無事に、支障もなく、行われている。

今後も内容の充実を目指してゆく。
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第１５調査室

本年度は、「病院運営実態分析調査」の他、「週休二日制および金利負担に関る調査」の実施も行っ

た。

◎平成３年度病院概況調査報告書

１．病院概況（病院数、病床数、専用病床保有状況）

２．患者状況（入院一外来、救急比率等）

３．設備状況（ICU、ＣＣＵ、未熟児室、医療機器、コンピュータ等）

４．職員数（職種、病床規模、１病院当り、100床当り、開設者、常勤、非常勤別）

５．部門別業務量（診療、薬剤、放射線、検査、給食、事務等）

６．外注委託状況（寝具、清掃、給食、検査等）

７．その他（基準看護、救急告示、手術件数、敷地一建物面積、剖検率、病床利用率、

平均在院曰数等）

合同調査委員会

1．開催回数１回

2．出席者数６名（延べ人員）

3．協議項目１）平成４年以降における病院運営実態分析調査について

4．総評

平成３年度で「病院運営実態分析調査」の集計プログラムが終了するため、全国公私病院連盟

と協議した結果、当面は平成元年の覚書を前提に継続して行くことになり、合意した。
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第１６医療費・医療法対策

四病院団体連絡協議会

４月18曰（木）医療制度委員会６名

１．救急救命士について

２．医療用産業廃棄物について

３．特定病床等に関する見解について

４月24日㈱総合部会１３名

１．医療費問題について

２．看護職員問題について

３．厚生省前社会局長長尾立子氏後援会について

４．診療放射線技師検討委員会委員の推薦について

５月13日（月）医療経済委員会７名

１．医療費問題について

５月17日（金）医療制度委員会９名

１．救急救命士法について

２．医療廃棄物について

５月21日（火）総合部会１３名

１．在宅保健医療福祉サービスの体系化について

２．医療廃棄物について

３．救急救命士法について

４．医療費問題について

５月29日(村医療経済委員会５名

１．医療費問題について

６月17日（月）医療経済委員会７名

１．社会保険診療報酬体系の諸問題について

２．医業経営実態調査について

６月20曰（木）税制委員会１２名

１．医療法人の定款変更について

６月21日（金）医療制度委員会８名

１．救急救命士法について

２．医療廃棄物について
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６月24日（日）総合部会６名

１．医療費改定の諸問題について

２．救急救命士法について

３．医療廃棄物について

７月23日（火）医療経済委員会８名

１．医療費問題について

７月31日(7k）総合部会１６名

１．看護問題について

２．医療費改訂の諸問題について

３．薬価新算定方式について

４．医療関連サービスに関する実態調査について

８月28日（水）総合部会１０名

１．病院医療の特徴について

２．人事院勧告について

３．週休２曰制について

４．薬価問題について

５．病院経営について

６．医療費改定の財源について

７．介護福祉士の受験資格他について

８．医療法改正に対する決議

９月25日（木）総合部会８名

１．国民医療危機突破全国医師大会について

２．今後の医療費問題について

３．看護問題（准看より正看への昇格等）

10月11日（金）看護小委員会６名

１．准看護婦の単位制、通信制の課程を新設し、

２．外国人看護婦の導入

３．看護要員の確保対策

10月24日（木）総合部会８名

１．看護問題について

２．医療費改訂の諸問題について

３．医療法人の諸問題について

４．育児休業について

看護婦への道を拡大

－１３８－



11月20日（水）看護小委員会１０名

１．准看護婦から看護婦への道を拡大

２．外国人看護婦の導入

３．看護要員の確保対策

11月28曰（木）総合部会１１名

１．スプリンクラーの整備について

２．看護問題について

３．医療費改訂問題について

４．病院薬剤師の当面する諸問題について

５．医薬品の流通近代化と病院経営の安定に対する要望

６．医師賠償責任保険の増額について

７．医療廃棄物処理について

８．医療法人の諸問題について

12月18日（水）総合部会１０名

１．医療費改訂について

２．薬価問題について

３．週休２日制について

４．人事院勧告のベースアップについて

５．自陪責診療料金について

１月22日（水）看護小委員会６名

１．入国管理の現状について

１月28日(火）１０名

１．医療火問題について

２．マンパワー確保対策について

２月19日(7k）看護小委員会８名

１．看護職員の需給計画について

２．基準看護の見直しについて

３．准看護婦から看護婦への道拡大について

４．看護学生の事故防止について

２月26曰㈹総合部会１５名

１．診療報酬改定について

２．寝たきり老人在宅総合診療料の病院適用

３．医療用医薬品の流通近代化について

寝たきり老人在宅総合診療料の病院適用について

医療用医薬品の流通近代化について

－１３９－



４．看護婦確保対策について

３月23日（月）看護小委員会

１．看護業務検討会について

２．基準看護について

３月31曰（火）総合部会

１〆診療報酬改訂について

２．看護婦確保対策について

5名

10名
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第１７第41回日本病院学会

1．学会長故太田元次（前名古屋披済会病院院長）

学会長代行伊藤研（医療法人大雄会理事長）

2．テーマ変革期の医療に希望と活力を

－快適（アメニティー）社会創造のために－

3．開催期日平成３年６月13曰(木)～15曰(士）（ただし、１５曰(土)はカルチャーコースのみ）

4．開催地愛知県・名古屋市

5．会場名古屋市公会堂他

6．演題

（１）特別講演２題

「中部の未来像」

講師愛知県知事

司会第４１回曰本病院学会学会長代行

「国際情勢と日本の社会保障」

講師参議院議員

司会第４１回日本病院学会副学会長

（２）記念講演１題

「世界の中の曰本」

講師ソニー株式会社代表取締役会長

司会第４１回日本病院学会学会長代行

（３）シンポジウム３題

「新時代の医療文化をどのように構築してゆくか」

司会ＮＨＫ解説委員

１．医療、共同体験と生命科学

東京大学医学部免疫学教授

２．転換期の価値観、そして医療

一いま人びとは何を求めているか－

東京大学名誉教授

鈴木礼治

伊藤研

宮崎秀樹

小田博

盛田昭夫

伊藤研

行天良雄

富 雄多田

木村尚三郎

－１４１－



3．医療文化における心の問題

国際曰本文化研究センター教授

4．新時代の医療文化をどのように構築してゆくか

ノンフィクション作家・評論家

「快適（アメニティー）社会創造のために」

司会曰本病院会会長

1．病院建築の立場から

－建築設計の立場から－

千葉大学工学部建築学科教授

2．看護の立場から

曰本看護協会会長

3．新築を行った病院長の立場から

シングル・ケア・ユニット

ー企画から実施に向けて－

聖路加国際病院院長

4．芸術家の立場から

曰展評議員・陶芸家

5．行政の立場から

厚生省健康政策局指導課長

「中小病院の未来をかたる」

司会日本病院会常任理事

1．中小病院の今後はどうなるか

－医療法改正の視点から－

日本医科大学医療管理学教室教授

2．現行の医療行政施策下では、私的中小病院の未来はない

医療法人大医会理事長
愛知県医療法人協会副会長

３．中小病院経営所感
口本病院会′常任理事

医療法人財団五省会理事長

４．中小病院のくるしみ（新任院長のとまどい）

河合隼雄

上坂冬子

諸橋芳夫

伊藤誠

有田幸子

岩下一彦

加藤舜陶

篠崎英夫

織本正慶

岩崎榮

大島多年太郎

西能正一郎

口本病院会常任理事
医療法人おもと会大浜第一病院長 廣田耕

5．中小病院経営戦略の方向

東北大学医学部病院管理学教室助手 関田康慶
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(4)一般演題259題

7．医療人の集い（名古屋観光ホテル）

8．併設集会（自由参加）

「中小病院のひろば」（名古屋市公会堂）

9．併設カルチャーコース

愛知県内の病院、施設見学と観光

10．参加者 延べ5,500名

(別掲）11．プログラム

－１４３－



第41回日本病院学会日程表

学会テーマ：変革期の医療に希望と活力を－'快適(アメニティー)社会創造のために－

瞳

」
』
』

Ｌ
下

月
日 会場

時刻 ８:４５９1０１１１２１３１４１５1６１７１８１９２０

ｉ０ｉＯｌＩｌ
６月

１２日

(７k）

第
１
日
６
月
、
日
附

名古居観光ホテル

名古屋市公会堂

愛知県Ｒ力労会館

名古屋観光ホテル

力午ユの

餌友会随

(名古屋大学医学部）

Ｃ会場

Ａ－１会場

（ＩＦ）

Ａ－２会場

(４Ｆ）

Ａ－３会場

(４Ｆ）

Ｂ－ｌ会場

(１Ｆ）

Ｂ－２会場

(２Ｆ）

Ｃ会場

Ｄ会場

(２Ｆ）

大ホール

(2,000席）

４Ｆホール

(600席）

第７集会室

(150席）

講堂

(】,400席）

小ホール

(200席）

日病会長.

I;LIIirLfiT-
－－弓羅｢－－－~￣￣

開
会
式

休
憩

特
別
瞬
演
１

鈴
木
礼
治

休
憩 特別鷺演２

宮埼秀樹

受
付

医療人の集し、

(参加目5,000円）

３階那古の間

8:４５９1０１１１２１３1４１５】６１７１８１９２０

３１０１０１，’

第
２
日
６
月
Ｍ
日
圏

名古屋市公会堂

愛知県動労会館

Ａ－１会場

（ＩＦ）

Ａ－２会場

(４Ｆ）

Ａ－３会場

(４Ｆ）

Ｂ－１会場

（1Ｆ）

Ｂ－２会場

（２Ｆ）

大ホール

(2,000席）

４Ｆホール

(600席）

第７集会室

(150席）

講堂

(1,400席）

小ホール

(200席）

受
付

受
付

シンポジウム２

快適(アノニティー)社会直り造のために

司会諸橋芳夫

事務管理

Ａ－２－３３－Ａ－２－５２

薬剤部門

Ａ-3-31～Ａ-3-50

看護部門、１

Ｂ－ｌ－３２～Ｂ－ｌ－５０

石。i【部Ｐ'１Ｖ

Ｂ-2-33～Ｂ－２－５２

回
昼食

体憩

学会

総会

,体

態

紀念講演

盛田昭夫

休

憩

シンポジウム３

中小病院の未来をかたる

司会織本正慶

看護部門Ⅵ

Ｂ－２－５３－Ｂ－２－６７

|塵
,式

中小病院のひろぱ

(自由参加）

その他

Ａ－３－５］－Ａ－３－６１

看護部門Ⅳ

Ｂ－ｌ－５１～Ｂ－１－６６

６月

１５日

(土）

カルチャーコース カルチャーコース（施設・見学）



第１８第32回日本人間ドック学会

1．学会長井上幹夫（福岡大学医学部健康管理学教室教授）

2．テーマ健康づくりにおける人間ドック

3．開催期曰平成３年８月22曰(木)～23日(金）

4．開催地福岡県・福岡市

5．会場電気ビル：電気ホール

6．演題

（１）学会長講演１題

「健康管理における人間ドックの役割」

福需美星昌奎全懲誉鐵室学霧井上

座長日本合麟千旱議焉潅依田
（２）招待講演２題

「心と身体のセルフ・コントロール」

曰本究気昊菫会名蕊曇他見
座長元九州大学第三内科教授桝屋

（公開講演）「人間ドックの上手な受け方－何を人間ドックに期待するか－」

聖路加看護大学学長日野原

座長第３２回日本人間ドック学会学会長井上

（３）教育講演３題

「癌の臨床における腫瘍マーカーの有用性」

金沢大学がん研究所内科部教授澤武

座長福岡大学医学部第１生化学教授松岡

「健康づくりのための運動」

福岡大学体育学部教授進藤

座長福岡大学医学部健康管理科助教授本岡

「データ処理と医学判断」

東京大学医学部助教授櫻井

座長大分総合健診センター会長和田

幹夫

忠雄

酉次郎

富

重明

幹夫

紀雄

雄治

洋
一

宗
健

恒太郎

秀夫
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(4)臨床予防医学委員会報告１題

「人間ドック・自動化健診全国集計」

報告日本病院会臨床予防医学委員会・学術図書委員
牧田総合病院副院長

座長日本人間ドック学会前理事長
大阪赤十字病院名誉院長

笹森典雄

二本杉皎

(5)シンポジウム２題

「これからの人間ドックに求められるもの」

司会東京警察病院顧問

１．医学的検査の面から

牧田総合病院副院長

２．栄養の面から

産業医科大学栄養部講師

３．運動の面から

名古屋大学総合保健体育科学センター教授

４．精神の面から

東京警察病院多摩分院医長

５．地域健康管理システムと人間ドック

福岡市衛生局保健部保健予防課課長

６．受診者の立場から

西曰本新聞論説委員会委員

「人間ドックにおける境界域の取扱い」

司会国立久留米病院院長

１．血圧

久留米大学第３内科助教授

２．糖代謝

国立福岡中央病院内科医長

国立福岡中央病院副院長

鈴木豊明

笹森典雄

小松龍史

佐藤祐造

北村蓉子

押領司文健

峰尾一路

宇津典彦

古賀義則

菊
吉

地正統

住孝之
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３．血清脂質

飯塚病院副院長

４．血清尿酸

東京慈恵会医科大学第２内科講師

５．血清γ－ＣＴＰ

福岡大学医学部健康管理科助教授

(6)パネルディスカッション１題

「人間ドックにおける．・メディカルの役割」

司会福岡大学病院教授

１．人間ドックにおける看護婦の役割

一複数回受診者の動向を中心に－

丸子中央総合病院健康管理室

２．人間ドックにおける看護婦の役割

一アンケート調査より~

秋田赤十字病院健診部

３．人間ドックにおける．・メディカルの役割

一保健婦の立場から－

日本赤十字社熊本県支部健康管理センター

４．人間ドックにおける保健婦の役割

一保健指導における食事診断表の活用~

総合病院岡山赤十字病院健康管理増進センター

５．人間ドックにおける栄養士の役割

川崎医科大学公衆衛生部２

６．人間ドック健診における肥満者に対する生活指導

~楽しくやせる会一の現況について

秋田県総合保健センター桐田美

７．人間ドックにおける心理面接の実際

聖マリア病院心理療法科川尻芳

８．ストレスドックにおけるストレスの理解と指導の工夫

ストレスマネジメント原宿診療室

９．健診機関におけるトレーナーの役割

衣笠病院健康管理センター

古賀俊逸

細谷龍男

守田則

鈴木九五

笠原ヒサ

村上照子

牛島絹子

坂田美代子

中島行正

祭、千田由美

枝、古賀佐宜子

唐木久子

大塚洋
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10．企業における運動指導の立場から

東京ガス安全健康グループ

11．人間ドックにおける．・メディカルの役割

一病院附属型健診センターの立場から－

牧田総合病院・附属健診センター

12．人間ドック受診期間中の．・メディカルによる禁煙指導とその効果

沢田亨

鈴木真司

曰本鋼管病院 佐藤真理子、大川曰出夫

(7)一般演題157題

7．併設展示会

医療関係機器等の展示、実演

1,000名（登録参加）8．参加者

９．プログラム (別掲）
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第32回日本人間ドック学会日程予定表
第２曰（８月23曰）第１曰（８月22日）

」
」
⑪

時間 第１会場 第２会場 第３会場 第４会場 第５会場

受付

開会式

学会長講演

シンポジウムＩ

｢これからの人

間ドックに求め

られるもの」

休憩

評議員会（ホテルニユーオータニ博多）

総会

臨床予防医学
委員会報告

招待講演Ｉ

←

←

｢人間ドック・自動化健診全国集計報告」
笹森典雄

｢心と身体のセルフ・コントロール」

池見酉次郎

パネル

ディスカッション

｢人間ドックに

おける．・メデ

イカルの役割」

大腸Ｉ
（ｌ～３）

大腸Ⅱ
（５～９）

大腸、

(１０～１３）

大腸１Ｖ

（14～１９）

循環器Ｉ
(２０～２５）

循環器Ⅱ

(２６～３１）

胸部呼吸

（３２～３４）

肥満
（３５～４１）

糖代謝Ｉ
(４２～４５）

糖代謝Ⅱ
(４６～４９）

検査

（５０～５５）

超音波
（５６～６１）

血液脂質
(６２～６７）

腎
(６８～７１）

乳子宮癌

（７２～７４）

骨
（７５～７７）

高齢者のドック
成績（７８～83）

１８：３０懇親会（ホテルニユーオータニ博多）

時間 第１会場｜第２会場｜第３会場 第４会場｜第５会場

。
』
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一
一
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一
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０
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９
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５

６
７

８
１

１
１

１
１

１
１

１
１

一
一
｜
’
｜
』
｜
』
■

検診システム
（８４～８８）

人間ドックシ

ステム

(８９～９３）

シンポジウムⅡ

｢人間ドックに

おける境界域の

取扱い」

上部消化管

(９４～９８）

消化器一般

(９９～１０２）

肝疾患
（１０３～１０９）

胆嚢

（110～115）

ドック指導Ｉ
（１１６～118）

ドック指導Ⅱ
（１１９～122）

検診成績
（123～126）

体力測定運動Ｉ
（１４１～１４５）

体力測定運動Ⅱ
（146～１５１）

運動と酸素摂取

量（152～157）

休憩

教育講演Ｉ

教育講演Ⅱ

教育講演、

閉会式

招待講演Ⅱ

(公開講演）

←

←

←

｢癌の臨床における腫瘍マーカーの有用性」

澤武紀雄

｢健康づくりのための運動」

進 滕 宗洋

｢データ処理と医学判断」

櫻井恒太郎

｢人間ドックの上手な受け方
← －何を人間ドックに期待するか－」

日野原重明



第１９第17回日本診療録管理学会

1．学会長吉田弘一（宮城県立成人病センター副院長）

2．開催期日平成３年９月19曰(木)・２０日(金）

3．開催地宮城県・仙台市

4．会場ホテルメトロポリタン仙台

5．演題

（１）特別講演１題

医学と医療の接点

元東北大学学長

（２）教育講演１題

人を生かすもの

ノートルダム清心女子学園理事長

（３）シンポジウム１題

主宰（座長）聖路加国際病院顧問

宮城県対がん協会
モデレーター

宮城県新生物レジストリー

モデレーター新潟市民病院副院長

テーマ「診療録管理の過去・現在・未来」

厚生省病院管理研究所における病歴担当者講習と研究会

東海大学医学部病院管理学非常勤講師
元厚生省病院管理研究所医療管理部長

橋本寛敏先生の偉大な遺産の一つ「診療記録管理という業務の出発

石田名香雄

渡辺和子

野辺地篤郎

高野昭

木村明

津田豊和

橋本寛敏先生の偉大な遺産の一つ「診療記録管理という業務の出発点」

日本診療録管理士協会会長栗田静枝

わが道、診療録管理との出合い

前日本診療録管理士協会会長酒井隆子

日本における診療録管理の歴史

杏林大学医学部教授高橋政頑

医療と診療録

日本大学医学部教授大道久

診療録管理士が国家資格を得るために何をするか

九州大学医学部教授野瀬善明
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診療録管理士の教育について

駒沢短期大学教授本間襄

一般演題５０題

演題ｌ～５

座長浜の町病院兵働貞夫

倉敷中央病院友杉順子

1．沖縄県立中部病院に於ける診療録管理の現状

沖縄県立中部病院外科松本廣嗣他

2．島根医科大学附属病院中央病歴室の増改築に伴う診療録管理の充実について

島根医科大学病歴専門部会田中寛他

3．カルテ保管庫から診療録管理室へ～第２報・パソコンの利用について～

秋田赤十字病院中央病歴室伊藤晃他

4．放射線画像の永久保存と廃棄

聖マリアンナ医科大学病院放射線部ファイル室塩澤裕之他

5．九州における診療録・医療情報システムの運用・管理の実状と評価

国立肥前療養所九州国立病院・療養所診療管理と医療情報に関する研究会

田原孝他

演題６～１０

座長川崎医科大学中島行正

虎の門病院三浦葉子

６．新外来カルテ管理システム実施後の経過と問題点について

医療法人社団曰鋼記念病院佐藤正子他

７．外来カルテ搬送の事務部への業務移管について

北里大学病院中央診療施設系部・病歴センター部、事務部・環境整備課

伊藤雄次他

８．光ディスクによる管理の実際と反省

佐賀医科大学附属病院業務部医事課情報処理係中島春美他

９．自治医科大学附属大宮医療センターにおける病名登録システムの運用と問題点

自治医科大学附属大宮医療センター医療情報部

渡邉亮一他

１０．１患者－１情報口座一複数ファイル・システムの展開と運用

国立肥前療養所高石勝彦他

－１５１－



演題１１～１４

座長国立津病院岡崎通

大阪府立病院大津淑子

11．「看護サマリーのあり方とその利用」病院情報システムとリンクした看護サマリー

鹿児島大学医学部附属病院医療情報部

12．看護サマリーのあり方とその利用

北里大学東病院

13．卒後教育の中の看護サマリーの役割看護サマリーのあり方とその利用

国立横須賀病院看護部

14．当院における退院サマリーの一考察（継続問題の記入の有無から）

宮城県立瀬峰病院看護部

漬題１５～１９

座長北里病院

宮城県対がん協会

15．臨床統計における新しい試み

北九州総合病院

16．診療録管理の立場からみた死亡診断書の記載の検討

新潟市民病院診療情報部病歴室

17．退院時要約による医療情報の利用

国立呉病院医事課病歴管理室

18．退院診療録の整理期間短縮化

東京慈恵会医科大学第１外科学教室

19,へルスメイク・プログラムの研究一運動診断について－

川崎医科大学公衆衛生学Ⅱ

演題２０～２４

座長福岡大学

中部労災病院

20．標準統計表（退院時疾病統計）の今後の問題点

一曰本病院学会の標準化書式を使用して－

杏林大学医学部附属病院病歴室

21．病院の医療機能評価に関する試み

産業医科大学病院病歴部

宇都由美子

長澤哲夫

竹山洋子他

千田千秋他

伊藤雄次

奥野ヨシ

亀谷和代

佐藤泰子他

西住照代他

山田智津子他

中島行正他

重松峻夫

毛禾１１文子

小林 恵他

小平美砂緒他
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22．疾病統計における反復入院患者の取扱い方

国家公務員等共済組合連合会浜の町病院戸次弍子他

23．救命救急統計と診療録について

福井県立病院病歴管理室五十嵐よしゑ他

24．カルテの研究用利用が患者増につながった一例

社会保険小倉記念病院診療録管理室三宅裕子

演題２５～２９

座長秋田赤十字病院竹本吉夫

長岡赤十字病院伊豆一郎

25．高血圧、喫煙・飲酒習Ｉ慣からみた脳卒中

一秋田脳研22年間のデータより－

秋田県立脳血管研究センター病歴室阿部篁子

26．医事会計データの病歴での活用について（疾病別在院日数と保険請求点数の分析）

国立小倉病院医事課統計病歴係阿南誠

27．福岡大学病院における入院患者の診療圏

福岡大学病院病歴室平木修他

28．判例集から見た手術患者における診療録の必須記載項目の検討

石川県立中央病院病歴管理部伊藤澄江他

29．外来患者の経年別再来院率調査について

富山市民病院中央病歴室山地正三

演題３０～３４

座長熊本市立熊本市民病院長尾和治

済生会神奈川県病院三竹年世子

30．パソコン利用による病歴データベースの検索サービスとその効果

沖縄県立中部病院診療録管理室松本廣嗣他

31．パソコンによる診療録管理

一カード検索からパソコン検索へ－

公立陶生病院医務局医療情報部病歴管理室加藤正巳

32．病名発生源入力による活用状況と、運用上の利点及び問題点について

東海大学附属病院病歴管理センター情報管理室小池実佳他

33．カナダにおけるＨＭＲＩ（HospitalMedicalRecordslnstitute）の役割と機能

杏林大学医学部病院管理学教室高橋淑郎

トロント大学医学部へルス．アドミニストレーションGeorgePink・HildoBolley
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一診療科におけるパソコンによる患者情報管理とその効果について

沖縄県立中部病院泌尿器科

一般演題

漬題３５～３８

座長済生会神奈川県病院

日本診療録管理士協会

診療情報管理教育の学校教育における諸問題

国際医療管理専門学校名古屋校

診療録管理に関する医学生実習の１例

東大病院中央医療情報部

診療録管理室運営の指針を求めたアンケート調査

一神奈川県内300床以上病院一

済生会神奈川県病院病歴図書室

診療記録の監査について

淀川キリスト教病院

漬題３９～4２（１３：４０～１４：２０）

座長坂総合病院

財団法人松村総合病院

パソコンを使った診療録管理

沖縄県立中部病院診療録管理室

診療録管理のＯＡ化におけるパーソナルコンピュータと

オフィスコンピュータの実践による比較検討

東邦大学医学部附属大森病院診療録管理センター

ネットワーク型光ディスクファイリングシステムの診療録保管への使用

34.

新垣義孝他

山本修三

大町文子

35.

橋本龍清他

36.

木内貴弘他

37.

谷川眞希子他

38.

高本進他

村口

有坂

至
馨

39.

名嘉真優子他

40.

小野丞二他

ネットワーク型光ディスクファイリングシステムの診療録保管への使用経験

名古屋大学医学部附属病院医療情報部病歴管理室山内一信他

当法人における退院患者情報システムについて

医療法人明和会中道病院梅津正矩他

41.

42.

演題４３～４６

座長 筑波大学高田彰

関東逓信病院戸川登美子

43．情報の先取り方式による病歴室での病歴管理について

（パソコン簡易言語データベースを利用して）

国立名古屋病院堀場すみ他
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オフィスコンピュータ導入による診療録管理３年間の実用経験

三重県厚生連松阪中央総合病院中央カルテ室

病院情報システムの連携による病歴室業務の合理化

筑波大学附属病院病歴部

診療録管理士による病歴管理システムの構築について

聖母病院病歴室

漬題４７～５０

座長国立横須賀病院

国立仙台病院

47．バーコードによるカルテ管理について

東海大学附属病院病歴管理センター情報管理室

44.

中津眞有美他

45.

高田彰他

46.

小栗節子

松
京

露無

上田

平
子

霞堂直史他

48．大型コンピュータによる病院単位の診療録管理について

国立横須賀病院

49．ホストコンピュータを利用した病歴管理システムの開発

財団法人竹田総合病院

50．パソコン病歴管理システムの開発

露無松平他

竹田秀

一マークカードからのデータ移行一

大阪厚生年金病院医療情報課病歴室 入江真行他

－１５５－



学会時間表（学会場４階・千代）

第１日９月１９日（木）

１３:００ １４:００１２:００ １５:00１１：００ １６:００１０:００ １７:００9:００ １８:００８:００

般演題演題 指定・一般演題

シンポジウム

｢診療録管理の過去、現在、未来」

露lilT㈱
開会式受付開始 休憩 懇親会

６～１０

保管・管理

その他

ｌ～５

保管・管理

緋篝薫
鱸通|座長
大津淑子|露晉奎

４階

千代
座長野辺地篤郎

長
島
浦

座
中
三

座長

兵働

友杉

ﾓデレーター高野

木村

行正

葉子

貞夫

Ｉ順子

昭
明

」
⑰
⑦

９月２０日（金）第２日

](】 〕０、：ＯＬ〕(】３：００８

１
１
コ

７
Ｌ

４℃

笙長ｌＥ

」羊１号,Ｈヨ

司坂里自１戸IⅡ谷二子ｌ卜Ｆ１。

理事会は９月１８日(水)、１３：００～１５：００，３階・藤、評議員会は１８日（水）１５：００～１７：００，３階・曙で行います。

学会受付は18日（水）１３：００～１７：００，３階ロビーでも行います。

併設展示：１９日（木）９：００～１６：３０，２０日（金）９：００～１６：００，４階エスパル催事場で行います。

１３:００８:００８:3０９:0０１０:0０１１:００１２:0０１４:００１５:００１６:0０

受付開始

一般演題

20～2４

統計

座長

重松峻夫

毛利文子

夫
郎

羽
計

士
□
｜

妬
統

長
本
豆

座
竹
伊

30～3４

検索

その他

座長

長尾和治

三竹年世子

特別講演

｢医学と医療の接点」

元東北大学学長

石田名香雄

座長

吉田弘一

昼食休憩

般演題

35～3８

教育指導

その他

座長

山本修三

大町文子

39～4２

コンピュータ

座長

村ロ至

有坂馨

43～4６

コンピュータ

座長

高田彰

戸川登美子

47～5０

コンピュータ

座長

露無松平

上田京子

閉会式



第２０‘91国際モダンホスピタルシヨウ

マ：価値ある健康愛される病院

期：平成３年７月11日(木)～13曰(士）

午前10時～午後５時

場：東京・池袋サンシャインシティ文化会館２．３．４階

く会場面積7,700㎡〉〈展示面積3,450㎡〉

（東京都豊島区東池袋３－１－４）

催：社団法人日本病院会

社団法人日本経営協会

援：厚生省外務省通商産業省郵政省消防庁東京都日本貿易振興会

（1M)製品輸入促進協会肋日本医師会（Ｉ｡)日本歯科医師会㈱日本薬剤師会

㈱日本看護協会Itl)医療情報システム開発センター（助日本医薬情報センター

（1M)医療機器センター㈱全国自治体病院協議会㈱全日本病院協会

㈱日本精神病院協会㈱日本医療法人協会全国公私病院連盟

㈱曰本病院薬剤師会拙曰本栄養士会⑪日本放射線技師会

㈱曰本臨床衛生検査技師会㈱曰本理学療法士協会肋日本作業療法士協会

㈱全国病院理学療法協会㈱東京都臨床衛生検査技師会出展各国大使館

（順不同）

賛：全国社会福祉協議会曰本医療機器関係団体協議会㈱曰本エム・イー学会

㈱日本放射線機器工業会㈱曰本電子機械工業会日本薬科機器協会

曰本医科器械商工団体連合会日本医用機器工業会曰本医療器材協会

曰本人工臓器工業協会日本理学療法器材工業会曰本医用光学機器工業会

曰本分析機器工業会（ith日本衛生検査所協会杣日本衛生材料工業連合会

（助日本医療食協会㈱日本健康治療機器工業会㈱日本病院寝具協会

㈱日本病院建築協会肋全国消防機器協会医事コンピュータ協議会

日本在宅医療福祉協会㈱東京都医療社会事業協会（順不同）

容1．環境・設備関係

(1)

(2)

う
く
三

(3)会

(4)主

(5)後

(6)脇

展示内容1．環境・設備関係

２．医療機器関係

３．医療材料関係

４．医療情報システム・事務機器関係

５．院内物流システム関係

６．ホームケア・リハビリテーション関係

(7)
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７．患者サービス関係

８．人材教育・その他

(8)展示規模及び出展業者数

176社／7,700㎡(展示面積3,450㎡）輸入品展示42社

※輸入製品展示について

曰本国内の商社が取り扱っている海外製品及び海外直接出品製品が下記の在日大使館等の協

力を得て展示された。

ＵＳトレードセンター・イギリス大使館・イタリア大使館・オーストラリア大使館・オラン

ダ大使館・スウェーデン大使館・デンマーク大使館・ドイツ大使館・フランス大使館

（順不同）

(9)入場者数

総入場者数：50,140名（昨年47,110名）

※団体見学（医療専門学校）２３校1,718名（昨年18校1,312名）

国際モダンホスピタルショウ入場者推移

(1000名）６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

■■
■■

'８６・８７・８８’８９’９０’９１

00）特別企画事業

①医療機器部門

テーマ：「医療環境をともに見つめ考えよう」

②ホームケア部門

テーマ：「自立をめざす支援機器」

③医療情報部門

テーマ：「健康づくりに役立つ情報システム」

(11）研究会・シンポジウム

①研究会

＊定例人事労務研究会

－１５８－
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＊定例会計経理研究会

＊栄養調理合同研究会

＊定例薬事管理研究会

②セミナー

＊医療紛争防止のためのセミナー

＊病院近代化セミナー

「魅力ある病院づくり」

＊病院長・幹部職員セミナー

③シンポジウム

＊国際シンポジウム

「２１世紀にむけての医療・保健・福祉の連携」

＊日本病院会特別シンポジウム

「医療廃棄物をめぐる諸問題」

｢'91ホスピタルガイド」の刊行

(1)「`91ホスピタルガイド」の刊行

内容：①「医療廃棄物処理」について

②会社紹介

③製品紹介

④製品メーカー名簿

体裁：Ｂ５版横組本文144ページ

発行部数：70,000部

(12）

＊出品社の会社紹介および製品紹介を中心に編集したもので、国際モダンホスピタ

ルショウ出品社に限らず、病院経営に役立つ情報誌として刊行。

＊後曰の機種決定・導入等の参考資料として利用できるように企画・編集し、会期

中招待券持参者に無料で配付した。

(2)「会場案内」の刊行

①主催者挨拶⑥国際部会からの報告

②特別企画（研修・研究会）について⑦医療情報部門展示について

③開催企画について ⑧各会場案内図

④医用画像の発展について ⑨出品社名簿

⑤ホームケア部門展示について

展示内容

展示内容は、一般展示として医療機器、医療材料、病棟、薬局、検査、栄養給食、ハウス
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キーピング、ホームケア・リハビリテーション、医療事務、医療情報システム、病院環境設

備機器などの各メーカー・ディーラーが最新の技術・製品を展示・実演した。

また、３つの企画展示コーナーでは、第一会場（文化会館２階）「医療廃棄物処理パネル

コーナー」では、医療廃棄物処理ガイドラインの概要パネル展示や医療廃棄物に関する処理

機器や容器・システムの紹介や相談コーナーを設けた。第二会場（文化会館３階）「ホーム

ケアコーナー」では、日欧米を中心に在宅ケア用品・リハビリ機器の展示や在宅医療支援の

ためのコンサルタント会社の紹介。第三会場（文化会館４階）「健康づくりに役立つ情報シ

ステムコーナー」では、通信ネットワークやＩＣカード・光カードを駆使した健康管理や在

宅医療支援システムの紹介が行われた。

－１６０－



第２１‘91ヘルス展

会期：平成３年７月11日(木)～13曰仕)までの３日間

会場：東京・池袋サンシャインシティ文化会館

主催：社団法人曰本病院会

社団法人曰本経営協会

テ－マ：価値ある健康～自らつくるヘルスプラン～

後援：厚生省、農林水産省、労働省、東京都、特別区長会、日本貿易振興会、

（助製品輸入促進協会

協賛：㈱日本医師会、㈱日本看護協会、⑪日本栄養士会、㈱東京都医師会、(1M)保健会館、

健康保健組合連合会、(助曰本レクリエーション協会、㈱日本健康治療機器工業会、

（助医療情報システム開発センター、㈱生命保険協会、(財)健康・体力づくり事業財団、

（助東京都予防医学協会、(助余暇開発センター、(助学校福祉協会、中央労働災害防止

協会、(助日本健康食品協会、(助日本健康スポーツ連盟、⑪日本スポーツ用品工業協

会、(肋日本電子治療器学会、全日本健康自然食品協会、㈱スポーツ産業団体連合会

開催時間：午前10時～午後５時

会場規模：約800㎡

出品社数：３０社

展示品目：（展示ゾーン）

（１）食品コーナー

①自然食品②低カロリー食品③栄養補助食品④減塩食品

⑤健康飲料⑥調味料⑦その他の健康食品

（２）健康と情報コーナー

①パソコンによる健診システム②総合健康診断システム

③健康関連図書

（３）体験コーナー

①体力測定機器②マッサージ機器③トレーニング機器

（４）施設コーナー

①スポーツクラブ②保養施設

（５）リフレッシュコーナー

①入浴斉'１②洗剤・石鹸③衛生器具④寝具用品

（６）セルフチェックコーナー

①血圧計②電子体温計③試験紙④血糖測定器

(1)

(2)

(3)

１
１

４
５
１
Ｉ

(6)

１
１
１
１

７
８
９
Ⅶ

Ｉ
１
１
Ｉ
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⑤脈拍計⑥塩分測定器

入場料：無料

入場者数：39,340名（３日間）

特別企画

●公開講演会

会場：東京・池袋サンシャインシティ文化会館７階710号室

曰時：７月12曰(金)１３：３０～１５：００

講師：大島研三氏

（日本大学医学部名誉教授

大島記念嬉泉クリニック院長）

テーマ：「成人病防止の生活改善」

参加人員：８８名

日時：７月13日出１３：３０～１５：００

講師：小森和子氏

（映画評論家）

テーマ：「いつまでもすこやかに美しく」

参加人員：123名

●栄養指導相談コーナー

所定の用紙に記入していただいたデータに基づき、栄養バランス・エネルギーバランス等栄

養士が指導・相談を行った。

●展示内容

展示内容としては、健康食品・機能性補助食品・低カロリー食品・成人病治療食品・健康飲

料・スポーツ飲料などの食品関連、入浴剤・マッサージ機・エアーマッサージ椅子・脱臭・除

菌の空気清浄機などリフレッシュ関連、さらに自動血圧計・電子体温計・心電図などのセルフ

チェック関連製品も出品された。

また、パソコンによる健康診断システムや体力測定システム、「家庭医学大百科」のＣＤ－

ＲＯＭ、フィットネス製品では画像付自転車が展示された。

01）

02）

㈹

－１６２－



第２２創立40周年記念事業

1．開催期日平成３年５月25日出

2．開催会場帝国ホテル

3．記念式典次第午後４時～５時

於本館２階孔雀西の間

開式の辞財津晃副会長

式辞諸橋芳夫会長

厚生大臣祝辞坂本龍彦事務次官（大臣代理）

厚生大臣表彰

受彰者代表謝辞高木紹夫氏

会長表彰

受彰者代表謝辞井上加代子氏

閉式の辞中山耕作副会長

4．記念パーティ次第午後５時～７時

於本館３階富士の間

開会挨拶諸橋芳夫会長

来賓祝辞

衆議院議員

参議院議員

日本医師会長村瀬敏郎副会長（会長代理）

病院団体代表田蒔孝正全日本病院協会長

厚生省関係代表佐分利輝彦元医務局長

乾杯日野原重明氏

祝宴

閉会挨拶河北博文副会長
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5．参加者数

発信招待数 出席者数 代理出席数

１１ １１ １１

１２９ ８７

１６３

１１７

１６１

９８２７１ ９４

１０１２４１４ ３０ ７１

７１９ ２０３ ２０２

４０３７ ６３５ ５７８

６６１ ６０４

彰
藤
本
戸
山
村
塚
木
橋
田
沢
宅

表臣
伊
織
柏
亀
北
鍬
高
高
寺
藤
三

大生厚６ 者彰
研
慶
英
平
彦
郎
夫
頑
守
清
之

表
一三百

被
正
正
宏
行
登
紹
政

正
浩

１１名

愛知県

東京都

千葉県

新潟県

兵庫県

福岡県

埼玉県

東京都

愛知県

福井県

東京都

大雄会第一病院長

織本病院長

柏戸病院長

(元）厚生連中央綜合病院長

優生病院長

福岡赤十字病院長

深谷赤十字病院長

杏林大学医学部教授

公立陶生病院長

福井県済生会病院長

関東逓信病院顧問

（敬称略５０音順）

－１６４－

発信・招待数 出席者数 代理出席数 重複数 実数

厚生大臣表彰 １１ １１ １１

会長表彰 １２９ ８７ １ ８７

国会議員 １６３ ３１ ２１ ３１

ノー

ｲ丁 政関係 １１７ ２３ ２３

関係団体 １６１ ５５ ２２ ３３

委員 ２７１ ９８ ４ ９４

正会貝 ２４１４ １０１ ３０ ７１

賛助会員 ７１９ ２０３ １ ２０２

報道関係等 ５２ ２６ ２６

合計 ４０３７ ６３５ ２２ ５７ ５７８

※事務職員 ２３ ２３

応援 ３ ３
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７．会長表彰被表彰者

会沢孝茨城県

青木禧和東京都

青山博東京都

荒井蝶子東京都

井上加代子東京都

井上寿一埼玉県

伊藤武雄東京都

伊藤誠千葉県

伊藤政一東京都

129名

大洗海岸病院

(元)岩井総合病院

(元)三井記念病院

聖路加看護大学

杏林大学医学部Ntl属病院

上福岡総合病院

杏林大学医学部

千葉大学工学部

㈱トーヨーレイバーコンサ

ルタント

伊藤会計事務所

東京都衛生局

北品川総合病院

(元)東海大学医学部附

属東京病院

目蒲病院

聖路加国際病院

福岡大学医学部

(元)国立小児病院

(元)武蔵野赤十字病院

岩井総合病院

鳥取県立中央病院

三井記念病院

総合新川橋病院

曰比谷病院

東京警察病院

小笠原クリニック

(元)癌研究会附属病院

聖隷福祉事業団

杏林大学保健学部

姫路赤十字病院

国立津病院

長洋群馬県前橋赤十字病院

加藤明滋賀県琵琶湖病院

加藤動東京都（元)大蔵省印刷局東京

病院

加藤健愛知県三九朗病院

加藤雄二東京都北品川総合病院

垣花満東京都大森赤十字病院

笠井良一京都府（元)曰本パフテスト病院

片山孝一東京都聖路加国際病院

神田幸助東京都昭和大学病院

木田恵三岡山県新見中央病院

岸口繁大阪府府中病院

北原哲夫東京都（元)東京逓信病院

行天良雄東京都日本放送協会

倉光宏岩手県北上済生会病院

小西宏神奈川県林間病院

後藤久夫東京都東京都福祉局

幸保文治東京都曰本大学医学部

衣川輝夫東京都（元)東京衛生病院

近藤英二東京都（元)聖路加国際病院

近藤慶二高知県高知県立中央病院

佐藤節夫東京都順天堂医院

佐藤亘東京都東邦大学医学部附属大

森病院

斉藤正夫山梨県石和温泉病院

酒泉春雄東京都河北総合病院

榊田博滋賀県西大津病院

里村洋一千葉県千葉大学医学部

真田幸良東京都（元)曰本赤十字社医療

センター

沢井陽一奈良県沢丼病院

塩谷弥兵衛大阪府大阪大学医学部

伊藤寛

伊藤ユキ子

飯田信吾

池田博

県
都
都
都

知
京
京
京

愛
東
東
東

都
都
県
都
都
都
県
都
県
都
都
都
都
県
都
県
県

京
京
岡
京
京
京
取
京
割
京
京
京
京
岡
京
庫
重

東
東
福
東
東
東
鳥
東
神
東
東
東
東
静
東
兵
一
一
一

石橋秀雄

石山稔

犬塚貞光

今村栄一

人山和太次

岩井宏方

岩宮緑

上原みどり

内海栄一郎

梅津勝男

海老沼廣

小笠原道夫

尾子きよゑ

大塚暢

岡井治

岡田康男

岡崎通
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設楽正登東京都

下房子埼玉県

下辻常介大阪府

スナイダー純子東京都

杉政孝東京都

杉尾敏憲東京都

杉本久東京都

瀬戸泰士秋田県

関守長野県

薗部雅一兵庫県

田中矩夫三重県

平和夫東京都

高橋勝三東京都

橘雅子埼玉県

月山和男和歌山県

寺田一郎新潟県

戸川潔茨城県

土井義行兵庫県

徳永貴士神奈川県

富永健二愛知県

佼成病院

関越病院

箕面市立病院

(元)聖路加国際病院

東京国際大学

国立療養所村山病院

早稲田速記学校

中通病院

城西病院

(元)兵庫医科大学

田中病院

東京都済生会中央病院

武蔵野赤十字病院

女子栄養大学

月山病院

水原郷病院

(元)茨城県立中央病院

舞子台病院

横浜総合病院

(元)名古屋第二赤十字

病院

中津医療福祉センター

(元)和歌山赤十字病院

江東病院

中野小児病院

西陣病院

山口県立中央病院

中村整形外科病院

健康保険川崎中央病院

東京衛生病院

友愛健康医学センター

野島病院

白石中央病院

野村益朗

波多野誠

馬場昂

倍賞玉之助

針谷達志

比嘉實

曰輝勝郎

兵働貞夫

平井千枝

平木修

藤井誠一

藤田良三

藤原憲和

辺見九十九

都
都
県
都
県
県
都
県
都
県
都
県
県
都

京
京
葉
京
阜
縄
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第一病院

九段坂病院

日本エアロビクスクリニック

東京衛生病院

朝日大学経営学部

沖縄赤十字病院

あそか病院

浜の町病院

東京医科大学病院

福岡大学病院

大東文化大学

東京医科大学霞ケ浦辰i院

回生病院

(元)東京都済生会中央

病院

堀産婦人科医院

公立藤田総合病院

浜松赤十字病院

聖ヨゼフ病院

(元)癌研究会附属病院

東京警察病院多摩分院

順天堂医院

(元)社会保険中央総合

病院

県西総合病院

曰本大学医学部

小倉記念病院

東芝総合健診センター

宮地病院

札幌健診センター

同愛記念病院

京浜総合病院

広野高原病院
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東京都

福島県

静岡県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

豊島正忠

内藤行雄

中川渉男

中野博光

中橋彌光

中村功

中村登喜雄

長崎洋三

西浦捷裕

西野静雄

野島鉄之助

野田潔

大阪府

和歌山県

東京都

大阪府

京都府

山口県

青森県

神奈川県

東京都

富山県

鳥取県

北海道

三宅和夫

三宅史郎

三宅裕子

三輪卓爾

宮地知男

宮本健司

八木下将也

矢作忠政

安田俊吉

茨城県

東京都

福岡県

東京都

兵庫県

北海道

東京都

神奈川県

兵庫県
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米田啓二

渡辺正光

若月俊一

慈光会病院

東京ＹＭＣＡ専門学校

豊島中央病院

住友生命総合健診システム

東京都

福島県

長野県

全国自治体病院協議会

渡辺内科胃腸科病院

佐久総合病院

（敬称略５０音順）

山崎學

輿那嶺光子

吉田竹郎

吉川博道

群馬県

東京都

東京都

大阪府

記念出版物

『曰本病院会40年のあゆみ」

巻頭の諸橋芳夫会長の挨拶文「創立40周年を迎えて」を紹介し、この小冊子の内容としたい。

８．

日本病院会は昭和26年６月に設立され、本年創立40周年を迎えました。これも偏に創立以来多

数の関係者による、ご協力とご援助の賜と深く感謝いたしております。

本会の目指すものは日本の全病院の協力を得て、国民に信頼されるよう医の倫理を守り、医療

評価と患者サービスの向上、病院経営基盤の安定を図り、国民医療に貢献することであります。

その使命達成のため、本会は各種の事業及びそれらに伴う活動を行っており、その内容について

は既に「日本病院会30年史」に詳述されておりますが、この度、創立40周年を記念し、本会の４０

年間の概要を、記念小冊子としてまとめることといたしました。写真や図表などを取り入れ解説

してありますので、これにより、我が国の病院の量的・質的の発展、管理の向上をご理解いただ

けるものと思います。

このところ医療を取り巻く環境は大変厳しく、急速に進む高齢化社会を背景として、医療法一

部改正による病院の類型化、地域における医療機関の連携等の問題、看護職員等マンパワー不足

問題、老人保健制度の問題、更に切実な問題として、医療費の伸びを国民所得の伸び以下に強力

に抑制せんとする国の施策はいまや病院経営を大きく圧迫するところとなり、地域医療の確保・

向上にも悪影響をもたらしております。

本会としては、これらの諸問題を解決し、病院相互間、病院と診療所間、更には保健と医療と

福祉の連携をめざし、国民に信頼され選ばれる病院造りに邇進したい所存であります。今後とも

一層の御指導とご鞭燵の程お願いいたします。以上です。

なお、構成はｌ）日本病院会のあゆみ

２）日本病院会の目的達成のために

３）事業のあらまし

４）年譜

で、事業のあらましについては、各制度委員会委員長、研究会委員長に執筆を依頼し、当該委員会

(研究会）の目的・沿革・現況を紹介した。

他については、専ら学術委員長岡崎通常任理事の執筆、編集により作成。
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9．その他の記念品

大臣表彰受彰者 会長表彰受彰者 出席者

①
②
③
④
⑤

下条進一郎厚生大臣の為書

同上を加工

小野田敏郎著「国民医療論」

岩波書店「国語辞典」

○

○
○
○
○

○
○
○

○
○

テレホンカード
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第２３日本病院会政治連盟報告

1．平成３年度連盟役員会

４月11日(木）曰病会議室出席者５人

く議題〉

１）政治連盟の今後の活動と運営について

２）政治連盟ニュース発行について

３）常任幹事、中央幹事、都道府県幹事、参与：

〈資料〉

１）都道府県病院協会・協議会一覧表

２）日本病院会支部、役員名簿

３）日本病院会政治連盟ニュース

４）神奈川県病院協会政治連盟役員組織表、他

参与退任について

5）日本病院会顧問議員団

日本病院会顧問議員団朝食会

11月13日㈹自由民主会館８Ｆ

出席者顧問議員18人（本人12、代理６）

曰病役員５人

く議題〉

１）医療費改定について

２）医療法改正について

く資料〉

１）病院医療をめぐる諸問題

２）病院医療に関する緊急の要望

３）医療費緊急是正の要望

４）診療報酬、地域格差

５）医療法改正に対する決議

６）医療法改正に対する基本的考え方

７）次回医療法改正に向けての提言

（日本病院会ニュース424号に記事）

２．
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曰常活動、その他

医療費改定の曰病要望実現に向けて瀕回に幹部が、顧問団を中心に懇談。特に病院における人

３．

件費問題と、診療報酬への反映を中心課題に理解を求めた。

その他国会議員激励への協力依頼多数。
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平成３年４月２４日

医原法改正に対する基本的考え方 また、教育機能として位置付けるとすれば現在の医療の問題点の源とも言

うべき大学教育、大学医局、卒直後研修教育、生涯教育等の在り方が将来

に向けて改善できる方向付けが当改正によってなされなければ無意味であ

る．医師の極端な施設偏在、地域偏在、科目偏在等が社会の必要に応じ法

改正により解決されるべきである．

特定機能病院と同時に特に卒直後の研修教育を行う臨床研修病院の医療

法上での確立と共にその全国的整備が望まれるものである．

療養型病床群に関しては、急性短期一般、介護力強化病院、老人保健施

設、福祉施設等の病床と機能並びに経済に関し充分整合性のとれた位置付

が必要である．

日本病院会

医尿制度委員会

平成元年３月２５日付「次回医療法改正に向けての提言」（添付資料）によっ

て日本病院会は医原法改正に対し社会の変化を前提とした基本的方向付けと総論

的事項並びに各論的事項に関し提案した．その後政府より「医療法の一部を改正

する法律案要綱」が提出ざれ国会の継続審議事項となっているが、ここに再度

日本病院会としての法律改正に対する基本的考えを述べるものである．

今回の改正の要点

１医療提供の理念等に関する事項

２施設機能の体系化に閲する事項

３病院、診療所等の業務委託に関する事項

４医療法人の業務に関する事項

５医業等に係わる掲示及び広告に閲する事項

６診療科名に関する事項

病院、診療所等の業務委託に関する事項

医療法人の業務に関する事項

社会保障制度と言えども民間活力が生かされねばならずこの点において委

託される業務は医療関連周辺分野であり、との分野を従来の医療の内・外

からの参加により活性化すると共に医療における民間活力の主たる担い手

である医療法人の業務に関しては改正法律案に定められた二業務に止まら

ず福祉・保健においては幅広く検討される必要がある．

３
４

ｌ
』
『
画
Ｉ

に対し、前回の提言（添付資料）の中に述べている基本的な方向付けは同じであ

るが、さらに具体的には以下のことを提案する．

１医療提供の理念等に関する事項

医療法の中で明確に医療を定義付ける必要があるがそれは社会の変化に対

応するものでなければならず、医原の公共性、医藤経済、福祉・保健分野

との連携等を充分に考慮したものであること．

医業等に係わる掲示及び広告に関する事項

まず、最も大切なことは適正な情報が国民に対し必要に応じ開示されるこ

とであり、これは医療の評価が公正に行われていることを意味する．無意

味な広告に関する規制のみ議論することではなく公正なる評価制度を確立

することを目的としながら情報の開示の中で検討することが大切であり、

広告ということばの他に広報という概念を導入すべきである．

５

２施設機能の体系化に関する事項

特定機能病院に関する議論では特に医療機能と教育機能が混同されている

様である．医療機能は現在見直しの行われている地域医原計画との関係が

充分配慮されるべきであり、これは医療の持つ公平さを勘案し、整備され

るべきである．換言すれば、紹介外来性の導入は地域医尿施設としての範

囲以外は全て対象とされることである．

６診療科名に関する事項

前回の提言による．



７その他

(1)現在行われている地域医療計画の見直しに関しては自由競争原理による質

の向上を損なわない配慮が必要であると共に病院病床の機能別検討が不可

欠である．言い換えれば、前述の施設類型の見直しに対応した検討であり、

且つ、病院の機能とは何かを根本的に論ずる必要がある．

(2)医療法人をはじめとする医療機関の経営の安定化と近代化に対し行政的施

策が約束されて久しいにもかかわらず、未だ、具体的対応はなされていな

い．法改正を機に一層の政策的努力が望まれる．

(3)医療法改正の推進要素としては、特に、医療機関の経営基盤の確立、医療

法人の業務範囲の拡大、広報機能の充実等の実現が欠くべからざるもので

ある．これらが充分な国民の理解と納得の上に優先されることが法改正審

議の進行を可能にするものである．

ｌ
』
『
②
Ｉ

(4)今回の法改正では社会保険制度の改正を伴う事項が多く医原費の適正化の

みで対応する政府の姿勢の中に良質な医療活動を保証する原価主義による

診療報酬体系を硴立することが不可欠である．さらには安心して生活でき

る社会、夢を持って子供を育成できる社会、豊かな自然を守る地球環境保

全に役立つ法改正であってほしい．



診療報酬の改訂については、従来より中医協にての協議を踏まえ、

医業経営の実態、人件費の動向、医霞費の動向、物価の動向等及び

医療を取り巻く状況を総合的に勘案して行われてきている。

平成３年５月８日

殿

（１）諸情勢よりみて病院は閉院せずに他の企業並の週休２日制の実

施に踏み切らざるを得ない。これに要する費用。（表３）社団法人全日本病院脇

（２）昨年度及び今年度の人事院の給与改訂勧告の完全実施による人

件費のアップー病院は人件費５０％と高い率を占める労働集約

型産業であり、職員一人当りの労働生産額・年間経常利益は全産

業平均のｌ／８と極めて低い－（表３）鍵
社団法人日本医療法人協

（３）医療費の伸びが、４年間も国民所得の伸び以下に抑制されて

（表２）健保組合１．０４９億円、政菅健保２．１８７億円、国民保険、

目暗宜保険も大幅な黒字決算額を示している。

軍【－

社団法人日本精神病院脇

祁
闇
鑑
定

壼
一
閉
構
諺

言
劃
筐

（４）消費者物価の上昇が昨年度３．３％、今年度２．３％の見込であるこ

と。（表３）

』
『
』 社団法人日本病院

などよりみて、病院経営は極めて駁しい現状である。

看護婦を始めとするマンパワーの確保が困難となり、

保、国民健康水準の維持も出来なくなってきている。

このままでは

国民医療の確
医療費緊急是正の要望

社会保険診療報酬は、医療機関の経営の基盤をなすものである。

昭和６０年医醗法改正法付則に、医療機関の経営基盤の安定化とし

て、地域における適正な医療を確保するために医療機関が果たして

いる社会的役割の重要性にかんがみ、医療機関の経営基盤の安定．

業務の円滑な継続を図ろための必要な措置を鋼ずることが掲げられ

ている。

昨年４月１日に医療費の改訂が行われ、医科については実質１．３％

のアップと称された。然し乍らその後の病院経営の現状は厚生省の

発表する公的一般病院２５６の移動年計による、医業収支表（表１）

をみても、改訂のあった昨年４月以降は改訂前よりも経営は一段と

悪化し、昨年１１月では、甲表病院４．０％、乙表病院４．５％の赤字となっ

ている。補助金がなく税金のかかる民間病院の経営は更に悪化して

いる。

以上の現状を直視され、国民医療の確保と病院経営を守るため、

この際早急に医療費を９．９６％アップされるよう要望するものである。

なお、今後人件費並びに物価上昇率を毎年医療費にスライドして

アップすることについて併せて検討されたい。
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４皿８体へ
０．９０９

１
－￣－

０．９０９

－１＝０．１００１１ １０％

－－２ｕＬ Dｐ５８ 5９

０．
０

6１ 6２ 6３ 平元 ２ ３

国民医KlI1l企HHC１k円）
増加・半

Ｍ,５４

4.9

９０
８
｜

●
●

５
３

１

16.02

6.1

17.02

6.6

１８．０８

5.9

1８．７６

3.8

1９．６８

4.9

20.69

5.1

２１．７２

5.0

増
加
半
の
内
灰

(1)鯵原級剛.
難Ｉ、改定

(2)人ロメ１１

lil
人口高liD化
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(５ 8．
中

△１．２
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△1.1

７
２
１
１
鯵

Ｏ
Ｌ
４
６

▲2.3

(59.3）
●△2.0

６
２
０
９

ｑ
Ｌ
４
ａ

1．２

(60.3）
の1.1

６
２
１
９

０
●
●
●

０
１
３
４

０．７

(61.4）
◆0.7

５
２
１
９

●
●
●
●

０
１
４
５

５
２
１
９

●
●
●
●

０
１
４
５

Ｊ

５
４
５

。
●
●
●

、
Ｕ
己
】
へ
ｕ

貞
凹
の

少
ｆ
、

４
３
６
３

ｑ
Ｌ
Ｌ
ａ

0.7

(元.4）
●0.7

４
３
５
２

●
●
●
●

０
１
２
４

ＬＯ

（2.4）
●1.0

３
３
５
１

ｑ
Ｌ
２
４

３
３
３
０

●
●
①
●

０
１
３
５

参考
国民所得111カロ率

5.2 5.1 6.1 3.9 3.4 6.8 6.3 6.2 5.7



昨年国会に上程され$tも鏡審議とされている医療法の一部改正の中において、適正な機能

分担の見地から医療施設類型の見直しが検討項目となっており、地域医療計画の中で大学

病院の果たす役割は極めて大きく、特定機能病院として他の医療機関からの紹介制の採用

も予定されております．

その意味からも、貫省管Ⅲ:｢下の国立大学病院のご加入を戴くことにより、医学と医療の

実践、全国規模の診療連携体制が一層促進されるとともに、これにより診療水準の向上、

充実が因られ、国民医療に大きく貢献出来るものと確信しております。

つきましては国立大学病院の弊会一括加入につき．１昨年１２月にも当時の石橋一弥

文部大臣あてお願いし、善処する方向でご検討頂くこととされておりますので、何卒御尽

力御高配賜りますようお願い申し上げます。

敬白

日病会発第１０１号

平成３年５月２２日

文部大臣

井上裕殿

社団法人日本病院会

会長諸橋芳夫

国立大学病院の弊会への一括加盟について（お願い）

謹啓、新緑の候、益々御清祥のことと拝察大慶に存じ上げます。

平素は弊会諸事業に対し格段の御理解を賜り有難く厚くお礼申し上げます。

御高承の如く弊会は日本の全病院の協力を得て、病院倫理の確立、教育の重視、病院の

機能の向上発展とその使命の遂行とを因り、社会の福祉増進に寄与することを目的として

おります。

このために弊会は、これまで病診連携、病病連携をi9uF#し、患者の身体的負担の軽減、

また、効率的診療につとめる一方、臨床予防医学の見地からの疾病予防相談、更に病院軽

営の改善、安定化のための病院界の正当な主張をまとめて、社会的コンセンサスを得るよ

う努めてまいりました。

昭和２６年に（社〉日本病院協会として創立して以来４０年にわたる歳月を数え、昭和

６０年以降には厚生省所管の国立２３８病院の一括加入もあって、現在自治医大等の私立

大学病院３９病院をはじめ、国立、公的病院〈自治体、日赤、済生会及び厚生連等）、私

的病院（医療法人、個人等）を合わせ２，４００病院を越える我が国最巨大の病院団体として

成長しており、国際的にも日本を代表するＡ会員として国際病院連盟に登録され、また理

事国としてその運営に関与しております。

ここ数年、病院をとりまく環境は大きく変貌し、患者の病院志向が一段と強まってきて

おります．地域医療の中に占める病院の重要性は一段と高まり、国立病院の加入もこのよ

うな社会的情勢を背景として，病院連携の一環として、行われたものであります。

おって、この件に関しましては、海部俊樹縫理大臣にも懇請し、一応の１１m賛意を戴いて

おりますことを申し添えます。

】
『
の

御参考添付書類

１．（社）日本病院会定款

２．（社）日本病院会役員名簿

３．日本病院会のはたらき

４．会員名簿

５．日本病院会雑誌（月刊）

６．日本病院会ニュース（月Ｚ刊〉

７．JapanHospitals（年１回７月刊〉

８健康医学（日本人間ドック学会機関誌年Ｚ刊）

９．診療録管理（日本診療録管理学会機関誌年２刊）

以上



一
、
社
会
保
険
診
療
報
副
の
改
善
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

社
会
保
険
診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関
の
経
営
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十

年
医
療
法
改
正
付
則
に
、
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
安
定
化
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
適
正
な
医

療
を
確
保
す
る
た
め
に
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
医
療
機

関
の
経
営
基
盤
の
安
定
・
業
務
の
円
滑
な
継
続
を
図
ろ
た
め
の
必
要
な
措
置
を
譜
ず
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
改
訂
は
昨
年
四
月
医
科
に
お
い
て
一
・
三
％
の
ア
ッ
プ
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
病
院
会
は
、
こ
の
時
改
訂
要
望
を
五
・
二
四
％
ア
ッ
プ
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た

が
、
十
分
に
満
た
さ
れ
ず
誠
に
残
念
に
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
病
院
経
営
の
現
状
は
、
厚
生
省
の
発
表
す
る
公
的
一
般
病
院
二
五
六
の
移
動
年
計

に
よ
る
と
、
医
薬
収
支
表
（
表
１
）
を
み
て
も
、
改
訂
の
あ
っ
た
昨
年
四
月
以
降
は
改
訂
前
よ

り
も
経
営
は
一
段
と
悪
化
し
、
昨
年
十
二
月
で
は
、
甲
表
病
院
四
・
五
％
、
乙
表
病
院
五
・
五
％

の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助
金
が
な
く
税
金
の
か
か
る
民
間
病
院
の
経
営
は
更
に
悪
化

し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
す
。

診
療
報
酬
の
改
訂
は
、
従
来
よ
り
中
医
協
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
医
業
経
営
の
実
態
、
人
件

費
の
動
向
、
医
療
費
の
動
向
、
物
価
の
動
向
等
及
び
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
な
ど
よ
り
み
て
、
病
院
経
営
は
極
め
て
厳
し

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
看
護
婦
を
始
と
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
国
民
医
療
の
確
保
、
国
民
健
康
水
準
の
維
持
も
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

以
上
の
現
状
を
直
視
さ
れ
、
国
民
医
療
の
確
保
と
病
院
経
営
を
守
る
た
め
、
二
年
一
回
の
改

訂
と
は
別
に
、
こ
の
際
早
急
に
医
療
費
改
訂
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

｜
｜
、
看
護
婦
等
養
成
所
に
係
る
補
助
金
確
保
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
改
正
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
、
老
人
保
健
施
設
の
拡
充
、
地
域
ケ
ア
活
動
に

伴
う
訪
問
看
護
事
業
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
、
看
護
職
員
の
不
足
は
一
層
激
化
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
増
員
対
策
は
焦
眉
の
急
務
と
考
え
ま
す
。

看
護
婦
等
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
及
び
公
・
私
立
の
医
療
機
関
等
が
鋭
意
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
養
成
に
要
す
る
経
費
は
、
一
部
貴
重
な
診
療
報
酬
の
中
か

ら
賄
わ
れ
、
健
全
な
病
院
経
営
が
損
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
看
護
婦
等
養
成
に
係
る
補
助
金
を
、
さ
ら
に
充
実
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
。

（
｜
）
諸
情
勢
か
ら
み

ら
ざ
る
を
得
な

（
一
一

（
四
）
消
費
者
物
価
の
上
昇
が
昨
年
度
三
・
一
一
一
％
、
今
年
度
二
・
一
一
一
％
の
見
込
で
あ
る
こ
と
。

（
三
）
医
療
費
の
伸
び
が
、
四
年
間
も
国
民
所
得
の
伸
び
以
下
に

組
合
一
、
○
四
九
億
円
、
政
管
健
保
二
、
一
八
七
億
円
、

大
幅
な
黒
字
決
算
額
を
示
し
て
い
る
。

６
曲
民
主
党
全
国
組
織

醗
民
生
評
局
賎

昨
年
度
三
・
六
七
％
及
び
今
年
度
の
人
事
院
の
給
与
改
訂
勧
告
の
完
全
実
施
に
よ
る
人

…
…
ｌ
病
院
総
人
件
二
○
鱸
こ
い
蘂
…
二
働
…
産
業

で
あ
り
、
職
員
一
人
当
り
の
労
働
生
産
額
・
年
間
経
常
利
益
は
全
産
業
平
均
の
１
／
８

と
極
め
て
低
い
。

平
成
三
年
六
月
十
九
日

病
院
医
療
に
関
す
る
緊
急
の
要
望

て
病
院
は
閉
院
せ
ず
に
他
の
企
業
並
の
週
休
二
日
制
の
実
施
に
踏
み
切

い
◎

ｌ
〕
『
『
Ｉ

禾
女
呂
只

渡
辺
秀

野
呂
昭

彦央会

社
団
法
人
日
本
病
院

会
長
諸
橋
芳

抑
制
さ
れ
て
（
表
２
）
健
保

国
民
保
険
、
自
賠
貴
保
険
も

殿殿

露

ァ
活
動
に

こ
と
が
子
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・光電式煙感知器２種８３個

・発信器Ｐ型１級巡回８個

・電鈴８個

・表示灯８個

・消火栓起動連動装置１式

保守料金：外観・機能点検３回239,400円（１回当たり79,800円ａ）

絶合点検１回201,100円ｂ

鰯部菩保鰯鴬 殿

社団法人日本病院会

理事長諸橋芳夫

勇Ｐ雇受書

合計４回440,500円一一-------.Ａ

（消防法上の回数２回280,900円（ａ＋ｂ）－－－Ｂ

（注．積算基準は平成３年４月１日改訂価格）

(2)上記のモデル物件の火災保険料は次の通りである。

保険対象：建物普通火災保険（建物評価額１２億円新築杉並区所在不繊）

保険料金：348,000円／年間…--------------------Ｃ

(3)上記(1)の保守料金は消防注で定める年２回の回数だとＢの280,900円で済むことと

なるが、損保割引きの適用を受けるため年４回の保守点検を行う場合に増加する保守

点検料金は159,600円（Ａ－Ｂ）となる。これに対し火災保険の割引きが適用される

と、火災保険料金の割引き額は17,400円（Ｃ×0.05）となる。従って、費用対効果

日頃は病院関連保険につきまして、格別なるご高配を賜り、ありがたく厚くお礼申し上

げます。

さて、平成３年３月29日付にてご依頼申し上げました件に対する平成３年７月25日付の

貴回答書につきまして、当団体の防災対策部会で慎重に検討いたしましたが、ご回答害の

内容では「現行の損保規則である年４回の点検義務付けがある限りどういう内容であれ点

検回数を減らす方向の申請は承認しがたい」との趣旨と思われます。

当団体にて申請いたしました趣旨は、「年４回の点検を行うために必要な経費が、保険

料の割引き額と比較しあまりに具現性のない規則である」ということ、また、「年４回と

いういわばスポット的に行う点検は概能そのものの一時的な確認であり、恒常的な機能の

確認にはなり得ないので、この点を補い２４時間磯能の確認が可能なメンテナンスシステ

ムであれば、点検回数そのものは消防法で定める年２回で良いのではないか」ということ

であります。

弁駁内容の詳細につきましては、下記の通りですので平成３年３月29日付要望害の内容

と併せて再度ご検討の程、お願い申し上げます。

記

１．費用対効果における疑問

（１）年４回の点検に要する費用は次の通りである。

条件：廷床面積3,000㎡地上８階建鉄筋コンクリート造り事務所ピル

対象設備：《自動火災報知設備》

・火災受信磯Ｐ型１級15回線１台

・差動式スポット型熱感知器９個

］
『
①

Iまマイナス142,200円となり、これではユーザーの持ち出しが多く年４回の保守点検

というのは具現性に乏しいと言わざる得ない。

費用対効果：（ＣＸＯ､05）－（Ａ－Ｂ）＝-142,200円

2．防災設備を常に１００％磯能発揮するための必要事項

（１）適時適切な防災診断の必要性

ご承知の通り、自動火災報知設備は病院の竣工時に消防署の検査が行われ、合格と

なれば病院の使用開始が認められる。しかし、病院の使用開始が始まり、各種ピル管

理設備の稼働や間仕切りの追加、あるいは医療設備の設置が行われると、竣工時の設

置環境が変化することにより、当初合格した自動火災報知設備が必ずしも１００％磯

能発揮ができるとは限らない場合が生ずる。

また、現状では新築の場合、設備引渡しから半年以上経過した頃に保守点検が行わ

れるのが一般的であり、これでは最も防災上の課題が多く存在する時点に適切な機能

２



維持がなされるシステムとは言い難い。要は常に機能が１００％発揮できる機能維持

システムでなければ、非火災報や不動作・遅延の原因を取り除くことにはならないわ

けで、竣工後間もない病院で非火災報の頻発した状態が継続することによる自動火災

報知設備に対する不信感は、万一の際の避難の遅れにもつながる可能性がある。もち

ろん、その後の経過においても新たな空調設備の追加や間仕切り変更などが行われ非

火災報や不動作・遅延の原因が生ずる可能性があり、自動火災報知設備が常に病院の

設置環境に適合するかどうかの専門的な診断が、適時適切に行われるようなメンテナ

ンスシステムが必要であると思われる。

自動火災報知設備の使命は、いかに的確に初期の段階で火災を感知し、居住者に危

険を知らしめ、初期消火につなげるということにあるので、その信頼性を損なう原因

があれば速やかに改善する必要性がある．

(2)２４時間状態監視の必要性

防災設備を管理する者が常駐している病院であっても病院単独の自動火災報知設備

では、万一の火災時特に夜間・休日などには的確かつ迅速な対応が期待できない場合

がある。これは、火災というパニック現象が管理者に動揺を与え、病院では特に身体

的な弱者の避難誘導が優先となり、初期消火や消防磯関・自衛消防隊員への連絡など

の対応が遅れることが考えられる。

こういった問題点を解決するには第三者の監視センターで自動火災報知設備の２４

時間状態監視を行い、万一の際の対応を予め決めておくことにより、的確かつ迅速な

対応が可能となり、管理者の負担軽減につながる。

また、２４時間状態監視を行うということは非火災報などが発生した場合にその原

因を解明し、改善措置を施さなければ再発が予測されるので、防災診断の補完的な役

割を果たすこととなる。

これに対し、病院単独の自動火災報知設備では簡単に復旧した場合、専門的な原因

追求がなされないことが多いので、非火災報が設置環境上の不適合から生じている場

合などは再発の可能性が高く、結果的に自動火災報知設備の信頼性を損なう要因の一

つとなっている。

(3)予防保全的な保守点検の必要性

防災設備の保守点検は当たり前のことであるが事後保全であってはならない。保守

点検時に故障が発見され、交換するという場合もあるが、極力故障に至る前に発見し

良品と交換する予防保全的な保守点検が必要である。予防保全とは、決まった手順に

より、計画的に点検検査、試験、調整などを行い、使用中での故障を未然に防止する

ために行う保全である。

消防法で定められている法定点検制度は予防保全の中の定期保全であるが、これに

対して状愚監視保全というのは、故障や劣化などの傾向を試験、計測、警報などの手

段によって自動的に動作状態の確認を連続監視することであり、定期保全が「点」の

点検であるのに対し、状態監視保全は「線」の点検といえる。

点検時は異常が無くても、翌日故障ということも考えられる。要は２４時間「線」

の点検を行うことが予防保全にとっていかに大切かということである。

(4)機能劣化機器の交換システムの必要性

機能劣化時期を予測し、自動的に磯器の交換がなされるようなシステムがあればよ

り高度な予防保全につながるわけであるが、現状の法定点検制度では機器の交換は保

守料金とは別に請求される仕組みとなっており、なかなか予防保全的な機器交換は難

しいといわざる得ない。特に、最近の磯器には半導体が多く使用されており、この半

導体の経年劣化時期がおよそ１０年といわれているので、この時期に磯器が交換され

るような仕組みがメンテナンスシステムに組み込まれているようなものであれば、よ

り高度な予防保全が可能と思われる。

(5)防火管理体制の指導・徹底の必要性

防災設備が万全であっても万一の際に的確かつ迅速な管理体制が伴わなければ、折

角の防災設備も１００％の磯能発揮ができない場合がある。また、常日頃から防火管

理体制の指導・徹底を図ることが必要である。特に夜間・休日の際には夜勤の看護婦

が万一の際に対応することとなるので、より一層指導・徹底を図る必要がある。

こういった指導・徹底は日常の病院活動では自主的に行うことが難しく、専門的な

立場からのアドバイスが必要と思われる。

」
の
○

以上



平成３年８月２８日 昭和２０年８月１５日の終戦以後、すでに４６年余り経過したが、その問、日

本はめざましい成長を遂げ、世界でも有数の経済大国となった。国民の社会生活

も豊かな物質社会を形成すると共に、医療・福祉を始めとする社会保障制度の充

実も計られてきた。しかしながら、２１世紀における日本自体の超高齢社会化、

厳しい労働力不足等の変化に加えて、地球環境保全、地域的格差の解消を含めた

地球的規模での問題の解決に関し、日本の役割は極めて大きい。

この社会の流れに対応し、量的普及を中心としてきた医療供給体制の整備は、

今後、質的向上と同時に、福祉の量的整備へと変っていく。昭和２３年に施行さ

れた医療法は医療供給制度に係わる中心的法律でありながら、昭和２５年の医療

法人制度創立並びに昭和６０年の地域医療計画の策定を除くと、社会的変化に的

確に対応しているとは言いがたい。加えて、社会保険制度にも多くの矛盾が生じ、

特に、今日の医療機関の経営状態の悪化は甚だしいものである。

ここに病院四団体は、２１世紀に向けての医療法改正の必要性を強く認識し、

将来への展望の第一歩として日本のすべての国民に対して最良の医療が提供でき

るようにするため、医療法が今国会において改正されるよう決議するものである。

E亘携ぞ浸三己女工ＥＯ二文寸す￣るち巳言義

殿

|i臺鶉’社団法人全日本病院

≦W声i己

】
⑭
］

社団法人日本医療法人

社団法人日本精神病院

鑿社団法人日本病院 ■

戸一戸一一一戸一



常々老人医療、福祉については多大のご厚情を頂いておりますこと感謝申し上

げます。

今回次の２項目について要望致しますのでよろしくご高配の程お願い申し上げ

ます。

平成３年８月２８日

篭Ｆ三豊二二

Ｌ急速に進む人口の高齢化の下で、老人医療は福祉と保健の密接な連携が重要

視されてきております。

それについてもマンパワーの確保は重要な課題であります。

次の理由により、老人病院に勤務する介護職員にも一定の経験年数を経たも

のには介護福祉士受験の資格を与えて頂きたい。

殿

記社団法人全日本病院協：

１）老人病院に働く介護職員は８人に１人、入院医療管理料承認には５人

に１人または４人に１人が必要であり、この老人病棟における介護職

員の役割は重要であります。

２）介護職員は若い人が必要であります。当会会員病院の場合、高校卒業、

短大福祉科、短大児童教育科卒業者等を採用しておりますが、介護福

祉士の資格を取得することを希望しております。

３）若い人達にとっては、介護福祉士の資格を取得できることが、希望を

もって働くことになり、働きがいのある職場となり、活力ある職場と

することになる。

４）介護福祉士の資格要件のうち、実務経験業務の範囲に老人病院が入って

おりませんが、その範囲に加えられるよう要望いたします。

（通知昭和６３年２月１２日社庶２９号）

５）老人病院に働く介護職員の職務内容は特別養護老人ホームや老人保健施

設に働く介護職員と同質のものであります。

６）老人病院に勤務する介護職員が働く上で介護福祉士の資格が是非必要と

考えるわけではありませんが、老人病院に勤務することで将来資格取得

の道がひらかれているということでマンパワーの確保がより可能になり

ます。

」
、
国 社団法人日本医療法人協

社団法人日本精神病院
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Ⅱ、特例許可老人病院が入院時医療管理料承認をうける試行期間の短縮について

この承認については厚生省当局におかれても推奨されておりますが、この試

行準備期間が都道府県により１ヵ月から６ヵ月と大きな差異があります。

長期になりますと病院の経済的負担が大きく実施に困難をきたしますので３
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に
伴
っ
て
病
院
用

す
る
こ
と
の
は
な
は
だ
し
い
も
の

。に及

期
限
を
平
成
四
年
四
月
一
日
以
降

療
関
連
設
備
の
近
代
化
と
そ
の
蓬

。○
条
の
一
一
一
及
び
第
四
一
一
条
の
｛
ハ
）

と平拘えしい用

望、望を

機
器
の
法

て
も
同
様

び
最
終

あ
り
な

均でら零｜る

衝すず余法しそし期

を。、金人まのまし

す注す、 が財

図
ろ
観
点
か
ら
６
医
寮

営ので

定
耐
用
年
数
を

の
措
置
を
講
ぜ

産
の
帰
属

ら
、
課
税

利配、

鉄
筋
化
し
た
も
の
は

。定
耐
用
年
数
を
最
長

◎

法当医

送
原
変
速
闇

人を寮

並禁の

法が み止公

社
会
福

人
と
さ

のさ共

税れ性

率てを



グー、

理
、－'

理理 理〔
要
望

〔
要
望

〔
要
望

要
望

所
得
税

ま
た
、
医
業
に
つ
い
て
も
昭
和
六
一
一
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
事
業
基
盤

強
化
税
制
の
対
象
業
種
と
さ
れ
た
い
。

由 由由 由

医
業
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を
目
指
す
医
療
法
人
制
度
選
択
の
促
進
と
、
医
療

法
人
の
資
産
内
容
の
充
実
に
よ
る
医
療
供
給
基
盤
整
備
の
た
め
、
医
業
資
産
の
移

転
の
円
滑
化
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

法
人
税
に
お
け
る
交
際
費
等
の
計
算
基
準
を
期
末
資
本
金
等
の
金
額
（
資
本
ま
た

は
出
資
プ
ラ
ス
資
本
積
立
金
：
：
昭
和
五
六
年
一
一
一
月
三
一
日
ま
で
の
取
扱
い
）
に

再
改
正
し
、
財
団
及
び
持
分
の
定
め
の
な
い
社
団
医
療
法
人
に
つ
い
て
も
、
資
本

金
等
の
元
入
金
額
基
準
が
適
用
出
来
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

（
措
法
第
六
二
条

措
法
施
行
令
第
三
八
条
①
）

医
療
法
人
の
配
当
禁
止
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
医
療
法
人
が
行
う
医
療
保
健
業
の
収

益
金
の
う
ち
、
一
定
割
合
を
準
備
金
と
し
て
損
金
経
理
に
よ
る
構
造
改
善
準
備
金

の
引
き
当
て
を
認
め
ら
れ
た
い
・

医
師
、
看
護
婦
等
の
技
術
の
改
良
、
開
発
の
た
め
の
試
験
研
究
及
び
新
し
い
技
術

の
修
得
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
試
験
研
究
費
に
準
じ
た
特

例
措
置
を
適
用
さ
れ
た
い
。
（
措
令
第
二
七
条
の
四
）

も
の
で
、
こ
れ
に
組
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
益
金
と
し
て
法
人

税
の
課
税
対
象
と
な
る
の
は
、
提
供
の
趣
旨
に
て
ら
し
て
も
不
合
理
で
あ
り
ま
す
。

法
人
設
立
後
の
財
産
の
贈
与
ま
た
は
遺
贈
は
、
基
本
財
産
組
入
れ
を
指
定
さ
れ
た

医
療
技
術
の
進
歩
に
印
し
た
施
設
の
整
備
及
び
高
度
の
知
識
及
び
技
能
の

研
修
等
に
資
す
る
た
め
、

医
療
施
設
構
造
改
善
銃
準
備
金
制
度
の
創
設

二
医
療
関
係
者
が
医
療
に
関
す
る
知
識
、
技
能
の
研
修
及
び
試
験
研
究

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
の
制
度

を
設
け
ら
れ
た
い
。

医
療
法
人
の
設
立
等
の
際
の
当
該
医
療
法
人
に
対
す
る
土
地
ま
た
は
建
物

の
現
物
出
資
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
所
得
の
軽
減
措
置
を
設
け
ら
れ
た
い
。

法
人
税
に
お
け
る
交
際
費
等
の
取
扱
に
つ
い
て
、
財
団
及
び
持
分
の
定
め

の
な
い
社
団
医
療
法
人
に
つ
い
て
の
資
本
金
等
の
元
入
金
額
基
準
を
復
活

さ
れ
た
い
。

特
定
の
医
療
法
人
に
対
す
る
財
産
の
贈
与
ま
た
は
遺
贈
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
措
法
第
四
○
条
の
承
認
を
受
け
、
譲
渡
が
無
か
っ
た
も
の
と
さ

れ
た
財
産
提
供
に
つ
い
て
は
、
特
定
医
療
法
人
成
立
後
も
受
入
れ
法
人
に

対
す
る
法
人
税
を
非
課
税
と
さ
れ
た
い
。

」
⑫
ロ



（
三
）
扣
相
仕
腕
祭
悦

（
四
）
拙
旭
十
〃
黙
従

理
由

理
由

理
由

〔
要
望
〕
相
続

の
適

〔
要
望
〕
医

ろ税

一一

望
」
医
療
磯
関

価配相収こ続医

現
在
、
公
的
医
療
機
関
の
経
営
す
る

す
る
固
定
資
産
ま
た
は
不
動
産
に
つ

の収こ仕療医公従

計当続益れす療存支れ会事療的来

一一

算禁税をらる法を固療 在のに保業機医か

ま止の伴剰浪人 のに国当のはこ定性税非定法 否悪事険の関療ら

迭
的
姓

、の課う余りの 通あ税面評、と款化に課賢人 定化業制健に磯医

正た庁の価払と｜こをお箸医税わ金固零税産が こか税度全、関療

し療対けを定余 イヒリの措も込しよはげ及及経 ６らをの性更に機

〈法象で含的金 ま、財置払出、りかるびぴ誉 つ経渓制を（こ比関

力、計産と込資こ解ら社通人資はめには軽不す な営す限損税較に

ら算評し出額の散れ団正に産なて留医減動ろ が危る珍ね負し対

報
酬

（

さ
れ

事
業

す
る

を対とくの保療 れ式価て資を問時た医さ産病 り機こ擦る担 す

たの通、金限にまい療欠すし、出さ法れに院 、がとのこの税ろ

税
の
特
例
槽

事
業
税
の
径

た向にＩ
』
ｍ
の
Ｉ

い分達 額度おで。法くるて単資れにたつ、 ま侍と加負事 い法か匠

ととけは

人
の
出
資
の
評
価
方
法
を
見
直
し

評出はな侍るも

一
九
四
の
こ
の
類
似
業
種
比
準
方
式

母
の
二
を
三
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り

。

いい診 寮ば妥質は重担業 。第か

さしろ出価資なる分こと･て療い病 擬れ当や明をＦと税

ろ
事

七
二

れた出資計のじ油ととづ

腕
、
診
療
所
に
お

て
は
、
固
定
資
産

所
に
お
い
て
、
直
接

、
固
定
資
産
税
ま
た

関てで ら強いの

た場資に算評ま象いを〈のいは診かいう見 条業へ減置

い合の対と価な的つ原法昆るな寮でる差直 の税地措、

゜に移すなにい財て別的乱私い報あこ別し の方置即

ま転ろり配も産もと留が的と酬りとを論 ち四非税

相及持ま当の權、し保懸医考支まは余議

念療え払す、震が

及課法

続ぴ分すをでにこて分び税第

税退計。加あ過んおで税い さ機ま基･経なあ 第措七

こ社算味りぎかりあ

て
直
接
そ
の
用
に

ま
た
は
不
動
産
収

れ関す金 営くり

そ
の
用
に
供
す

は
不
動
産
取
得

二
条
の
二
二
）

置七
二
の
一
七
）

しまなんまつ お時は

の
性
格
か
ら
み
〒

◎の
実
情
無
視
は
｝
｝

ま
す
。

のさま

江すい何すて ナの行悪れす

、
事
業
が
坐

○等
の
経
済
的

も
の
で
あ
ｎ

ｏい
現
行
の
郭

わ
な

払
一
民

、
評
価

る化て力

｜評適出
’価用資
’＿－－

い
る
私
的

を
招
き
序

、

金い

狸壮



理理理 〔
要
望
〕
医
療
法
人
が
、
経
営
す
る
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
、
直
接
そ
の
用
に
供

す
る
固
定
資
産
及
び
不
動
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
ま
た
は
不
動
産
取

得
税
を
非
課
税
と
さ
れ
た
い
。

〔
要
望

〔
要
望

由由由
税
は
非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
特
定
医
療
法
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
設
置

す
る
医
療
関
係
者
の
養
成
所
に
お
い
て
、
直
接
教
育
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
ま

た
は
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
ま
た
は
不
動
産
取
得
税
は
非
課
税
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

（
地
方
税
法
第
七
三
条
の
四
第
一
項
一
一
一
号
及
び
同
法
第
一
一
一
四
八
条
二
項
九
号
）

殊
に
、
特
定
医
療
法
人
は
、
強
い
公
益
性
を
義
務
・
づ
け
ら
れ
た
医
療
法
人
で
あ
り
、

そ
の
用
件
か
ら
み
て
公
的
医
療
機
関
と
何
等
か
わ
る
こ
と
の
な
い
取
扱
い
を
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
医
療
法
人
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
険
診
療
機
関
及
び
救
急
医
療
機
関
の

整
備
に
か
ら
め
て
、
全
国
一
律
に
軽
減
措
置
を
さ
れ
ま
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
即
応
し
て
、
老
人
保
健
施
設
の
整
備
は
、
社
会
的
な
要
請

と
な
っ
て
い
る
・

老
人
保
健
施
設
の
普
及
を
促
進
し
、
制
度
の
円
滑
な
確
立
を
期
す
る
た
め
、
施
設

設
置
に
際
し
て
は
税
制
面
か
ら
の
誘
導
措
置
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

同
じ
老
人
保
健
法
の
も
と
に
設
置
さ
れ
る
自
治
体
・
社
会
福
祉
法
人
の
老
人
保
健

施
設
の
非
課
税
措
置
に
較
べ
、
著
し
く
均
衡
を
欠
い
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
等
の
救
急
医
療
機
器
の
課
税
標
準
価
額
六
分
の
五
に
関
す
る
制
度
の
適

用
期
限
を
、
平
成
三
年
四
月
一
日
以
降
も
引
き
続
き
延
長
し
、
医
療
設
備
の
近
代

化
と
そ
の
整
備
充
実
の
促
進
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

（
地
方
税
法
附
則
第
一
五
条
一
三
項
）

病
院
及
び
老
人
保
健
施
設
に
か
か
る
防
火
設
備
の
整
備
の
た
め
に
も
、
平
成
四
年

四
月
一
日
以
降
も
引
き
続
き
継
続
さ
れ
た
い
。（
地
方
税
法
附
則
第
一
一
条
一
二
項
）

救
急
病
院
等
の
救
急
医
療
用
機
器
に
か
か
る
課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
継

続
さ
れ
た
い
。

病
院
等
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
防
火
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
家
屋
の

改
築
を
行
っ
た
男
合
の
改
築
に
か
か
る
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
を
継

続
さ
れ
た
い
。

」
の
『



平成３年９月５曰

く、、男ら富者民曰是亘 と思考する。
引売Ｈ完Ｅ三振葵夛を与るわ

１．病院医療の特徴

病院は医療法により、医療は営利を目的としてはならないと規定され

ている．この主旨は利益金の使用方法を規制している。病院は株式会社

ではないので利益金を配当してはならない。

しかし乍ら利益金が出た場合、使用方法として建物・設備の改善、医

療の質および患者サービスの向上、職員の資質の向上、職員の福利厚生

の優遇などに使用するのは何等問題はない。病院医療の特徴として非営

利性の大前提の下に、次の２３項目があげられる．

・地域性の強いこと。地域と密接に結びついている。

・中小企業であること．職員500人以上のものは全病院の5%にも達しな

いであろう。

・労働生産性の低いこと。諸産業に比し１/8～１/10である。

・医撹周辺産業の高額利益に比し利益額の少ないこと．平成２年の上位

５０社の統計では医薬品メーカーの経常利益は7,221億円。医薬品卸で

は1,050億円であるのに比し、医療機関は181億円で職員一人当りの

利益は年３６万円で全産業平均の１割にも過ぎない。

・人件費比率（51%）の高いこと。（全産業は７．０５％）

・受診時即対応制のこと。

・貯蓄性の利かないこと。

・ハンドメイドで大量生産の利かないこと。

・多数の専門職種を必要とする組織医療であること。

・高度専門医療に対し、審査の強化による査定減点の増大。

・看護婦養成費用の負担。（病院附属の公私の養成所では毎年医療費の

中から数千万円支出している〉

・中医協に病院団体の代表の参加のないこと．医療費の配分が病院６７％

、診療所３３％となった今日、病院団体代表２名、支払者代表２名、公

益代表１名、計５名を加えて中医協委員を２５名とし、病院の実態が

日本病院会

会長諸橋芳夫

はじめに

日本病院会のめざすものは、医の倫理の高揚、病院医療の質と患者サ

ービスの向上、病院経営の健全化、税制対策、病院相互間及び病院と診

療所との連携の強化、団結と協調の下に、国民医療に貢献することであ

る．

我が国の国民健康水準の向上は著しく、平均寿命、乳児死亡率、訂正

死亡率の何れをとっても世界第一位となった。これは医学・医術・薬学

の進歩、国民皆保険制度、公衆衛生の進展、国民生活水準の向上による

処大なるものがあるが、ＧＮＰに比して先進国の中で一番安い医療費で医

師、看護婦を始めとする医療従事者の絶ゆまざる努力があったからであ

る．然し乍ら、このところ医療を取り巻く環境は大変厳しく、急速に進

む高齢化社会を背景として、医療法一部改正による病院の類型化，地域

における医療機関の連携等の問題，看護職員等マンパワー不足問題，老

人保健制度の問題，更に切実な問題として、医療費の伸びを国民所得の

伸び以下に強力に抑制せんとする国の施策は、いまや病院経営を大きく

圧迫するところとなり、地域医療の確保・向上にも悪い影響をもたらし

ている．

アメリカの健康医療サービス団体が米，英，日本，ドイツ，カナダ，

スウェーデンの先進６カ国において、医療サービスに関する世論調査を

行い、その結果を最近発表した．それによると、「医療サービス全体に

対する満足度」，「医療サービスの『質』」，「専門医がみつかるかど

うかについて」等、何れに於いても満足度は日本が最低であった。これ
,＋華壷釦凹fとヱ匡簿割匿笙【了≠､団ｲ系する机．★なるものがあるから

-

88



医業経営の実態、人件費の動向、医療費の動向、物価の動向等及び医療

を取り巻く状況を総合的に勘案して行われてきているという。

昨年４月，日に医療費の改訂が行われたが、その後の病院経営の現状

は厚生省の発表する公的一般病院216の移動年計による、医業収支表を

みても、改訂のあった昨年４月以降は改訂前よりも経営は一段と悪化し

、今年２月では甲表病院４．５％，乙表病院５．４%の赤字となっている（表１

）．補助金がなく税金のかかる民間病院の経営は更に悪化している。

反映するようにしたらよい。

・閉院せずに週休二日制の実施を勧められている．

・女性職員が６０%～７０％と多く産休も多いこと．

・患者の権利意識の高揚と共に医事紛争の増加と補償額の増大。（最高

二億円のものあり）

・医療廃棄物の処理に多くの費用を要すること。（数百万円～千万円以

上のものあり）

・国民の生活水準の向上と共にアメニティーを要求されること。

、多数の夜勤職員を必要とし、手当額の大なること。夜勤者は医師・看

護婦の他に薬剤師・検査技師・放射線技師・ガードマン・事務職員・

ボイラーマン・給食員等である．

・２４時間応需の救急医擦体制の求められること。

・高額医療機器と高価な新薬の続出すること。

・地域保健医擦計画による病床の規制．

・諸外国に比し少い職員であって、低医療費であること。

何れにしても、国民所得の伸び以下に医療費の伸びを連続数年間も抑

制されては、壇ったものではない．これでは医療の質が落ち、先進国に

比し病院医療に対する国民の満足度も更に低下し、結局国民が不幸にな

る．

２．病院経営の実態

社会保険診療報酬は、医療機関の経営の基盤をなすものである。昭和

６０年医療法改正法付則に、医療機関の経営基盤の安定化として、地域

における適正な医療を確保するために医療機関が果たしている社会的役

割の重要性にかんがみ、医療機関の経営基盤の安定・業務の円滑な継続

を因るための必要な措置を講することが掲げられている．

従来から厚生省は病院経営は診療報酬，税制，融資の３面より総合的

に健全化を図ると言明している．

又診擦報酬の改訂については、従来より中医協にての協議を踏まえ、

表１一般病院移動年Ｈｆによる医梁収支哀
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虎の門病院を含む全国の共済連２７病院は、平成元年度は２０億円の黒

字であったのが、２年度は３０億円の赤字となり、このままでは今年度は

60億円の赤字となる見込み。全国３４の労災病院は一般会計より200億

円以上の助成があっても平成元年度は１/３，２年度は２/3が赤字で、こ

のままでは今年度は全部赤字になる。９２の日赤病院は平成元年度２２

病院が赤字で全体で２７億３千万円会黒字であったものが、平成２年度

は４０病院が赤字となり全体で２２億６千万円余が赤字となった。

４３



民間病院については対外的な信用もあって赤字であっても赤字とは出

せない事情があるので把握し難い。

以上の状況であっても厚生省当局は病院は未だ儲けているというので

あろうか。

自治体病院（約1,000)は本来の使命として高度・特殊・先囲的・不採

算医療の担当及び多くの立地条件の悪い病院（その町、村に唯一の病院

２１１あり）のこともあって一般会計より３，６００億円助成されても３／4近

くが今年は赤字になり累積赤字は4,800億円に達する見込みである。民

間病院では、赤字決算の公表では銀行及び世間の信用が落ちる。又赤字

即倒産に連るので発表を渋るか止むを得ず人的・物的に医療の質を下げ

ざるを得ないところが出てきている。何故にこのようになったかは、政

府が４年間にわたり国民所得の伸び以下に医療費の伸びを強力に抑えて

きたからである。昨年の人事院勧告によるベースアップが高く定期昇給

を加えると５．７％（高機能病院によっては７．５％）にも達したこと。諸外国

に比し少ない職員で、更に土曜閉院せずに週休２日制の実施の勧告を受

け、止むを得ず職員増を図らなくてはならなかったことなどによワ、病

院経営は極めて厳しい現状である。更に今年度のベースアップ３．７１%が

加わると、このままでは看護婦を始めとするマンパワーの確保が困難と

なり、閉院、倒産が続出し、国民医療の確保、国民健康水準の維持も出

来なくなる恐れがある。

千葉県下の公立病院（県立７，市立８，組合立ｇ、町立６）３０病院を

とってみても平成２年度は殆ど全ての病院が経営悪化し、収入は６．８％増

、支出は８．５％増となり、赤字で実損益は前年度比２０％増の総額200億円

を越えている。昨年５月の日本病院会と全国公私病院連盟の合同調査で

は対象病院１，０５５（自治体653、その他公的１８９、私的188．国立大学

附属２５）、収益は４．２%伸びているが支出は５．８%伸びて赤字病院が多くな

り経営が悪化している。

更に今年５月全国自治体病院協議会の124病院の調査では収益は４．９％

、支出７．４％増となり赤字額は多く、特に200床以下の中小病院の医業収

益の伸びが少ない。厚生省は2,100億円以上繰り出しているｇ７国立病

院、１３７国立療養所、３高度専門医療センターの経営の実態を公立病院

では地方公営企業年鑑に個別に公表している如く国民に提示すべきであ

る。

３．医療費の動向

厚生省はかねてより、医療費の伸びは国民所得の伸び程度、人口の増

、高齢化する分を加えたら国民所得の伸びを多少オーバーしても止むを

得ないと言明していた（平成２年１月自治体病院、院長幹部職員セミナ

ーにて当時の吉原次官談）。表２にみる如く最近の９年間をみても前者

が後者を越えたのは僅かに１年のみであり、年度別にみても（表３）保

険者等負担、老人保健負担、患者負担の額は増加しているのに公費負担

額は増していない。このように強力に医療費を抑制したその結果表４に

みる如く医療機関の倒産は増加した。この数字の他に名義の変ったもの

、銀行管理になったものが多数あり、全国の病院のｌ～２割は経営が危

殆に瀕している。
￣
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差益が悪いというなら、日本中の銀行、百貨店、小売業の営業は成り立

たない．これらは金利差や販売価格の差益（マージン）によって経営さ

れている。ドイツでは、薬局への公定薬価差益（マージン）は３０％と決

められている．この差益で調剤し、医薬分業が行われている。（日本で

はこの他に調剤技術料が請求される）。医療機関は経営上「入るを量り

て出づるを制す」のことから当然値引を要請するであろうから、医療機

関とメーカーとの中間に立つ卸、特に経営基盤の弱い中小の卸は崩壊す

るであろう。弱小のメーカーもその部類に入る。

アメリカの製薬工業協会（ＰＭＡ）は、去る７月１９日下条厚生大臣

に診療報酬に関して過去数回の薬価改訂に伴う改訂が薬価の引き下げに

よる医療機関の収入減を十分補填するものとはなっていないと指摘し、

医療磯関の薬価差要求を緩和するため十分な診療報酬技術料の引き上げ

を要請した。我々病院側としても技術料をあげて必要以上の薬価差をな

くすることに勿論賛成である。

５．週休二日制と看護婦等マンパワーの問題

人事院の勧告で政府は平成４年度には国家公務員の完全週休二日制を

導入するという。既に国立大学附属病院では毎±曜日を休みとし施行し

ている。どの経営主体の病院も未だ完全週休二日制には入っていないが

、公務員からこれを実施して民間に普及させると広ると、国立病院、公

立病院から先ず実施、続いて他の公的病院、私立大学病院、社会福祉病

院、特定法人、医撹法人、個人病院の順に実施せざるを得ないであろう

。その場合、救急告示病院、夫々の病院等は最小限の救急医療体制を確

保する必要がある．４週４体から４週６体、４週６体から４週８体へ移

行するのに現状の医療体制を維持するには夫々５%､10%の人員増、人件費

増（医療費に換算して２．５%、５％）を必要とする。この財源を保険医療費

の中でみられないとするなら、国民に多少の迷惑をかけても病院側は人

集めの点及び他の業界との公平性からも土曜又は週の中間を休んでの完

全週休二日制の実施は止むを得ないであろう。先日東京都で各種会社．
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４．薬価間題

中医協では、来年４月から薬価算定方式を従来のバルクライン方式か

ら加重平均値方式に変更することｌ5%のＲＺを加えることの建議をおこ

なった。更にメーカーは建値制を採用するなど来年度から二重のしばり

による新薬価制度が発足することになった。

予てより薬価差益１兆３千億円ありと言われ医療機関が不当に儲けて

し､るかの如く世間を惑わしていたが、差益としては薬品の自由経済社会

では、商品が流通すれば付加価値が生ずるのは自然のことである。医薬

品の発注・購入・保管にかかる費用、投薬包装費、薬品の有効性・安全

性の確認、服薬の指導等に要する費用などオン・コストとして計上され

るべきものであり正当なマージンといえる。もしマージンであるこの
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団体が来年度の新入職員の実地見学・案内を計画、募集したが、福祉の

団体には一人も集らなかったと言う。週休二日制の実施が行われていな

いことと給与が安いからだと言う。完全週休二日制にしないとマンパワ

ーの確保が出来ない時に至っている。

億円程度あるであろう。又、製造業として売り上げ原価は、１９９０年

度小野薬品の１９．１４％、ピオフェル２２．６９％、帝国臓器２６．２４％、持田２６

．５４％、津村２６．８３%、エーザイ３２．０％を始め、医薬品メーカーが安い

方の上位を占めている。そのためもあって、医薬品メーカーの売り

上げ利益率１４．８％と全製造業中最高額であることなどより、薬価は

もっと下げてよろしくないのか、医療費の決定が三者構成の中医協

で決められるのに比し、薬価の設定は何のような根拠で誰が何時決

めるのか、はっきりしていない。厚生省はこの際、個々の医薬品に

ついて薬価決定の方式を国民に提示すべきである。

（２）特定治療材料としての高価なペースメーカーは円の為替相場と連

動して定価が決められないことは、流通経路が複雑であり、アメリ

カからの圧力もあるであろうが、極めて不明朗である。定価が決ま

れば必ず年吹毎に安くなる。かつて某省の某高官は薬価を引き下げ

たいが、実際は厳かなか下げられない種々の内部事情があると言わ
れた。

（３）プロパーもメーカーと問屋で８万人（年３，２００億円の人件費）は

果して必要であろうか。薬価差をできるだけなくすることは諸外国

に比し安い技術料に廻すのであれば、賛成である。例えば病院薬剤

師の技術料を例にとっても１０日分以内の調剤技術料は零である。

病院の薬局は調剤薬局と同じ否それ以上の設備・薬剤師を揃えてい

る故、調剤薬局と同じ調剤技術料を認めるのは当然なことである。

と同時にメーカー問屋の利益率を下げ、過剰不必要なプロパーを整

理すれば直ちに数千億円否１兆円近くの財源が出る筈である。

２．週休二日制の実施

４週６体の国家公務員、地方公務員が来年がらは４週８体の完全週休

２日制になる世の中であり、既に民間でも大企業、銀行は完全週休二日

制を実施している。土曜日朝地下鉄に乗ってみるとガラ空きであるのは

その証拠である。医療機関も完全週休二日制をやらなくては人が集まら

６．公務員の給与改訂と完全週休二日制の実施

人事院（弥富啓之助継裁）は８月７日午前、平成３年度の国家公務員

の給与改定などを国会と内閣に勧告した。一般職の給与を４月１日にさ

かのぼって平均３．７１％（11,244円、定期昇給分を除く）引上げるのに加

え、残業が多い中央省庁の職員を念頭に行政職の給与をさらに平均０．１

９％(562円）特別に上乗せするよう求めている。行政職については実質３

．９０％（11,806円）の引き上げになるが、昭和４９年に現行の官民給与の

比較方式を採用して以来、算定した官民格差を上回る額を勧告したのは

初めて。平成４年度の早い時期からの完全週休２日制の導入も盛り込ん
だ勧告をした。

この実施により今でさえ人件費の高腫に頭を痛めている病院側は人件

費増に何う対処するかが大きな問題である。今年も又定期昇給を加える

と５%以上（病院はプラスアルファ）になることは確実である。今でさえ

５０%を越える人件費が、更にアップすると５５%近くになる。病院経営は

正に危殆に瀕する、と言っても過言ではない。

房
①
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対応策

厚生省は病院は未だ儲かっていて緊急に医療費を改訂する必要はない

し、財源もないと言う。金が無いなら知恵を出せと吉村仁元厚生省次官

は言明したかし財源はあると思う。この方策として

１．医薬品について

（１）上位５０社の医薬品メーカー、卸問屋の経常利益が必要経費を差し

引いて8,300億円あり、全医薬品メーカー、卸では恐らく１兆３千



ことは有効だと思う。病院経営者は最低限必要な増改築もままならない

のが実情である。東京では、地価の高睦の他に病院建築費は３．３，２当り

１５０～200万円はかかるという。これで入院室料は国民宿舎の半分以下

では病院はアメニティーをよくしようと思っても、改築もできない。無

理な借金をして規模を拡大し、利益を追及するという行動も時に起る。

営利企業に認められている「私募債」の発行を一定の条件をクリアーし

た病院にも認めてよいのではないだろうか。

現状としては公的病院のような補助金の導入がほとんど期待できない

以上、民間病院に病院債の導入を検討すべき時期に来ている。

５．税制面からの優遇処置

医療法に、医療の公共性をうたい、非営利性を掲げる以上、公的医療

機関，社会福祉法人，学校法人，財団法人に習い特定医療法人を先ず無

税扱いにすべきである。公私の医療機関の公平性からみても当然なこと

である。又、医療法人、個人にしても公共のために提供した医療施設、

土地等に相続税をかけられては、崩壊せざるを得ない。医療を継続する

ためにも相続税の無税扱い乃至、軽減は急務である。

６．黒字の保険組合

各種の保険組合、特に平成元年度２，１８７億円黒字の政管健保に診療費

支払（定率１６．４%)助成として5,300億円の補助金を出すのは問題である

。補助金とは赤字事業に事業育成のために出し、黒字になったら削るの

が本旨であろう。

７．地域格差料金

昭和２３年から昭和３６年迄は甲地は乙地の単価に１円の加算があっ

た．現今大都市では地価・物価・生計費・人件費の高い現状からして１

点単価に適当額加算したらどうであろうか。公務員の給与法に調整手当

として月額俸給・俸給の特別調整額及び扶養手当ての月額合計額に甲地

6%、乙地３%の加算がある。このような加算方式をとるには先ず手始めに

ない現状である。それ故、できるだけ早い時期に、救急告示病院等は最

小限の救急部門だけを開いて完全週休二日制にしたらよい。国民の立場

・病人側から言えば、人員増分の医療費を上げて土曜日閉院せずにやる

ことが望ましいであろうが，必要な人員増の人件費もくれないで、医療

機関のみに閉院せずに週休二日制をやれと言うのは無理なことである。

３．マンパワーの確保一研修外国人看護婦の採用一

現在最も確保難の職種に看護婦・准看護婦がある。８万人不足してい

るという。中国の或る省（人口３，０００万人）ではアメリカに大量にナー

スを送り込んでいるというが、日本には適用できないものであろうか。

例えば、中国の看護学校を卒業し、日本語の教育を受けた看護婦を日本

の椎看護婦の試験（都道府県の資格）を受けさせ、合格した後、３年程

度日本の病院で実地研修させ技術の向上を計らせることである。病院側

は宿舎を提供（世話）し、給与も差し上げ、技術を磨かせ、帰国後は中

国の医療看護の向上に役立たせることである。

現に３～６カ月程度中国の看護婦が日本の病院へ研修に来ているが、

准看護婦以上の資格がないため注射一つできなく、十分な研修もできな

い現状である。労働力云々が主旨ではなく、あくまでも技術研修の成果

を上げ国際親善に寄与するためである。中国の各省の人民政府と公益法

人である病院団体との契約に基づいて行う研修である。厚生省、外務省

及び法務省の入国管理局の御理解を得たいものである。

４．低利の融資制度と病院債の発行

厚生省は民間医療機関の経営健全化には診療報酬の改訂と融資面及び

税制面から処置すると言っているが、補助金もなく税金のかかって良心

的な病院の経営は大変に困難になってきている。そこで、医療や福祉の

施設にも、公的機関が介在して、一定の資格条件を設定して、それを満

たした病院には低利な融資制度の他に，，学債，,に準じた低利な”病院債

'，（年利１～２％）といったものを発行できるようにしてはどうか。医

療経営の安定化と効率化のための方法として，，病院債,，の発行を認める

］
①
⑫
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東京都及び、札幌、仙台、川崎、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸、広

島、福岡、北九州の政令都市に適用してどうであろうか。大都市の病院

程人件費・生活費が高く経営が苦しく、建築費も高い。これと並んで山

間、へき地、離島等の地には国庫及び公的負担で加算があってよいと思

う。

因みに昭和３１年当時の甲地、乙地とは、甲地…･東京（島を除く）

、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸、川崎、芦屋、西尾．尼崎、池田、

豊中、吹田、守口、布施、八尾、堺の各都市をいい、それ以外の地は全

て乙地であった。

適なサービスについては自己負担又は民間保険で支払うとして個室の室

料差額等を適用している。国民生活水準の向上から、昭和２３年の終戦

直後の住宅事情の悪かった頃、医療法で２人室以上の病室面積は１人4

.3,2以上と定められた。現在のよう厳住宅事情のよくなり、大部分は個

室で生活している人が、病気になると大部屋の狭い処に入れられるとあ

っては、広い、より快適な病室とサービスを要求するのは当然であろう

。差額病床なる個室を全病床の国立は10%以下、それ以外は２０%以下な

どと制限することなく５０%程度は許可したらよい．個室代・食事代他の

種々のアメニティー部分としてサービス代もホテル並に自己負担を認め

たらよいと思う。病人側に選択の自由があってもよろしい筈である。ア

メニティー部分は民間保険適用を含み自己負担である。

医療以外の世界では既にそうなっている。勿論公的保険のみで加療す

る道はあり、更に低所得者に対する処置は別途定めたらよい．

８．差額料金

高機能病院・診療所で原価の高くつく医療機関で赤字の大きいものに

は１点単価を、例えば１１円、１２円、１３円等とし、１０円を越える

額は自己負担又は民間保険の適用とするのは如何なものであろうか。

これなら国庫負担、保険組合の負担もない。日本全体に１万１千近く

の病院があり８万の診療所がある現状からみて一案であると思う．例え

ば赤字に悩む虎の門病院に１円～２円の単価自己負担があるからといっ

ても多くの人は受診するであろう。この単価については上限を設け自由

に設定させたらよい。余りに高ければ患者は受診しないであろう。この

ようにすると国民の受診機会均等の制限になるといっても１万余もの病

院、８万もの診療所があり国民の医療機関選択は自由であることから、

受診制限にはならないと思う。但し、国立・公立病院については別途定

めたらよい。

幸田正孝元厚生省事務次官は私立大学病院の６～８入室に入院して差

額室料を払っているのは、室料差額というよりも医療の質に対する差額

としてである、との新しい考え方を出された。それ厳ら、質のよい病院

は単価を上述の如くしたらいかがなものであろうか。

９．アメニティーの扱い

基本的なものは医療保険（但し一部負担はある）でカバーし、より快

￣

＝

むすび

種々対応策を提言したが、医療費の伸びが４年間も国民所得の伸び以

下に抑制されて、健保組合1.049億円、政管健保２，１８７億円、国民保険

、自賠貴保険も大幅な黒字決算額を示している。国民所得の上昇、国民

生活水準の向上と共に医療機関、健保組合、国保保険者も夫々が調和の

とれた経営ができるようにありたいものである。「豊かな日本、貧しい

医療」であってはならない。最近の新聞の社説をみても医療費を引き締

めるのみが能ではなく、賃金上昇、ベースアップに伴い看護婦を始め必

要なマンパワー確保・労働条件の改善から言っても医療費を上げるべき

だとある。

以上の現状を政府は直視され、国民医療の確保と病院経営を守るため

この際早急な種々の方策の実施を要望するものである。



蝋
平成３年1０月３曰

防庁予防課長殿

社団法人日本病院

会長諸橋芳

｢社会福祉施設及び病院における夜間の防火管理体制指導マニュアル」

における延長時間について（要望）

日頃は、防災等のご指導をいただき誠にありがとうございます。

と年の火災における死亡原因の多くが「煙・有毒ガス」であることは、貴殿からの通知・

'達におけるご指摘通りです。

さらに、火災避難用保護具の普及・推進に基づいて、病院施設でも煙からの避難用とし

、同保護具を備える例も増えてまいりました。

しかし、昭和６２年８月１曰付消防予第１３１号にて通知されました「旅館・ホテル等

:おける夜間の防火管理体制指導マニュアル」において限界時間を設定するにあたり「す

(ての客室に定員相当の避難用保護具（自給式の呼吸保護具又は簡易防煙マスク等）が備

.付けられている場合、1分延長時間を加算することができる」に対して、本マニュアル

;は、この延長時間の手段が削除されております。病院としても防災設備を充実させ、よ

安全な施設へと努力をおしまないことはいうまでもありません。この点をご理解のうえ

:災避難用保護具の普及・推進にもはずみがつくと考えられますので、同保護具の設置に

;る延長時間をご考慮のほどよろしくご検討お願い申しあげます。

以上

－１９５－
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平成３年1０月４日 一参考資料一

ｴ盟矢ロース菌ヌ三三（払乏＊卒自）損害保険科率算定会

理事

火災新種科率部部長池潔嘉紀殿

鱗蕊
◎病院等における防火安全対策の推進について（通知）

人
長

法団社
会

昭和６３年２月１９日消防予第３１号

各都道府県消防主管部長あて消防庁予防課長

第五防火設備の整備と点検

医療施設の防火設備については、医療法及び医療法施行規則のほか、消防法関係法

令及び建築基準法関係法令による規則を受けており、特に消防法に規定する防火設備

等の改正については、既存の建築物に対してもそ及適用することが原則とされている

ので、これらの法令により設置義務があるものの整備に努めること．基準以下の場合

でも、関係行政機関が指導したものについては、緊急度を勘案して段階的、計画的に

自主整備に努めることが望ましい．

防火設備の点検については、非常時に使用できないことがないよう常時点検をして

おくこと。

医療法及び消防法関係規定等の防火設備に関する規定の主なものは次のとおりであ

る。

１３消火、避難・誘導、搬送のため携帯用マイク、懐中電灯、防煙マスク、担架

車椅子等を備えること．

火災避錐用保護具の火災保険料率（割引き）について（請願）（案）

日頃は病院関連保険につきまして、格別のご高配を賜り感謝いたしております。

さて、衆知のとおり火災は火を出さない予防から、発生した時の感知及び初期消火を行

なう設備、さらにメンテナンスが重要であることはいうまでもありません．しかしながら

また最悪の事態も想定しておかなければならないことも事実です．近年の火災における死

亡原因の多くが、「煙・有毒ガス」であることも、消防庁予防救急課長からの通知・通達

で指摘されています．病院においても、煙からの避難設備として、近時火災避難用保護具

を備える例も増えてきましたが、防災設備に対する投資は病院経営を圧迫する状況となり

ます。消防庁でも別途のように火災避難用保護具の推進を呼びかけておりますなかで、下

記の条件をみたすことにより、火災避難用保護具を火災保険料率の割引き対象としていた

だきたく、ご理解とご審査を頂けますようお願いいたします．追って、本要望のご採択な

どに関し、恐れ入りますが、ご高見、ご回示を煩わしたく存じますので、申し添えます．

￣

ﾋﾟﾀﾞｮ

記 Ｏ老人保健施設における防火安全対策の推進について（通知）

次の条件にいずれも適合した火災避離用保護具は保険料の割引き対象とされるよう要望

します。

１．設備する火災避難用保護具（自給式の呼吸保護具又は簡易防煙マスク）は、自治省消

防庁の通達基準に合格し（財）曰本消防設備安全センター認定合格品であること．

２．製造メーカーの保証する有効期限内であること．

３．設備数量は、病床散と同数以上とする．病室内に設備ができない場合は、その数量と

同数を、有事即応できる廊下及び隣接したナースセンター・防災センター等に設備す

ること．

４．消防法令で示されている消防訓練および「病院における夜間の防火管理体制指導マニ

ュアル」検証時において同設備の使用を励行していること．

ＩｂＩｌ－

昭和６３年１１月２４日消防予第１６２号

各都道府県消防主管部長あて消防庁予防課長

別記

避難・誘導、搬送の要領

４．誘導の際、火煙が迫るときは、這うようにし、ハンカチ、タオル等で、鼻、□を覆

わせる。ときには、屋内消火栓の水で援護注水する。

なお、防煙マスク等の備え付けが望ましい．



現状における病院経営は、事実上、薬価差に依存しなければ経

営できない状態である。

我々は、常々この「薬価差依存体質」から脱却して、技術料中

心の診療報酬で経営しようと考えている。今回、中医協建議によ

る新薬価算定方式が「加重平均値プラスー定幅」方式に改正され

たこと、流通の近代化を目指して、製薬メーカーと卸業者問の価

格建てが「建値制」に移行することに伴い、今後薬価差が大幅に

縮小されることが予想される。これらに対応し、病院経営の安定

を図るためには、「診療報酬の相応の引上げ」が不可欠である。

これらに対する診療報酬の引上げが不十分な場合には、病院経

営の安定化をめぐって、病院と卸業者の間に再び薬価差のトラ

ブルが多発することが考えられる。したがって厚生省当局に対し

「一定幅が６年間に、１５％～１０％に逓減される」新薬価算定

方式の実行に当たっては、薬価調査による資料だけにとらわれず、

経済の現実の上に立って判断し、期間や逓減幅については流動的

に取り扱われるよう要望するものである。このことは、病院経営

安定化のためになくてはならないもので、格段のご配慮をお願い

致したい。

我々は、医薬品流通近代化の推進と病院経営の薬価差依存体質

からの脱却には、基本的に賛同するものである。

平成３年11月29日

医薬品の流通近代化と病院経営の安定に対する
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最近医療過誤として、別紙の如く１億円以上の解決額が５７件もあるなど、病

院の経営上大きな問題となっております。

つきましては、賠償保険最高額を次の理由により、取り敢えず１億５千万円に

あげて頂きたく要望いたします。

平成3年12月５日

日本医師会

会長羽田春莵様 一詮議 １．現在の契約額として、’億円の最高額は既に十数年前に決められたものであ

り、この間物価賃金の上昇、人命の価値、補償額も上がっておること。

２．この間自賠責保険等でも万一の場合の補償額があげられておること。

３．資料２により１億円以上５７件中３９件（６８％）が１億円以上～１．５億

円以下であること。

４．病院の場合医療・看護だけでなく、施設整備の不備、故障、不注意による被

害もこの保険の対象とされていること、例えば

（１）階段の手すりが両側になかったため転落負傷、死亡したこと。

（－最近議員会館で小此木議員の階段での転倒死亡例など－）

（２）火災の場合の負傷、死亡など。

（３）床に水がこぼれており、滑くって転んで負傷した場合。

（４）給食の事故によるもの。

（５）敷地内のマンホールの蓋の不備による車の破損など。

（６）酸素吸引設備、ナースコールの故障等によるもの。

社団法人全日本病院協
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以上の如くでありますので、病院管理運営上是非とも最高補償額の５割増をご了

承下さるよう資料（１．２．３）を添えて要望いたします。

病院賠償責任保険について要望

常々多大のご厚情をいただいておりますこと、お礼申し上げます。

さて、最近の国外及び国内の情勢として、医療事故について大きく取り上げら

れ、又先日はＮＨＫテレピニュースセンターでも、大きく報道されております。

病院当局および医師は、最善の注意をしても思わぬ医事紛争に巻き込まれ、マ

スコミに大きく報道されると医療機関の破滅、担当医師の退職}こもにつながるな

ど、憂慮される情勢にあります。



資料１

'９１．１０１７

過去１５年間における医療過誤訴訟事件の類型別第一審係属事件数

民
①
①

注：本表は最高裁判所事務総局民事局が報告を受けた事件につき作成したものである。

昭和
５１年

５２年 ５３年 ５４年 ５５年 ５６年 ５７年 ５８年 ５９年 ６０年 ６１年 ６２年 ６３年
平成
元年

２年

診断に関するもの 1７１ 1８９ 1９８ 2０５ 2２３ 2０７ 2１７ 2２４ 2４４ ２６０ 2８９ 2８４ 3０８ 3０６ 3０５

治療に関するもの 2６７ 3０５ 3２８ 3７９ 4５４ 4６５ 4７１ 4８５ 4９３ 4９３ 5０１ 5０３ 5２６ 5５５ 5７６

手術に関するもの 1８０ ２１０ 2３９ 2３８ 2４５ 2５６ 2６２ 2６３ 2６４ 2６２ 2７５ 3０２ 3０４ 343 3８３

注射に関するもの 9３ 1０５ 9４ 1０２ 1１７ 1０５ 1０１ 1０７ 1１０ 1００ 1０２ 1０６ 1０８ 1０２ 1０１

輸血に関するもの 1１ 1１ ９ 1０ ９ ９ 1２ 1２ 1２ 1６ 1６ 1４ 1５ 1６ 1７

麻酔に関するもの 3６ 3７ 3５ 3１ 4３ ４６ 4８ 6０ 6１ 6６ 7１ 6９ 6８ 6５ 7０

投薬に関するもの 2５ 2８ 2９ 3６ 4３ 4１ 4７ 4８ 4８ 4４ 4３ 5５ 5９ 5０ 5６

看護に関するもの 1８ 1９ ２１ 2２ 2４ 2４ 2２ 2６ 2４ 2４ 2１ 1５ 2１ 2７ 2８

レントゲン照射に
関するもの

２ ２ ４ ４ ３ ４ ４ ２ ３ ４ ４ ３ ４ ４ ６

その他 4５ ４６ 5０ 5４ 5４ 5６ 6３ 6６ 7０ 7０ 8５ 8７ 9８ 1１２ 1１９

:十 8４８ 9５２ 1．００７ 1，０８１ 1，２１５ 1．２１３ 1．２４７ 1,2931 1．３２９ 1．３３９ 1，４０７ 1．４３８ 1．５１１ 1．５８０ 1．６６１



資料２

E実三圭勇差三畳言呉ユイうきＦ百Ｊ≧Ｌ－上角淳iタミ客員 医療過誤冒肩公１億円以上分布通件数
40.

30.

＜半ﾘﾏｦﾆ＞

判決曰
s６０．１２．１９

ｓ６０．４．１７

ｓ５３．１２．１９

事

驚繁
亟弔IPh「

大分1也裁

宇都宮地裁

東京地裁

巳Ｒ、Ｃ・Ｐ検査時の十二指腸穿孔、死亡・

新生児脳性マヒ、高裁にて、１．２億で和解・

髄膜炎による脳障害．

20.

10.

0．
３１ ２ ２１

く末ロ角旱＞
珀解年度裁判戸

億
円

億
円

億
円

Ｕ解金額
’億３０００万円

１億４０００万円

事実

硬膜外神経ブロック後両下肢マヒ．

胃ガン手術帰室後心停止、植物状建。

○ ●

大厘地裁

松山地裁

Ｌ
３

Ｈ
Ｈ

１
四
○
○

宕娃 し＝0０５６９１．１１．０６【医療過誤訴訟1億円以上分布］
Ｆ二１，２８，１，８，１

示談金額事実

，億２ＣＯ０万円胆のう摘出手術、気管支けいれん死亡

件数訴額

１億円以上１．５億円未満 ３９

１．５億円以上２億円未満 １４

２億円以上２．５億円未満 ２

２．５億円以上３億円未満 ０

３億円以上 ２

訳~ｺﾞﾛ､./庁騰十Ｓ７ｌＣｉＯ計合
￣



自
由
民
主
党

病
院
に
お
け
る
看
護
ケ
ア
の
拡
大
で
、
労
働
時
間
短
縮
と
週
休
２
日
制
の
導
入
、
老
人
保
健

施
設
の
拡
充
、
地
域
ケ
ア
活
動
に
伴
う
訪
問
着
護
事
業
の
推
進
な
ど
の
た
め
に
、
看
護
職
員
の

不
足
は
一
層
教
化
し
て
お
り
、
増
員
対
策
は
焦
眉
の
急
務
と
考
え
ま
す
。

看
護
婦
等
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
立
及
び
公
・
私
立
の
医
療
機
関
等
が
鋭
意
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
養
成
に
要
す
る
経
費
は
、
一
部
貴
重
な
診
療
報
酬
の
中
か

ら
賄
わ
れ
、
健
全
な
病
院
経
営
が
損
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

看
護
婦
卒
養
成
に
係
る
補
助
金
を
太
幅
に
増
額
、
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
現
状
を
直
視
さ
れ
、
国
民
医
療
の
確
保
と
病
院
経
営
を
守
る
た
め
、
大
幅
引
き
上
げ

を
と
も
な
う
医
療
費
改
訂
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

自
由
民
主
党

〆へ〆￣、

社
会
保
険
診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関
の
経
営
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十

年
医
療
法
改
正
付
則
に
、
医
療
駿
関
の
経
営
基
盤
安
定
化
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
適
正
な
医

療
を
確
保
す
る
た
め
に
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い
る
社
会
的
な
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
医
療
機

関
の
経
営
基
盤
の
安
定
・
業
務
の
円
滑
な
継
続
を
図
ろ
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
病
院
経
営
の
現
状
は
、
厚
生
省
の
発
表
す
る
公
的
一
般
病
院
二
五
六
の
移
動

年
計
に
よ
る
医
業
収
支
表
を
み
て
も
、
こ
の
数
年
間
、
医
業
収
益
を
上
回
る
医
業
費
用
の
増
加

基
調
が
続
い
て
お
り
、
今
年
七
月
で
甲
表
病
院
四
・
四
％
、
乙
表
病
院
六
・
二
％
の
大
幅
な
赤
字

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助
金
が
な
く
税
金
の
か
か
る
民
間
病
院
の
経
営
は
更
に
悪
化
し
て
い

る
こ
と
は
明
か
で
す
。

診
療
報
酬
の
改
訂
は
、
従
来
よ
り
中
医
協
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
医
業
経
営
の
実
態
、
人
件

費
の
動
向
、
医
療
費
の
動
向
、
物
価
の
動
向
等
及
び
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
な
ど
よ
り
み
て
、
病
院
経
営
は
極
め
て
厳
し

い
現
状
に
あ
り
ま
す
ｃ
こ
の
ま
ま
で
は
看
護
婦
を
始
と
す
る
マ
ン
。
ハ
ワ
ー
の
確
保
が
困
難
と
な

り
、
国
民
医
療
の
確
保
、
国
民
健
康
水
準
の
維
持
も
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

〆■、

、
社
会
保
険
診
療
報
酬
の
改
善
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

）
医
療
費
の
伸
び
が
、
最
近
の
四
年
間
も
国
民
所
得
の
伸
び
以
下
に
抑
制
さ
れ
る
一
方
で

健
保
組
合
は
前
年
度
の
一
一
倍
近
い
二
、
二
九
一
一
一
億
円
、
政
管
健
保
は
史
上
最
高
の
三
、

四
一
一
一
二
億
円
と
い
う
大
幅
な
な
黒
字
決
算
額
を
示
し
て
い
る
。

）
諸
情
勢
か
ら
み
て
病
院
は
閉
院
せ
ず
に
他
の
企
業
並
の
週
休
二
日
制
の
実
施
に
踏
み
切

ら
ざ
る
を
神
な
い
。
こ
れ
に
要
す
る
人
件
費
増
が
約
一
○
％
と
試
算
さ
れ
る
。

）
昨
年
度
三
・
六
七
％
及
び
今
年
度
は
一
二
・
七
一
％
、
看
護
職
は
九
・

事
院
の
給
与
改
訂
勧
告
と
完
全
実
施
に
よ
る
人
件
費
の
ア
ヅ
プ
ー

五
○
％
と
高
い
率
を
占
め
る
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
職
員

額
・
年
間
経
常
利
益
は
全
産
業
平
均
の
１
８
と
極
め
て
低
い
。

看
護
婦
等
養
成
所
に
係
る
補
助
金
確
保
に
つ
い
て

平
成

平
成
四
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望

政

全
国
組
織
委
員
会

国
民
生
活
局
長

年
十

務
調

月
十

査
会

社
会
部
会
長

曰

四
○
］

畑

野
呂
昭
彦

英
次
郎

社
団
法
人
日
本
病
院

会
長

講
橋

芳

殿 殿

％
引
上
げ
と
い
う
人

ｉ
ｌ
Ｉ
病
院
は
人
件
費

人
当
り
の
労
働
生
産鐘’



戸旨 曰月

来年４月に実施される診療報酬の改定は実質２．５％のアップと決定された。日本
病院会は、厚生省をはじめとするこの改定に携れた関係者各位の努力を高く評価する
が、今後のわが国の病院医療の質を確保するには充分であるとはいい難い。私鉄、タ
クシー更には新聞等公共性の高い業界が２桁の料金改定を行う現状で、最も労働集約
型の運営を行っている病院の経営ははなはだ苦しい状態にある。このままでは国民が
満足し安心できる医療は崩壊する恐れが極めて高い。ここで、西村周三京都大学経済
学部教授、日本病院会診療報酬体系研究会委員長の見解を中心に、下記の項目につき、

良質の医療を推進し,国民の理解を得るため、意見を発表する。

１．診療報酬引き上げ幅についての見解

２．昭和５Ｇ年４月の診療報酬を１００とすると平成ｓ年中の診療報酬は
実質１０４５１にしかならない。

３．高齢化が進み受療率が一層高まってきているが、昭和５ｓ年度以降、
平成３年度の推定値を含め、医療費の増加が国民所得の伸びを上回っ
た年度は二か年のみである。

４平成３年５月に病院団体から要望した診療報酬改定は９．９Ｇ％であ
るが、これは週休二日制の実施と人事院勧告よりはるかに低い人件費
の引き上げを主とするものである。

５．病院医療における人件費比率は全産業の中に於いても特に高く４９．１
％である。

ｅ・人事院勧告が病院に与える影響は平成３年度のみでも６５１％である。

７．病院における週休二日制の導入は、入院部門、救急外来等業務を停止す
ることが不可能な機能が大半を占める。

８．今後の高齢社会の中で、一層の病院医療の質、患者サービスの向上を
行い、同時に病院経営の健全化と透明性の推進に努力する。

平成３年１２月２１日

社団法人曰
会長諸

本病院会
橋芳夫

－２０２－
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に－つい-てごｑ＞見角率

《、句ｇｏ

また一'11k座業の人件費の上昇にとも奴って、病院が外部に

委託外注する諸経費にもかなりの上昇が見られる。かりにこ

の種の委託外注費の伸びを無視しても、なおかつ人件費の収

益に占める割合が高い病院業にとっては、ここ数年の労働力

不足が縄肯に及ぼす影哩は、一般産業よりはるかに高いとい

うことに注目すべきである。ち版みに人件費の売上高に占め

る割合は）AI院全体の平均で４９．１％（平成元年中医協調査）

であるのに対し、－股産業では、もっとも高い通信、運輸業

においてもそれぞれ、３４．０５％、３１．４５％である。

医療の質は、ひとえにこれを支える人手によるといっても

過言ではない。かつて急激な人件費の上昇を見た石油危機時

においては、例外的に２年ごとの慣行的較医原費改定の時期

を早めて引き上げが行われたが、今回は来年４月の定期的肱

改定まで、近年の慣行通り２年IlHのズレがあり、過去の経費

増を袖楓するという性格を帯びたものに放っていろ。ところ

が、来年度の改定は、バブル経済の崩壊に伴って急速に悪化

した財政事情のゆえに、大幅故改定ができないという事Ｗｑが

あるものと思われる。しかし故がらこのような判断は、改定

のルールとしては奇妙であり、財政的放変動の影轡を医療機

関が直接的に受けることに厳ろ。

もとより現在の医療機関の経営にはさまざまな問題点があ

る。またたとえば全体としての病床数が過剰気味であり、－‐

方で質的向上を図りつつ、他方で医療の垂的な意味でのスリ

ム化を図ることも懲務である。しかし鮫がら経常改善や全体

としての整理統合趣どは、医擬の持っている特質からいって

急激な変化を伴って行いうるものでは放い゜むしろ今回予想

される改定幅は、角をためて牛を殺すの頚の変化を伴うもの

と考えられる。

粒によりも危倶されるのは、予想される改定幅では、人的

サービスを重視する、より良質な病院により深刻肱影響を与

えるという点である゜

関係各方面の方々が以上の点をいま一度再考されることを

望みたい。荘お以上の見解は診臓報酬体系研究会としてでは

なく、同研究会委員長としての個人の見解である。

平成３年１２月２１日

社団法人日本病院会

診療報酬体系研究会

委員長西村周三

３日

来年度予算の編成が大詰めに至り、来年４月に予定されて

いる診療鍋酬の引き上げ幅がほぼ決められた。全体としての

引き上げ福は５，０％、薬価基準引き下げに伴う財源分２．

５％を差し引くと２．５％であるとのことである。以下この

引き＿上げ幅が妥当奴ものであるかを、いくつかの点から検討

してみたい。

緒論的に述べれば、この引き上げOWIは、今後のわが国の医

蝋の質を確保するに＋分なだけの引き上げであるとは思われ

ない。そればかりか、近い将来少較からずの日本の中核的な

病院の健全な経営を危うくするものであり、将来に禍根を残

す恐れのあるよう欣、引き上げ幅であると判断せざるを得救

いｏ

診療鞭iI1IIdh近年ほぼ２年に一度のペースで引き上げられ

ているが、過去２年間は好景気にとも救う一般産業の人件費

の引き上げにと６版って、病院においても近年に抜く高い人

件費の引き上げがあった。またこれに加え、特に都市部にお

いて看護婦を中心とする医懐関連職置の労働市場の逼迫によ

り、現時点でも偶院勤務者の労働条件を改善し厳いと、医療

を支える従事者の質をこれまでの水叩に確保することは容易

で蔵〈祓ってきていろ。厚生省健康政軍局の調査である「病

院経営収支月報」では、平成２年６月から平成３年６月まで

の１年間のみをとっても、この間の人件費の伸びをまか粒う

に必要な診療報酬の伸びは１１％程度に放る。（このｉｎ医業

収益は若干上昇しているが、この分を零堕したうえでなお必

要鮫上昇躯が１１％程度である。）

この数値は公的病院を中心とするデータであるが、民間病

院に関してはこれ以上の人件費の伸びがないと、医療の質の

向上を図ることがむずかしい。蔵ぜ広ら一般的には民間病院

の方がより少ない人員で医療の提供を行っており、民間病院

が公的病院以上に人件費の引き上げを図ら芯いと、多くの医

療関連職禰の従事者が公的病院に流れる可能性が強いからで

山
○
四
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②82,83年度は実質はマイナス改定になっている
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たり従事者数に当てはめると、１病院当たり６．５１％の引き上げになる。
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･国民医療菱、社会福祉喪年度別推移

･老人福祉盛、社会福祉賭爽、社会福祉施般型iH1]腓度川''1移

厚生白替より

峡l1ll1iI1:より

＊－（）内％は社会福祉巽内の割合を示す。＊－％は５５年を１００として換算した。（1'1位一徳円） (111位一[QilIj）

老人福祉愛

。

Ｐ１

Ｌｊ

、
◎
⑰

＊－社会福祉菱の内訳は以下の項目の総計である。

児童保護喪、特別児童扶養手当、老人福祉薮、身障者保護饗．婦人保護饗、

社会福祉諸醍、社会NHI社施設整伽菱．母子福祉饗．児童快義手当も

国立更生援渡撒関喪、

＊－平成２年、国民医漆突については推定値である。

年度

昭和５５年

５６年

老人福祉受

4761(34.8）

5275(35.3）

社会福祉藷３１ｔ

248(1.8）

320(2.1）

社会福祉施設塾ｉｉｉ澱

1222(8.9）

1296(8.7）

i１．
●－－￣￣●￣￣‐■-■￣●●￣

62:１１('1ｺ.汀）

6891(116.1）

５７年

５８年

５９年

６０年

６１年

6956(40.4）

8814(45.9）

9323(46.8）

9841(49.1）

9951(52.3）

343(2.0）

332(1.7）

333(1.7）

339(1.7）

360(1.9）

1259(7.3）

1029(5.4）

856(４．3）

82:】(4.1）

830(4.4）

8558(40.8）

|()175(5:1.()）

10512(52.(】）

11()():Ｉ（

11141(58.6）

６２年

６３年

平成元年

2年

11129(55.2）

1170,(58.7）

12852(57.6）

14027(58.3）

396(2.0）

424(2.0）

620(2,8）

783(3.3）

836(4.1）
●￣￣￣■■■■■■凸●■●●●●●●●●●●

8()()(/1.1）

9'1'1(Ｍ）

1127(4.7）

12361((;1.ｺ）

|:1()8:1((;Y､8）

ＩＭＩ(1(()'1.()）

15037((;().;)）

年度

昭和５５年

５６年

５７年

５８年

５９年

６０年

６１年

国民医擦巽（％）

１１９，８０５（1()0.0）

１２８，７０９（107.4）

１３８．６５９（115.7）

１４５，４３８（121.4）

１５０．９３２（126.0）

１６０．１５９（133.7）

１７０，６９０（142.5）

社会補肚爽（兜）

￣￣－－－－－￣■●－－－￣●●￣●●-●

１３，〔〕!)８（l()().()）

［`(、９５８（1()!).Z）

１７，２００（12Ｍ）

１９，１８４（Ｍ0.1）

０，（)(〕２（''1(Ｍ)）
￣￣￣●￣･●￣●￣●●-■･･■｡

２０．０４２（146.3）
－－－￣－－－－●--

１９，００２（138.7）

６２年

６３年

平成元年

１８０．７５９（150.9）

１８７．５５４（156.6）

１９７，２９０（164.7）

２０．１５８（1,17.2）

２０，８２７（152.0）
￣－－－－￣￣●￣￣￣●●￣－－－１■■■■￣●･￣‐●

２２，３０９（162.9）

２年 ２０６，９００（172.7） ２４．０５６（175.6）
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曰病会発第３７７号

平成４年１月７日

綴
全国消防長会

会長原島

④
社団法人日本病院会

会長諸橋芳夫

⑮

病院防火管理者の専科講習修了証書の交付についてのお願い

拝啓時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃は、病院の防火防災に関し格別のご指導を頂き、ありがたく厚くお礼申し上げま

す。

病院等に対し、先般の消防法令改正の対象として「スプリンクラー・二号消火栓設備

等」ハード面と併せ「夜間・休日における防火管理体制マニュアル検証等」ソフト面も

強化されました。

さて、本会（２，４４１病院）では会務遂行にあたり、諸般の基本的問題を検討する

ため各種の制度委員会を設置しておりますが、病院経営の根幹に患者の安心・安全環境

の維持を重要視し、防災対策部会を設けております。

病院評価の展開に病院防災はきわめて大切であります。

この部会を中心に、毎年「防災の曰」の時期に病院防災セミナーを自治省消防庁、各

地消防本部の全面的なお力添えを頂いて開講し、医業現場から多くの参加を得て続けて

まいりました。

お陰様ですでにセミナーも第１１回を数え、多くの成果を病院に収めたと自負致して

おります。

これも貴会員消防長各位の深いご理解ご支援あればこそであります。

つきましては、消防法（昭和２３年法律第１８６号）第８条及び第８条の２に基づく

防火管理に関する事務の処理について、必要な事項を前記セミナーに積極的に取り入れ

、防火管理意識の高揚を図っておりますことから、今後はセミナー開催地消防長（平成

４年第１２回は神戸市）から、セミナー受誠の病院防火管理者に対し、防火管理者専

科講習（年１回以上）修了証書を交付して下さるようお願いいたします。

なお、近時実施セミナーの内容は別添のとおりで２日間にわたり冷静な判断力を養い

、病棟避難の万全また、体で覚える防災体験学習を含めておりますので申し添えます。

敬具

－２０７－



二三二妄昌壱三
平成４年２月３日

本年４月に実施される診療報酬の改定は実質２．５％のアップと決定された。

四病院団体連絡協議会は、厚生省をはじめとするこの改定に携わられた関係各位の

努力を高く評価するが、今後のわが国の病院医療の質を確保するには満足出来る

ものではない。私鉄、タクシー更には新聞等公共性の高い業界が２桁の料金改定を

行う現状で、最も労働集約型の運営を行っている病院の経営ははなはだ苦しい状態

にある。このままでは国民が満足し安心できる良質の医療を提供する事も出来ない

ばかりか、医療は崩壊する恐れが極めて高い。

殿

社団法人 全日本病院
･昭和５６年４月の診療報酬を１００とすると平成３年中の診療報酬は、実
質１０４．５１にしかならない。

･高齢化が進み受療率が一層高まってきているが、昭和５８年以降、平成３
年度の推定値を含め、医療費の増加が国民所得の伸びを上回った年度は
二ヵ年のみである。
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･平成３年５月に病院団体から要望した診療報酬改定は９．９６％であるが
、これは週休二日制の実施と人事院勧告よりはるかに低い人件賀の引き上
げを主とするものである。

社団法人 日本医療法人

゛病院医療における人件費比率は全産業の中に於いても特に高く４９．１％
である。醐年『』岸鰍・

｛麻騨》歎蓉一一牢一

本 精 神 病 院日 協

･人事院勧告が病院に与える影響は平成３年度のみでも６．５１％である。

社団法人

･病院における週休二日制の導入は、人院部門、救急外来等業務を停止する
ことが不可能な機能が大半を占める。

･今後の高齢化社会の中で、一層の病院医療の質、患者サービスの向上を
行い、同時に病院経営の健全化と透明性の推進に努力する。
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よって、良質の医療を推進し国民の理解を得るため、下記のとおり要望する。

１．改定にあたって病院の人件費等を充分考慮に入れて配分すること。

２．現在、日本の国民医療は、医療費において約７０％病院が担当しているが

その病院の意見を公正に中央社会保険医療協議会で反映するよう配慮され

たい。



菫更曰本病院会役員名簿（皇霊震鵡昌絹）(順不同）
顧問・参与平成3年５月25日現在

役職名
一

顧問

所 連 先属 緒 電話

０３－３３５９－８９４１

03-3328-0830

03-3990-9589

06-685-0221

左奈田幸夫｜システム総合開発研究所会長 東京都新宿区大京町２９

御苑プラザピル402号

東京都世田谷区代田４－１０－１６

東京都練馬区中村南３－２４（自宅）

大阪府大阪市住之江区東加賀屋

１－１８－１８

大阪府大阪市住吉区帝塚山中１－８－９

三重県津市南新町１７－２２

京都府京都市山科区御陵封じ山町３－２２

愛知県春日井市廻間町字大洞681-47

愛知県名古屋市東区泉１－１７－３

第２オレンジビル8F－Ａ

東京都文京区本駒込２－２８－１６

東京都千代田区永田町２－１－１

参議院議員会館733号室

東京都千代田区永田町２－１－１

参議院議員会館408号室

東京都千代田区永田町２－１－２

衆議院第２議員会館231号室

東京都新宿区戸山l-21-13

埼玉県和光市本町31-9-204

東京都新宿区戸山１－２１－ｌ

東京都練馬区旭ケ丘１－４３－４０

神奈川県横浜市栄区庄戸５－１７－２

（自宅）

東京都渋谷区神南２－２－１

神奈川県横浜市保土ケ谷区桜ケ丘１８８

東京都中央区明石町１０－１

東京都板橋区志村1-34-7-1004

東京都渋谷区神宮前５－８－２

東京都渋谷区渋谷２－１０－１２三貴ピル

東京都文京区千駄木１－１－５

東京都足立区六月’-36-20-306
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聖路加国際病院総婦長
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㈱日本看護協会会長

㈱日本病院薬剤師会会長

日本医科大学医療管理学教授
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役 員

病院名役職名
一

会長

病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

0479-63-8111

0479-62-0330

0479-62-0368

03-3711-6604

副会長 0267-82-3131

0267-82-9638

0267-82-2045

0749-63-2111

0749-63-2119

0749-26-2277

0534-74-2222

0534-71-6050

0534-74-6867

03-3339-2121

03-3338-2005

03-3330-8500

011-747-5821

011-758-1452

011-641-2166

0292-54-5151

0292-54-0502

0292-53-0666

0298-23-3111

0298-23-1160

03-3951-1982

0286-34-2151

0286-32-8922

0286-33-6723
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役職名

常任理事

病院名 病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

寺田守｜公立陶生病院｜市町村’４８９ 瀬戸市西追分町160

ＦＡＸ

瀬戸市南山町３－３８

－宮市桜１－９－９

ＦＡＸ

一宮市東島町２－４O

久居市新町ｌＯ２２

ＦＡＸ

津市渋見町770-35

枚方市中宮東之町12-14

ＦＡＸ

枚方市大垣内町１－３－３７

大阪市城東区東中浜ｌ－３－ｌ７

ＦＡＸ

兵庫県芦屋市三条町２３－５

尼崎市杭瀬本町２－１９－１５

ＦＡＸ

伊丹市鈴原町７－４９－２

岡山市青江６５－１

ＦＡＸ

岡山市丸の内２－１－２８

防府市三田尻１－１－２４

ＦＡＸ

防府市三田尻１－ｌ－３５

那覇市安里１－７－３

ＦＡＸ

那覇市繁多川５－３－３

グランシヤトレ繁多川305

北見市北６条東２丁目

北見市幸町１－３－８

盛岡市上田１－４－ｌ

盛岡市愛宕町l8-42

秋田市中通１－４－３６

秋田市高陽青柳町１４－２

白河市横町114

白河市昭和町249-3

会津若松市鶴賀町ｌ－１

会津若松市日新町６－１７

前橋市紅雲町ｌ－７－１３

前橋市新前橋町１７－２

与野市上落合903

浦和市曲本１－６－１５

干葉市長洲２－２１－８

干葉市長洲２－２１－１６

世田谷区太子堂3-35-3l

世田谷区瀬田５－１－９

葛飾区金町３－４－５

干葉県松戸市中矢切488-28

愛知県 0561-82-5101

0561-82-9139

0561-82-7031

0586-72-1211

0586-71-0017

0586-73-6110

05925-5-3120

05925-6-2651

0592-25-4030

0720-47-2606

0720-49-9855

0720-43-8360

０６－９６７－７１１１

06-963-2233

0797-34-0126

06-488-1851

06-488-1854

0727-81‐1785

0862-22-8811

0862-22-8841

0862-22-4628

0835-22-2310

0835-25-1675

0835-22-3882

098-866-5171

098-864-1874

098-835-1882

:::■:Jwl医讓
４８９

４９１

４９１

５１４－１１

ﾉノ 〃

三重県'′

宅
人
宅
人
宅
人
宅
赤
宅
人
宅
人

目
法
自
法
自
自
自
法
目
法

療
療

療
療

医
医
個
日
医
医

院
院
院
院
院
院

病
病
病
病

合
病
病
字
愛
一

総
道
生
洲
博
第

澤
山
田
浜

有
大
優
岡
村
大

蔵
學
彦
雄
郎
三

太
源

行
忠
寿
耕

澤
道
村
田
田
田

有
大
北
依
村
廣

４
３

３
６

９
０

４
０

０
７

７
２

１
７

７
３

５
６

６
０

０
４

４
０

５
５

５
５

６
６

６
７

７
７

７
９

大阪府″

″ ノノ

兵庫県"

岡山県″

山口県″

沖縄県″

自宅’９０２

理事 北海道

赤
宅
県
宅
赤
宅
連
宅
人
宅
連
宅
赤
宅
人
宅
立
宅
人
宅

自
馴
目
自
生
自
雛
自
社
目
自
雛
目
自
法
自 療

日
都
日
厚
公
全
日
医
国
医

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

掛
疵
啼
》
啼
啼
奇
病
岼
辨

鐇
覗
跡
箙
絵
辨
嚇
戸
加
岫

総
岩
秋
白
総
社
大
柏
国
高

俊
恵
夫
一
助
郎
修
英
登
螢

秀
吉
良
駝
肝
正

木
田
本
藤

原
田
戸
林
山

山
芝
小
竹
遠
星
北
横
柏
小
高

０
０
０
０
０
０
１
１
５
５
１
１
８
６
０
０
４
８
５
１

９
９
２
２
１
１
６
６
６
６
７
７
３
３
８
８
５
５
２
７

０
０
０
０
０
０
９
９
９
９
３
３
３
３
２
２
１
１
１
２

０１５７－２４－３１１５

0157-23-3365

0196-53-1151

0196-22-0401

0188-34-3361

0188-24-4484

0248-22-2211

0248-22-1659

0242-25-1515

0242-27-9087

0272-21-8165

0272-53-5869

048-852-1111

048-861-9277

0472-27-8366

0472-22-3759

０３－３４１４－８１２１

03-3700-6286

03-3607-3260

0473-62-0655

岩手県″

秋田県ﾉﾉ

福島県″

〃′'

群`馬県″

埼玉県"

千葉県〃

東京都ﾉノ

" ﾉソ

－２１１－



病院名 病院所在地 電話役職名
一

理事 嬉泉病院 医療法人

自宅

日赤

自宅

厚生連

自宅

医療法人

自宅

須藤祐司 葛飾区東金町１－３５－８

葛飾区東金町６－１８－１６

横浜市中区根岸町２－８５

機浜市磯子区洋光台４－５－３

相模原市橋本２－８－１８

相模原市相武台２－２－１８

相模原市渕野辺３－２－８

相模原市渕野辺１－８－７

東京都

５
５
１
５
９
８
９
９

２
２
３
３
２
２
２
２

１
１
２
２
２
２
２
２

03-3600-9001

03-3608-0016

０４５－６２２－０１０１

045-833-7616

0427-72-4291

０４６２－５１－６６１３

0427-54-2222

0427-52-5193

0250百62吉2780

02506百2吉24牙３

３９．３０退任

Ｏ25-273-2251

０２５－２２３－３７４１

0764-22-1112

0764-21-0015

0762-81-1125

0762-31-7698

0776-23-1111

0776-21-2033

０５５２－３３－５１０７

0552-33-O534

0582-46-llll

O582-42-O459

0574-25-2181

0574-25-2181

0547-35-2111

0547-37-2890

052-991-3111

052-914-4048

0594-22-1211

0594-22-5897

075-463-4301

横浜赤十字病院宗雪 武神奈川県〃

石井昭郎 相模原協同病院″ ﾉノ

土屋章 渕野辺病院〃〃

UEjにゴシＵ、

←＝●

〃｜桑名昭治

人
宅
村
宅
県
宅
会
宅
人
宅
県
宅
人
宅
村
宅
人
宅
人
宅
人

雛
自
町
自
馴
自
生
自
雛
自
酬
自
雛
自
町
自
雛
自
鮒
自
雛

医
市
都
済
医
都
医
市
医
医
医

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

脈
脈
舗
病
輔
病
踊
刑
鑛
病

病
椚
魎
冊
岼
咄
栫
》
》
轆
馬

桑
富
石
福
許
岐
木
市
上
山
相

治
一
一
蔵
清
隆
和
彰
治
三
郎
臣

久
昭
礼
忠
正

邦
恒
浩
喜
秀

名
田
下
沢
山
原
澤
田
田
保
馬

桑
石
道
藤
許
須
木
島
福
安
相

新潟市古川町６－４

新潟市二葉町1-820

富山市今泉292

富山市高屋敷855-4

河北郡高松町字高松ヤ３６

金沢市小立野２－１４－２３

福井市中央２－８－６

福井市大宮２－１０－５

甲府市中央１－１２－６

甲府市中央ｌ－１２－６

岐阜市野一色４－６－l

岐阜市静が丘町１４

美濃加茂市古井町下古井59O

美濃加茂市古井町下古井590

島田市野田１２００－５

島田市中何町265

名古屋市北区上飯田北町２－７０

名古屋市北区山田北町２－２８－５

桑名市寿町３－１１

桑名市船馬町１１

京都市上京区御前通今小路

下ル南馬喰町911

京都市北区北野紅梅町１５

大阪市北区芝田２－lO-39

吹田市古江台１－２０－１Ｏ

大阪市北区天神橋７－５－２６

西宮市霞町４－１７

大阪市北区兎我野町４－１２

ニューナショナルピル５Ｆ

西宮市愛宕山15-42

神戸市東灘区本山中町４－１－８

神戸市東灘区岡本６－ｌ－２６

加古川市尾上町長田525

ｶﾛ古川市尾上町池田769-1

御所市大字池の内1064

御所市大字柏原1604

９５０

９５１

９３９

９３９

９２９－１２

９２０

９１０

９１０

４００

４００

５００

５０１－３１

５０５

５０５

４２７

４２７

４６２

４６２

５１１

５１１

６０２

ﾉノ

富山県｜石田礼〃

石川県｜道下忠蔵〃

福井県｜藤沢正清〃

山梨県｜許山隆"

岐阜県｜須原邦和〃

〃｜木澤彰″

静岡県｜島田恒治"

愛知県｜福田浩"

三重県｜安保喜久郎'ノ

京都府｜相馬秀臣〃

l汽鰯露

３
０
５
１
２
０

０
３
６
３
６
３

６
５
５
５
６
５

075-463-4606

06-372-0333

０６－８３１－１１４５

06-351-5381

0798-36-6000

06-315-0576

大阪府｜豊島正忠′'

〃｜加納繁美〃

〃｜中後勝"

謎噸
６６２

６５８

６５８

６７５

675

639-22

639-22

0798-73-7278

078-451‐1221

078-431-1088

0794-23-2123

0794-23-5619

07456-2-2058

07456-2-2765

兵庫県｜宮地知男ﾉｿ

〃｜荒尾素次"

奈良県｜南 溢″

－２１２－



役職名
一

理事

病院名 病院所在地 電話

和歌山県 中村了生 中村病院 医療法人

自宅

医療法人

自宅

公益法人

自宅

掴人

自宅

都道府県

自宅

日赤

自宅

医療法人

自宅

日赤

自宅

市町村

自宅

都道府県

自宅

和歌山市友田町２－２８

和歌山市新内217

和歌山市塩屋６－２－７０

海南市日方1188

岡山市万成東町３－１

岡山市万成東町３－l

広島市南区皆実mJ6-15-7

広島市南区皆実町６－１８－３l

高知市桜井町２－７－３３

高知市中万々字城跡292-32

高知市新本町２－１３－５１

高知市薊野2018

高知市上町３－２－６

高知市上町３－１－８

福岡市南区大楠３－１－ｌ

福岡市南区筑紫丘２－１８－２６

熊本市湖東ｌ－１－６０

熊本市保田窪本町778-5

大分市高砂町２－３７

大分市春日町１－１４

⑩
⑩
虹
⑫
的
、
拠
弘
帥
帥
帥
帥
別
別
嘔
巧
駆
団
刀
、

６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

0734-31-0351

0734-22-5138

0734-44-1600

07348-2-8035

0862-52-1185

0862-53-2232

082-254-0311

082-251-0633

0888-82-1211

0888-75-4200

0888-22-1201

0888-45-7284

0888-22-7660

0888-75-5309

092-521-1211

092-541-4401

096-365-1711

096-382-6636

0975-32-5141

0975-34-6369

遠藤香苗 和歌浦中央病院″ ﾉノ

岡山県 原義人 旭ケ丘病院ﾉノ

広島県 伊藤剛 伊藤胃腸科病院ノノ

高知県 近藤慶 高知県立中央病院″

長崎彬 高知赤十字病院″ ″

田中稔正 田中整形外科病院ノノ ﾉノ

福岡県 鍬塚登喜郎 福岡赤十字病院〃

熊本県 志摩清 熊本市民病院′′

大分県 肥田木孜 大分県立病院″

役職名

監事

病院名 病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

東京都 星和夫 青梅市立総合病院 市町村 青梅市東青梅４－１６－５198 0128-22-3191

0428-24-5126

03-3999-4078

0474-31-2662

0474-32-8578

0474-33-4566

ＦＡＸ

自宅

医療法人

練馬区向山4-12-18

船橋市本町２－１０－１

176

273千葉県 梶原優 板倉病院〃

ＦＡＸ

自宅 船橋市本町２－１０－１2７３

役職名

代議員会
議長

病院名 病院所在地 ＴＥＬ・ＦＡＸ

福井県 向野栄 福井赤十字病院 福井市月見２－４－l

福井市月見２－４－１

日赤

自宅

医療法人

自宅

９１０

９１０

２１０

１０７

0776-36-3630

0776-36-4133

0776-36-0268

ＦＡＸ

代議員会
副議長

神奈川県 内海栄一郎 総合新川橋病院 川崎市111崎区新川通１－１５

ＦＡＸ

東京都港区南青山１－２４－１３

ドムス乃木坂

044-222-2111

044-245-4839

03-3475-0638

－２１３－



代議員

病院名役職名 病院所在地 電話

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
－
院
院
院
院
院
院
院
院
一
院
院
院

咄Ⅲ州（》崗啼》踞咄蔬晤》》『｛恥昂研Ⅲ一十ト》罐｛十》》》幸諦癖壺》椚癖
砂
旭
白
胄
中
北
遠
仙
宮
北
中
長
篠
公
渡
県
大
大
自
前
慈
深
上
国
船
習
山
社
社
都
第
江
金
県
川
総
衣
口一
治
潔
介
雄
宏
知
矢
郎
陞
士
一
男
尚
光
夫
孝
郎
明
洋
学
夫
一
志
雄
稔
敏
太
臣
泰
朗
弘
夫
夫
茂
郎
敬

郎
喜

浩
四
廣
登
美
直
陸
泰
浩
昭
正
和
達
文
紹
寿
博
武
正
一
貞
通
益
正
嘉
昭
栄

原
山
田
部
村
光
山
場
木
部
戸
橋
田
宿
辺
宅
沢
藤
藤
崎
木
上
山
橋
田
村
瀬
居
村
藤
地
田
海
本

須
々

南
菱
野
阿
中
倉
遠
的
佐
岸
瀬
高
篠
本
渡
三
会
斎
佐
長
山
高
井
森
奥
一
一
一
早
河
川
土
野
加
金
角
林
内
山

市町村

日赤

医療法人

市町村

個人

済生会

医療法人

市町村

全社連

厚生連

医療法人

市町村

医療法人

市町村

医療法人

市町村

医療法人

日赤

学校法人

日赤

医療法人

日赤

医療法人

国

市町村

医療法人

医療法人

全社連

全社連

都道府県

医療法人

その他
法人

個人

都道府県

市町村

医療法人

その他
法人

北海道

″

砂川市西四条北２－６－l

旭川市曙一条一丁目

札幌市白石区平和通３丁目
北２－３

青森市勝田１－１４－２O

五所川原市字一シ谷160

北上市花園町１－６－８

盛岡市下ノ橋町６－１４

仙台市清水小路３－l

仙台市長町２－４－１８

北秋田郡鷹巣町花園町１０－５

秋田市南通みその町３－１５

長井市屋城町２－１

山形市桜町２－６８

伊達郡国見町大字塚野目
字三本木１４

福島市北町１－４０

西茨城郡岩瀬町大字鍬田604

東茨城郡大洗町大貫町915

大田原市住吉町２－７－３

河内郡南河内町薬師寺
３３１１－l

前橋市朝日町３－２１－３６

高崎市上佐野町786-7

深谷市上柴町西５－８－１

上福岡市大字福岡931

千葉市椿森４－２－１

船橋市金杉１－２１－１

習志野市津田沼５－５－２５

茂原市町保町３

大田区南蒲田２－１９－２

品川区東大井５－８－１２

台東区千束３－２０－５

葛飾区東金町４－２－１０

江戸川区東小岩２－２４－１８

北区中里１－５－６

横浜市南区六ツ川２－１３８－４

川崎市川崎区新111通１２－１

川崎市川崎区新)||通１－１５

横須賀市小矢部２－２３－１

員議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代

Ｏ７３－Ｏｌ

Ｏ７０

０６２

０３０

０３７

０２４

０２０

９８０

９８２

０１８－３３

０１０

９９３

990

969-17

９６０

３０９－１２

３１１－１３

324

329-04

３７１

３７０

３６６

３５６

２６０

２７３

２７５

２９７

１４４

１４０

１１１

１２５

１３３

１１４

２３２

２１０

２１０

２３８

０１２５５－４－２１３１

0166-22-8111

011-747-5821

0177-34-2171

0173-34-3315

0197-64-7722

０１９６－５１－２１１１

022-266-7111

022-248-0161

0186-62-1455

0188-33-1122

0238-84-２１６１

０２３６－２３－１７１１

024585-2121

0245-22-9156

02967-5-3171

0292-67-2191

0287-23-1122

0285-44-2111

0272-24-4585

0273-47-1177

0485-71‐1511

0492-66-0111

0472-51-5311

0474-38-3321

0474-54-1511

0475-25-1131

03-3738-8221

03-3474-2701

03-3874-7441

03-3607-0007

03-3673-1221

03-3821-6433

045-711-2351

044-233-5521

044-222-2111

0468-52-１１８２

″

県
県

県
県

県
県

県
県

県
県

県

森
〃
手
〃
城
〃
田
〃
形
〃
島
〃
城
〃
木
〃
馬
〃
玉
〃
葉
〃

一
門

四
石

宮
秋

山
福

茨
栃

群
埼

千

ノノ

〃

東京都

〃

″

〃

″

〃

神奈１１|県

〃

″

〃

－２１４－



病院所在地病院名 電話

名
員

職
議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

役
代

笹川力

斎藤秀晁

前田昭治

１１１岸一郎

杉岡五郎

仲井信雄

向野栄

大滝秀穂

浅沼弘－

島津寿秀

青木猛

井戸豊彦

松波英一

荻原正雄

鈴木重世

菊池貞徳

吉富久吉

小田博

大島多年太郎

小谷彦蔵

横山實

柳瀬恒範

中嶋重雄

加藤明

中橋彌光

武田隆男

中野進

武田惇

岸口繁

中野博光

牧安孝

木村欣一

岡田康男

安田俊吉

松浦梅春

松本功

岡田重憲

前川暢夫

月山和男

新潟市民病院

新潟県立中央病院

富山県立中央病院

万葉病院

国立金沢病院

辰口芳珠記念病院

福井赤十字病院

大滝病院

韮崎市立病院

甲州病院

長野赤十字病院

岐阜赤十字病院

松波総合病院

冨士市立中央病院

厚生連遠州総合病院

順天堂伊豆長岡病院

東海市民病院

市立岡崎病院

大島病院

メリ谷総合病院

松阪市民病院

柳瀬病院

済生会滋賀県病院

琵琶湖病院

西陣病院

武田総合病院

京都四条病院

大阪府済生会泉尾病院

府中病院

中野小児病院

牧病院

市立伊丹病院

姫路赤十字病院

広野高原病院

姫路第一病院

西奈良中央病院

山の辺病院

和歌山赤十字病院

月山病院

市町村

都道府県

都道府県

医療法人

国

医療法人

日赤

個人

市町村

医療法人

日赤

日赤

医療法人

市町村

厚生連

学校法人

市町村

市町村

医療法人

医療法人

市町村

個人

済生会

医療法人

その他
法人

医療法人

医療法人

済生会

医療法人

医療法人

医療法人

市町村

曰赤

医療法人

医療法人

医療法人

医療法人

日赤

個人

新潟市紫竹山２－６－l

上越市大手町３－２０

富山市西長江２－２－７８

高岡市西海老坂362

金沢市石引３－１－l

能美郡辰口町字下開発ル11-l

福井市月見２－４－l

福井市日光１－１－１

韮崎市本町３－５－３

東八代郡石和町四日市場2031

長野市大字若里1512-1

岐阜市岩倉町３－３６

羽島郡笠松町田代185-1

富士市高島町５０

浜松市常盤町144-6

田方郡伊豆長岡町長岡1129

東海市中ノ池３－１－ｌ

岡崎市若宮町２－２

名古屋市南区六条町４－８O

刈谷市住吉町５－１５

松阪市殿町１５５０

津市乙部５－３

栗太郡栗東町大字大橋280

大津市坂本本町660

京都市上京区五辻通六軒町
西入溝前町1035

京都市伏見区石田森南町２８－１

京都市下京区東堀川通四条
下ル四条堀川町272-6

大阪市大正区北村３－４－５

和泉市肥子町１－１０－１７

大阪市旭区新森４－１３－１７

大阪市旭区清水３－２８－１７

伊丹市昆陽池１－１００

姫路市龍野町５－３０－１

神戸市西区北山台３－１－１

姫路市御国野町国分寺l43

奈良市二名町2818

桜井市草lll61-1

和歌山市小松原通４－１

和歌山市小松原通１－３

新潟県

″

富山県

″

石）Ⅱ県

″

福井県

″

山梨県

″

長野県

岐阜県

〃

静岡県

″

025-241-5151

0255-24-1191

0764-24-1531

0766-24-2163

0762-62-4161

0761-51-5551

0776-36-3630

0776-23-3215

0551-22-1221

0552-62-3121

0262-26-4131

0582-31-2266

05838-8-0111

0545-52-1131

0534-53-1111

05594-8-3111

0562-33-5500

0564-21-8111

052-691-0041

0566-21-2450

0598-23-1515

0592-27-5585

0775-52-1221

0775-78-2023

075-461-8800

075-572-6331

075-361-5471

06-552-0091

0725-43-1234

06-952-4771

06-953-0120

0727-77-3773

0792-94-2251

078-994-1155

0792-52-0581

0742-43-3333

07444-5-3551

０７３４－２２－４１７１

0734-23-2300

９５０

９４３

９３０

９３３

９２０

９２３－１２

９１０

９１０

４０７

４０６

３８０

５０２

５０１－６１

４１７

４３０

４１０

４７７

４４４

４５７

４４８

５１５

５１４

５２０－３０

520-01

６０２

６０１－１３

６００

５５１

５９４

５３５

５３５

６６４

６７０

６７３－０２

６７１－０２

６３１

６３３

６４０

６４０

″

愛知県

″

〃

県
県

府
府

県

〃
重
〃
賀
〃
都
〃
〃
阪
〃
〃
〃
庫
〃

一一一
滋

一
泉

大
兵

〃

′′

奈良県

″

和歌山県

″

－２１５－



病院名 病院所在地役職名 電話

純
緑
夫
宮
彦
夫
三
助
茂
久
紀
一
茂
一
一
和
一
澱
芳
美
夫
進
彌
典
之
利
順
暢
博
治
力
’
建
基
實

之
之

正
丈
純
徹
健
恵
千
敬
光
健
洋
恭
憲
恵
信
彰
秀
貞
勇
精
基
弾
長
秀
正
産
研

宮
島
浦
原
野
田
沢
森
杉
野
田
森
原
馬
原
島
田
本
木
働
木
藤
田
口
田
井
金
野
野
水
松
木
村
嘉

多
々

士
口

濱
岩
野
杉
杉
浅
木
滝
岩
高
波
西
松
葵
美
藤
桑
富
山
細
兵
佐
安
花
山
藤
福
松
高
三
情
本
黒
西
比

‐
■
「

県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県

県
県
県
県
県
県
県

珈
取
〃
根
〃
山
〃
〃
島
〃
口
〃
島
〃
川
〃
媛
〃
知
〃
岡
〃
〃
賀
〃
崎
〃
本
〃
分
〃
崎
〃
鵬
縄

和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福

佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

病推病艀》》》『（訴佶缶》綿密吟》い》病啼病啼痔葬排》席病辨時》病播掃
鵬
島
鵬
江
川
見
島
師
野
知
松
康
川
合
山
山
脈
木
の
間
福
蜥
誠
派
脈
赫
野
鯏
赫
鵬
木
鯆
縄

浜
鳥
野
島
松
岡
新
水
広
博
小
阿
小
健
香
総
松
松
高
細
浜
福
西
唐
至
日
長
熊
高
国
大
宮
黒
国
沖
■

純
緑
夫
宮
彦
夫
一
一
一
助
茂
久
紀
一
茂
一
一
和
一
澱
芳
美
夫
進
彌
典
之
利
順
暢
博
治
力
’
建
基
實

之
之

正
丈
純
徹
健
恵
千
敬
光
健
洋
恭
憲
恵
信
彰
秀
貞
勇
精
基
弾
長
秀
正
産
研

宮
島
浦
原
野
田
沢
森
杉
野
田
森
原
馬
原
島
田
本
木
働
木
藤
田
口
田
井
金
野
野
水
松
木
村
嘉

多
々

士
口

濱
岩
野
杉
杉
浅
木
滝
岩
高
波
西
松
葵
美
藤
桑
富
山
細
兵
佐
安
花
山
藤
福
松
高
三
情
本
黒
西
比

医療法人

都道府県

医療法人

都道府県

個人

市町村

医療法人

医療法人

市町村

個人

市町村

医療法人

日赤

全社連

済生会

医療法人

日赤

公益法人

市町村

医療法人

共済及
連合

医療法人

医療法人

日赤

医療法人

日赤

医療法人

日赤

医療法人

国

日赤

都道府県

医療法人

国

日赤

員議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代

和歌山市吹上２－４－７

鳥取市江津730

倉吉市瀬崎町2714-l

出雲市今市町116

松江市上乃木町3217

岡山市天瀬６－１O

新見市新見827-ｌ

倉敷市神田２－３－３３

広島市安左北区可部南２－１－１

呉市本通６－２－４

小野田市大字東高泊l863-l

吉敷郡阿知須町4241-4

小松島市中田町字新開２８－１

鳴門市撫養町黒崎字小谷３２

高松市桜町１－１６－４

坂出市室町３－５－２８

松山市文京町l

松山市大手町２－６－５

高知市丸の内１－７－４５

高知市大膳町３７

福岡市中央区舞鶴３－５－２７

宗像郡福間町23１０

福岡市西区生の松原３－１８－８

唐津市二夕子ｌ－５－１

佐賀市田代２－７－２４

長崎市茂里町３－１５

長崎市深堀町１－１１－５４

熊本市長嶺町2255-209

熊本市帯山４－２－８８

別府市大字鶴見4548

大分市千代町３－２－３７

宮崎市北高松町５－３O

延岡市祇園町２－３－１０

鹿児島市城山町８－l

那覇市古波蔵４－１１－１

６４０

６８０

６８２

６９３

６９０

７００

７１８

７１２

７３１－０２

７３７

７５６

７５４－１２

７７３

７７２

７６０

７６２

７９０

７９０

７８０

７８０

８１０

８１１－３２

８１４

８４７

８４０

８５２

８５１－０３

８６２

８６２

８７４

８７０

８８０

８８２

８９２

９００

0734-36-2141

0857-26-2271

0858-22-6231

０８５３－２２－５１１１

０８５２－２７－８１１１

0862-25-3171

０８６７７－２－２１１０

0864-44-5333

08266-5-5211

0823-23-8911

08368-3-2355

0836-65-2130

08853-2-2555

0886-85-2191

0878-33-l551

0877-46-1011

0899-24-llll

O899-43-1151

0888-22-6111

0888-22-7211

092-721-0831

0940-42-0145

092-881‐1331

09557-2-5111

0952-24-5325

0958-47-1551

0958-71‐１５１５

０９６－３８４－２１１１

０９６－３８４－１０１１

０９77-24-1221

0975-32-6181

0985-24-4181

0982-21-6381

0992-23-１１５１

０９８８－５３－３１３４

－２１６－



各種委員会委員名簿
(五十音順）

医療制度委員会（担当副会長河北博文）

委員長丹野清喜水戸済生会総合病院

副委員長小西宏済生会神奈川県支部

天本宏天本病院

荒井蝶子聖路加看護大学

伊賀六一東京都済生会中央病院

池上直己慶應義塾大学医学部

今井重信湘南中央病院

岩崎榮曰本医科大学

左奈田幸夫病院システム開発研究所

嶋崎佐智子㈱曰本看護協会

原俊夫（前公立昭和病院

星和夫青梅市立総合病院

星源之助総合会津中央病院

牧野永城聖路加国際病院

院長 茨城県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

福島県

神奈川県

O292-54-5151

045-662-4721

0423-75-9581

03-3543-6391

03-3451-8211

03-3353-1211

0466-36-8151

(Ｈ3.7.27）

03-3822-2131

長
授
長
授
長
授
長
事
ｊ
長
長
間

腿
長

教

院
教
院
肋
院
教
会
常
院
院
院
顧

033470-6978

03-34008331

0593-51-0493

（自宅）

O428-22-3191

O242-25-1515

045-894-O672

（自宅）

２．病院管理運営委員会

１）統計調査部会（担当副会長中山耕作）

部会長大道學医療法人大道会

副部会長三宅浩之関東逓信病院

梅里良正曰本大学医学部

関田康慶東北大学医学部

田辺俊男医療法人大道会

中後勝高槻病院

宮崎柏済生会宇都宮病院

理事長

顧問

助手

助手

企画調査
室長

理事長

院長

府
都
都
県
府
府
県

阪
京
京
城
阪
阪
木

大
東
東
宮
大
大
栃

06-962-9621

03-3448-6537

03-3972-8111

022-274-1111

06-962-9621

06-315-0576

0286-34-2151

2）医療事故対策部会（担当副会長財津晃）

部会長小澤寛二国立療養所新潟病院

委員遠藤良一白河厚生総合病院

佐藤とく東京警察病院

新潟県

福島県

東京都

院長

院長

総看護
婦長

0257-22-2126

0248-22-2211

03-3263-1371

－２１７－



藤
前
松

森暢路

田マスヨ

澤孝子

藤森病院

東海大学医療技術短期大学

東京都済生会中央病院

院長

看護学
部長
看護科
顧問

兵庫県

神奈川県

東京都

0792-24-11

O463-58-1l

O3-3415-44

（白：

3）防災対策部会（担当副会長財津晃）

部会長上田侃札幌循環器クリニック

副部会長小原知次郎小原病院

石田貞治大口東総合病院

上林三郎聖路加国際病院

岸上香岡山病院

倉持一雄学校法人順天堂

顧問岡山義雄東海記念病院

》権》辮挙蝋権
北海道

兵庫県

神奈川県

東京都

愛知県

東京都

愛知県

011-747-5（

O78-521-1z

O45-401-24

O3-3541-5］

O52-221-1f

O3-3813-3」

O568-88-OE

４）労務・福利厚生・用度部会（担当副会長財津晃）

部会長相馬秀臣相馬病院

副部会長星源之助総合会津中央病院

梅津勝男曰比谷病院

大倉富美雄岩井総合病院

大塚暢聖隷福祉事業団

緒方廣市武蔵野赤十字病院

本宿尚公立藤田総合病院

理事長

院長

庶務課長

本部長

専務理事

医事課長

院長

府
県
都
都
県
都
県

都
島
京
京
岡
京
島

京
福
東
東
静
東
福

075-46343

0242-25-15

03-3502-72

03-3658-21

0534-73-21

0422-32-31

0245-85-21

３．給食委員会（担当副会長中山耕作）

委員長寺田守公立陶生病院

副委員長新村明篠ノ井総合病院

宇井美代子聖路加国際病院

財津晃長浜赤十字病院

佐藤一義新潟県立中央病院

山本辰芳ＨＤＳ研究所

吉野節子吉祥院病院

米山貞治東京衛生病院

（小委員会）

委員吉田千恵子社会保険蒲田総合病院

院長

名誉院長

栄養科長

院長

給食課長

所長

給食部長

栄養科長

県
県
都
県
県
都
府
都

知
野
京
賀
潟
京
都
京

愛
長
東
滋
新
東
京
東

0561-82-51

0262-92-22

03-3541-51

0749-63-21

0255-24-11

03-3818-34

075-672-13

03-3392-61

栄養課長 東京都 03-3738-82

－２１８－



勤務医委員会（担当副会長中山耕作）

委員長宮崎柏済生会宇都宮病院

副委員長岡本重禮聖路加国際病院

有賀徹公立昭和病院

安東三郎いなみ野病院

石井昭郎相模原協同病院

鍬塚登喜郎福岡赤十字病院

佐々英達佐々病院

笹森典雄牧田総合病院

院長

副院長

脳神経
外科医長

院長

院長

院長

理事長

副院長

栃木県

東京都

東京都

兵庫県

神奈川県

福岡県

東京都

東京都

0286-34-2151

03-3541-5151

0424-61-0052

078-941-1730

0427-72-4291

092-521-1211

0424-61-1535

03-3762-4671

教育委員会（担当副会長

委員長登内真

副委員長渡辺晃

内田卿子

遠藤良一

松林恵子

三宅浩之

宗雪武

財津晃）

土浦協同病院

国立水戸病院

聖路加国際病院

白河厚生総合病院

㈱曰本看護協会

関東逓信病院

横浜赤十字病院

院長

院長

総婦長

院長

常任理事

部長

院長

茨城県

茨城県

東京都

福島県

東京都

東京都

神奈川県

O298-23-3111

0292-31-5211

03-3541-5151

0248-22-2211

03-3400-8331

03-3448-6537

045-622-0101

通信教育委員会（担当副会長財津晃）

委員長高橋政旗杏林大学医学部

一条勝夫病院管理研究協会

岩崎榮日本医科大学医療管理学教室

木村明新潟市民病院

黒田幸男国家公務員等共済組合連合会

竹本吉夫秋田赤十字病院

教授

常任理事

教授

副院長

病院部長

院長

都
都
都
県
都
県

京
京
京
潟
京
田

東
東
東
新
東
秋

0422-47-5511

03-3202-0791

03-3822-2131

025-241-5151

03-3222-1841

0188-34-3361

臨床予防医学委員会（担当副会長

委員長依田忠雄

副委員長鈴木豊明

副委員長藤間弘行

安藤幸夫

若月俊一）

岡山赤十字病院

東京警察病院

藤間病院

聖路加国際病院

院長

顧問

院長

副院長

岡山県

東京都

埼玉県

東京都

0862-22-8811

03-3263-1371

0485-22-0600

03-3541-5151

－２１９－



津
川
関
澤
瀬
森
中
田
杉
岡
木

本
字
大
小
金
清
笹
田
寺
一
一
松
三

彦
夫
尚
男
闇
雄
二
夫
皎
研
徹

出
紀

典
曰
忠
鉄

典
剛
由

国立久留米病院

曰本鋼管病院

京都第二赤十字病院

青森県立中央病院

三井記念病院

牧田総合病院

総合高津中央病院

大阪赤十字病院

大阪赤十字病院

ＰＬ病院

丸山病院

院長

副院長

福岡県

神奈川県

京都府

青森県

東京都

東京都

東京都

大阪府

大阪府

大阪府

兵庫県

0942-21-45

044-333-551

075-231-51

0177-26-83（

03-3862-91

03-3762-46

044-822-611

06-771-511

06-771-511

07212-4-3m

078-642-10

副院長

副院長

副院長

副院長

検査部長

名誉院長

副院長

院長

8．社会保険・老人保健委員会（担当副会長若月俊一）

委員長北村行彦優生病

副委員長竹内正也聖ヨゼフ病

伊藤研大雄会第一病

千葉兼三千葉病

寺田一郎水原郷病

中橋彌光西陣病

元原利武明舞中央病

院
院
院
院
院
院
院

長
長
長
長
長
長
長

務

院
院
院
事
院
院
院

兵庫県

神奈川県

愛知県

東京都

新潟県

京都府

兵庫県

06-488-18（

O468-22-21I

0586-72-12

03-3471-75F

O250-62-27l

O75-461-88（

O78-917-202

9．医療経済委員会（担当副会長河北博文）

委員長有澤源藏有澤総合病院

石井孝宜森公認会計士共同事務所

伊藤寛伊藤会計事務所

岩井宏方岩井総合病院

小松茂樹河北総合病院

薗部雅一（前兵庫医科大学

理事長

公認会計士

公認会計士

院長

府
都
県
都
都
県

阪
京
知
京
京
庫

大
東
愛
東
東
兵

0720-47-26（

03-3839-59（

052-541-01（

03-3658-21］

O3-3339-212

0798-45-65（理事）

－２２０－



１０国際委員会（担当副会長

委員長高橋勝三

副委員長紀伊國献三

池上直己

大西孝夫

関武矩

高橋淑郎

竹内正也

長澤泰

波多野誠

牧野永城

河北博文）

武蔵野赤十字病院

筑波大学

慶応義塾大学医学部

厚生省国際課

聖路加国際病院

杏林大学医学部

聖ヨゼフ病院

東京大学工学部建築科

九段坂病院

聖路加国際病院

東京都

茨城県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

東京都

東京都

神奈川県

院長

教授

助教授

課長

事務長

助手

院長

助教授

外科部長

顧問

O422-32-3111

0298-53-2111

03-3353-1211

03-3503-3171

03-3541-5151

0422-47-5511

0468-22-2134

03-3812-2111

O3-3262-9191

045-894-O672

（自宅）

財津晃）

医療法人大雄会

嬉泉病院

札幌循環器クリニック

優生病院

西能病院

土浦協同病院

大浜第一病院

総合会津中央病院

秋津鴻池病院

11.組織委員会（担当副会長

委員長伊藤研

副委員長須藤祐司

上田侃

北村行彦

西能正一郎

登内真

廣田耕三

星源之助

南溢

愛知県

東京都

北海道

兵庫県

富山県

茨城県

沖縄県

福島県

奈良県

長
長
長
長
長
長
長
長
長

事
事

事

理
院
理
院
理
院
院
院
院

0586-72-1211

03-3600-9001

011-747-5821

06-488-1851

0764-41-2481

0298-23-3111

0988-66-5171

0242-25-1515

07456-3-0601

12．学術委員会（担当副会長

委員長岡崎通

副委員長一条勝夫

岩渕勉

北原哲夫

高橋政頑

三宅浩之

山本修

中山耕作）

国立津病院

病院管理研究協会

河北総合病院附属クリニック

（元東京逓信病院

杏林大学医学部

関東逓信病院

（元都立大塚病院

県
都
都
都
都
都
都

重
京
京
京
京
京
京

三
東
東
東
東
東
東

院長

理事

院長

院長）

教授

顧問

院長）

05925-5-3120

03-3202-0791

03-5377-2511

03-3328-5610

（自宅）

O422-47-5511

O3-3448-6537

03-3941-9321

（自宅）

－２２１－



諸橋芳夫）

西能病院

府中病院

船橋市立医療センター

嬉泉病院

メディアーク経営研究所

社会保障研究所

日本生命保険相互会社

曰本放送協会

13.広報委員会（担当会長

委員長西能正一郎

副委員長岸口繁

奥山武雄

須藤祐司

須磨忠昭

高木安雄

名原剛

参与行天良雄

（諮問委員会）

委員宇井美代子

北林悦子

佐々木和男

佐藤尚義

鈴木勝治

吉崎悦子

八木下将也

理事長

理事長

院長

院長

所長

研究員

総合
企画室長

解説委員

県
府
県
都
府
都
都
都

山
阪
葉
京
阪
京
京
京

富
大
千
東
大
東
東
東

O764-41-241

0725-41-16

0474-38-331

03-3600-90（

0720-31-25’

03-3589-13l

O3-3507-16

045-331-29；

（自宅

聖路加国際病院

九段坂病院

河北総合病院

北品川総合病院

春曰部市立病院

済生会神奈川県病院

同愛記念病院

栄養科長

看護部長

事務長

放射線技
術部課長

検査科長

病歴図書室

薬剤科長

東京都

東京都

東京都

東京都

埼玉県

神奈川県

東京都

O3-3541-51

03-3262-91（

03-3339-212

03-3474-58（

0487-35-12（

045-432-11

03-3625-63〔

14.諸規程検討委員会（担当副会長河北博文）

委員長廣田耕三大浜第一病院

副委員長平野一彌港北耳鼻咽喉科病院

斎藤正夫石和温泉病院

登内真土浦協同病院

遠山正道佐倉厚生園

院長

院長

事務長

院長

院長

沖縄県

神奈川県

山梨県

茨城県

千葉県

O98-866-519

045-421-894

05526-3-01］

O298-23-31］

0434-84-21（

二二
篭一合

院一長一東一京~都－０↑瀞iE諸
院長埼玉県ｏ憎嵜蝋
事務局長東京都O3-3265-OO1

原田充

加藤貞

善
男

川口市民病

仙日本病院

院
会

15．中小病院委員会（担当副会長河北博文）

委員長織本正慶織本病院

荒尾素次はりま病院

岡田玲一郎社会医療研究所

柏戸正英柏戸病院

理事長

理事長

所長

院長

東京都

兵庫県

東京都

千葉県

O424-94-144

O794-21-77〔

03-3914-55（

0472-27-83（

－２２２－



慶
一
正
孝
男

康
仁

安
知

田
村
畑

地

関
中
古
牧
宮

東
型
局
古
牧
宮

北 大学医
オ

雄病

畑病

病

学

部
院
院
院
院

助
院
院
院
院

県
府
都
府
県

城
都
京
阪
庫

宮
京
東
大
兵

手
長
長
長
長

022-274-1111

075-871-0245

03-3424-0705

06-953-0120

078-451-1221地 病

－２２３－



〔特別委員会〕（順不同）

1．病院情報センター委員会

委員長三宅浩

副委員長里村洋

青木禧

飯田信

一条勝

大道

士井義

谷口正

之 関東逓信病院

千葉大学附属病院

佐々木病院

北品川総合病院健康医学センター

病院管理研究協会

日本大学医学部

舞子台病院

ＮＴＴデータ通信㈱

問
長
問
長
事
授
長
長

務

顧
部
顧
部
理
教
事
部

東京都

千葉県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

兵庫県

東京都

O3-3448-651

0472-22-71

045-581-311

03-3474-13

03-3202-071

03-3972-81

078-782-OOl

O3-3509-5e

和
吾
夫
久
行
和

2．国際モダンホスピタルショウ

担当副会長中山耕作

墓耆i薑､:鬘登内真
企画委員長三宅浩之

隷
浦
東

聖
士
関

浜松

協同

逓信

病院

病院

病院

院
院
顧

静岡県

茨城県

東京都

長
長
問

0534-74-221

0298-23-31

03-3448-65（

３．へルス展

担当副会長中山

企画委員長須藤

耕作

祐司

聖隷浜松病院

嬉泉病院

院
院

長
長

静岡県

東京都

0534-74-221

03-3600-90（

４．創立40周年記念事業実行委員会

担当副会長中山耕作

委員長平野一彌

岡崎通

西能正一郎

高橋彦太郎

加藤貞男

聖隷浜松病院

港北耳鼻咽喉科病院

国立津病院

西能病院

仙日本病院会

㈱曰本病院会

院長

院長

院長

理事長

参与

事務局長

静岡県

神奈川県

三重県

富山県

東京都

東京都

O534-74-22i

O45-421-89

05925-5-311

0764-41-24（

O3-3265-OO1

O3-3265-OO1

5．’94ＩＨＦ地域会議準備委員会

担当副会長河北博文

委員高橋勝三

紀伊國献三

河北総合病院

武蔵野赤十字病院

筑波大学

理事長

院長

教授

東京都

東京都

茨城県

O3-3339-212

0422-32-31］

O298-53-21］

－２２４－



045-894-0672

（自宅）

O3-3203-5327

牧
小
吉

城聖路加国際病院

夫国立医療・病院管理研究所

雄㈱厚生科学研究所

神奈川県

東京都

東京都

野
山
野

問
長
長

顧
室
所

氷
秀
晶

03-34704662

私的病院連絡協議会

世話人代表織本正慶

世話人中山耕作

河北博文

上田侃

小野肇

平野一彌

西能正一郎

伊藤研

有澤源蔵

大道学

北村行彦

村田寿太郎

廣田耕三

織本病院

聖隷浜松病院

河北総合病院

札幌循環器クリニック

大口東総合病院

港北耳鼻咽喉科病院

西能病院

総合大雄会病院

有澤総合病院

大道病院

優生病院

村田博愛病院

大浜第一病院

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

事
事
事

事
事
事
事

理
院
院
理
理
院
理
理
理
理
院
院
院

東京都

静岡県

東京都

北海道

神奈川県

神奈川県

富山県

愛知県

大阪府

大阪府

兵庫県

山口県

沖縄県

0424-94-1441

0534-74-2222

03-3339-2121

011-747-5821

045-401-2411

045-421-8944

0764-41-2481

0586-72-1211

0720-47-2606

06-967-7111

06-488-1851

0835-22-2310

098-866-5171

諸橋芳夫先生叙勲祝賀会実行委員会（全国自治体病院協議会と合同）

（曰病）中山耕作聖隷浜松病院院長

河北博文河北総合病院理事長

平野一彌港北耳鼻咽喉科病院院長

高橋彦太郎拙曰本病院会参与

加藤貞男拙日本病院会事務局長

（全自病）寺田守公立陶生病院院長

米田啓二全国自治体病院協議会事務局長

静岡県

東京都

神奈川県

東京都

東京都

愛知県

東京都

0534-74-2222

03-3339-2121

045-421-8944

03-3265-0077

03-3265-0077

0561-82-5101

03-3261-8555

－２２５－



〔部会〕（順不同）

1．老人保健施設部会（担当諸橋芳夫）

部会長北村行彦優

委員竹内正也聖

伊藤研大

南溢秋

牧安孝牧

生病

ヨゼフ

雄会第一

津鴻池
院
院
院
院
院

院
院
院
院
院

兵庫県

神奈川県

愛知県

奈良県

大阪府

長
長
長
長
長

06-488-18（

0468-22-21（

0586-72-12］

07456-3-06（

O6-953-O12
病
病
病

病

2．看護教育施設部会

会長諸

部会長伊

副部会長高

常任幹事登

宮

橋
藤
橋
内
崎
原
澤

夫
研
三
真
柏
茂
一
一
助
路

之
芳

勝
寛
源
暢

国保旭中央病院

医療法人大雄会

武蔵野赤十字病院

土浦協同病院

栃木県済生会宇都宮病院

長崎市立市民病院

国立療養所新潟病院

総合会津中央病院

藤森看護専門学校

長
長
長
長
長
長
長
長
長

事
院

校

院
理
院
院
院
元
院
院
学

千葉県

愛知県

東京都

茨城県

栃木県

長崎県

新潟県

福島県

兵庫県

0479-63-81

0586-72-121

0422-32-311

0298-23-311

0286-34-21E

O958-22-32E

O257-22-212

0242-25-15］

O792-82-O22

小
星
藤

森

〔他団体との連携委員〕（順不同）

1．病院診療報酬適正化推進会議（代表委員諸橋芳夫）

諸橋芳夫国保旭中央病

財津晃長浜赤十字病

河北博文河北総合病

有澤源藏有澤総合病

北村行彦優生病

登内真土浦協同病

柏戸正英柏戸病

三宅浩之関東逓信病

院
院
院
院
院
院
院
院

長
長
長
長
長
長
長
間

事
事

院
院
理
理
院
院
院
顧

県
県
都
府
県
県
県
都

葉
賀
京
阪
庫
城
葉
京

千
滋
東
大
兵
茨
千
東

04796-3811

07496-3-211

03-3339-212

0720-47-26Ｃ

Ｏ6-488-185

0298-23-311

0472-27-83G

O3-3448-658

－２２６－



四病院団体連絡協議会（代表委員諸橋芳夫）

(総合部会＞

諸
中
河
有

芳
耕
博
源

橋
山
北
淫

夫
作
文
蔵

保旭中央

隷浜松

北総合

澤総合

病院

病院

病院

病院

院長

院長

理事長

理事長

千葉県

静岡県

東京都

大阪府

国
聖
河
有

04796-3-8111

0534-74-2222

03-3339-2121

072047-4606

:税制委員会＞

有澤総合病院

森公認会計士共同事務所

理事長大阪府

公認会計士東京都

有澤源藏

石井孝宜

0720-47-2606

03-3839-5960

〔医療制度委員会＞

丹野清喜

大道學

水戸済生会総合病院

医療法人大道会

院長

理事長

茨城県

大阪府

0292-54-5151

06-962-9621

〈医療経済委員会＞

中山耕作

伊藤研

北村行彦

隷浜松病

療法人大雄

生病

院
会
院

聖
医
優

院長

理事長

院長

静岡県

愛知県

兵庫県

0534-74-2222

0586-72-1211

06-488-1851

〔看護小委員会＞

伊藤研

高橋勝三

医療法人大雄

武蔵野赤十字病

会
院

愛知県

東京都

理事長

院長

0５８６－７２－１２１１

０４２２－３２－３１１１

〈給食委託研究会＞

財津

寺田

長浜赤十字病院

公立陶生病院

滋賀県

愛知県

晃
守

院
院

長
長

07496-3-2111

0561-82-5101

－２２７－



委員会等所掌一覧表

医療制度委員会

（委員長丹野清喜）

日本病院学会

（各年度学会長）

Ｈ１‐トーⅢ円いⅡＨＨＨ］

日本人間ドック学会
(担当理事依田忠雄）

学 会

(担当副会長中山耕作）病院管理運営委員会
日本診療録管理学会

（担当理事竹本吉夫）

統計調査部会

（部会長大道学）

ｈ
ｌ
Ｉ
目
「
’
’
’
一
「
１
１
１
］

病院幹部医会

（担当副会長中山耕作）医療事故対策部会

（部会長小澤寛二）

防災対策部会

（部会長上田侃）

無料職業紹介事業

（担当理事柏戸正英）

労務･福利厚生･用度部会

（部会長相馬秀臣） 推進委員会｢1

1１

１’
｜，
L｣

病院診療報酬適正化推進会議
（代表委員諸橋芳夫）給食委

（委員長寺田

１

亘
只
守 会

幹事会（事務局）

勤務医対策委員会

（委員長宮崎柏） 総 合 部 会ｉ
Ｉ

教 青

(委員長

委員

登内真）

会

税制委員会

111
通信教育委員

（委員長高橋政誠）

会

四病院団体連絡協議会

（代表委員諸橋芳夫）

口
医療制度委員会

臨床予防医学委員会
（委員長依田忠雄）

医療経済委員会社会保険・老人保健委員会
（委員長北村行彦）

医療経済委員

（委員長有澤源蔵）

会 看護小委員会

給食委託研究会

国際病院連盟（ｌＨＦ）

正
副
会
長
会

会の総務､財務全般､経理に関する項アジア病院連盟(AHF）

国際委員
（委員長高橋勝三）

会

組織委

（委員長伊蔭

１

員
研 会

学術委員

（委員長岡埼通）

会

会長・副会長所室各種委員会部会一覧

ヨョーゴ

鰍)＊≦Ｉ｡…

広報委員

（委員長西能正一郎）

会

諸規程検討委員会

（委員長炭田耕三）

(副会長）

吉月度

起床予防医学委貝会、社会保険・老人保健姿、

会中小病院委貝
（委員長抵本正度）

会

運営委員会
一

枝術委貝会

病院情報センター委員会
（委員長三宅浩之）

研究研修委員会

（委員長登内真）

ｌ
「
Ｉ

国際モダンホスヒタルシヨウ
（担当副会長中山耕作） 企画委員会

（委員長え毛浩之）

企画委員会

（姿iilt須iiiXjiFT]）

ヘルス展

（担当副会長中山耕作）

豪各種制度委員会委員長、部会長は常任理事会に出席出来る。

－２２８－

総務財務網里担当 平野一禰 会の総務､財務全般､経理に関する事項



平成３年度研究会委員名簿

。……委員長

○……副委員長

△……編集委員

（五十音図）

1．診療システム研究会

研究会顧問

山本

嶋田和

修
正

院
院

都立大塚病院

都立広尾病院

O3-3941-9321（自宅）

O3-3489-7901（自宅）

岡
嗣

長
長

澤
柴
加
篠
杉
角
士
新
星
村

。
○

島
田
藤
原
浦
田
居
納

院
院
院
院
院
院
院
副
院
院

横浜船員保険病院

㈱曰立戸塚総合病院

江戸川病院

河北総合病院

都立広尾病院

神奈川県立こども医療センター

都立台東病院

大口東総合病院

青梅市立総合病院

都立豊島病院

政
俊
正

行
郎
弘
旭
也
夫
秦
司
夫
次

長
長
長
長
長
長
長
長
長
長

045-331-1251

045-881-1221

03-3673-1221

03-3339-2121

03-3444-1181

045-711-2351

03-3874-7441

045-401-2411

0428-22-3191

03-3961-3281

昌
昭
通
憲
和
義

院

上

浜田一美 事務局員 ㈱曰本病院 会 03-3265-0077

2．事務管理研究会

研究会顧問

滝沢喜七 理事長 小千谷総合病院 0258-83-3600

林
木
田
田
中
中
田
田
本

々

上
佐
黒
篠
田
田
益
安
山

。
○

郎
男
男
郎
實
夫
作
之
博

事務部顧問

事務長

審議役兼病院部長

事務局長

事務部長

理事

事務長

事務部長

常務理事

聖路加国際病院

河ｺﾞヒ総合病院

国家公務員等共済組合連合会

済生会横浜市南部病院

足利赤十字病院

小千谷総合病院

聖ヨゼフ病院

ｌｌ頂天堂大学医学部付属順天堂病院

聖隷福祉事業団

03-3541-5151

03-3339-2121

03-3287-1841

045-832-1111

0284-21-0121

0258-83-3600

0468-22-2134

03-3813-3111

0534-73-2150

和
幸

英
啓
尚
敏

－２２９－



一之瀬秀樹事務局員㈱曰本病院 会 03-3265-0077

3．医事研究会

研究会顧問

三上晃

加藤雄二

医事課顧問三井記念病院

事務部顧問北品川総合病院

03-3862-9111

03-3474-1831

事
務
務
険
事

北総合病

島総合病

の門病院分

の門病

本病

大
中
船
石
岩

。
○
△

利
男
浩
介

医
業
総
保
医

長
長
長
長
長

課
課
課
係
課

河
本
虎
虎
織

院
院
院
院
院

西
野
津
坂
瀬

正
隆

Ｏ3-3339-2121

0276-22-8781

044-877-5111

03-3588-1111

0424-91-2121

恵
英

事務局員

事務局員

㈱曰本病院

棚曰本病院

〈
室
〈
玄

大内全

一之瀬秀樹

03-3265-0077

03-3265-0077

4．総務研究会

研究会顧問

青山博㈹総務課長 井記念病院O3-3759-5347（自宅）

◎石山稔企画室長聖路加国際病院O3-3541-5151
Ｈ3.4.30

退任
畿一合一症ｅ圧 由H-fE-KHト室ヨヨ

久光企画管理室長

詔医事課長

謙太郎副所長

功人事課長代理

西能病

東京警察多摩分

亀田総合研究

河北総合病

中
松
渡
篠

○

院
院
所
院

0764-41-2481

0423-21-2031

04709-2-2211

03-3339-2121

氷
田
辺
塚

H3.5.1

新任

大内全事務局員仙曰本病院会O3-3265-OO77

5．用度研究会

◎塩山雅

○梅津勝

大石洋

中村明

平林和

松島雅

用度課長(次長）

庶務課長

事務長

用度係長

用度課長

経理課長

英
男
司
良
玄
夫

聖路加国際病院

曰比谷病院

成城木下病院

楽病院

公立昭和病院

北里メディカルセンター病院

03-3451-5151

03-3502-7231

03-3482-1702

03-3292-3981

0424-61-0052

0485-93-1212

－２３０－



日通健保東京病

拙曰本病院

山口敏雄

小椋敏正

経理課長

事務局員

院
会

03-3946-5151

03-3265-0077

６－施設研究会

研究会顧問

上林三郎 事務部顧問 聖路加国際病院 03-3541-5151

建設事務局

施設課長

施設課長

施設課長

施設部長

主事

施設業務顧問

学校法人順天堂

北品川総合病院

武蔵野赤十字病院

虎の門病院

河北総合病院

都立豊島病院

東京都済生会向島病院

倉
中
小
佐
瀬
中
辺

。
○

△

持一雄

島昭二郎

峰建二

藤辰夫

川篤宏

西照録

見九十九

03-3813-3111

03-3474-1831

0422-32-3111

03-3588-1111

03-3339-2121

03-3961-3281

03-3610-3651

肋曰本病院吉川肇 事務局員 会 03-3265-0077

7．会計経理研究会

研究会顧問

酒泉春雄 合財団事務局顧問 河北総 病院 03-3339-2121

小
別
小
徳
横

。
○

沢
府
林
野
山

武 事務長

事務部長

経理課

財政課係長

経理課長

東大和病院

虎の門病院分院

中野総合病院

三楽病院

聖路加国際病院サービスセンター

男
勇
人
彦
治

0425-62-1411

044-877-5111

03-3382-1231

03-3292-3981

03-3542-9746

則
雅
達

仙曰本病院

拙曰本病院

太刀川東吾

臼杵豊

事務局員

事務局員

〈
雪
〈
雪

03-3265-0077

03-3265-0077

8．人事労務研究会

研究会顧問

稲垣武 O424-63-3266（自宅）岡事務部長 東京都済生会向島病院

◎西浦捷裕

○斉藤正夫

人事課長

事務長

東
石

京
和

衛生病院

温泉病院

03-3392-6151

0552-63-0111

－２３１－



原孝憲

井武

水正紀

事務次長

人事課長

庶務課長補佐

虎の

岡癌研究

楽

石
酒
垂

△

病院

附属病院

病院

門

会

03-3588-1111

03-3702-4394

03-3292-3981

(自宅）

一之瀬秀樹 事務局員 ㈱曰本病院 会 03-3265-0077

9．看護管理研究会

研究会顧問

内田卿子 総婦長 聖路加国際病院 03-3541-5151

◎大久保

○北林

家入

竹内

木部

小林

嶋崎

長谷川

宮越

和恵

悦子

秀子

幸枝

玲子

保

佐智子

スミ子

和子

総婦長

看護部長

看護・介護課長

婦長

副看護部長

在宅医療室長

常任理事

総婦長

看護課長

練馬総合病院

九段坂病院

港区立特養老人ホーム・高齢者
住宅サービスセンター白金の森

日本赤十字社医療センター

北里研究所病院

板橋中央総合病院

㈱日本看護協会

癌研究会付属病院

都立八王子小児病院

03-3972-1001

03-3262-9191

03-3449-9611

03-3400-1311

03-3444-6161

03-3967-6011

03-3400-8331

03-3918-0111

0426-24-2255

浜田一美 事務局員 拙曰本病院会 03-3265-0077

10．薬事管理研究会

研究会顧問

高橋則行

吉本与一

垣花満

会長

副会長

薬剤部長

拙曰本病院薬剤師

鮒日本薬剤師

大森赤十字病

会
会
院

03-3406-0485

03-3580-9611

03-3775-3111

◎片山

○八木下

飯沼

磯崎

海老沼

△樺山

佐野

高橋

孝
将
弘
貞

薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬
薬

長
長
長
長
長
長
長
長

科
科
部
部
科
部
部

局
剤
剤
剤
剤
剤
剤
剤

聖路加国際病院

同愛記念病院

都立神経病院

東京逓信病院

東京警察病院

杏林大学医学部附属病院

曰本赤十字社医療センター

武蔵野赤十字病院

03-3541-5151

03-3625-6381

0423-23-5111

03-3238-7167

03-3263-1371

0422-47-5511

03-3400-1311

0422-32-3111

也
義
夫
廣

照
寿
美

夫
篤

－２３２－



東京厚生年金病院

国立療養所東京病院

薬剤部長

薬剤科長

永井昇

古河宏一

03-3269-8111

0424-91-2111

肋曰本病院会大内全 事務局員 03-3265-0077

1．栄養管理研究会

研究会顧問

馬場昂 042343-1573（自宅）栄養室長 エアロビクスクリニック

聖路加国際病院

順天堂医院

大森赤十字病院

関越病院

心臓血管研究所附属病院

江東病院

健保川崎中央病院

河北総合病院

東京衛生病院

都立府中病院

子
夫
し
子
子
男
三
子
治
子

代
寿

津
美
節
よ
－
房
佳
渉
洋
靖
貞
美

栄養科長

栄養部長

前栄養課長

栄養科

栄養科管理室長

栄養課長

栄養課長

栄養科長

栄養科長

栄養科長

宇
佐
篠
下
住
中
長
中
米
吉

。
△

丼
藤
田

03-3541-5151

03-3813-3111

03-3309-0795（自宅）

O492-85-3161

03-3408-2151

03-3685-2166

044-288-2601

03-3339-2121

03-3392-6151

0423-23-5111

田
川
崎
西
山
田

㈱曰本病院 会事務局員浜田一美 03-3265-0077

2．調理研究会

◎佐藤曰

小林武夫

杉本和治

△倍賞玉之助

吉川恒司

東邦大学大森病

都立大塚病

＝ 楽病

東京衛生病

国立療養所東京病

院
院
院
院
院

上席調理室長

調理技能長

㈱調理主任

調理主任

調理師

03-3762-4151

03-3941-3211

044-411-5254（自宅）

03-3392-6151

0424-91-2111

㈱曰本病院 会事務局員浜田一美 03-3265-0077

3．診療録管理研究会

〕△高橋政頑

有坂肇

大島京子

桜井勉

林大学医学部

村総合病院

里研究所付属病院

応義塾大学病院

教授

診療録管理部長

病歴室

中央病歴室主任

杏
松
北
慶

O422-47-5511

0246-23-2161

03-3444-6161

03-3353-1211

－２３３－



松戸市立病院

句関東逓信病院

東京医大病院

順天堂医院

済生会神奈川県病院

済生会神奈川県病院

診療記録管理室主任

医学資料室

中央病歴室

診療録
中央管理室主任

病歴室顧問

病歴図書室

武
戸
西
丸

田純子

川登美子

野秦吉

林葉子

竹年世子

崎悦子

O473-63-2171

03-3448-6685

03-3342-6111

03-3813-3111

045-432-1111

045-432-1111吉

拙曰本病院北川芳兼事務局員 会 03-3265-0079

14．病院管理総合研究会

京浜総合病院

金地病院

東京警察病院

京浜総合病院

板橋中央総合病院

河井病院

朝曰生命成人病研究所附属病院

武蔵野赤十字病院

聖路加国際病院

関東逓信病院

曰本医療食協会

理事長

院長

医事第二課課長補佐

事務局次長

在宅医療室長

総婦長

医事課長

看護婦長

新病院開院
準備室室長

看護部主任婦長

管理栄養士

倣
賎
金
熊
小
高
Ｍ
中
中
揚
揚

政
夫
長
光
保
メ
子
江
吾
が
子

和
忠
嘉
頼
宏

力
美
久
彰
す
邦

作
地
森
沢
林
田
池
原
村
川
本

044-777-3251

03-3821-6433

03-3263-1371

044-777-3251

03-3967-6011

03-3951-9116

03-3343-2151

0422-32-3111

03-3541-5151

03-3448-6021

03-3258-4611

事務局員 ㈱曰本病院 会大内全 03-3265-0077

15．放射線研究会

研究会顧問

西田義夫

松岡龍平

松本秦二

健康管理相談室

放射線科部長

放射線科部長

佼成病院

聖路加国際病院

楽病院

03-3383-1281

03-3541-5151

03-3292-3981

黒
藤
大
栗
佐
杉

。
○ 夫 技術長

技師長

顧問

技師

放射線技術部課長

副技師長

駿河台日本大学病院

東京医科大学霞ケ浦病院

聖テレジア病院

東京女子医科大学
こう原病リウマチ痛風センター

北品川総合病院

国立療養所村山病院

隆
良
周
道
尚
敏

羽
田
内
田
藤
尾

O3-3293-1711

0298-87-1161

0467-32-4125

03-3348-0988

03-3474-5861

0425-61-1221

信
雄
義
憲

－２３４－





整備課相談役

事務局員

虎の門病

拙日本病院

崎とし子

田一美

院
会

03-3588-1111

03-3265-0077

局
浜

18．図書室研究会

研究会顧問

後藤久夫園 長 片瀬学園 0466-22-4462

事務主任

司書

事務副主任

司書

東京厚生年金病

聖路加国際病

三井記念病

川崎市立川崎病

石
河
上
篠

。
○

澤
合
原
原

實枝

富士美

みどり

寿美江

院
院
院
院

03-3269-8111

03-3541-5151

03-3862-9111

044-233-5521

大内全事務局貝 拙曰本病院 会 03-3265-0077

19．職場リーダー研修会

廣

市
均
助
枝
人

事務部長

医事課長

放射線技師長

栄養課課長補佐

臨床検査技師長

武
聖
昭
東
昭

蔵野赤十字病

路加国際病

和大学病

京医科大学病

和大学病

聡
岫
神
平
平

方
藤
田
井
沢

院
院
院
院
院

O422-32-3111

03-3541-5151

03-3784-8418

03-3342-6111

03-3784-8484

幸
千
政

事務局員

事務局員

㈱曰本病院

鮒日本病院

中谷一美

井上新一

〈
雪
〈
雪

03-3265-0077

03-3265-0077

－２３６－



会 状況員

平成４年３月31日現在

会員数 会員数 会員数

－２３７－

都道府県名 会員数 都道府県名 会員数 都道府県名 会員数

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山

海
奈

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富

５
３
８
５
７
４
７
２
１
１
３

６
２
１
２
２
１
３
５
２
４
６

０
９
３

１
５
３

１
２
１

６
７

６
２

川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根

歌

石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島

０
８
７
４
７
３

２
１
２
３
３
７

７４１
妬
刈
閉
別
１

０６１

１
０
４
３

４
７
１
１

山
島
ロ
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

児

岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

合計

２
７
３

７
４
３

７
７
３
４
２

１
３
４
９

９
３
９
２
３
６
２

４
２
１
１
１
１

2，４４２

会員種別 平成４年３月31曰 平成３年３月31日 増減

正会員 2，４４２ 2,414 2８

賛助会員Ａ

〃

〃

〃

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1５１

１９０

０

7８

145

187

0

8３

６
３
０
５

△

〃 計 419 415 ４

合計 2,861 2,829 3２
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